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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本書はＧＡ文庫「織田信奈の野望　４」と、ＧＡ文庫マガジン　Vol.4掲載

「織田信奈の野望　今川義元の将軍日記」を大幅に加筆・修正したものです。

























　　　巻ノ一　信のぶ奈な狙そ撃げき







　ところは東北地方、出で羽わの国くににそびえる米よね沢ざわ城じよう。

　奥おう州しゆうに割かつ拠きよする一大名・伊だ達て輝てる宗むねの本城である。

　その米沢城の一角に、鬱うつ蒼そうと茂しげる森があり、その森になぜか漆しつ黒こくの南なん蛮ばん教会が建っていた。

　よく見ると、教会の屋根に掲かかげられている十じゆう字じ架かが、上下逆さまになっている。

　そんなアンチクライストな謎なぞの南蛮教会から、早朝そうそうカン高い幼女の叫さけぶ声が。

「小こ十じゆう郎ろう──────！」

　梵ぼん天てん丸まること、伊達輝宗の長女・伊達政まさ宗むねがお供の片かた倉くら小十郎を呼びつける声だった。

　たとえ何里離はなれていようとも、小十郎は梵天丸の声を聞きつけることができるのだった。

「はいいいいっ!?　姫ひめっ、こんな朝からボクを呼び出されるとはいかがなされましたっ!?」

　当年取って十五歳、育ちのよい家老一族の娘むすめに生まれた片倉小十郎。

　梵天丸が生まれた時からお守り役をおおせつかり、それ以来女の子でありながらお小こ姓しよう姿に扮ふんしてワガママな梵天丸にずーっとかいがいしくお仕えしてきた小十郎。このままではいずれ婚こん期きを逃のがしそうだ。

　とにかくその小十郎がアンチクライスト教会に馳はせ参じてみると、しばらく堺さかい旅行にでかけていたはずの梵天丸が、南蛮かぶれの黒くろ合羽ガツパをかぶったままの姿で祭さい壇だんの上に腕うで組ぐみして屹きつ立りつしていた。

「ふははははは。小十郎！　我われはこれより奥州の覇は者しやとなることに決めたぞ！」

「な、なにを言いだすんですか姫？　まさかまた、堺で妙みようちくりんな南蛮文化にかぶれて……奥州の大名家はそれぞれ複雑な姻いん戚せき関係を結ぶことで、決して互たがいに本気で戦わないようにしてるんですよ？」

「知らん！　〝黙もく示し録ろくのびぃすと〟の前には、そんな古びた常識は関係ないのだ！　ふはははは！　一刻も早く奥州の覇者にならねば、すでに京を押さえておる織お田だ信のぶ奈なに先を越こされるのだ！」

「みみみ都は遠すぎます、わわわわれら奥州の人間には関係のない別世界です……」

「えーい黙だまれ小十郎。ちっちゃいことを言うでない！　織田信奈はもっとデカかったぞ！　手始めに仇きゆう敵てきの相そう馬ま家を攻せめる！　〝びぃすと〟に逆らう敵は撫なで斬ぎりにするのじゃ～っ」

　ひいぇええぃ～、と気の弱い小十郎が情けない悲鳴を上げた。

「さささ堺で織田信奈にかぶれてしまったのですか、姫～？　あんなおっかない人の真ま似ねをしてはなりません！　四方八方、敵だらけになっちゃいます！　そもそも、姫は伊達家の当主ではありません～！　お父上の輝宗さまが当主なんですよ～？」
















「フ……やむをえまい。よいか小十郎、我は元げん服ぷくまで待っておれんのだ。我が野望のためならば、父上には楽らく隠いん居きよしていただく」

「えええ～？　姫はまだ幼すぎます～、そんなの無理です～!?」

「〝黙示録のびぃすと〟たる我に家か督とくを譲ゆずらぬともうさば、父上とてやっつけるのみ！　ああ、覇王の道とはなんたる茨いばらの道であることよ！　だが我は敢あえて修しゆ羅らの道をゆく！　〝ごるごだの丘おか〟を重い十字架を背負って登ったという〝じぃざす・くらいすと〟のように！　だがな、我はその〝じぃざす・ろうど〟を逆に進むのだ～！　我こそは黙示録に預言されてきた〝あんち・くらいすと〟だからな！　フハハハハ！」

　手を振ふり回したり、ぴょんぴょんと飛び跳はねたり。

　さんざんオーバーアクションで演説したあと、梵天丸はけろっとした顔でこう言いだした。

「あとな。〝独どく眼がん竜りゆう政宗〟という超ちようかっこいい通り名を準備していたが、あれはやめた」

「ヘ？　あれは、姫とボクが三日三晩一いつ緒しよに徹てつ夜やして考えた通り名ですよ？　唐から国くにの歴史に名高い隻せき眼がんの英えい雄ゆう、李り克こく用ようにあやかって捻ひねり出したのではないですか。もとはといえば、姫が黒い衣を着用するようになったのも李克用の真似で……」

「まあ聞け小十郎。知っての通り、我は実は独眼にあらず。堺で未来から来たという妙な猿さるに教えられた。我こそは一いつ天てん万ばん乗じようの英えい傑けつにして、超強力な〝邪じや気き眼がん〟の持ち主なのだと！　未来のアキバとやらでは、我はこの瞳ひとみのおかげでモテモテなのだと！」

「邪気眼？　それはそのぉ、左右で瞳の色が異なる、という意味ですか？」

「そのとおり！」

　瞳の色が左右で異なる。父親が南蛮人だからだ……南蛮商人との浮うわ気きの子だから仏ぶつ罰ばつが当たったのだ……周囲からそうささやかれ、「我は醜みにくい」といじけ、廃はい嫡ちやくの危機にあった梵天丸。「一人で旅に出てほんものの南蛮寺を見てきなさい」と厳しい母に命じられた梵天丸が畿内遊学を決めると同時に、反梵天丸派に属する家臣たちは「いい厄やつ介かいばらいになる」「そのまま南蛮へ帰ってくれればいいのに」「これで弟の竺丸さまがお世継ぎじゃ」と梵天丸廃嫡を本格的にもくろむことになった。梵天丸は、遊学中に廃嫡されるかもしれないという状況で出立したのだ。

　だが堺から舞まい戻もどってきた今の梵天丸は、別人のような自信と野心とにあふれていた。

　とはいえ、奥州の覇者だの天下をかけて織田信奈と決戦だの、小十郎にはまるで夢物語としか思えない。

「小十郎！　我はこれより〝邪気眼竜政宗〟と名乗ることにした……フハ……フハハハハ……見ておれ織田信奈、我が必殺の邪気眼で奥州を席巻したあかつきには怒ど濤とうの如ごとく京へ攻め入り、いずれが真の大だい魔ま王おうか決着をつけてくれるわっ！」

「ほほほ本気なのですか、姫？」

「もちろんだ！　フハハハハハハ！」

「え、えーと……天下を統一して平和な世を築くという尊い志をもたれて帰ってきた、というわけなんですよね姫？　でしたらこの小十郎、粉ふん骨こつ砕さい身しん協力いたしますが……」

「いーやっ！　我が野望は、あくまでも天下覆ふく滅めつ！　世界大乱！　聖書に預言されておる〝黙示録のびぃすと〟となって大暴れするのだ！　フハハハハ！」

　ああああ～ん、姫が、姫が～！　元気になられたのは嬉うれしいのですが、堺旅行ですっかりヘンになってしまいました～!?　ボクはどうすればいいんでしょう～？

　米沢城のはずれにある謎のアンチクライスト教会に、生き真ま面じ目めな小十郎の弱り切った泣き声が響ひびきわたった──。




　　　　※




　見たことのない光景だった。

　深夜。

　見み渡わたす限りの山野──しかし、四方八方に鋤すきや鍬くわがうごめいている。

　鋤？　鍬？

　これは武具ではなく、お百ひやく姓しようさんたちの道具ですぞ。

　どうして……？

　兄さまは、小お谷だに城じように向かったのではなかったのか？

　相良さがら良よし晴はるは深手を負って、そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの戦場をさまよっていた。

　背中には、矢が突つき立てられていた。

　太ふと股ももやすねにも、槍やりや罠わなによる傷が無数につけられている。

　もはや、まっすぐ歩くこともできず、刀を杖つえがわりにつきながらどうにか前へと進んでいたが……。

「ねね……ごめんな……もう、お前のもとには戻れねえ……」

　それが、最後の言葉だった。

　相良良晴は、がっくりと前のめりに倒たおれた。

　魂たましいだけは、なおも、京をめざして……。




「兄さまっ!?」




　ねねは、怯おびえながら目を開いた。

　戦場も、良晴の姿も、幻まぼろしのようにかき消えていた。

　ねねが目覚めた場所は、真っ暗な部屋……畳たたみの上だった。

「……はあ、はあ、はあ……ゆ、夢でしたか……よかったですぞ」

　ここは京の妙みよう覚かく寺じ。

　相良良晴とその仲間たちが宿として借りている寺。

　隣となりの部屋には竹たけ中なか半はん兵べ衛えが臥ふせっていて、そして蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんと相良良晴は近江おうみへ出かけたまま戻ってこない。

　越えち前ぜんの朝あさ倉くら家を奇き襲しゆうするために出発した織田信奈軍。京で留守番をしていた良晴と五右衛門は、「朝倉家と浅あざ井い家は昵じつ懇こんの仲。もしも北近江の浅井長なが政まさが今、朝倉家のために信奈を裏切ったら織田軍は退路を失って全ぜん滅めつする」と慌あわてて、馬を飛ばして近江へ向かったのだが……。

（妙ですぞ……今の夢は、夢と呼ぶには奇き妙みようすぎるほどほんもののようでしたぞ）

　幼いねねは、現実の戦場を見たことがない。

　それなのに、まるで現実だったとしか思えないほど、ねねが見た夢はリアルだった。

　まだ深夜。竹中半兵衛は神医・曲ま直な瀬せベルショールから処方された飲み薬が効いてぐっすりと眠ねむっているので、強引に起こして相談するのはためらわれた。

（あの殺しても死ななそうな兄さまに限って、まさか……兄さまは槍も弓も馬術もへっぽこですが、ずぶとく生き延びることにかけてだけは、天下一品ですぞ）

　今までだって……戦に出かけた良晴は、必ずねねが待っている家へと陽気な笑顔で戻ってきてくれたではないか。

　ご当地のお土産みやげを持って。

　桶おけ狭はざ間まの時だって、墨すの俣また一いち夜や城じようの時だって、清きよ水みず寺でらの時だって……良晴はいつだって絶体絶命の危機を乗り切ってきた。

　こんどだって、だいじょうぶだ。そうに違ちがいない……。

　何度も自分にそう言い聞かせようとしているのに、なぜだか、体の震ふるえが止まらなかった。

　もう一度、布団の中に潜もぐり込んで、目をきゅっとつぶってみたものの。

　ねねの胸むな騒さわぎは、止まることがなかった。




　　　　※




「これが越前・朝倉義よし景かげの追つい撃げき軍かよ!?　とんでもない数の敵兵だな！」

「うおおおおお、逃にげるでや大将～！」

「敵は幾人ありとても～！」

「必ずや大将を姫ひめさまのもとへ生せい還かんさせるだみゃあ～！」

　越前の金かねヶが崎さき城じようから脱だつ出しゆつした相良良晴とわずか五百人の命知らずな野や郎ろうどもは、弓矢を背後から浴びながら必死の形相で山道を駆かけていた。その誰だれもが、すでに体のどこかに傷を負っている。

　攻せめ寄せてくる朝倉軍は、雲うん霞かの如き大軍。

　上じよう洛らくを果たして今いま川がわ義よし元もとを征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの位につける御ご所しよ工作に成功した織田信奈は、新生今川幕府に忠誠を誓ちかおうとしない越前の名門・朝倉義景を大軍で急襲した。

　越前征せい伐ばつに参加した武将の顔ぶれは、信奈自身にくわえ、織田家の二大家老・柴しば田た勝かつ家いえ、丹に羽わ長なが秀ひで。

　新参者ながら「天才」の片へん鱗りんを示している明あけ智ち光みつ秀ひで。

　小こ姓しようの前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。

　清水寺で信奈に降こう伏ふくした、大和やまと国主の松まつ永なが久ひさ秀ひで。

　そして同盟国・三み河かわの松まつ平だいら元もと康やす。

　名だたる面々、動員した総兵力は約三万。

　老大国の越前朝倉家も二万を超こえる兵力を持つものの、信奈得意の奇襲攻こう撃げきがみごとに成功したため、準備が間に合わなかった朝倉勢は総そう崩くずれ。

　信奈軍は、朝倉方の金ヶ崎城を速そつ攻こうで落とし、木きノの芽め峠とうげまで進軍。

　越前の本城・一いち乗じよう谷だに城じようまであと一歩というところまで迫せまった。

　ところがこの時、北近江を治める信奈の義弟（ほんとうは女だが）・浅井長政に変事が起きた。朝倉方に味方した父・浅井久ひさ政まさが長政を捕とらえて浅井家の家督を奪うばい返し、越前の奥深くまで入り込んでいた信奈軍の退路を断ったのだ。

　前方からは、朝倉軍、約二万。

　後方に、浅井軍、約一万五千。

　信奈軍は、まさに「袋ふくろのネズミ」となった。

　信奈は京への困難な撤てつ退たいを決めた。朝倉勢の追撃を踏ふみとどまって食い止めるしんがりの役目を買って出たのが、われらが相良良晴。

　現代日本からなぜか戦国時代に来てしまった、戦国ゲーム大好き高校生。

　織田信のぶ長ながならぬ織田信奈に天下を盗とらせるのが俺の使命だ、そうに決まったと独り合点して、口げんかを重ねながらも信奈に奉ほう公こうしてきた通つう称しよう「サル」。

　この絶体絶命の危機を前にしても、妙みように陽気な男だった。

「俺のゲーム知識によれば、このイベントは〝金ヶ崎の退のき口〟と言ってな。俺が藤とう吉きち郎ろうのおっさんのかわりとしてこの世界に呼ばれたのならば、必ず信奈も俺も生きて京へ辿たどり着けるはずだぜ──おわあああっ!?」

　がちいん、と良晴の鉢はち巻まきの後頭部に鉄てつ砲ぽうの弾たまが命中した。

「やべえ！　ちょっとでもズレてたら死んでた！　あわ、あわわわ」

「やれやれ。思い込みの強い男よ。鉛なまり玉だまに当たって死ぬのは、つまらぬぞ」

　竹中半兵衛に召しよう喚かんされた式神の前ぜん鬼きが、宙をふうわりと舞いながらけたけたと笑った。

　貴族のようないでたちの優男だが、人ではない。ときおり頭から狐きつねの耳を出してきてぱたぱたと動かしていることからもわかるが、あやかしのたぐい──式神である。

「人間ってのは思い込んだもの勝ちなんだぜ前鬼。見ろよ、俺の人相は吉きつ相そうそのものだろ？」

「いや相良、おぬし女難の相が出ておるぞ。前ぜん途とにかなり厄介で難なん儀ぎなことが待っておる」

「げっ？　なんでだよ。このしんがり部隊には野郎しかいねえんだぜ？」

　黒装束に身を固めた松平家の忍しのび・服部はつとり半はん蔵ぞうが音もなく木々の間を跳とびながら、氷のような視線で良晴をにらむ。

「相良良晴。貴様はこの〝金ヶ崎の退き口〟をいかにして生き延びるというのだ？　われらを蹴け散ちらせば逃げる織田軍本隊を捕ほ捉そくできる、そう覚かく悟ごしている敵の攻勢はすさまじいばかり」

「そうだな半蔵、こうして逃げてばかりもいられねえ！　織田軍の本隊を無事に京へ逃がすのが、俺たちしんがり部隊の仕事だからな！」

「われらはわずか五百ほどの人数。まともにぶつかれば蹴散らされるぞ」

「幸い、十じゆう兵べ衛えちゃんから借りた五十丁の種たね子が島しまがある。朝倉勢の追っ手を銃じゆう撃げきしながら敗走しよう！」

「わずか五十丁だぞ。そもそもわれらは逃げるので精せい一いつ杯ぱい、弾を込める暇ひまもない」

　あんの～、わしは九州から来たもんでごわすが～、と薩さつ摩まなまりの筋きん骨こつ逞たくましい、眉まゆ毛げの太い足軽男が駆けながら良晴に献けん策さくしてきた。

　良晴の背中めがけて続々と降りかかってくる矢を、びしばしと素手で払はらいのけてくれる大おお柄がらな豪ごう傑けつだった。

「薩摩の島しま津づ家には〝捨て奸がまり〟ちゅう技があるでごわす」

　逃げる途と中ちゆう、山道沿いに鉄砲隊を点々と伏ふせさせ、追っ手を狙そ撃げきするでごわす。

　じゃが鉄砲は弾込めに時間がかかり、連発はできないでごわす。

　そこで鉄砲を撃うち終えた兵はそのまま槍を持って敵中に突とつ撃げきし、果か敢かんに斬きり死にするでごわす。

　むろん、鉄砲がない足軽も順々に槍で突とつ進しんするでごわす。

　このようにしておいどんら五百人の足軽が順番に玉ぎよく砕さいしていけば、追っ手の追撃を大おお幅はばに遅おくらせ、しかも良晴どんを京へ逃げのびさせることも可能でごわす。

「大将一人を守るために、勇者全員が一糸乱れず順々に捨て石になっていくでごわす。一人でも臆おく病びような者がおれば失敗するでごわすが、薩さつ摩ま隼はや人ともかくやの勇者揃ぞろいの相良隊ならばその心配はなかでごわす。これが島津家伝統の必殺の兵法〝捨て奸〟でごわす」

　五百人の足軽たちが「乗ったぜ薩摩もん！」「俺たちゃとっくに命を捨ててるぜ！」と気勢をあげるが、良晴は走りながら首を横に振ふった。ひゅん、と今度は背後から放たれた銃じゆう弾だんが右の耳元をかすめていった。

「バカ野郎！　俺一人だけ逃げのびてどーすんだよっ！　お前らを捨て殺しになんぞできるか！　そんなのは相良良晴の戦じゃねえ！　簡単に命をあきらめるな、全員で京へ帰り着くんだ！」

　俺も種子島をかまえて戦うぜ！　と良晴が啖たん呵かを切ると同時に、傷だらけになった地じ獄ごくの勇者ども五百人が、「そりゃダメだみゃ大将！」といっせいに顔色を変えた。

「大将が種子島持って敵の足軽どもと撃ち合うなんて、聞いたことないみゃあ！」

「俺らは、相良さま、あんたを姫さまのもとへ生還させるために死ぬ覚悟！」

「だから！　俺一人が生き延びるために、お前ら全員を捨て石になんてできねえって言ってるんだよ！」

「なにを言われるみゃあ！　わしらの命なんぞ、塵ちり芥あくたのようなものだみゃあ！」

「そうとも！　わしらはみな、あんたに自分らの夢を託たくしたんだぎゃあ！」

「われら、名もなき足軽五百名。いかようにも、捨て殺しにお使いくだされみゃあ！」

　こいつら……揃そろいも揃って……！

　良晴は、思わず目に涙なみだを浮うかべながら、もう一度啖呵を切った。

「俺はなあ……ほんとは、お前らの中の一人だって、死なせたくねーんだよっ！　そりゃ俺は生きて信奈にもう一度会いたいさ。会いたいけど……足軽だろうが姫さまだろうが、同じ人間だろうが！　お前らだって、家族とか友達とか、いるだろうが！　お前らの帰りを待ってくれている人が、いるだろうが！　それなのに軽々しく『命は捨てた』なんて言うなよ！」

　平和が常態だった二十一世紀の日本で生まれ育った良晴は、戦場での人の死というこの世界の現実に、まだ慣れていない。いや、おそらく決して慣れることはないのだろう。

「俺には家族はいない……っていうか、お互たがいに生きる時代が違っちまって、会えない。だが、お前らは違うだろうが！　だからさ……無理かもしれねえけど……それでも……全員で生きて京へ戻もどろうぜ！」

　自分たちの命を心から案じている大将の言葉に、決死隊の男たちは言いしれぬ感情の波に吞のまれた。

　なんちゅう、なんちゅう大将じゃ……！

　こんな人、ちっとも侍さむらいらしくないみゃあ……！

　なのになぜ……わしら、涙が止まらんのじゃろう……？

「甘いぞ相良良晴。ならば、背後に迫っているあの雲霞のごとき大軍をいかがするというのだ！」

　と半蔵。前鬼が力を使って呪を唱えながら霧きりを張り巡めぐらせているが、すでに朝倉勢は山の中に延びる狭せまい街道へと殺さつ到とうし、良晴たちに追いつこうとしていた。

「俺自身が鉄砲隊を指揮する。十兵衛ちゃんから借りた鉄砲五十丁を前面に押し出して追っ手を威い嚇かくしつつ撤退だ！　だがな野郎ども、斬り死にはするな！　最後まで生きることだけを考えろ！」

　そうだ。ここからはもう、戦うしかない。

　逃げ続けていた良晴は反転し、山道を殺到してくる朝倉勢のほうをにらんで種子島を担いだ。

「急げ！　五十人の撃ち手が必要だ！　この五百人の中に、種子島の名手はいるか？」

「わしゃあ、槍やり専門だみゃあ」

「わっちは、日本刀よ」

「わが得物は、鎖くさり鎌がま」

「私は落とし穴。ふっふっふ」

「おいどんは、突つっ張りでごわす」

　……いないようだった！

　この決死隊は、みな、腕うでに覚えがある一いつ騎き当とう千せんの豪傑たち。

　ゆえに、逆に種子島には疎うといやつらばかりなのだ。

　これでは、まともな鉄砲部隊を組織することは不可能だ！

「おわっ!?　十兵衛ちゃんは虎とらの子の鉄砲五十丁を気前よく貸してくれたが、かんじんの鉄砲隊の名手五十人は十兵衛ちゃんとともに撤退しちまってる!?」

「相良良晴！　はやくしろ、敵は目と鼻の先だ！」

「ふっふ。相良良晴はマヌケなサル面のおっぱい好きだが、実はなんぞ名案があるのであろう。未来の芸げい無む知識とやらで」

　その、ぶらぶらと宙を舞まっていた前鬼のからかうような一言が、追い詰つめられた良晴にひらめきを与あたえた。

　鉄砲──織田軍──戦国ＳＬＧ『織田信長公の野望』といえば！

「──そうだ！　〝三段撃ち〟だ！」

「「「「三段撃ち!?」」」」

　すでに槍持ち同士の接近戦がはじまり、山中に激しい血と怒ど号ごうが飛び交うなか──。

　良晴は手短な言葉で作戦を説明した。

「いずれ〝長なが篠しのの合戦〟で織田軍が使う作戦だ、いっさい他言無用！　鉄砲の弱点は一発撃つと弾を込める作業に時間をとられ、連射できねえってことだ。二発目を撃つ前に敵兵が斬り込んできちまう」

「だから狙撃手は一発撃ったら、あとは斬り込むしかないでごわすよ」

「そこで五百人を三つの担当に分ける！　種子島の筒つつ先さきに火薬と弾を込める係！　火ひ縄なわに火を付ける係！　そしてその種子島を撃つ係だ！」

　いわゆる織田信長の「三段撃ち」は、三千丁の鉄砲を千丁ずつに分けて休む暇もなく鉄砲を連射させる作戦だったと言われている。だが、「三段撃ち」にはもうひとつの異説があって、それは「種子島を撃つ係と弾を込める係に兵士を分業させることで射しや撃げき時間を短縮していた」という説である。

　良晴は、「弾込めから銃撃までの作業を一人でやれる足軽がいない」という苦境に立たされたこの時、不意に後者の説を思いだしたのだった。

「全員が一丸となって助け合い、五十丁の種子島を撃ち続けるってわけだ！」

「大将、それならば三倍以上の速度で種子島を連射できるぎゃあ！」

「それほどの速さで撃たれれば、敵さんも驚おどろいて算を乱すでごわす」

　目の前に、敵の大軍が突進してくる。すでに乱戦になりつつあった。

　だが、ごく狭い山道である。五十丁でも矢や継つぎ早に撃ち続ければ、敵は大混乱するだろう。

　覚悟はしていたとはいえ、今さらながら良晴は、足が震ふるえてきた。

「よいな相良良晴。撃つことを迷うな。迷えば、お前が死ぬぞ」

　隣となりで涼すずしい顔をしていた前鬼が、言い放つ。

「お、おう！」

　種子島を渡わたされた指が、肩かたが、震えている。

　狙ねらいをつけられない。

　これは、ゲームではない！

　もしもただ自分が生き延びたいというだけの戦であれば、さしもの相良良晴もここで心が折れてしまったかもしれない。

　だがこの時、良晴の心の中には、ぼうっ……とおぼろげながら、光り輝かがやく信奈の凜りんとした顔が、浮かび上がった。

（サル。あなたが心を痛める必要はないのよ）

　あれ……。

　これって、俺じゃなくて、勝家に言った言葉じゃなかったっけ……？

（ねえサル。わたしの目は、いつも十年先、百年先を見ているのよ。誰だれも理解できなくても、わたしには自信がある）

　ああ、知っている。

　俺は、知っている。

　俺だけは、お前が正しかったということを、知っている。

　それなのに、ついにお前が誰にも理解されなかったということも、知っている。

（だから、心が痛む時は念仏のかわりに『天下万民のため』という言葉を唱えなさい。わたし一人が罪をかぶればいいの）

　バカ野や郎ろう……お前がこの世界に生まれてきた時にはもう、この国は未み曾ぞ有うの戦乱に巻き込まれていた。

　お前以外の誰も、この国に再び平和をもたらそうとしなかった、いや、できなかった。

　お前一人の罪で、あるわけがない！

　俺だって……！

　信奈。お前を守るためなら、俺だって……！

「うわああああ……！」

　良晴は、目をつぶって引き金をひいた。

　弾たまは、当たらない。

　即そく席せきの素人しろうと鉄てつ砲ぽう隊も、みな、種子島の扱あつかいには不慣れだ。

　至し近きん距きよ離りからの狙撃とはいえ、ほとんど命中しなかった。

　だが、それでも霧に覆おおわれた山道で不意に銃撃された朝倉の先せん鋒ぽう隊は、時ならぬ種子島の大だい轟ごう音おんに案の定、慌あわてふためいた。

「種子島は単発じゃ！　もう撃たれる心配はない、斬り込めえ！」

　そう叫さけんで軍配を振り下ろした敵軍の大将の兜かぶとに、どうん！　と良晴が矢継ぎ早に放った二発目がまぐれ当たりで命中した。

　大将は「ば……バカな……」とうめき、失神して落馬した。

「次だ！」

　息をつく暇ひまもなく、良晴たちは三発目を放った。

「ありゃあ、連発銃だ！」

「織田家はやっぱり南なん蛮ばん渡と来らいの新兵器を持っていたんだあ！」

　わあっ、と朝倉勢の先鋒が崩くずれた。

　良晴の目論見が、当たった。

「服部党、参るぞ」

　半蔵の一いつ喝かつと同時に十数名の忍しのびの者たちが、混乱する朝倉の先鋒隊の中へと突とつ進しんし、無言のままいっせいに手しゆ裏り剣けんを投じ、容よう赦しやなくクナイで切り裂さき、撒まき菱びしを撒まき散らし、煙えん幕まくを張った。

　もともと霧のために不十分だった視界を煙幕にふさがれ、種子島の轟音によって聴ちよう覚かくまで奪うばわれた朝倉先鋒隊は、さらなる大混乱に陥おちいった。

　そして。

　天地を揺ゆるがす、大だい爆ばく発はつ。

　冷れい酷こく非情な服部半蔵が、敵の軍勢の中に爆薬を仕し掛かけて火をつけたらしい。

「今だ！」

　良晴は、「撤てつ退たい！」と叫び、五百人のしんがり部隊とともに朝倉勢に背を向け、再び山の中をいちもくさんに駆かけた。

　高校時代にドッジボールの授業で見せた逃にげ足の速さは、戦国時代に来てからの数々の戦場働きで鍛きたえられ、ますます磨みがきがかかっている。

「よくやったぞ相良良晴。仕掛けたほうろく玉が炸さく裂れつするまで、朝倉軍の先鋒をあの場に釘くぎ付づけにできた」

　いつの間に追いついたのか。

　音もなく良晴の隣を並走していた半蔵が、抑よく揚ようのない声で良晴を珍めずらしく褒ほめた。

「半蔵！　いくらなんでも残ざん虐ぎやくすぎるじゃねえか！　爆ばく弾だんで足軽たちを吹ふき飛ばすなんてよ！」

「ふん。これでかなり時間を稼かせげたが……ほうろく玉は残り一つ。ここからはあくまでも貴様の勘かんが命いのち綱づなだ」

「逃げることについては任せておけ！」

　さすがに決死隊へ自ら志願した五百人、いやすでに一割近くが倒たおれていたが、揃そろいも揃って体力だけは常人離ばなれしている連中だった。

　超ちよう人じん的てきな脚きやく力りよくを誇ほこる忍びの者たちの速度に合わせて全力で山を駆けているというのに、誰も脱だつ落らくしない。

　前鬼などは、走るのが面めん倒どうらしく、ふわふわと低空を飛んでいた。




　──戦場に、奇き跡せきが、起こっていた。

　前鬼が呼び出す霧きりと、良晴考案（？）の三段撃うち、そして半蔵率いる忍び部隊の攪かく乱らん作戦──この三者がみごとに融ゆう合ごうして、しんがり部隊は実に五度までも山中で朝倉勢の追撃を振ふり切ってみせたのだ。

　しかしこの奇跡を起こした最大の功績は芸無知識から捻ひねりだされた三段撃ちの策ではなく、「全員で京へ帰ろうぜ」とご陽気に声を張り上げる相良良晴に対するしんがり部隊の勇者どもの士気と忠誠心の異常な高さにあることに、前鬼と半蔵だけは気づいていた。

「一刻も早く追っ手との距きよ離りを空けてぇが、この先は山やま越ごえの難所が続く。休まなきゃ、京までは走りきれねぇ」

　駆けるだけ駆けた良晴は、仲間たちを休ませる頃ころ合あいを見計らい、峠とうげ越ごえの隘あい路ろを目前に部隊をいったん小休止させた。

　良晴はどうやら追い詰められれば追い詰められるほどに肝きもが据すわるらしい。休むと決めたら笹ささの葉の上に大の字に寝ね転ころがって思いきり休み、いびきまでかきはじめた。

　前鬼が「こやつ、ずぶとさだけは人間離れしておるな」と笑い、足軽たちが「戦はからきし弱いし鉄砲の腕も下手っぴいだけど、立派な大将だぎゃあ」と嬉うれしそうにうなずきあう。

　良晴は十分ほど眠ねむって、むくり、と起き上がった。

「よーし、それじゃ行くぜ！　ここからは山登りだぞ！」

　ここまで、臆おく病びよう風かぜに吹かれて逃ちよう散さんした者は、一人もいない。

　しかしそれでも、多くの仲間が減っていた。朝倉兵との戦いで倒れた者が大半だが、自らの足で走れなくなった者が「大将の足手まといになっちゃいけないみゃあ」とこっそり姿を消したりもしているらしい。

　あの、薩摩から来たという眉まゆが太い男の姿も、なかった。

（ちくしょう……！　あの男も死んじまったのか……！　ちくしょう……！）

　良晴の胸は張り裂けそうに痛んだ。

　それでも、こんな絶望的な状じよう況きようで大将が湿しめっぽくなれば士気が落ちると知っている良晴、歯を食いしばって空元気の笑顔を絶やさない。




　深夜に、岐き路ろが、訪れた。

「われらはこのまま山中を進む。これより、越前を抜ぬけて若わか狭さへ入る」

　切り立った崖がけを登り終えて山頂に立った半蔵が、つぶやいた。

　続いて、良晴たちが登ってくる。

　誰もが、文字通り全身傷だらけになっていた。

　敵に「あれがしんがり部隊の大将だ」と狙われ続けてきた良晴などは、額も頰ほおも血で染まっている。自分の血と返り血が混じり合って、自分でももうどこを怪け我がしているかすらわからない。腹も空いていた。喉のども渇かわいていた。

　だがその眼光は鋭するどく、いささかも気力だけは萎なえさせていない。

「みんな、足はだいじょうぶかっ!?」

「まだまだ走れますみゃあ！」

「妙みように気分が高こう揚ようしてますみゃあ！　いけますみゃあ！」

「辛つらくなった時には、姫ひめさまの笑顔を思い浮うかべれば勇気百倍、鋭えい気きりんりんだぎゃ！」

「ならばよしっ！　若狭まで逃げれば敵も追撃をあきらめるはずだぜ！　あと一歩だ！」

　おおー、と血まみれになった決死隊が半ばやけくそで威い勢せいよく怪かい気き炎えんをあげたその時。

「まずいな相良。どうやら実にまずいことになりそうだ」

　それまで常に恬てん淡たんとしていたはずの前鬼が、眉をひそめて良晴に小声でささやいてきた。

「なんだ、前鬼？」

「朝倉軍の追撃は、お前の種子島三段撃ちの策によってこのままどうにか振り切れるだろう。しかし、浅井朝倉の勝利と知って決起した農民どもの突とつ発ぱつ的てきな落ち武者狩がりはこれからますます激しさを増してくる」

「恩賞目当ての落ち武者狩りは次々と出てくるだろうが、このまま山道を突つっ走れば、振り切れるはずだぜ」

「ところが若狭の土つち御み門かどが、どうやら朝倉側についたようだ。われらは落ち武者狩りと土御門に前後を挟はさまれつつあるらしい」

「土御門？　なに、それ？」

「──日ノ本の陰おん陽みよう師じの頭領だ。かつては安あ倍べ氏を名乗っていた者どもでな。今は土御門家と称しようして戦乱の都を避さけ、若狭に隠いん棲せいしている連中よ」

「それって。もしかして平安時代に活かつ躍やくした陰陽師・安あ倍べの晴せい明めいの子孫？　京でちっとも見かけないと思ったら、若狭にいたのか！」

「うむ。土御門家の祖は安倍晴明で、かつては安倍氏を名乗っていた。古くからやまと御ご所しよに仕え暦れきを作り貴族たちの吉きつ凶きようを占うらなってきた、純然たる朝ちよう廷てい陰陽師の一族だ。しかしいくら式神を召しよう喚かんできる力の持ち主とは言え、数万の大軍が激げき突とつする今の戦国の世に対処できるものではない。それ故に、戦乱を避けて疎そ開かいしたのだな」

「でも、その土御門がどうして俺の首を狙ねらうんだ？」

　金ヶ崎の退き口に陰陽師が参戦しただなんて、俺は聞いたことがない、と良晴はうめいた。

「応仁の乱によって大きく権けん威いを喪そう失しつし衰おとろえたが、都とその周囲には数々の古き権威・権力がなおも残存しておる。それらいにしえの『古きものども』が窮きゆう鼠そ返ってとばかりに、新たな世を作ろうとしているお前と織田信奈を狙ねろうておるのだろう。古来やまと御所に仕え、朝廷陰陽道を取り仕切ってきた土御門家もその古きものどものひとつよ」

　前鬼は言った。未来人・相良良晴が戦国の世に現れたことが、土御門をこの戦いに呼び込むきっかけになったのだろうと。

「陰いんと陽の力の拮きつ抗こうによってこの世は成り立っている。未来から来たお前が、本来この世界に存在しないはずの『陽』の力だとすれば、過去へと消え去るはずだった『陰』の力もまたお前に対して強く反発するということだ」

「作用・反作用ってやつか……」

「わが主・竹中半兵衛は、その反発して強まる陰の力を祓はらうことで、お前を輝かがやかせようとしておられるのだ。しかし今は遠い。遠すぎる──身体からだを壊こわされて臥ふせられている主の力は、この山中までは届かぬ。その方法もない」

　前鬼も護ご符ふの多層重ねでどうにか人の形を維い持じしている状態だからな、と良晴はため息をついた。

「土御門はお前を討ち取るつもりで、われらの退路に結界を張って待ち伏ぶせておるようだ。しかも、どうも俺が知っている土御門とは違ちがう……『気』の一大集積地たる都から遠く離はなれているはずなのに、『気』があまりにも強力すぎる」

「け、結界？」

　俺の目にはなにも見えねえ……と良晴が目をこらす。

　夜の闇やみの中、どこまでも山が続く、そんな光景が眼下に広がっているばかりだった。

　半蔵も「忍びが作る結界とは、いささか勝手が違うようだ」と首をひねった。

　だが、前鬼だけは牙きばをむきだし、瞳ひとみを金色に輝かせながら、常人には見えぬ土御門の結界──そのまばゆい光を凝ぎよう視ししていた。

「ふん。結界が狭せばまってくる……どうやら向こうから、来たようだ」

　その前鬼の白い頰に、つっ……と汗あせが一筋。

　来た。

　土御門の、陰陽師。

　己の肉体を使うことなく。

　重力に引かれることなく。

　見えない力に支えられているかのように。

　山頂へと、せりあがってくる。

「こいつが……」

「土御門？」

「そう。ボクが、土御門家当主、土御門久ひさ脩なが。そろそろ京へ戻もどろうかな、不意にそんな気になったんだ。となれば、新たに京の支配者となるであろう浅井さん朝倉さんへの手て土産みやげが必要でしょ。そこで今宵こよいこれより、〝織田家のサル〟の首をもらおうと決めたんだ」

　十歳ほどの、幼い少年だった。

　青白い顔、人形のような冷たい瞳。陰陽師としてのいでたちだけは半兵衛に似ているが、凍こおりついたかのようなその心根は半兵衛とはまるで正反対のようだった。

　だがその冷たい笑顔は、自分こそが強者であるという絶対の自信の表れなのだ。

　このチビガキ、ただ者じゃない上に、人を人とも思っていない。かわいげのない子供だぜ……とうそぶく良晴は、自分が全身から冷や汗を流していることに気づいた。

　たしかに、土御門久脩はまだ子供だ。

　それゆえ、子供特有の残虐さを、その小さな体の内側に秘めていた。

　力を、それもとびっきりの大きな力を持っている。

　だから、力を、使ってみたい。

　敵を、殺してみたい。

　捕とらえた昆こん虫ちゆうの翅はねを無造作にむしり取るかのように。

　そこには、人間的な意味での、悪意はない。

　憎にくしみもない。

　純じゆん粋すいに己の力を行使したいという子供らしい欲よく望ぼうが、土御門久脩の行動原理そのものなのだろう。

　だから……。

　命の尊さだの、他人の心情だの、そんな言葉は……童子のまま由ゆい緒しよある陰陽師宗家の頭領に君臨してしまった土御門久脩には、通じない。

「くす、くす、くす」

　やばい敵が出てきてしまったな……と良晴はようやく気づいた。

「よく若狭まで逃にげて来てくれたね。逃げ足の速い織田信奈はすでに近江へ入ったようだけど、有名な〝織田家のサル〟の干し首を持参すれば、浅井さん朝倉さんもさぞ喜ぶだろうなあ──」

（子供であろうが、死し合あいを挑いどんできた者は殺すのみ）

　半蔵が無言で手しゆ裏り剣けんを投げるが、夜空に高々と浮かぶ土御門久脩の体には当たらない。

　見えない壁かべのようなものが、久脩を守護しているかのようだった。

　恐おそれを知らない決死隊の勇者どもが、「ざわ……ざわ……」と呼吸を乱しはじめていた。

　そして、式神──。

　夜空に、土御門久脩の背後に──数十体の、異形を誇ほこる式神どもの影かげ。

　前鬼が、吼ほえた。

「久脩とやら。土御門家は、京の守護という任務を捨てて若狭へ逃げ出した負け犬の群れよ」

「……へえ。そこの狐きつね顔がおの貴族さんは、式神だったのかい。完全な人間の姿に化けられる高等な式神は、この不世出の天才陰陽師、始祖さま・安倍晴明公の再来と称たたえられるボクもはじめて見たよ。だが、残念ながらそちらの式神は一匹ぴきだけのようだね？　式神同士の戦は質よりも数。キミがいくら強くとも、ボクが呼び出したこの数には勝てない」

「久脩！　それでも朝廷陰陽道の正統後こう継けい者しやか。貴様は野良の法師陰陽師ではないぞ。土御門家の頭領たる者は、生前自ら陰陽師や高こう僧そうとして都の霊れい的てき防衛のために活躍した高等な呪のみを召喚し、式神として使役する。それが掟おきてであるはず！　それをなんぞや。おのが真名すら忘ぼう却きやくし、人の姿も心も失ってしまった低級な妖よう怪かいや怨おん霊りようどもを式に用いるとは……これは対等な契けい約やくではなく、一方的な支配だ。そやつらは本来、一刻も早く浄じよう化かしてやるべき連中なのだ。落ちたな、土御門も」

「応仁の乱で懲こりたのさ。御所に仕えてきた土御門家は、その力を用いてひたすらにやまと御所の貴族たちを霊的に守護してきた。合戦などには参さん与よしなかった。しかしその結果、無数の足軽たちが槍やりを持って戦う戦国の世についていけなくなってしまったんだ。そして、屈くつ辱じよくの都落ちだよ。子供心に、ボクは悟さとったんだ。これからは式神も、質より数の時代なんだと。数にこだわる以上、質は落とさなければね。そもそも、己の意志を持っている高級式神は扱あつかいづらいだろう？　キミのようにね」

「たばかるな。これは式神ではなく、もはや百ひやつ鬼き夜や行ぎようであろう」

「だいじょうぶ、ボクにすら制せい御ぎよできない付つく喪も神がみは呼んでいないよ。それに、キミの主のように陰陽師でありながら人間の足軽どもをも采さい配はいする『陰陽師軍師』よりは、あくまでも式神を使役する技術に特化したボクのほうがよほど陰陽師の伝統を守っていると思うけれどもね？」

　前鬼がつぶやいた。

「……そうか。わが主が相良良晴のために動いたことが、土御門を立ち上がらせるという反作用を招いたか……この世のことは、ままならぬな」

　ふふっ、と久脩が赤い唇くちびるをにぃっと吊つり上げて冷笑した。

「そうさ。竹中なんとかという田舎いなか陰陽師が、こともあろうに織田信奈に仕えて京へ来た。この陰陽師の頭領たる土御門家のボクを差し置いて、〝今いま孔こう明めい〟などと呼ばれてもてはやされているらしい。実に不ふ愉ゆ快かいだよ。だから面めん倒どうっちいけど京へのぼって、身の程知らずの田舎陰陽師を誅ちゆうしなくちゃ──ボクと竹中なんとか、どちらが最強の陰陽師かを決める戦いをしなくちゃね。さあ、これで説明はじゅうぶんだよね？」

「どこまで上から目線なんだよこのガキ、人様と話す時くらい地上に下りて来い！」

　良晴が、ぴょんぴょんと跳とび上がりながら食ってかかる。

「はあ。いくら跳んでも、届くわけないでしょう？　もしかしてバカなの？」

　と、いうわけで。

　キミたちには、ここで全ぜん滅めつしてもらうよ。

　闇の中……。

　血に飢うえた式神の群れ数十体が、山頂に陣じん取どるしんがり部隊を空中から襲しゆう撃げきしてきた。

「よよよ妖よう怪かい変へん化げどもだぎゃあ！」

「あんなのにどうやって勝つんだみゃあああ！」

　一いつ騎き当とう千せん、命知らずの武勇を誇る男どもも、夜空を覆おおい尽つくす異形の式神の群れには悲鳴をあげるしかなかった。

　士気が失われれば、どれほどの武勇を誇る軍団であろうとも、戦せん闘とう力りよくはなきに等しい。

　次々と、まるで雑ざ魚このように無残に吹ふき飛ばされていく。

（でたらめな数の式神を召喚しやがって！　前鬼一人じゃ勝負にならねえ！　忍しのびの体術もあやかしの式神には通じない！）

　良晴は、種子島を、構えた。

「ち……ちくしょうおおおおおっ！」

　たとえ、俺がここで死ぬ運命だったのだとしても、だ。

　俺は……。

　最後の最後まで……運命とやらに、抵てい抗こうしてやる！




　　　　※




「姫ひめさま。朽くつ木き谷だにに入りましたよっ！　この難所を通り抜ぬければ、あとは一直線。京は目の前ですよっ！」

　金ヶ崎城に「サル」こと相良良晴を置き捨てて──織田信奈は今、険しい山道・若狭街道を名馬「利り刀とう黒ぐろ」に乗って進んでいた。

　京から出しゆつ陣じんした時には、琵び琶わ湖こ沿いの平へい坦たんな西近江街道を堂々と行軍した。だが今、その西近江街道は敵方の兵士であふれている。この裏街道とでも言うべき山道を進む以外に、退たい却きやくするすべはないのだ。

　ここまで、不ふ眠みん不ふ休きゆうの逃とう走そう劇だった。

　涙なみだは、涸かれた。

　ほとんど息もつかずに駆かけてきたのだ。

　体にもう、涙として流せる水分すら、残っていない。

　後こう悔かい。

　胸の痛み。

　胸が引き裂さかれそうな、悲しみ。

　ほんとうならば、もう、信奈の小さな体はそのあまりにも大きすぎる悲しみのために壊れてしまっているはずだった。

　だが……。

　今の信奈は、生きねばならなかった。

　泥どろをすすってでも、生き延びて京に辿たどり着かなければ、良晴の犠ぎ牲せいはすべて無む駄だになるのだ。

　だから、信奈は、唇をかみ破りながら、気力を奮い起こした。

　息子むすこ・長政の前ぜん途とも、信奈の天てん下か布ふ武ぶの野望も、良晴の未来も、すべてを台無しにした愚ぐ物ぶつ・浅井久政への、怒いかり。

　その怒りだけが、ほんとうなら馬から滑すべり落ちて号泣せずにはいられない信奈を、かろうじて支えていた。

　しかし、その怒りも……。

　すでに、限度に達しようとしていた。

「姫さま、だいじょうぶですか？　この朽木谷は、朽木信濃しなのの守かみという国人が支配する土地です。信濃守は浅井家に従属している身ですから、すでにわれらの敵に回っているやもしれません。しかもわれらの行く手には朽くつ木き城じようが立ちふさがっていて、無断で通行するわけにも参りませんっ」

「……姫さま。ここでいったん停止する」

　左右に侍はべった勝家と犬千代が、信奈を慌あわてて押しとどめた。

　二人とも、すでに全身傷だらけである。

　真っ先に戦場から逃げ出した信奈主従とはいえ、決して安全な道をらくらくと逃げてこられたわけではない。それどころか、「あれが織田家の姫だああ！」「生け捕どりで金百貫かん、首でも五十貫だべ！」と目を血走らせて続々と湧わいてくる落ち武者狩がりの連中につけねらわれ、追い回されてきた。

　しかも、主君の信奈は一刻も早く京へ戻もどらねばならない。帰き還かんが遅おくれれば、「信奈死す」という虚きよ報ほうが広まり、京はどうなるかわからない。京が敵対勢力の手に落ちるよりも先に生せい還かんできれば、即そく座ざに軍を反転させ、追つい撃げきしてくる浅井朝倉勢に挑みかかることもできる。豆まめ粒つぶほどのほんの小さな可能性ではあるが、しんがり軍を率いている良晴を救いだせるかもしれない……。

　ゆえに信奈はなによりも京への生還と、そして行軍速度を重視しなければならなかった。

　今、彼女を守っている家臣はほんとうに最低限の少人数しかいない。

　織田家一の豪ごう勇ゆうを誇る「六りく」こと柴田勝家、そして小こ柄がらだが巨きよ大だいな朱しゆ槍やりを扱うかぶき者の前田犬千代。

　この忠誠無比の二人がいなければ、信奈はもう五度も六度も首を落とされてその首を晒さらされていたに違ちがいない。

「ひ、姫さま。あの……」

「……朽木信濃守と交こう渉しようして、味方につける」

「……デアルカ」

　うつろな瞳ひとみの信奈が、覇は気きのない声でつぶやく。

「……万まん千ち代よたちは？」

「後続部隊の長秀は、サルのしんがり部隊が無事に逃げてこられるよう、険けん阻そな山道をできるかぎり整備しながら退却していますっ。光秀と元康もたぶん、長秀に協力しているかと！」

「……そう。無駄なことを……」

「姫さまっ！　無駄なんかじゃありませんっ！　みんな、サルを死なせまいと、一いつ所しよ懸けん命めいに戦っているんです！　いいかげんに元気を出してください、姫さま！」

「……そんなの、偽ぎ善ぜんだわ。サルを捨て殺しにしておいて……みんな無駄だとわかっていて……」

「姫さまっ!?　いったい、どうしてしまわれたんですかっ!?　こんなの姫さまじゃないですっ！」

「ねえ、六……父上が病に倒たおれた時、仏ぶつ僧そうどもをたくさん集めて祈いのらせたことがあったわよね……」

「は、はいっ？　あ、ありましたけど、それが……？」

「……仏僧どもは祈き禱とうをするとかなんとか言って意味もない経文を唱えて騒さわいでいたけれど、父上は結局助からなかったわ。わたしは、仏僧を呼んで祈禱をさせることで〝自分は父上を心配していた〟って言い訳がほしかっただけなのよ。仏僧どもはそんな人間の弱い心につけこんで金を稼かせいで食っているの。だからわたし、あいつらをみんなお堂に閉じ込めて一人残らず焼こうとしたわ。わたしはね、噓うそつきが嫌きらいなの。どうせ父上が助からないとわかっていて、祈禱をしてみせるなんて……あんなの、偽善だわ……！」

「た、たしかに、そういうこともありましたよね、姫さま。でも、あの時は平ひら手てのじいが間かん一いつ髪ぱつ、燃えるお堂から坊さんたちを助け出してことなきをえましたっ！」

　あの時の姫さまのお怒りはすさまじかった……まるでほんものの第だい六ろく天てん魔ま王おうのように……と勝家がぶるっと震ふるえた。

「……父上の葬そう儀ぎだってぜんぶ、無駄ごとだったじゃない。死んだら人間は灰になるの。もう、痛いとか苦しいとか、そんな感情もぜんぶ消えてなくなっちゃうの。わたしたちが葬儀をやって仏僧に経文を唱えさせてみんなでしくしく泣いてるのも、結局は、自分のためで……自分が悲しいから葬儀をやっているだけで……死んだ人間にとっては、まったくの無駄ごとだわ。だからわたし、うつけ姿で父上の葬儀に乱入して、暴れまわって……」

「姫さま。今は、そんな話をしている場合では……！」

「……サルの退路、ですって？　サルはもう帰ってこられないってわかってるくせに……ハン。自分たちでしんがりをやらせておいて……〝死ね〟ってサルに命令しておいて……あとから役に立たない退路を作って善人のふりをしようだなんて。そんな自己満足なんて、葬そう式しきと同じよ。ほんとに、お笑いだわ……道化芝しば居いだわ。でも……でも、サルに〝死ね〟って命令したのは……万千代たちじゃなくて……この、わたし……わたしなのよね……う……ううううっ……」

　もう、涙なんて一いつ滴てき残らず流し尽くしたと、思っていたのに。

　また……流れてくる。

　目の奥が……心の奥底が、抜けてしまったかのように。

「ああ、姫さまが……姫さまがどんどん壊こわれていくぅ！　姫さま、なんとおいたわしや……」

　どうしていいかわからない勝家がおろおろと涙目でうろたえている横で。

　ぱんっ！

「……姫さま、いいかげんにする」

　犬千代が、信奈の横っ面を力いっぱい張り飛ばしていた。

「……泣いていても、無駄。姫さまが生き延びなければ、良晴がしんがりを志願した意味がなくなる」

　ななななんてことするんだ犬千代～、と勝家が悲鳴をあげる。

　しかし、このビンタが、壊れかけていた信奈の心を、ぎりぎりのところで立て直した。

「……犬千代……？　わたし、なにをしていたのかしら……？　ここは、どこ……？」

「……ここは朽木谷。これから朽木信濃守と交渉しなければならない」

「そう……そうだったわね」

「……姫さま。良晴は生きている。今はそう信じるしかない。長秀たちも、みんなそう信じているからこそ、良晴のために道を作るという危険を冒おかしながら厳しい撤てつ退たい戦を続けている。自らしんがりを志願した名もなき足軽たちも、姫さまがそんな顔をしていたら、浮うかばれない……」

　はっ、と信奈はわれに返ったかのように、目を見開いていた。

　良晴は、一人で戦場に置き捨てられたのではない。

　良晴の忠義（と、忠義以外のなにか）に魂たましいを震わせた五百人の足軽兵たちが、良晴のために、そして信奈のために進んでしんがりを志願したのだ。彼らの多くは、金で雇やとわれた傭よう兵へい。逃にげ出してしまっても裏切っても構わない立場だったというのに……。

　自分は、サル一人を心配して……サルと自分のために命を投げ出してくれた彼らのことを、彼らの命の重さを、忘れていた……。

　信奈は、これ以上犬千代たちを心配させてはいけないと、つとめて笑顔を作った。

「──ありがとう、犬千代。わたし、どうかしていたわ。そうね、あのサルがそう簡単に死ぬわけないものね！　きっと、お尻しりを叩たたいて朝倉勢をおちょくりながら、すばしっこく山の中を逃げ回っているのよね！」

「……（こくり）」

「大将であるわたしがめそめそしている場合じゃなかったんだわ。ごめんなさい、犬千代。京へ着いたら、ういろうをあげるわね」

「……（こくり、こくり）」

「姫ひめさまが、目を覚まされたああっ！　でかした犬千代っ！　それにしてもサルめ、こんなに姫さまを悲しませるなんて……絶対にお仕置きしてやるからなっ！」

「……犬千代も、良晴が戻ってきたら槍やりで突つく。しんがりをつとめて涙の戦死なんて、良晴の柄がらじゃない」

「よーし！　めずらしく気があったな、犬っ！　あたしたちでサルをぎたんぎたんにしてやろうぜっ！」

「……けちょんけちょんに、する」

　勝家も犬千代も、信奈を励はげますため、涙をこらえて空元気を出しているのだ。

（二人とも、金ヶ崎を脱だつ出しゆつしてからここまでいちどもサルを想って泣かなかった……ほんとうは、六も犬千代も悲しくて悲しくて大泣きしたいはずなのに……わたしのためなんだわ。わたしに気を遺って……わたしをこれ以上悲しませまいとして……万千代たちだって……）

　信奈は、わあっと泣きだしたくなる激しい感情をぐっと抑おさえながら、

（決めたわ。京へ生きて帰るまでの間、涙はもう流さない）

　と心に誓ちかうと、行く手を遮さえぎる朽木城を見上げてみた。

「朽木谷……まるで京の裏側にひっそりとたたずむ隠かくれ里ね。無断で押し通るわけにはいかないの、犬千代？」

「……この小勢では、難しい。朽木谷は歴代足あし利かが将軍の避ひ難なん場所に使われてきた特別な地。誰だれも無断では通れない。押し通ろうとすれば、問答無用で襲おそいかかってくる」

「デアルカ。ぐずぐずしている暇ひまはないわね」

「でも、誰が朽木信濃守と交渉するんだ、犬千代？　あたしは面識ないよっ」

　と、勝家。

「……犬千代もない」

「長秀か光秀がいてくれたら、うまく交渉してくれるんだろうけどなあ。あいつらが到とう着ちやくするのを待つか……」

「それはダメよ六。朽木信濃守は浅井家に従属しているのでしょう？　いつ攻こう撃げきしてくるかわからないじゃない。このまま谷に潜ひそんでいるわけにはいかないわ」

　それに、早く京に戻って「織田信奈健在」を天下に示し、軍の態勢を立て直し、そして……サルに援えん軍ぐんを出さなきゃ……という言葉を信奈は飲み込んだ。

「そ、そうですねっ！　でもあたしが使者に立つと、たぶん揉もめるだろうなぁ……あたし、口下手だし。いっそ会合の席であたしが朽木なんとかを殺しちゃいましょうか、姫さま」

「はあ……バカね六。わたしたちはまだこの先も逃げ続けなければならないのよ。そんな無体な真ま似ねをしたら、もうこの先、誰もわたしたちを通してくれなくなる。自分で自分の首を絞しめるようなものだわ」

「ぎょ、御ぎよ意いっ！　うああ、すみません……あたしってば脳筋で……」

「ノーキン？」

「サル語です、姫さま。意味はよくわからないんですが、あたしをバカにしている言葉らしいです。たぶん、あたしの脳みそが筋肉でできていると言いたいんじゃないかと……って、言っててだんだん腹が立ってきたああっ！　あんの、サルめぇええええぇ！」

「サルらしいわね」

　犬千代も、ふるふる……と首を横に振ふる。

　口数少ないし人見知りするので使者は無理、という意思表示らしい。

「この面々でいちばん弁が立つのは、わたしね。決めたわ。わたしが直接、朽木信濃守に会いに行くわ！」

　信奈が意を決して、馬を進めようとした。

「だだだダメですよっ、姫さまああっ！　そんなの逆効果ですっ！　飛んで火に入る夏の虫じゃないですかああ～！」

「……絶対ダメ。姫さまは弁は立つけど、毒舌の上に唯ゆい我が独どく尊そん、人の怒いかりを無む駄だに買う」

　勝家と犬千代がけんめいに信奈を押しとどめる。

「でも、だったら誰を交渉役に立てるっていうのよ？」

「──うふ。このわたくしが、参りましょう」

　茂しげみの奥から──。

　唐から風ふうの派手な衣装で着き飾かざった、褐かつ色しよくの肌はだを持った麗れい人じんが、馬の背にだらしなく仰あお向むけに寝ねそべりながらゆっくりと現れた。

「久秀っ？」

「……松永弾だん正じよう」

　松永弾正久秀。

　通つう称しよう、「蠍さそり」。

　京を荒あらし回った謀む反ほん常習犯。

　奈な良ら東とう大だい寺じの大仏を焼いた、主君の三み好よし一族を次々と毒殺した、先の将軍足利義よし輝てる公を襲しゆう撃げきして足利幕府を滅ほろぼした──無数の暗黒伝説を誇ほこる、戦国乱世に咲さいた毒の華はな。

　ぷかり、と長なが煙管ぎせるをふかしながら、「くすっ」と妖よう艶えんな笑みを浮かべて、驚おどろいている信奈たちの顔を眺ながめている。

「今までどこへ消えてたんだよ、お前っ!?　さてはこっそり逃げようとしたな！」

「……急に出てくるなんて、あやしい。姫さまを裏切るつもりかも」

「くすくす。たしかに、今ここで信奈さまを裏切ればわたくしは大和一国の主から京の支配者に返り咲ざけるかもしれませんわ。いかがいたします、信奈さま？　もしかしたらわたくし、朽木信濃守を説得して、そして──浅井朝倉方につけたりして」

　よくもいけしゃあしゃあと～！　と勝家が刀に手をかけるが、信奈は勝家を押しとどめた。

「弾正！　あんたに任せたわ。わたしは、絶対に生きて京へ戻もどらなくちゃいけないの！　それも、少しでも早く！　お願いね！」

「姫さまっ!?　信じるんですかっ、こんなやつをっ!?」

　勝家がなおも制止するが、信奈と久秀は目と目を合わせてうなずきあった。

　信奈は、どこか「蝮まむし」の斎さい藤とう道どう三さんに雰ふん囲い気きが似ているこの稀き代だいの悪女を、なぜか気に入っているらしかった。

　美み濃のを奪うばい、近世的な商業立国をめざして天下統一をうかがった道三が信奈にとっての「天てん下か布ふ武ぶ」の師であり、第二の父であるとすれば……。

　規格外の伝統破は壊かい者しや・松永弾正久秀は、これまた規格外の娘むすめを「うつけ」と嫌う実母を持つ信奈にとって、似た者同士であり──あるいは、信奈がはじめて出会った、「母親的な存在」なのかもしれなかった。

「うふ。信奈さま？　いまや、あなたさまこそが京を統べる弾正。織田弾正大だい弼ひつ信奈さまですわ。今のわたくしはただ、あなたさまの影かげとして働くのみ」

「いいのよ。弾正は弾正でしょう？　それに、わたしは〝信奈〟でじゅうぶんだわ」

「まあ。おそれおおくもやまと御ご所しよから授かった官位をお飾かざりとしか思っていないなんて、悪いお方。そういう人、好きですよ。うふっ」

　しばしお待ちあれ、と目を細めて微笑ほほえみながら馬の背に座り直した久秀が、朽木城へとただ一騎きで歩を進めはじめた。

「幸いにも、相手は小こ僧ぞうですわ。すぐに、朽木信濃守を籠ろう絡らくして参りましょう」

　長く赤い舌で自分の濡ぬれた唇くちびるをなめながら、久秀が稀代の悪女という呼び名にふさわしい黒い笑みを浮かべてみせた。

　その、これまで幾いく人にんの人間を毒殺してきたかわからない悪女の凄せい惨さんな笑顔を見るや否や、ぞおおおっ……と勝家は震ふるえあがった。

　はるか西方の異国人の血をひく久秀の容姿が人でないもののように美しいだけに、なおいっそうおそろしい。

「あああ……なあ犬千代、あたしは気が気でないよ。姫さまは、どうしてあんな化け物じみた手合いと気が合うんだろう？」

「……さあ……謎なぞ……」

「猛もう毒どくを持った蠍と蝮に、あたしのおっぱいをつけねらってくるエロザル。ろくな動物がいないよなっ」

「……犬は、いい動物」

「ちょっと？　聞こえているわよ、六？」

「すっ、すみませえええんっ!?」

　今は弾正にわたしたちの命運を託たくすしかないの、弾正は絶対にわたしを裏切らないわ、と信奈は大きくうなずいた。




　　　　※




「お、おお。そなたが、松永弾正か!?　ずいぶんと日焼けしておるな。さすがは歴戦の武将」

　朽木城の〝謁えつ見けんの間〟に久秀を通した朽木信濃守は、御おん曹ぞう司し然とした若い男だった。

　貴人が俗ぞく世せから隠れ住むための秘境といえる、この朽木谷に生まれ育っただけあって、戦国の武将としては線が細かった。

　久秀は（予想した通り）と内心でほくそ笑むが、信濃守に向けては菩ぼ薩さつのような微笑を浮かべる。

「くす。この肌は生まれつきですわ。戦場で日に焼けても傷みませんので、いつまでも若くいられますの」

　その妖艶な笑顔と大きくはだけた胸元が、まだ若い信濃守をうろたえさせた。

　扇子せんすをぱちりと開きながら、信濃守はひきつった笑みを浮かべた。

「……ま、松永弾正といえば足利幕府を滅ぼし奈良の大仏を焼いた極悪人と聞いていたが、見るのと聞くのとではずいぶんと印象が違ちがうものじゃのう」

「京童は、くちさがないもの」

「じゃが、そなたの申し出は吞のめぬぞ」

「あら。わたくし、まだなにもお話ししておりませんわ」

「すでに物見から報告が入っておる。織田信奈が越前から逃にげてきておるのであろう？　黙だまって朽木谷を通せと言うのじゃな」

　それはできぬ、と朽木信濃守は顔をしかめた。

「織田信奈に味方するのは得策ではない。浅井家に裏切られたのが没ぼつ落らくのはじまり。仮に織田信奈が生き延びて京へ戻ったところで、浅井朝倉がともに京へ押し寄せれば、ひとたまりもない」

「それは、お考え違いですわ」

「松永弾正。まさか、浅井は卑ひ劣れつな裏切り者、織田信奈こそが正義、などと言うのではあるまいな。どの口が、そのような道理を説くのか。三好三人衆をけしかけて先の足利将軍家を滅ぼしたのは、そなたではないか。むしろ、悪人のそなたがこれほどに肩かた入いれするとあらば、いよいよ織田信奈は信用できぬ」

「そのわたくしがかくも肩入れする信奈さまこそが強者、とはお考えになりませんの？」

「織田信奈は、すでに敗れた」

「いいえ、勝敗は武家の常。生きてさえいれば、何度でも再起できますわ。最後の勝者となるべき者に必要なものは、執しゆう念ねん。あくなき執念ですわ」

「浅井朝倉には執念が足りず、織田信奈にはそれがあると？」

「御意」

　久秀は、やんわりと笑みを浮うかべたまま、信濃守の目を見み据すえている。

　信濃守は、まだ迷っている。織田につくか、浅井朝倉につくか。

「ともかく弾正どの。遠路はるばる参ったのじゃ。茶を一服、いかが」

「うふ。有り難き、幸せ」

　この場で松永弾正を暗殺するか……それとも……そんな内心の葛かつ藤とうが、信濃守の不安げな表情にそのまま浮かび上がっていた。

　一方、松永久秀は、この時ひとつの決意を胸に秘めて朽木城に乗り込んでいる。

　朽木信濃守が否いなと答えたならば、躊ちゆう躇ちよなく「蠍」の本性を現してわが傀儡くぐつの群れを動かし、この朽木谷を紅ぐ蓮れんの炎ほのおで包んでさしあげましょう……と。

（今のわたくしにとって、わたくしのような女を受け入れてくださった信奈さまはかわいい実の娘のようなもの。その娘が裏切りによって戦に敗れ、お味方を置き去りにしてまで生き延びようとしているこの時に、邪じや魔まする者は一人として生かしてはおきませんわ──もしも「否」と言うならば、たとえ何十年かかろうともこの谷の人間、いや、獣けものや草木にいたるまで、ことごとく殺し尽つくし、焼き尽くしてごらんにいれますわ）

　久秀は、情が深い。

　愛情も、その裏返しの感情である憎ぞう悪おも、日本人離ばなれした激しさを持っていた。

　作り笑顔の裏からにじみ出てくるその黒々とした圧あつ倒とう的てきな殺意に、若い信濃守はすっかり萎い縮しゆくしてしまった。

「信濃守さま？　それではわたくしが、茶を点たてましょう」

　ゴクリ、と信濃守が唾つばを飲み込む。

「そなた。ま、まさか、毒でわしを暗殺するのではあるまいな？」

「うふ。残念ながら、信奈さまから家臣の毒殺を禁じられておりますの。今のあなたさまは、形式の上ではまだ信奈さまのお味方。浅井側にお味方する、とあなたさまが仰おつしやらない限りは」

「わ、わしを脅きよう迫はくしておるのか？　そ、そのような脅おどしにはわしは乗らぬぞ」

「毒など入っておりませんわ。このとおり」

　久秀が、まず、自分の唇で茶をすすった。

　ぬらぬらと光る赤い舌が、まるで軟なん体たい動物のように茶器の縁ふちを這はい回った。

　信濃守はまた唾を飲み込んだが、さきほどとは唾の意味が違う。

　頭が、しびれてきた。

　部屋の中に、いつからであろう、妙みような香かおりが……信濃守がこれまで嗅かいだことのない、甘く蠱こ惑わく的てきな香りが立ちこめている。

「信濃守さま。まだ信じられませんの？」

「ど、毒殺ではよくある手口じゃ。そ、その茶器に細工がある。そなたが口をつけた部分には毒が塗ぬられていないが、残った部分に毒を塗ってある……そうであろうが」

「うふ。それでは、茶器のどこにも毒など塗られていない証しよう拠こを、お見せしましょう」

　ぬらり。

　くちゅっ……。

　久秀は目を細め、信濃守の瞳ひとみを凝ぎよう視ししながら、茶器を掌てのひらの上で回して、その縁のいたるところを舌でなめ回してみせた。

　そのあまりに艶なまめかしい姿に、信濃守の息がはあはあとあがり、全身が熱くほてってきた。

「……妙じゃ……妙な気分に……こ、この香りは……？」

「うふ。くすっ……くす、くす、くす。さあ、このとおり、どこから飲んでいただいてもだいじょうぶですわ。わたくしが、自らの舌で清めましたから。もっとも、わたくしの唾が毒であれば、あなたさまの命は風前の灯火」

「……ひ、人の舌が出す唾が、毒であるわけはなかろう」

　信濃守の手が、意思とは無関係に、久秀から茶器を受け取っていた。

　久秀の……妖よう婦ふの唾だ液えきにまみれた、茶器だった。

「ど、毒ではない……む、むしろ……甘そうじゃ……こ、これは、美味なのではないか……？」

「さあ。なにしろ、わたくしは蠍さそりですから。うふっ……ふふふふっ……」

　すでに信濃守は、久秀の様子がおかしくなっていることにも気づけなくなっていた。

　久秀もまた、全身から汗あせをぬらぬらと流しながら、はあはあと息を荒あららげている。

　深い胸の谷間には、汗が流れ落ちて水たまりができていた。

　だが、脳の奥をしびれさせるこの甘い香りが……。

　信濃守の理性を、狂くるわせはじめていた。

　茶を、飲み込む。

　久秀が垂らした唾液が混じった、甘くしびれる液体。

　その瞬しゆん間かん。

「これは、愉ゆ快かいだ──気持ちが、いい。こんなに美う味まい茶は、はじめてだ……！」

　信濃守は口元から涎よだれを垂らしながら、けたけたと笑い声をあげはじめていた。

「……だ、弾正……そ、そうじゃな、か、考えてやっても……よい。くっ……あは、あははは」

「まあ……なにを、ですの……？　くっ、くくくくくっ……」

　久秀も、唐国風の着物を肩かたからずらして扇子で胸元を扇あおぎながら、小こ娘むすめのように笑っている。

「……わ、わしは、ちと我が慢まんならなくなった。あは……あははははっ。そ、そなたがこの場でわしに抱だかれるというのであれば、信奈を通してやっても……よいぞ、はははははっ！」

「……くく、くくくくっ。有り難き、幸せ」

「異国人の褐かつ色しよくの肌はだというのも、はははっ……！　こうしてみると、よいものじゃ……！　なんと、艶めかしい……！」

「……では、信濃守さま？　いつまでも終わらぬ夢の世界へ……旅立ちなさいませ」

　久秀の唇が、接せつ吻ぷんを待ちわびて目をギラつかせている信濃守の耳の穴へと、押し当てられた。

「……はははっ！　これなにをする……そこは、耳じゃ……！」

「くすっ──これであなたは、わたくしの傀儡」

　ぷっ……！

　信濃守の耳の穴に、熱い液体が、勢いよく注ぎ込まれていた。

　久秀が信濃守から身を離はなし、カン高い声で哄こう笑しようした。

「くす、くすくす。あなたのような世間知らずの小こ僧ぞうがこのわたくしを抱こうなど、十年早いですわ。夢の中で、傀儡と戯たわむれなされませ」

「……なにをした……妖婦……!?」

　一いつ瞬しゆん、信濃守は、正気に返った。

　この妙な香り……そして弾正が茶に入れた唾液……しまった、わしは弾正の術中に陥おちいった！

「……まさか貴様、自ら毒を口に含ふくんで、茶器の縁に毒を……？　捨て身となってわしを油断させたな……！　おそろしい……ああしかしこの香りは、腐くさった果くだ物もののようなこの香りはいったい……？」

　だが、この突とつ然ぜんの正気は、消えゆくろうそくの炎が瞬間激しくまたたくのと同じ道理であった。

　信濃守は、がくり、と傀儡のように首を曲げてうなだれ。

　そして。

「……あいわかった。織田信奈の通行を許そう。京への道まで、護衛もつけようぞ。この朽木信濃守、これより信奈さまのお味方、織田家の傀儡となり申そう。あは……あははははっ……！」

　まだ自ら吸い込んだ毒が抜ぬけない久秀は、くすくすくすくす、と身をよじって笑い転げながら、「有り難き、幸せ」と自ら吹ふき込んだ毒の犠ぎ牲せい者しやに向けてうやうやしく一礼した。




「信奈さま。万事、うまくいきましたわ。信濃守さまは信奈さまに護衛をつけて、京まで道案内してくださるそうです」

　勝家と信奈は、拍ひよう子し抜ぬけしたように顔を見合わせた。

　まさか、信濃守から護衛の兵まで貸してもらえるとは、予想もできなかった。

　松永久秀は、どうやって信濃守を取り込んだのか？

　っていうか、妙みように久秀の全身がほてっていて、えも言われぬ色いろ香かを強きよう烈れつに漂ただよわせているのはなぜ？

　かあっ……と勝家が照れながら、悲鳴をあげた。

「お、お、お前、まさか、いいいいいやらしいことをして信濃守を味方につけたなっ？」

「くすっ。いやらしいことなんて、してませんわ。わたくし、そんなお安い女ではありませんの。もっとも──悪いことは、してきましたけど。あと半年ほどは、信濃守さまは夢を見られたままでおられることでしょう。半年で目が覚めればよろしいのですけれども。くす、くす、くす……くくくくくっ」

　ぞぞおっ……と勝家が震ふるえあがる。

　魔ま性しようだ……魔性の女だ……！

「ひひひ姫ひめさまあっ！　弾正が、なんかやばいですよっ！　妙なものでも口にしたんじゃないでしょうかっ!?」

「今はそんなことを詮せん索さくしている場合じゃないわ、六。とにかく、京へ急ぎましょう！　これだけの護衛がいれば、落ち武者狩がりからだってきっと逃にげきれるわ！」

　こくり、と犬千代がうなずいた。







　信奈は、駆かけ抜けていた。

　相良良晴は、きっと、もう……。

　胸が、うずいた。

　父親を亡くした時でさえ、これほどに辛つらくはなかった。

　父は、病で倒たおれたのだ。

　だが、相良良晴が死んだ理由は……。

　それでも。

　信奈は、もう泣かない、と誓ちかっていた。

　守るべき者のために死んでいく者よりも、生き残る者のほうが──命を託たくされた者のほうが、時にははるかに悲しく、辛く、身み悶もだえするほどに苦しいこともある。

（ここでわたしがダメになってしまったら、サルは無む駄だ死じにになってしまうわ。ううん。サルはきっと、生きている。そうよ。万千代たちが退路を整備しながら行軍してくれているんだし……知ち恵え者しやの十兵衛だっているんだし……そう信じて、今を生ききるしかない！）

　信奈は、京へ連なる山道──若狭街道の終点近くを馬で駆けながら、生まれてはじめて、手を合わせて頭こうべを垂れ、存在するかどうかもわからない神仏に祈いのる者の気持ちがわかったような気がした。

　葬そう儀ぎの場でみなが流す涙なみだも、僧そう侶りよたちの祈き禱とうにすがるその思いも。

　ただ、自分一人の自己満足のためのものなんかでは、なかった……。

　京まで、あと少し。

　今、自分が生きて京へ辿たどり着くことで。

　誰だれも予想しない電でん撃げき的てきな速度で「織田信奈」が帰き還かんすることで。

　織田信奈死す？　との報を聞いて再び京をうかがおうとするだろう、四し国こくの三好一党。

　いまだ甲こう賀がに隠かくれ、再起の機会をうかがっている六ろつ角かく承じよう禎てい。

　そして、主なき京まで無人の道を一直線だと信じている浅井朝倉軍。

　彼らの勢いを大きく削そぐことが、できる。

　まだ、持ちこたえられる。

　この織田信奈という姫武将がこの世に生きてさえいれば、織田軍は、再起できる。

　そのために、信奈は、捨ててきた。

　夢を。

　まだ、つかみとってもいなかった、夢を……。

　それでも。

　もう、泣かない。

　笑顔で生きなければ、ならない。

　少しでも身を軽くするために、鎧よろいまで脱ぬいで、小こ袖そで姿でここまで馬を駆ってきた。

　それでも、たったひとつ、どうしても捨てられなかったもの。

　胸元に収めてある、良晴の形見の品……未来の南蛮時計スマートフオンを、信奈はきゅっと握にぎりしめていた。

「六！　このあたりは、どこなの？」

「姫さま。われらは今、本来ならば八や瀬せを走っているはずなのですが、どうやらここは八瀬から少し東に逸それた叡えい山ざんの麓ふもと、雲母きらら坂ざかのようです」

「なぜ道を逸れたのかしら？　いったいいつ……記き憶おくにないわね」

「ですがいずれにせよ、ここを越こえればもう京の都です！」

　勝家が、目を細めながらそう語った。

　長かった夜が、明けようとしていた。

「デアルカ。犬千代、弾正。もう、馬を潰つぶす心配は無用になったわね。全速力で駆けるわよ！」

「……御ぎよ意い」

「御意」

　峠とうげの向こう……目の前に、京の都が広がっていた。

（わたしは、生きているわ。あなたに、命をもらったのよ。待っていて、サル）

　信奈の馬が、一行の先頭に立った。

　その時。




　道の脇わきに鬱うつ蒼そうと茂しげった林の奥から、種子島の大だい轟ごう音おんが、突とつ如じよ響ひびき渡わたった。




　なにか嫌いやなものが、自分の柔やわらかな脇腹へと突つき刺ささってくる感かん触しよくに、信奈は気づいた。

　その時、すでに信奈の小さな体は。

　馬上から、ふうわり、と吹き飛ばされていた。

　急激に、体から感覚がなくなっていくのが、わかった。

　わたし、撃うたれたんだわ、と信奈は思った。

（……よし、はる。ごめんね……）

　その瞳ひとみに、涙が、あふれていた。
















　　　巻ノ二　微み塵じん隠がくれ







「やべえ、伏ふせろおおおお！」

　ぎゅうううぅうぅ……ん！

　式神軍団は執しつ拗ように、良晴を捜さがし続けていた。

　草木の中に隠れ伏した良晴たちの頭上を、式神の群れが飛び去っていく。

　知能は低い連中だが、空を自在に飛び回れるだけに、落ち武者狩りにはうってつけだ。

　あれから良晴たちは式神の追つい撃げきを受け、さらには落ち武者狩りにどんどん繰くりだしてくる地侍や農民からもつけねらわれ続けてきた。

　ここまで生き延びてきた仲間の数は、すでに半分ほどに減っていた。

　半数の仲間が、討ち取られたか、あるいは深手を負って行軍不可となり脱だつ落らくしたのだ。

　良晴たちの意識はもはやもうろうとなり、自分が生きていることすらわからないまでに疲ひ弊へいしきっていた。

　誰もが、もう駆ける体力すら残っていない。

「……今が昼だか夜だかもわからねえ……ここはどこだ、半蔵？」

「若狭からは遠く離はなれている。すでに、近江と山やま城しろの国境に近づいてはいるはずだ」

「ちくしょう……それでもまだ近江の山中なのか。京まではまだまだ遠いな」

　あの時──土御門久脩の結界に包囲された時、なおもあきらめなかった良晴は半ばやけになって種子島をぶっ放した。

　式神は、どういうわけか南蛮伝来の種子島を嫌きらう。前鬼のような上級式神は理性でその恐きよう怖ふに耐たえられるが、低級式神は種子島への本能的恐怖を抑おさえきれないのだ。

　前鬼から教えられていた式神の弱点を、良晴は無意識のうちに突いたのかもしれず、あるいはほんとうに偶ぐう然ぜんだったのかもしれない。

　ともあれ、良晴の放った種子島の轟音が、土御門の低級式神どもを驚おどろかせた。

　これだ！　と気づいた良晴は、残り四十丁あまりとなっていた鉄てつ砲ぽう部隊にいっせいに夜空めがけて射しや撃げきさせた。

　式神たちは逃げ散り、その隙すきに良晴たちは奇き跡せき的てきに結界を突とつ破ぱし、いちもくさんに京めがけて再び逃とう走そうすることができたのだ。

　だが良晴の首を狙ねらう土御門久脩は、執拗だった。

　いたく自尊心を傷つけられたらしく、その後もどこまでも良晴を追いかけ続けている。

　そして良晴側は、弾だん薬やくが尽つきてきた。

　あと一度、式神に遭そう遇ぐうすれば、そこで使いきってしまう分量しか弾薬は残されていない。

　しかも最悪なことに、式神に追い回されている良晴たちは先に退たい却きやくした丹羽長秀たちが整備した山道を通ることもできず、いよいよ険しい獣けもの道みちを、息を潜ひそめて這はいながら行軍せざるを得なかったのだ。

　行軍は遅ち々ちとして進まず、次々と脱落者が出ていた。

「ここが勝負のしどころだな」

　半ば泥どろの中に顔を埋うずめながら、良晴は前鬼と半兵衛、そしてしんがり部隊の足軽代表数名をこっそりと手招きし、そのままみんなで俯うつぶせになったまま軍議を開いた。彼らの逃とう避ひ行こうはもはや人間の体力の限界を超こえていて、起き上がるだけで貴重な体力が減ってしまうのだ。

「若狭で湧わいてきた土御門のガキが完全に誤算になっている。このままじゃ俺たちは全ぜん滅めつだ。なにか妙みよう案あんはないか」

　あんな妖よう怪かい変へん化げ、どうやったって勝てないみゃあ……槍やりさえ届けばやっつけられるものを、空を舞まわれてはどーしようもないぎゃあ……と足軽たちはみな頭を抱かかえている。

　空を飛ぶ式神に鉄砲の弾たまを当てられる腕うでの持ち主は、このしんがり部隊には一人もいない。

　ただ脅おどして逃にげ散らせるだけなら別に当てなくてもいいのだが、残された弾薬の量を考えれば今度は式神軍団に確実に弾を当てて倒たおさねばならない。

　だが唯ゆい一いつ残された道である「乾けん坤こん一いつ擲てきの銃じゆう撃げき勝負」は、ただ残りの弾薬を使い尽くしていよいよ丸まる腰ごしになるだけの結果になるだろう。

「すまねえ、大将！　わしらの知恵じゃ、どげんにもならんみゃあ！」

「このままでは大将と姫ひめさまを再会させられねえぎゃあ！」

「お前ら、その話はいいんだよ！　とにかく、生き残った連中全員で京へ帰るんだ！　俺はもう、これ以上俺のために犠ぎ牲せいを出したくねえ……」

「相良さま、弱気はいかんみゃあ！」

「そうだみゃ。わしらを想ってくれるその気持ちだけで、もうじゅうぶんだみゃ。しかし、あんたはわしら足軽兵とは違ちがうみゃ」

「……いや。仲間がどんどん倒れていく姿を見て、つくづく思った。人の命はみな同じだ、重いも軽いもねえ……」

「大将！　理り屈くつはそうだぎゃ、しかし現実を見るぎゃ！　大将がこんなところでおっ死ちんじまったら、姫さまはどうなるぎゃ！」

「男がいちどあんたを守るために死ぬと誓ちかったんじゃ、ここでわしらを解散させたら生しよう涯がいあんたを許さんじょ、相良さま！」

「おうよ！　わしらにも、夢くらい見させてくれみゃ。相良さま！」

　お前ら……ぐすっ……揃そろいも揃ってバカ野や郎ろうだぜ……！　そうだぎゃ大将！　あんたもわしらも織田の姫さまに魂たましいを奪うばわれた大バカだみゃあ！　お、俺は信奈なんか別にぜんぜんどうでもよくてだなっ、ただドケチなあいつからこんどこそ恩賞を奪うために戻もどらないとだな……！　またまたはじまった大将の照れ隠かくしがああ！　と良晴アンド足軽連中が泥の中で手に手を取って、まことに暑苦しく「うわははは」と笑ったと思ったらこんどは「おんおんおん」と男泣き。

　疲つかれ知らずでクールな半蔵と前鬼は、「またはじまったな」「昨夜からこればかりだ」とうなずきあっている。

「やれやれ。わが主・半兵衛の活かつ躍やくに嫉しつ妬とするとは、土御門家も落ちたものよ。あれでも誇ほこり高き安倍晴明公を始祖に持つ陰おん陽みよう師じ一族の頭領なのだがな。時代が変わったということか」

　前鬼が自分のすぐ脇を跳はねているカエルを眺ながめながら、嘆たん息そくした。

「良晴よ。陰陽師の時代は、そろそろ終わるべきなのだろうなあ」

「それより今は土御門だぜ！　あの厄やつ介かいな式神たちを全滅させる方法はないか、前鬼？　これじゃ空軍の飛行機部隊にいちいち捜し回られているみたいなもんだ」

　ふん、南なん蛮ばん語はどうにも意味がよくわからんな、と前鬼が笑った。

「ヒコーキというのはよくわからぬが、俺の力はこのあたりでは弱いと言ったろう。やつらの数には敵わぬ。京と比べて大気に満ちる『気』が弱いのも一因であるが、わが主が臥ふせっておられるのも痛いな」

「そこをなんとか。人と人同士の戦ならともかく、式神はどうにも現代人の俺の手にあまる」

「しかし……一体一体はさほど強力ではないが、あれほどの数の式神を使役し続けることができるとは妙みようだ。式神とは、『気』だけとなった存在に式神としての実体を与あたえたもの。それらをこれほど長きにわたって動かし続けるには、莫ばく大だいな『気』が必要になるはずだ」

「護ご符ふの重ね張り方式じゃないのか？」

「それくらいでは間に合わぬ。土御門はどうやら、われらが敗走する山道の周囲にある龍りゆう穴けつ、あるいは磐座いわくら、あるいは神木……そういう、大地の龍脈から漏もれてきた『気』が多量に湧きいずる秘密の供給地を複数把は握あくしているに違ちがいなかろう。移動しながら、それらの地で『気』を随ずい時じ供給しておるのだ」

「『気』の供給地か。晴明神社のような『気』を集積してくれる場所を、土御門が順々に押さえているってことか」

「この山と谷の続く地形から類推するに、供給源は主に龍穴であろうな」

　龍脈とは、陰いんの力たる『気』が流れる大地の道。地龍とも称しようされる。龍穴や磐座や神木は、その龍脈の要所にあり、多量の『気』を放出する特別な神域。古代の日本人はそれらを神が降りる場所として祀まつってきた。

　しかしこの自然から湧きいずる『気』の力は、時代とともに減少の一いつ途とを辿たどった。人間が自然を開発し森を伐きり都市を築いて文明世界を拡張していったからではないかとも考えられている。

　そこで日ノ本の人々は、神域の『気』を涸からさぬために「社やしろ」を建こん立りゆうした。社は自然界の衰おとろえを補うための人じん為い的てきな「装置」。「神」の名と鳥居によって神域に結界を張り、自然の『気』を多量に集積させることができるという画期的なものだった。さらには、怨おん霊りようや鬼を「社」に封ふうじてその力を「陰」から「陽」へと変へん換かんし、人の世のために用いるという技術も確立された。もっとも、都そのものが怨霊を封じる巨きよ大だいな結界と化した結果、竹中半兵衛が見み抜ぬいたように、都そのものが人心を混乱させ天下に騒そう乱らんを巻き起こす「呪のろい」の場そのものとなってしまったのだが。

　またこの間、仏教が日ノ本に伝来し、神道や修しゆ験げん道どうと融ゆう合ごうしている。仏教は自然の力が大いに衰えた時代に対応した新しい「技術体系」で、自然に頼たよらず人間自身の意志の力によって『気』を操り世界を操作しようとする、一種の超ちよう能のう力りよくの体系であったと言っていい。とりわけ空くう海かいが輸入し体系化した密教はそうだった。「心の救済」を掲かかげる大衆仏教が広まったのは、ずっと後のことである。

　陰おん陽みよう道どうは、いにしえの神道と仏教と修験道その他を融合させた日ノ本独自の技術体系で、平安王朝の時代、やまと御ご所しよに仕えた朝ちよう廷てい陰陽師・安倍晴明の代に完成された。京の都を、怨霊たちを封じ都を祝福する御ご霊りようとして祀るための巨大な結界と為なした業績は、安倍晴明、その兄弟子にあたる賀か茂もの保やす憲のり、そして「都の鬼き門もん封ふうじ」の要である叡山を取り仕切っていた高こう僧そう・良りよう源げんの三者にある。

「土御門が遠くから『気』を供給しているという可能性はないのか前鬼？　たとえば、若狭にあるやつの本ほん拠きよ地ちから」

　半蔵が問うた。

「難しいだろう。陰陽道の術は、個人の護身と都の守護のために生まれたものだからな。術者自身が施ほどこせる術の有効範はん囲いは決して広くない。少量ならばともかく、これほど膨ぼう大だいな『気』を遠くへと飛ばす術は持たぬはずだ」

　それに、若狭からはわれらはすでにはるかに遠ざかっておる、と前鬼が答えた。

「ふん。一見すると下手な武士よりも強そうに見えるが、その実、力の有効範囲が狭せまい。つまりは、忍しのびの術と同じか」

「そうでなければ、この世は陰陽師の天下になっておる。そもそも陰陽師になるには特別な素質が必要でな。足軽のようには数を増やせぬ。国を支配するには、足りぬ。土御門のようにいくら低級霊れいを集めても、なお足りぬさ」

「たしかに。忍にん術じゆつが無限に有効で、かつ誰だれでも忍びになれるのであれば、日ノ本はとっくに忍びの国になっている」

「甲賀は忍びの国であろう」

「だが、甲賀もまたその特とく殊しゆ性せい故に少数精せい鋭えい。組織力に劣おとる。いずれはただの人間に滅ほろぼされる定めだ。だがこの忍びの力を有効に用いれば、戦乱を平定するための陰の力にはなれる──故に服部は武家に仕えたのよ」

　互たがいに人じん智ちを超ちよう越えつしたかのような異能力を誇る半蔵と前鬼が「やはりこの世を支配する者は、人間だな」と笑い合った。

「おそらく土御門は空を飛ぶ式神の能力を利用してわれらが敗走する道を常に先回りし、その近くにある龍穴を確保し、その龍穴から『気』を得ている。故に、われらの目にはやつが無限の『気』を駆く使ししているかのように見える。そう考えるのがもっとも可能性が高い──可能性の話ではあるがな」

　ならば次に土御門と遭遇する前に、われらが先回りして龍穴とやらを塞ふさいでしまえば、式神どもも弱まる道理だな、と半蔵がつぶやいた。

「うむ。『気』の供給を断って式神どもをいったん消し去れば、われらは式神どもに襲おそわれることなく移動距きよ離りを稼かせぐことができる。土御門が次の龍穴へ辿り着いた時にはわれらは先へ進んでいる。さすれば都へ辿り着けよう──もっとも、龍穴を塞ぎながら行軍すれば、護符を重ねることでかろうじて保っている俺も消えるが、土御門が式神を再び集める前に安全圏けんへ到とう達たつすればよい」

　いけそうだな……厄介な式神軍団が消えれば、前鬼がここで脱だつ落らくしても状じよう況きようは大きく有利になる、と良晴。式神は、ただ消えるだけで、死ぬわけではないのだ。だから前鬼が仮にここで消えても、京でまた再会できる。

「それでどこにあるんだ、龍穴は？」

「龍穴は山にある地の裂さけ目で、洞どう窟くつ、あるいは地に広がる穴の姿をしている。龍穴がある土地には社が建てられていることが多い。大地の『気』を効率的に集めるためにな。京の鬼き門もんを守護する叡山も、もとは京最大の龍穴を祀る社であった」

　パワースポットに神社が多いのはそういうことだったのか、と良晴。

「それじゃあ、神社を探しだして片っ端ぱしから壊こわしてまわるみゃあ！」

「そうとも。きっとどれかが龍穴だぎゃあ！」

「待て待てお前ら！　それこそ、落ち武者狩がりの餌え食じきじゃねーか！　っていうか式神軍団に見つかっちまう！」

　良晴が、足軽たちを押しとどめた。

「これほどの奥深い山中の秘境には、むしろ龍穴鎮ちん護ごの社などないと考えたほうがよかろう。おそらく土御門は社のない土地にわれらを追いこんでおる。龍穴の場所を知られぬためにな。だが俺には見える」

　前鬼が瞳ひとみを金色に輝かがやかせて、うなずいた。

　よし決まった！

　良晴が、立ち上がった。

「それじゃ行くぜ！　まずどこへ向かう、前鬼!?」

「京へと向かいながら、同時に『気』を漏らしている洞窟を探すのよ」

「なるほど、ガスが噴ふきだす洞窟って多いよな！　要は洞窟ってのは大地の裂け目なんだからさ！」

　しんがり部隊の勇者どもが、身をかがめながら「おおおおおお～」と小声で気勢をあげた。




　一行は、残り少ない弾だん薬やくを最後の武器にして、攻せめに転じた。

　山中を行軍すること約一刻。良晴たちは、若狭街道最大の難所である花はな折おれ峠とうげへと到達し、その峠から見下ろせる狭い谷底に目的の龍穴を発見した。前鬼が、「あそこだ」とひとつの洞窟を指さしたのだ。

「かなりの『気』が立ちのぼっている匂においがするぞ。あそこさえ封ずれば──」

　だが……。

　この時、すでにしんがり部隊の面々は、疲ひ労ろうと緊きん張ちようの限界に達しており、冷静な判断力を失っていた。

「よ～し、行くみゃああ！」

「埋うめるみゃあ！」

「これで大将を京へお連れできるぎゃあ！」

「待て。少し怪あやしい。この谷底の龍穴は、あまりにも危険な場所にありすぎる。これはもしかしたら土御門の罠わなかもしれんぞ。待ち伏ぶせされていた場合、われらは逃にげようがない。まずは忍びの者を──」

　前鬼が止めたが、しんがり部隊はいっせいに崖がけを駆かけ下って、洞窟へと走っていく。

「こらこら！　慌あわてるんじゃねえって！　おおおおおーいっ！」

　良晴も「仕方ねえ」と叫さけんで、種子島を担いで崖から滑すべり降りた。

　だが。

　やはり、罠だったのだ！

　洞窟の中から、土御門久脩が操る低級式神の大軍団が、いっせいに飛び出してきた！

　しんがり部隊の勇者どもは、この時全員、討ち死にを覚かく悟ごした。

「やっちまった！　待ち伏せされていたぎゃ！」

「相良さま、逃げるみゃあ！」

「ここは、われらが盾たてになって防ぐぎゃあ！」

「ダメだ、バカ言ってんじゃねえ！　お前らを見捨てていけるかよ！」

　良晴も、種子島を構えて突とつ進しんする。

　これほどの苦難をともにした仲間たちを、良晴はこれ以上一人も失いたくなかった。

「久脩ああああ！　姿を見せやがれ、このクソガキいいいいい！　手前てめえで赤い血を浴びてみろってんだ！　遊び感覚で人間を狩かりやがってええええ！」

　でたらめに種子島を撃うちまくるが、ついに、弾薬が切れた！

　一人また一人と、宙を舞まう怪かい物ぶつの爪つめにかかり、くちばしにかみつかれ、倒たおされていく男たち。

　このままでは、なすすべもなく全ぜん滅めつしてしまう！

　崖から降りてきてこの凄せい惨さんな光景を眺ながめていた前鬼はしれっとした顔つきのまま、小声で囁ささやいた。

「おい半蔵。これでは俺が主に[image: しか]しかられる。相良良晴を担いで逃げてこい」

　どこからともなく姿を現した服部半蔵が、つぶやいた。

「……無む駄だだ。弾薬は尽つきた。もはや逃げきれん。相良良晴も覚悟を決めているだろう」

「ならばいっそ、ここで相良を殺してしまうという奥の手もあるぞ」

　半蔵はにたりと笑う前鬼と一いつ瞬しゆん、視線を交わしたあと。

「……なるほど。承知した」

　小さくうなずくと。

　音もなく、飛び立った。

　半蔵は乱戦のまっただ中に舞い降りるとすかさず煙えん幕まくを張り、一時的に式神たちの視界を奪うばった。

　さらに無言のまま、すばやく良晴を背後から抱かかえこむ。

「放せ半蔵！　俺はここで踏ふみとどまって、最後まで戦う！」

「ふん。これ以上、足軽どもが死んでいくのを見ていられない、と？」

「どうせ逃げても同じなら仲間と一いつ緒しよに戦って死ぬ道を選ぶぜ！　悪いかっ!?」

「織田信奈も、金ヶ崎で今の貴様と同じことを言いたかったはずだ。それでも、貴様を捨て殺しにした。なぜだ？」

「あいつは、この国になくてはならないやつだからだっ！　だが、俺は……」

「──貴様は、よそものの風ふう来らい坊ぼうだから別にいてもいなくてもいいと？　相良良晴。貴様はそう断言できるのか？　心の底から？」

「……それは……」

　ほんとうは、そうかもしれない。だが……俺のために多くの足軽たちが散っていった。そして、信奈が流したあの涙なみだ……。

　言えるわけがない……！

　だがしかし、俺一人が首を渡わたせば、仲間全員の命を救うことができるのもまた事実。土御門は、自分だけを狙ねらっているのだから。

　良晴は、額から血を流し、目め尻じりから涙をこぼしながら、言葉に詰つまった。

「では相良良晴よ、質問を変えよう。仲間のために、貴様は死ねるか？」

「ああ！　信奈を置いていくのは心残りだが……ああちくしょう、もちろん俺は信奈との約束を守れないままここで死にたくはねえよ！　だがな、仲間を置いて俺一人だけ逃げるのも絶対に嫌いやだ！　俺は、欲よく深ぶかなんだよ！　ぜんぶの実を拾わなきゃ気がすまねえんだ！」

　貴様らしいな、と半蔵がつぶやいた。

「ならば、今ここで死ね。相良良晴──織田家の出世頭。墨俣一夜城の英えい雄ゆう。破格の賞金首である貴様が死ねば、土御門も、賞金目当てで集まってくる落ち武者狩りの連中も、狩るべき目標を見失う。それしか、この窮きゆう地ちを脱だつする策はない」

「……うん？　半蔵？　お前……？」




「そろそろ、終わりのようだね」

　ついに洞窟の奥から姿を現した土御門久脩が、手にした扇おうぎを一ひと振ふりした。

　半蔵が張った煙幕が、たちどころに吹ふき飛ばされていく。

　土御門久脩は、見た。

　血にまみれた、服部半蔵が。

　凍いてついた表情のまま、相良良晴の首筋にクナイの刃やいばを当てていた。

　崖から高みの見物をしていたはずの前鬼は……姿が、見えない。

　勝負あったと見て、逃げ去ってしまったらしい。

　あるいはすでに、式神軍団によって倒され、消えたのか──。

　そもそも高級式神ではあったが、『気』はかなり貧弱だった。

　長時間にわたって人の姿を維い持じするので精せい一いつ杯ぱいだったのかもしれない。

「どうやら、ボクの勝ちらしいね。そのサルの首さえ手に入れば、小こ汚ぎたない足軽どもの首なんてどうでもいい。面めん倒どうだから、見み逃のがしてあげるよ」

　そして、半蔵は答えた。

「承知した。わが最後のほうろく玉をもって、相良良晴の五体を吹っ飛ばそう」




　　　　※




　早朝、京。

「織田軍、越前から敗走。総そう崩くずれに」

「しんがり部隊を率いる相良良晴は、いまだ帰き還かんせず」

「織田信奈は全軍を置き捨てて京へ逃とう走そうしたが、叡山の麓ふもとで狙そ撃げきされ、重傷らしい」

　京の都は、騒そう然ぜんとなっていた。

　さまざまな噂うわさが飛び交う中、ねねは妙覚寺で良晴の帰りを待ち続けた。

　だが、良晴は戻もどってこない。

　頼たのみの竹中半兵衛はまだ、眠ねむり続けている。

「信奈さまはご無事で、本ほん能のう寺じにいるらしい」

　そう聞きつけたねねは、一人で明け方の本能寺へ裸足はだしで駆け込んだ。

　ねねは、警備の兵士たちに追い返されそうになったところを丹羽長秀に見つけられ、長秀におんぶしてもらい境けい内だいへと乗り込んだ。

「丹羽さま。兄さまはまだお戻りになりませぬか？」

「まだ知らせは入っておりません。ねねどの」

「でも、丹羽さまたちのご活かつ躍やくで、織田軍は無事に京まで退たい却きやくできたのでしょう？　今すぐ兄さまを救出へ向かわねば、ですぞ！」

「それが……厄やつ介かいな事態になっているのです。一点です」

「厄介な事態？」

「織田軍敗戦の報を聞きつけたのでしょう。四国へ逃げ散ったはずの三好一党が、再び畿き内ないをうかがっています。甲賀に隠かくれていた六角承禎も再び南近江に姿を現しました。その上、浅井朝倉の連合軍が京へ迫せまっています」

「でも、このままでは兄さまは！　姫ひめさまに会わせてくだされ、ですぞ！　姫さまに直接お願いすれば、きっと」

「それが……これからあなたが見聞きすることは……他言無用ですよ、ねねどの」

「……!?」

　丹羽長秀は、ねねを信奈の部屋へと案内してくれた。

　だが。

　いつもの元気でうつけな信奈の姿は、そこにはない。

　虎とらの敷しき物ものも、パンダの敷物も、地ち球きゆう儀ぎも、南なん蛮ばんの望遠鏡も──。

　かわりに、布団がひとつ。

「……姫さまっ!?」

　信奈は、布団の上に仰あお向むけに横たわっていた。

　腹部に、白いサラシが巻かれてある。

　そのサラシに赤黒い血がにじんでいたことに、ねねは驚おどろいた。

「う……う……」

　全身から玉のような汗あせを流しながら、信奈は力なくうめいている。

　意識は、ないようだった。

　信奈のすぐ脇わきには、「神医」の誉ほまれ高い老ろう翁おう、白い道服を着込んだ曲直瀬ベルショールが侍っていた。

「おうおう。ここは、戦場じゃ。子供が来てはならぬぞ」

「……あ……あ……姫さま……姫さまは、ほんとうに、撃たれて……？」

　ねねは、畳たたみの上にへたりこんでしまった。

　歯が、かちかちと鳴った。

「弾たまを一発、脇わき腹ばらに喰くらったのじゃ。命を拾ったのが奇き跡せきじゃ。なみの精神力の者であれば、最初の失血の衝しよう撃げきですでに死んでおる。信奈さまは、よほどの精神力の持ち主なのじゃろう」

「弾を!?」

「南蛮式の手術というものを行ってな、体内の弾だん丸がんはかろうじて取り出せた。もしも腸にまで弾が届いておれば、もはや万ばん策さく尽つきておったところじゃが……これが、弾の勢いを弱めてくれたようじゃ」

　曲直瀬ベルショールは、ねねに、撃ち抜ぬかれて壊こわれてしまった南蛮時計スマートフオンを、見せた。

「これは、兄さまの……！」

「形見の品、だったのじゃろう」

「……形見の、しな……」

「鎧よろいまで脱ぬぎ捨てて逃にげておった信奈さまは、懐ふところにこの未来の南蛮時計だけを入れておったらしい。どうしても、この相良どのの形見の品だけは捨てられなんだのじゃな。そして偶ぐう然ぜんにも、弾はこの時計に命中した。そのおかげで、勢いを削そがれた弾は信奈さまの体の奥までは届かなんだというわけじゃ」

　ねねは、信奈に会ったらその頰ほおを思いきり張り飛ばして、罵ば倒とうするつもりで乗り込んできた。

　よくも兄さまを見捨てられましたな！　あれほど兄さまに目をかけてくださっていた姫さまが……見損ないましたぞ！……と。

　だが……。

　そんな怒いかりは、もう、どこかへ四散してしまった。

　信奈は、良晴を平然と敵地に置き捨てて逃げたのではなかった。

　それが、わかったからだ。

「……姫さま……う……うあああ……！」

　信奈の手を握にぎりしめて泣き声をあげるねねの後ろから、丹羽長秀がやんわりと、ねねをいたわるように小さな背中を撫なでながら、声をかける。

「姫は今、生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなのです。最初の危機は曲直瀬どのの手術によって乗り切られましたが、お体より多くの血を失いました。この先、もしも体力が回復しなければ……」

「……う、う……丹羽さま。それで、織田軍は……身動きがとれないのですな……？」

「さよう。姫のご容態は、今日明日が峠とうげ。小谷城におられた弟君の信のぶ澄すみどのも、どうやら浅井の手の者に捕とらわれたようで、行方ゆくえが知れません。織田家そのものが崩ほう壊かいの危機なのです」

「でも。でも、兄さまをこのままには……！」

「わかっています。しかし、それはできない道理なのです。浅井朝倉は琵琶湖沿いの西近江街道を進軍して急ぎこの京へ向かっております。ねねどの。われらが今この京を空にすれば、相良どのを犠ぎ牲せいにしてまで金ヶ崎から撤てつ退たいした意味もなくなりましょう。零れい点てんです」

　長秀が、顔を伏ふせた。

　曲直瀬ベルショールが、首を振ふる。

「信奈さまは人並み外れた精神力の持ち主じゃが、どうやら心に大きな傷を負われているようでのう。手術を耐たえ抜いたあと、急激に『気』が衰おとろえはじめておられる。このままでは……」

「では……姫は助からぬかもしれない……と？」

「死地に陥おちいった人間を最後に救うのは、本人自身の〝生きたい〟という意い欲よくであり気力なのじゃよ、長秀どの。わしら医師は、魔ま法ほう使つかいではない。医術では人の命を救うことはできん。ただ、救う手助けができるだけなのじゃ。信奈さまはどういうわけか、生きる意欲を失いつつある……まだなくしてしもうてはおらぬが、どんどん弱まり続けておる。これほどの強きお人がのう。にわかには信じがたいことじゃ」

　長秀は、言葉もなかった。

　どこで、こんな間ま違ちがいが起きてしまったのだろう。

　このままでは相良どのの死は──いや、まだ死んだと決まったわけではないが、十のうち九は死んでいるだろう──、無む駄だになってしまう。

　嗚お咽えつするねねの背中をさすりながら、長秀は、信奈の寝ね汗あせにまみれた額を拭ふいた。

「ねねどの。曲直瀬どの。姫が、なにか……おっしゃっています」

　青ざめた唇くちびるに耳を寄せた。

「……逃げて……サル……逃げて……」

　信奈はいったい、どんな夢にうなされているのだろう。

　そんなうわごとを、何度も何度も、繰くり返していた。

「良晴……ごめんなさい……」

　そうつぶやく信奈の閉じられた瞼まぶたのふちから、一筋、涙なみだがこぼれ落ちた。

「そうか。信奈さまは、良晴どのが戦でみまかられる悪夢にうなされておられるようじゃ。それで、急激に気力が萎なえ──」

「……曲直瀬どの。いかがすれば。私は、どうすれば……！」

「これより先は、医術の及およぶところではない。長秀どの、そなたが決めることじゃ」

「私ごときには、この八方ふさがりの局面を打開する策など……半兵衛どのも病びよう床しようから目覚められぬままですし……！」

「落ち着くのじゃ、長秀どの。そなたがここであきらめたら、なにもかもがおしまいじゃぞ」

　丹羽長秀は、温厚さと冷静さを兼かね備え、主君を補ほ佐さする能力においては文字通り天下一品といえる武将。織田家に絶対になくてはならない存在だが、しかし大戦略を練り上げて自ら軍を率いるタイプではなかった。

　豪ごう勇ゆう無む双そうの柴田勝家にいたっては、しゃにむに突とつ撃げきするしか策がない。今もし勝家に兵権を任せれば、信奈と良晴の悲劇を目の当たりにして激げつ昂こうしている勝家はなにも考えずに浅井朝倉軍へと突とつ進しんし、おそらく織田軍は──浅井朝倉を道連れに、壊かい滅めつするだろう。

　いや。長秀だって、本音を言えば今すぐ立ち上がり、全軍を率いて良晴を救いに向かいたい。たとえ京を失ってでも、全軍玉ぎよく砕さいしてでも良晴を救いだし、信奈に生きる希望を与あたえたい。

　だが……その勝算はほとんど零点です、とかろうじて理性を失わないでいる長秀には結果がわかってしまっていた。

　二人とも、信奈という主君があってこそはじめて戦国の世に輝かがやくのだ。

　その信奈が、この織田家絶体絶命の危機を前にして、立ち上がることができない……！




　ねねは唇をきゅっとかたく結ぶと、庭先へと裸足で駆かけ下りていた。

「神さまでも仏さまでも、おねこさまでも、なんでもかまいませんぞ！　なにとぞ、なにとぞ姫さまと兄さまを、お救いください……！」

　井い戸どのもとへと駆け寄り、ねねは水みず垢ご離りをはじめた。

　槍やりを持って戦場へ行きたい。

　でも、幼いねねにとって、それは無理というものだった。

　せめて、祈いのることしか……願をかけることしかできなかった。

　長秀が「ねねどの。風か邪ぜをひいてしまいます」と制止するが、ねねは身を切るような水の冷たさなど、気にはならなかった。

　そんなねねの姿に心を動かされた者は、長秀だけではなかった。




「丹羽どのは柴田どのとともに兵を率い、防備を固めてください！　この十兵衛光秀が隠おん密みつとして単身近江へ潜せん入にゆうし、相良先せん輩ぱいを救出して参ります！」

「……犬千代も、行く。山野には、慣れている」

「わわわ私も参ります～」

　おでこが広いこと以外は完かん璧ぺき美少女な、明智光秀。

　小こ柄がらだがかぶき者、虎皮をかぶった前田犬千代。

　そして、たぬ耳のかぶり物と眼鏡めがねで無駄にキャラを立てている、松平元康。

　たった今、金ヶ崎から京への撤退に成功したばかりの三人が、長秀の前に推参して名乗りを上げたのだ。

「しかし、そのような少数では……こんどはあなたたちまで死ぬことになる可能性が高いです。隠密を派は遣けんするならば乱らつ波ぱを使うべきです。二十点です」

　長秀が押しとどめようとする。むろん、乱波を送れるならばとっくに長秀が送っている。だが五右衛門は近江へ向かったまま戻もどっておらず、松平元康に仕える服部半蔵も良晴と行動をともにしていて、つまりもう繰りだせる乱波はいないのだ。

「どのみち、このままでは信奈さまが助からぬのであれば同じことです！　相良先輩は、京まであと少しというところまで来ているはずですし！　それに、この利口者の光秀ともあろうものが、相良先輩に種子島を貸した際にうっかりしくじったです！」

「といいますと、明智どの？」

　たらたら～と冷や汗を流しながら、光秀が言いにくそう～につぶやいた。

「……た、種子島だけ貸して、かんじんの撃うち手を貸すのを忘れていたです……このままではこの光秀、枕まくらを高くして眠ねむれないです。相良先輩が枕元に立ちそうです……」

　それは……まことにうかつもの。三十点です、と長秀。

「しかし姫ひめは、自分に万一のことがあれば明智どの、そなたに後事を託たくすとかねて漏もらしておられました。私も勝家どのも、姫のお考えを尊重する所存です。その明智どのがここで死ねば……万一の場合、天てん下か布ふ武ぶの事業は誰だれが継つぐというのですか」

「いいえ。私の命などよりも、信奈さまのお命のほうが百倍も千万倍も大事です！　この光秀、なにをやってもそつなくこなせる天才でお利口者でしかも土と岐き源げん氏じの血をひく高貴な美少女と自負していますが、それでも自分と信奈さまの器量の違ちがいくらいは心得ているです！　信奈さまのいない天下布武など、ありえないです！」

「……わかりました」

　長秀は、折れた。

　黙だまって座っていれば織田家を継げるかもしれない立場にある光秀が（ちょっとばかり自じ慢まんが多いが）、自分の命を顧かえりみずに信奈と良晴を救おうとしている。その厚き忠義の心をむげにはできなかった。

　もはや、自分にできることは、信奈が目覚めるまで京を守り抜くことだけだ。

　動けない。動かない。動き回りたいこの今こそ、「守る」というもっとも重く苦しい任務を引き受ける者が、必要なのだ。その役目はやはり自分がやるべきだろう、と長秀は決意した。

「……犬千代は、とにかく、行く。止めても無駄。止めたら、斬きる」

「犬千代どの。そなたを止められるとは思っておりません……だがさすがに、松平元康どのは……あなたさまは姫さまの同盟者。京に釘くぎづけになったままの三河兵をなんといたします」

「私もサル晴さんには大恩を受けている身です～。それに、吉きち姉ねえさまを救えるのでしたら、確率はほとんど零れいであろうが最後の可能性に賭かけるべきです～」

　三河兵はぜんぶ長秀さんにお預けします、と松平元康がたぬ耳を震ふるわせながらけんめいにまくし立てた。

　松平元康。

　日ひ頃ごろはほわほわふわふわしていてなにを考えているのかわからず微び妙みように腹黒そうだが、いちどこうと腹を決めたらてこでも動かない頑がん固こ者ものだった。頑固は、三河武士の特とく徴ちようらしい。

　いやむしろ、危地に陥れば陥るほど、元康は力を発揮するタイプなのかもしれなかった。

　逆に言えば、安全な時にはほんとうになにも考えておらず、ピンチにならないとなにもしない子なのかもしれないのだが……。

　長秀は、うなずいた。

　これは、あまりにも大きすぎる賭けだ。

　この責はすべて自分が負う。そう、決めたのだ。

「……わかりました。だが、向かう先は敵地です。決して深追いせぬよう。生きて、戻られよ」

「「「承知！」」」

　三人は、水垢離を続けるねねに向けて「必ず兄上をお救いします」と約束を交わし、近江へ連なる山道へと消えた。




　　　　※




　織田軍をほぼ無傷に近い状態で京へ送り届けるという大任を果たした光秀・犬千代・元康の三人が、文字通り休む間もなく隠密として出立したこの時、まだ良晴のしんがり部隊は龍りゆう穴けつを巡めぐる最終決戦をはじめていない。

　季節は、すでに冬。

　山道も、落ち葉に覆おおわれていた。

　比叡山の脇わきに連なる雲母坂を馬で駆けながら、犬千代が「このあたり」と悔くやしげにつぶやいた。

「……姫さまが撃たれたのは。なみの撃ち手ならば、あれほど速く駆けていた姫さまに弾たまを当てられないはず。おそらく撃ち手は、またしても杉すぎ谷たに善ぜん住じゆう坊ぼう」

「甲賀の暗殺者……忍しのびですね。ですが、信奈さまたちはなぜ八瀬から京の出で町まち柳やなぎへと最短距きよ離りを進まず、叡山寄りに道を逸それていたのでしょうか？」

「……わからない。気がついた時には、雲母坂を通っていた」

「妙みようですね。暗殺者もなぜ、八瀬ではなく道を逸れたこの雲母坂に隠かくれて信奈さまを待っていたのでしょうか？　なにか、ひっかかるです」

「犬千代さん、それで杉谷善住坊はどうなったのでしょう？」

「……残念ながら、取り逃にがした。不意に、姿を消した……」

「それもまた妙ですね。このあたりには逃げる場所などないです」

　おそらく山内に隠れたのでしょう、と元康が言った。

「まさか？　叡山に隠れたですか？」

「杉谷善住坊さんは名前から推察するに一応は僧そう侶りよでしょうから、叡山のお坊さまとなんらかの縁えんがあるか、あるいは……考えたくないことですが、叡山そのものがすでに吉姉さまの敵に回っているという可能性も考えられます～」

　ありえないです、と信心深い光秀が反論する。

「叡山の頭領にあらせられます天てん台だい座ざ主すの覚かく恕じよさまは、姫ひめ巫み女こさまの兄君にあたられるお方。やまと御ご所しよに多額の献けん金きんをなされている信奈さまにお味方こそすれ、敵対するはずがありませんです」

「でも天台座主さまは、叡山にはおられませんから～。実質的に叡山を取り仕切っておられる偉えらいお坊さまたちが、反織田派であるという可能性もあります～」

　だとすれば杉谷善住坊が忽こつ然ぜんと現れ、忽然と姿を消した謎なぞもわかる……姫さまが道を逸れて叡山に接近していたのも、叡山の連中の目くらましに誘ゆう導どうされたためかもと犬千代。

「ななな、なぜですか！　なぜ叡山が信奈さまに敵対するですか？　このお利口者の十兵衛光秀をもってしても、さっぱりわからないです！」

「……密教や修しゆ験げん道どうの方々が修行されている古い霊れい山ざんの多くは、いまだに女人禁制です～。富ふ士じ山さん、白はく山さん、高こう野や山さん、そして叡山～。もしかしたら、姫大名である吉姉さまが上じよう洛らくして天下人になったことに不満を持つお坊さまが叡山におられるのやも～」

　わけがわからないです。そもそもみ仏の教えに、女人禁制の結界などという教えはありませんです！　いったい女の子のどこが穢けがれていると言うのですか！　と光秀が鼻を鳴らした。

「たぶん、霊山での修行の妨さまたげになるからでしょう～。目の前にかわいい女の子が現れれば、禁きん欲よくするのは難しいですから～。特に、若いお坊さまにとっては～」

「……山やま伏ぶしは、禁欲を破るとたちどころに神通力を失うらしい」

「ずいぶんと勝手な理り屈くつです！　女の子を見て煩ぼん悩のうを起こすのは、男側の勝手です！」

「……でも良晴は、少しくらい禁欲修行したほうがいい」

　たしかにサル晴さんはそうかもしれませんね～、と元康が笑った。

「いやいや。あの男から煩悩を取り払はらったら、きっとたちどころに枯かれ果てて死んでしまうです。相良先輩は、常人離ばなれした女好きの煩悩によってこれまで生き延びてきたのですから！　むしろ、煩悩が服を着て歩いていると言っても過言ではないです」

「そうですね～。吉姉さまたち大勢の女の子を待たせているんですから～。生きて戻ったら吉姉さまに接せつ吻ぷんさせろ、って約束をどさくさまぎれに交わしていますし～」

「まったく。どこまで煩悩まみれですか、あのサル人間は！」

「サル晴さんはきっと、生きておられますよ～」

「……そう。生きている」

「あの愚ぐ図ず。なんとしてもひっとらえて、信奈さまの前に引きずり出すです！」

　三人はうなずきあうと、無言で駆かけ続けた。

　いずれ杉谷善住坊の引き渡わたしを、叡山に要求しなければならない。

　だが相手は、女人禁制の霊山である。

　しかも、叡山の僧たちの多くは僧兵となって武装している。

　叡山は、霊山と仏法を盾たてに、京のすぐそばに独立王国を保ってきた強大な中世権力の象しよう徴ちようなのだ。

　代々の足利将軍家でさえ、叡山の僧兵には悩なやまされ続けてきた。

　ことに姫武将ばかりの織田家にとっては、叡山との交こう渉しようはままならないだろう。そもそも女人は叡山に登ることすら許されないのだから。

　だが今は、とにかく相良良晴を救出することだった。

　三人は、長秀の指示で良晴隊のために整備していった退路を遡さかのぼって駆け抜ぬけていく。

　すべては良晴のしんがり部隊のためにこしらえたものだったが……替かえ馬や食しよく糧りようなども道々に準備されていたから、三人の行軍はまさに神速ともいうべきスピードだった。

　途と中ちゆうで何度も、落ち武者狩がりの一いつ揆きに遭そう遇ぐうしたが、とにもかくにも良晴を見つけることが大事とばかりに振ふり切った。少人数であったからこそ、落ち武者狩りの目をかいくぐって山中を突つき進むことができたのだ。

　そして三人は、若狭街道最大の難所、花折峠の頂へと到とう着ちやくすると同時に、眼下に広がる谷底に良晴たちの姿をついに発見した。

　この時良晴たちは、光秀たちよりも一歩早く峠から谷底へと下り、龍穴を塞ふさごうとしたところを、待ち伏ぶせていた土御門が放った式神たちに襲しゆう撃げきされていたのだった。まさに良晴隊と土御門式神軍団の最後の戦いのさなかに、光秀たち三人はぎりぎりで間に合ったのだった。

「あそこです！　みんな戦っていますです！　ああもう、どうして種子島を撃たないですかっ？」

「かなり兵数が減っています～。すでに弾だん薬やくを切らしたんじゃないでしょうか～」

「……敵の式神たちが、空を飛んでる。面めん妖ようすぎ」

「いましたです！　相良先せん輩ぱいが、あやかし相手に猛もう烈れつに暴れています！　相変わらずかっこ悪いです相良先輩！　あはははっ！」

　ともあれ。

　間かん一いつ髪ぱつではあるが。

　光秀たちは、間に合ったのだ。

　良晴は、奇き跡せき的てきに、生きていた。

　まさにその良晴の命が風前の灯火となっていたその時に、光秀たち三人は、その場へと辿たどり着いたのだ。

　戦せん況きようは敵の式神部隊が圧あつ倒とう的てきに優勢だが、そこに服部半蔵が現れて戦場に煙えん幕まくを張ったのが見えた。

　種子島をかまえた光秀が、叫さけんだ。

「式神どもはこいつに弱いと聞きます！　今です、馬で谷を駆け下りるです！」

「私たちが準備した退路へ、サル晴さんをお連れしましょう～。逃げきれます～」

「……犬千代、参る」

　これで。

　これで、良晴も信奈も救われた。

　三人は、そう確信した。

　だが。

　幸運と思われたのは、ほんの一いつ瞬しゆん。

　三人が谷を駆け下りているそのわずかな間に、運命は暗転した。




「そろそろ、終わりのようだね」




　幼い少年陰おん陽みよう師じが、洞どう窟くつの中から姿を現して──。

　その少年が、手にしていた扇おうぎを、一振りした。

　半蔵が張った煙幕が、たちどころに吹ふき飛ばされていく。

　光秀たちは、見た。

　しんがり部隊の男たちが次々と式神の爪つめや牙きばにかかって倒たおされていく中。

　血にまみれた、服部半蔵が。

　凍いてついた表情のまま、どういうわけか、相良良晴の首筋にクナイの刃やいばを当てていた。

　半兵衛から「良晴さんを守るように」と託たくされたはずの前鬼は……姿が、見えない。

　あるいはすでに、式神軍団によって倒され、消えてしまったのか──。

　少年陰陽師が、傲ごう慢まんな笑みを浮うかべて、宣言した。

「どうやら、ボクの勝ちらしいね。そのサルの首さえ手に入れば、小こ汚ぎたない足軽どもの首なんてどうでもいい。面めん倒どうだから、見み逃のがしてあげるよ」

　そして、半蔵は──。

「承知した。わが最後のほうろく玉をもって、相良良晴の五体を吹っ飛ばそう」

　半蔵が九字を切って、木の葉とともに姿をかき消すとほぼ同時に。




「糞くそガキ、約束しろや！　俺の命とこいつら全員の命、ひきかえだぜ！　だがな、首を晒さらされるのは恥はじだ！　てめえに俺さまのこの首だけは渡さねえ！　ざまあみやがれ！」

　良晴が高らかにそう叫んだ、その直後。

　式神どもがいっせいに良晴に襲おそいかかった。

　そして。

　突とつ然ぜんの、大だい轟ごう音おん。

　吹き飛んだ。

　粉こな微み塵じんに。

　相良良晴の五体が、バラバラに。

　ぼたぼたと、大地の上に、良晴だったものが……その肉片が、降り注いできた。

　この光景を目の当たりにした光秀の──。




「……うわ……うわあああああああっ……!?」




　光秀の──心の中で、なにかがぷつん、と音を立てて切れた。

　よくも……！

　殺す。

　殺す。

　殺す。

　殺してやる……！

　背に担いでいた種子島をかまえると、どうん、と少年陰陽師めがけて撃うち放った。

　その銃じゆう声せいに驚おどろいた低級式神どもが、「まだ種子島があったぞ！」とばかりに算を乱して空へと舞まい散っていく。

　まだ子供の姿をした陰陽師は「やれやれ、くだらぬ意地で自ら粉微塵になるとはねぇ。サルの考えることはわからないよ」と物もの憂うそうに護ご符ふをかざして十兵衛の放った弾たまを防ぐと、にたり、と吸きゆう血けつ鬼きのような冷たい笑みを浮かべてみせた。

「乱らつ波ぱやサルごときとの約束を守るつもりはないけれど、今のボクは最高に機き嫌げんがいい。織田家の相良良晴をこうして討ち取ったのだからね──追ってこないというならば、今回だけは見逃してあげよう。だが、追いかけてくるというのなら──殺すよ」

　翼よく龍りゆうのような姿をした式神の背にまたがると、少年陰陽師はふわりと空へ舞い上がった。

「誰だれが逃にがすか！　よくも……！　殺してやる……絶対に殺してやるです！」

　光秀は単たん騎き、空を駆ける陰陽師を追った。

　その両目は、真っ赤に充じゆう血けつし。

　思考は、完全に蒸発していた。

「だ、ダメです！　きっと、追えば罠わながあります……待ってください～！」

　元康が制止しようとしたが、間に合わなかった。




「──さあ、地龍の背に沿って開くがいいよ。〝道どう満まん井い戸ど〟」




　光秀は。

　自分が駆けている前方の大地に、突然深い深い亀き裂れつが走り、地じ獄ごくへの入り口のような裂さけ目がぽっかりと開いたことに、まったく気づいていなかった。

　ただ、空を駆ける式神の姿しか、見ていなかった。

　憎にくい敵を──相良良晴を死に追いやった陰陽師を殺すことしか、考えていなかった。

　いや。もう、なにも考えてはいない。

　とほうもない怒いかりの感情が、光秀の全身を支配していた。

　そして。

　光秀の体は。

　乗っていた馬ごと……深い深い大地の裂け目へと、落ちた。




「あ、あああ……そ、そんな……さ、サル晴さんも、光秀さんも……そんな……！」

　光秀の体は、見えなくなった。

　底が見えないほどに深い裂け目だった。

　もうこの高さから落ちたのでは、絶対に助からない……。

　残された元康と犬千代は、呆ぼう然ぜんとするばかり。

　四方に、手傷を負ってうめいているしんがり部隊の生き残りたち。

「うおおおおおお！　すまねえ、大将……！　すまねえ……！」

「おにゃのこまで、巻き込んでしもうたぎゃあ……今ごろ、大将は怒おこってるぎゃあ……！」

「……大将……なんでじゃあ。なんで、わしらなんかの命を救ったんじゃああ！」

「これじゃあ……織田の姫ひめさまに合わせる顔がねえみゃあ……！」

　誰だれ一人ひとり、自分が生き延びたことを喜んではいなかった。

　犬千代は無言のまま、あちこちに散ってしまった良晴の遺い骸がいをかき集めようと大地に伏ふしていた。

　しかし、その肉のかけらも、一いち陣じんの風によって砂のように崩くずれ、はかなく舞い散ってしまった。

「半蔵、どうしてです～？　サル晴さんを守ってくださいと命じたのに～!?」

　元康は、再びどこからともなく姿を現して平へい伏ふくした半蔵を泣きながら[image: しつ]しつ責せきした。

　が、半蔵は顔色ひとつ変えずに「土御門は取引に応じたようですが、今の大轟音を聞きつけて、落ち武者狩がりの連中が押し寄せて参りました。今すぐこの場から逃げねば残らず全ぜん滅めついたします」と言い放った。

「答えなさい、半蔵！」

「土御門の式神部隊を前に枕まくらをならべて討ち死にするか、自分の命ひとつで仲間全員を生かすか。極限の選せん択たくを迫せまられた相良良晴が自らの意志で選んだまでのこと」

「でも。これでは──！」

「今は議論している時ではございません。これよりわれら服部党は全力で姫さまを京までお守りせねばなりません」

「半蔵？　でも、光秀さんだけでも、救わなければ」

「土御門恐るべし。奇跡でも起きぬ限り、あの娘むすめは死んでおります。それにわれら服部党にとっては、姫さまのお命こそがなによりも大事」

　服部半蔵は、真に冷れい酷こく非情な男。

　いささかの揺ゆるぎもなく「われらは織田家家臣にあらず、あくまでも姫さまの家臣。相良良晴を守る任務はここで中断します。これよりはわが主──姫さまを京まで守らねばなりません」と告げた。




　　　　※




　事態は風雲急を告げていた。

　琵琶湖の西岸、南北に長く延のびる西近江街道を突つき進んできた浅井朝倉連合軍・約三万五千。

　その軍勢が、ついに京へと迫っていた。

　織田方にもはや信奈の回復を待つ余よ裕ゆうはなく、丹羽長秀と柴田勝家は二万五千の軍を率いて京より出しゆつ陣じんした。越前から敗走した際、相良良晴のしんがり部隊が敵の追つい撃げきを一手に引き受けたおかげで壊かい滅めつだけは免まぬかれたとはいえ、何割かの兵を失っている。

　総大将は織田家最強武将、筆頭家老の柴田勝家。

　補ほ佐さ役として、丹羽長秀。

　二人は轡くつわをならべて進軍を続けながら、策を練った。

「ああああたし、どどどどうしていいかわからないよっ!?　とにかく、突とつ撃げきだ！　うんっ！」

「勝家どの。決戦の地は坂さか本もととなりましょう」

「さ、坂本？」

「叡山の東の麓ふもとに位置する重要な拠きよ点てんです。坂本を抜ぬかれれば、あとは京まで一直線。京に軍を入れられれば、われらの負けです」

　長秀が坂本の地理的な重要性についてあれこれと教えるが、勝家は首をひねるばかり。

「とととにかく、あたしの辞書には『突撃』の二文字しかないんだよ！　速そつ攻こうで決着をつけてやるっ！　特に浅井久政は姫さまを裏切ったにっくき仇きゆう敵てき、絶対にあたしがこの手で討ち取ってやるからなっ！　……って、ほんとに大将ってこんなんでいいのか、長秀？」

「ええ。今回ばかりは短期決戦で勝敗を決せねばなりません。対たい峙じが長引けば、甲賀の六角承禎をはじめ、続々と各地の反織田勢力が蜂ほう起きいたしましょう。勝家どの、九十点です」

「ななな長秀がそんな高得点をくれるのなら、心配ないなっ！　見てろ長秀、この柴田勝家──戦場で悪あつ鬼き羅ら刹せつと化して姫さまの恨うらみを晴はらしてやる！」

「ええ。期待しております」

　この戦は、同盟を一方的に破った卑ひ劣れつな裏切り者・浅井久政に正義の鉄てつ槌ついを下す一戦。

　東とう海かい最弱と呼ばれる尾お張わり兵たちの士気も、こんどばかりは異常に高い。

　足軽たちは信奈が狙そ撃げきされたことは知らされていないが──誰もが慕したっていた、かの『信奈さまの飼いザル』こと相良良晴を失った彼らの怒りは、それほどに大きい。

　だが──。

　坂本へ迫っていた勝家と長秀の二人に、物見の兵から衝しよう撃げき的てきな報告が舞い込んだのである。

「浅井朝倉軍は坂本を無視し、そのまま叡山へと登ってしまいました！」

「な、なんだってぇ、叡山へっ!?　……って、長秀、いったいどういうことっ!?　あたし、さっぱり意味がわからないんだけどっ？　うあああ……」

「……われらの状じよう況きようは、十一点です」

　長秀が、唇くちびるをかんだ。

「どうやら敵方にはそうとうに頭が切れる者がいる様子。叡山に籠ろう城じようし、持久戦に持ち込むつもりです」

「っていうと？」

「こうなれば、われらは叡山を包囲せねばなりません。戦せん況きようは膠こう着ちやくします。時間が経てば経つほど、織田軍は追い込まれていきます。南近江を六角承禎、京を三好一党に奪うばわれてしまうでしょう。しかしながら、もしも叡山の包囲を放ほう棄きすれば、その時こそは叡山から浅井朝倉軍が攻せめ寄せてきてわれらを背後から叩たたくでしょう」

「ちょ。ちょっと待って！　京を手て薄うすにしたままここで釘くぎ付づけになってたらやばいってことは、あたしにもわかるけど……どうして叡山があたしたちの敵に回ったわけぇ!?　あたしたち、叡山を怒らせるようなことを、なにかしたっ!?」

「わかりません。ここで浅井朝倉といきなり結ぶなど、手際が良すぎます。浅井久政の裏切りは子の長政すら知らない不意打ちだったはず。誰かが裏で糸を引いているのやも……」

　織田軍は攻こう撃げき目標を見失い、やむをえず態勢を立て直すために坂本へ布ふ陣じんした。

　越前金ヶ崎からの総退たい却きやくに続いて、こんどは敵軍が目の前で叡山に逃げ込んでしまった。

　復ふく讐しゆう心しんに燃えていた足軽たちはその怒りの矛ほこ先さきをかわされ、休むまもない強行軍のために心身ともに疲つかれきってしまっていた。

　ところがまたしてもここで、予想外の事態が起きた。

「ぐわははははは！　我が名は叡山の山やま法ほう師し・正しよう覚かく院いん豪ごう盛せいよ！　女だてらに天てん下か布ふ武ぶなどとぬかす思い上がったおなごどもよ、かかってきませい！」

　叡山の麓から、坂本めがけていっせいに叡山の僧そう兵へいたちが不意に攻めかかってきたのだ。

　その僧兵たちの先頭に立っている巨きよ漢かんの山法師・正覚院豪盛はぶおんぶおんと巨きよ大だいな金棒を振ふり回し、その武勇はまさに鬼き神しんそのもの。

　坂本に陣じんを構築中だった織田勢は迎むかえ撃つ準備が出来ておらず、右往左往。

「勝家どの、今こそ、あなたの武勇に頼たよる時です！」

「合がつ点てん承しよう知ち！　勝負だ、正覚院なんとか！」

　槍やりをしごいて一いつ騎き駆がけ、柴田勝家が「おりゃああああああ」と僧兵たちを蹴け散ちらしながら正覚院豪盛のもとへと迫った！

　当たればたちまち僧兵どもがすっ飛んでいくという勢いで、さしもの叡山僧兵軍団もこの勝家の豪ごう勇ゆう無む双そうぶりにはたじろいだ。

「あたしたちが何をしたっていうんだよっ？　その坊ぼう主ず首、この柴田勝家がいただいたっ！　喰くらえ必殺！　秘ひ太た刀ち・瓶かめ割わり大だい斬ざん撃げき！」

　並走する小こ姓しように「ぶおん」と巨大な瓶を放り投げさせ、勝家はその瓶めがけて自じ慢まんの槍を振り下ろし、がちいいんと命中させる。

　ばりん、と瓶がひび割れて木っ端ぱ微み塵じん、四方八方へ破片が弾だん丸がんのような速度で飛んでいく。

　ごん。がん。ごんっ。

「ぎゃ！」

「うわっ」

「うぬう、やるな小娘ごときが！」

　それらの破片が次々と僧兵たちの頭や背中に命中し、続々と倒たおしていく。

　勝家は、自分と敵将・正覚院豪盛との間に強引に道を作った。

　さすがは織田家随ずい一いちの豪勇無双、修業鍛たん錬れんのたまものか、勝家自身の怒りが勝ったのか、とにかく秘太刀の効果は絶大だった。

「やいこら正覚院！　あたしと尋じん常じように勝負しろおお～！」

「ふん。穢けがれた姫武将と一騎打ちなどすれば我が身に仏ぶつ罰ばつがくだりそうだが──そこまで言うのならば受けてたってやろうではないか、ぐわはははは！」

　正覚院豪盛が、金棒を振り回しながら勝家めがけて突とつ進しんしてきた。

　がん！　がんっ！　ごんっ！　と三度、四度とすれ違ちがいざまに槍と金棒を撃うち合うが、腕わん力りよくではやや正覚院豪盛有利なれど、馬上からも正確に槍を操る勝家のほうが技量でおおいに勝っていた。

「おらおらおら～！　織田家に〝掛かかれ柴田〟ありっ！　正覚院、覚かく悟ご！」

「なんたる膂りよ力りよく!?　き、きさま実は男ではないのか？　こんな強いおなごがいるわけがないっ」

「きーっ！　失礼なことを言うなよーっ！」

　勝てるがや～！　さすがは男まさりの勝家さまだがや～！　と、逃にげ惑まどっていた織田軍の足軽たちも勝家の奮戦をみて再び士気を回復した。

「がはは。拙せつ僧そうの真の任務は叡山の守護。小娘よ、今回は、この程度にしておいてやろうぞ」

　正覚院豪盛は勝家に背を向け、僧兵たちを束ねて叡山へと退却していく。

　一糸乱れぬ統制ぶり。さすがは叡山の僧兵軍団であった。

　これでおさまらないのは勝家。

「待てこのっ！　一騎打ちはこれからだというのに、逃げるのかっ!?　卑ひ怯きよう者もの～！」

「がははは！　悔くやしければ、叡山の中まで拙僧を追いかけてみるがよかろう！　聖なる叡山の僧兵に逆らおうとは。おろかなり、おろかなり姫ひめ武将ども！」

　ちくしょ────！　逃げやがってこの糞くそ坊ぼう主ずめこのまま叡山に攻め上っちまえええ！　と勝家が目をいからせて槍を振り上げるが、馬を飛ばしてきた長秀がけんめいに押しとどめた。

「お、お待ちください勝家どの！　叡山は、京の鬼き門もんを守る日ノ本を代表する名山です！　本堂の根こん本ぽん中ちゆう堂どうには開山以来みゃくみゃくと伝わる尊い〝不ふ滅めつの法ほう灯とう〟を掲かかげておられまして、かの法灯の炎ほのおが途と絶だえれば叡山が誇ほこる鬼門封ふうじの霊れい力りよくは消え、京は厄やく災さいに襲おそわれると信じられております。そのような聖地に攻め込むなど、もってのほか！　ことに、叡山は女人禁制の神聖な霊山ゆえ、私や勝家どのは攻めるどころか山に入ることすら許されません！」

「ええ～っ!?　女人禁制？　なんでっ？」

「宗教上の理由でしょう。仏教伝来以前からの古きしきたりであったと言う学者もおります」

「じゃあ、あたしたちは叡山にこもった敵を攻めることもできないし、叡山の包囲を解くこともできないってことっ!?　八方ふさがりっ!?」

「ええ。進退きわまれり、といったところです……二点です」

「ぐぎぎぎ。正覚院め。大口を叩きながら、あたしにヒネられたら女人禁制の安全地帯に逃げ込むなんて。な、なんてずるい野郎なんだ！」

　勝家と長秀は、標高約８５０メートルの霊山・叡山を呆ぼう然ぜんと見上げながら、織田軍の運命がここに完全に暗転したことを思い知らされていた。

　そして本能寺に臥ふせった織田信奈は、この時、いまだ回復できないでいた。







　　　　※




　叡山。

　根本中堂。

　京の都の北東、鬼門の方角に鎮ちん座ざする叡山は、弘こう法ぼう大だい師し空海と並び称しようされる名僧・伝教大師最さい澄ちようが開いた天てん台だい宗しゆうの総本山である。この時、叡山の頭領たる天てん台だい座ざ主すにはやまと御ご所しよの姫ひめ巫み女この兄が任じられていたが、彼は名目上の当主にすぎず、叡山にもいない。実際には、叡山に籠こもる僧そう侶りよたちがすべてを管理運営支配している。

　空海が開いた高野山。

　最澄が開いた叡山。

　この二山は長らく「国家鎮ちん護ご仏教」としての役割を担ってきた。

　唐国から空海と最澄が輸入した新仏教は、国家・都・貴族たちを霊的に守護する最さい新しん鋭えいの技術体系だったのだ。自然の「気」を神として祀まつり人のために用いる旧来の神道が、人間の数の増加と大地の龍りゆう脈みやくの衰おとろえとともに深刻な「気」の不足に悩なやまされ続け、さらに旧来の奈良仏教が高度に抽ちゆう象しよう的てきな哲てつ学がくへと傾けい斜しやしていき国家鎮護の技術体系という本来の役割を担えなくなりつつあった頃ころ、自然に依い存ぞんせず人間の意志の力と技術と修練によって人間自身の「気」を練り上げ加工して自在に用いる新しい技術が輸入された。それが当時唐国で流行していた新仏教の一流派である「密教」だったのだ。

　最澄自身は元来は学がく者しや肌はだの人物であり、主に天台の教学を唐で学んできた。叡山が中世の日ノ本における「総合大学」の役割を果たすようになり数多くの名僧と新宗派を生みだす母体となったのは、この最澄の気き質しつによるところが大きい。浄じよう土ど宗しゆうの法ほう然ねん、浄じよう土ど真しん宗しゆうの親しん鸞らん、臨りん済ざい宗しゆうの栄えい西さい、曹そう洞とう宗しゆうの道どう元げん、日にち蓮れん宗しゆうの日にち蓮れんといった多くの新宗派の開祖たちを、叡山は輩はい出しゆつしている。

　だが怨おん霊りようや怪かい異いに悩まされていた都の貴族は、難解で形けい而じ上じよう的てきな天台の哲学よりも、加か持じ祈き禱とうや呪法といった霊的闘とう争そうのための実じつ践せん的てき「技術」である密教をこそ望んだ。最澄のライバル空海が唐で本格的な密教を習得して一種の超ちよう能のう力りよく者しやとなり、日ノ本に密教を持ち帰って来ると、貴族たちはこぞって空海の神通力を頼った。このために最澄もまた密教を取り入れねばならなくなった。根が学者肌であるらしい最澄は天台のみならず禅ぜんや念仏信しん仰こうなど、あらゆる仏教の要素を叡山に集結させようとしていたので、空海がおらずとも密教を日ノ本に輸入する構想はあったのかもしれない。ただ、空海というこの国の歴史上最強の超能力者・あるいは超ちよう人じんとも言うべき人物が同時代に存在したことが、叡山を単なる「大学」ではなく高野山と並ぶ「密教の王国」へと変へん貌ぼうさせることになったのは間ま違ちがいない。

　ともあれ、平へい安あん京きようから遠く離はなれた異界に孤こ立りつするように開かれた高野山は、空海ただ一人がすべてに超ちよう越えつする真言密教の本山となった。

　だが都の鬼門を守護する王城の守護者として都の霊的防衛を担うことになった叡山は、最澄自身が志した「総合大学」としての叡山、貴族たちの要よう請せいに応えて発展した「密教機関」としての叡山、そして──叡山自身の勢力と権益を守るために僧兵を擁ようする「武装独立王国」としての叡山という三つの顔を持つようになった。

　中世においては、宗教的世界と政治的世界は、完全には分ぶん離りされてはいなかった。仏僧が武器を取って戦うことを、誰だれも奇き異いとは感じなかったのである──織田信奈が出現するまでは。大地の「気」が衰えれば、それに頼らぬために研けん磨まされた仏教の技術もまた、やはり否応なしに衰すい微びするのだ。人間の「気」に感応する能力が、衰えていくためであろう。ゆえに時代とともに密教機関としての叡山は衰え、それとともに彼らはより濃のう厚こうに武装勢力化していった。薙なぎ刀なたを振るう僧兵が台たい頭とうし、叡山は文字通りやまと御所にも武家にも服さない独立王国と化した。時の権力者である平へい氏し政権や室町幕府とも何度も対立し、あるいは他宗勢力と争い、都に甚じん大だいな被ひ害がいを出したこともある。

　霊的には都を守護しているが、武力によって都をさんざんに乱している。

　それが、この当時の叡山の矛む盾じゆんした姿であった。

　その叡山の根本中堂に今、大だい黒こく堂どうより移送されてきた「三さん面めん大だい黒こく天てん」が無数の蠟ろう燭そくに囲まれながら安置され、叡山でも選りすぐりの呪じゆ力りよくを持った僧侶たちが勢せい揃ぞろいして台密に伝わる禁断の呪法を実じつ施ししていた──。

　オン　マカキャラヤ　ソワカ。

　オン　マカキャラヤ　ソワカ。

　オン　マカキャラヤ　ソワカ。

　三面大黒天──大黒天、毘び沙しや門もん天てん、弁べん才ざい天てんの三大天が一体化したという、三面の顔を持つ奇き怪かいな「暗黒神」の像であった。インドのシヴァ神の化身たる破は壊かい神・摩訶迦羅マハーカーラが、密教に採り入れられる際に大黒天に変化したとされる。

　しかし、実際にはインドから唐に流れてきた摩訶迦羅が直接大黒天に変化したのではない。

　仏教の神々──「天」「菩ぼ薩さつ」「明みよう王おう」「如によ来らい」が神道における御ご霊りようや陰おん陽みよう道どうの式神と異なるところは、仏教の神々には人間としての前世がないところにある。仏教という技術によって無から創造された純じゆん粋すいな「呪」なのだ。この「人工の神々」を現世に出現させ使役するのは並なみ大たい抵ていのことではない。それ故、仏僧たちには超人的な修練と呪法の実践が要求されるが、理論上は生いけ贄にえを必要とせずとも無限に神々を生み出せることになる。

　もちろん、ほんとうに無が有になるわけではない。自然の「気」や怨霊の「気」に頼たよらず有を生みだすということはすなわち、生きた仏僧つまり人間たちの「気」をことごとく吸い取り消しよう耗もうさせるということを意味していた。女人禁制や飲酒禁止・肉食禁止の戒かい律りつや、叡山への女人の立ち入り禁止なども、人間になしえぬ技を習得するために僧たちが守らねばならない必然的な掟おきてであった。武士化した僧そう兵へいたちにとってはそのような戒律はすでに無意味になっているが──。

　ともあれ、最澄自身が叡山の守護神にしたという三面大黒天は、表向きは「食しよく糧りようの神」と伝えられているが、その実は暗黒の破壊神だった。叡山に真の危機が迫せまった時にのみ、その暗黒神としての力を用いることが許可されている。故に今、最澄以来一度も絶えたことがないという神聖なる炎〝不滅の法灯〟から無数の蠟燭へと火が分配され、三面大黒天を照らし出していた。

　この〝不滅の法灯〟こそ、最澄自身が叡山守護のために残していった彼の膨ぼう大だいな「気」のすべてであり、叡山の霊力の源なのである。

　空海は、死後も高野山を守護するために錬れん丹たん術を実践し、自ら山中に入り己の肉体そのものを強大な「気」を集積した聖遺物として高野山に残したというが、学者肌の最澄は己の死体を叡山に残すことを望まず、自らの「気」を「法灯」すなわち炎という抽象的な姿へと変へん換かんして残したのだ。

　今、織田信奈を調ちよう伏ぶくせんと呪法を続ける「能力者」たちは──呪じゆ術じゆつを専業とする僧侶たちはしかし、「織田信奈が死んだ」という朗報がいまだに舞まい込んでこないことに焦あせりはじめている。それどころか、織田軍は浅井朝倉軍と対決するべく出兵しているのだ。

「織田信奈は、瀕ひん死しではあるが、まだ生きておる」

「馬と人との感覚を惑わせ、八瀬から雲母坂へと織田信奈を引き寄せる呪法には、成功した」

「しかし、織田信奈の『気』はいまだ、尽つきておらぬようだ」

「大おお幅はばに弱まってはいるが……信じられぬ。なんという異常な『気』の持ち主なのだ」

「叡山の主力は今や僧兵たち。禁きん欲よくを貫つらぬき身を清く正し、山中に籠もって呪術を身につける僧の数も減った。呪法だけで人の命までは容易に絶てぬ。だからといって最後の最後に、南なん蛮ばんの兵器などに頼ったのが間違いであったか」

「しかし、命の炎が大幅に弱まっていることは確実だ」

「今ならば、われらの力で織田信奈を呪殺することもできる！」

「大量の失血によって、織田信奈の意識は失われておる。悪夢を見せるのだ。終わらない悪夢を見せ続けて、命を削けずるのだ！」

　オン　マカキャラヤ　ソワカ。

　オン　マカキャラヤ　ソワカ。

　オン　マカキャラヤ　ソワカ。




　天台密教、すなわち台密の呪法が続く中、「反織田家連合軍」を結成した三人の男たちが顔を揃そろえていた。三人とも、台密の呪法で織田信奈を殺せるなどとは信じていない。ただ、京への最短距きよ離りを走っていた織田信奈たちの方向感覚を惑まどわせ、叡山側へと「引き寄せる」ことには確実に成功した。計算外であったのは、最後の銃じゆう撃げきである。雲母坂で織田信奈は、顔面を撃うたれて即そく死しするはずだったのだ。残ざん酷こくな策ではあったが、大将首を盗とるか盗らないかでこの合戦の行方ゆくえが定まるのである。必勝を期した策だった。

　しかし戦国の世に「絶対」はない。すでに、今後の「合戦」をどう戦うかという目の前の問題に彼ら三人の視点は切り替かわっている。

　一人は、嫡ちやく子し・長政を竹ちく生ぶ島じまへ幽ゆう閉へいし、浅井家の当主に返り咲ざいた浅井久政。

「……まさか初手から籠ろう城じよう戦を採るとは。織田信奈もまだ生きているようだし、わしらは果たして勝てるのであろうか？」

　戦下手の久政は、すでに顔色が青い。

　織田家と手切れしたまではいいが、ここで織田軍を壊かい滅めつさせられねば先行きが見えなくなってしまう。そんな不安にさいなまれていた。

　もう一人の大おお柄がらな男は、対照的に、小こ姓しように酒をそそがせながら優ゆう雅がにかまえている。

　髷まげを結っていない。

　垂らした黒くろ髪かみ。

　年の頃は、三十になるかならないか。

　大柄ではあるが、太り肉ではない。

　研とぎ澄すまされた、野生の猫ねこ科か動物のような肉体の持ち主だった。

　戦場だというのに、京の公く家げ風の衣装を身にまとっている。

「久政よ。時を稼かせげば稼ぐほど、戦局はわれらに有利となる。人を殺す戦は醜みにくいもの。やはり、姫ひめ武将に血を流させたくはない。美しき戦、血を流さぬ戦で勝利を収めてこそ、世に威い光こうを示せるというもの──われらはゆっくりと、織田信奈から時を奪うばえばよい」

　優美な美声がよく似合う、風ふう雅がな優男。

　うっすらと化け粧しようなども施ほどこしている。

　越前の大名、朝倉義景。

　名門朝倉家の、第十一代当主。

　男装の麗れい人じん・浅井長政とは異なり、朝倉義景は美形ではあるが、身も心も完全な男である。

　ただ、そうとうに極きよく端たんな趣しゆ味みの持ち主──極度の風流人だった。

　いにしえの京の王朝文化に耽たん溺できし、越前の都・一乗谷の町を「小京都」と呼ばれるほど徹てつ底ていした京風造りにあらため、いつも手元に『源氏物語』などの風流な平安絵巻を携たずさえて手放さない。

　朝倉義景の「源氏」癖ぐせは、絵巻だけに止とどまらない。自らの館を光ひかる源げん氏じの館そっくりにこしらえ、北陸が生んだ若き天才絵師・長は谷せ川がわ等とう伯はくの筆になる『源氏物語』の壮そう大だいな絵物語を建物の壁かべや天てん井じようや襖ふすまにびっしりと描えがかせ、館にこもって『源氏物語』の世界に耽溺するのを日課としていた。

　血の気が多い戦国大名も十一代続けば、このような風流な趣味人を輩出するらしい。

　そんな朝倉義景は、戦を好まない男だ。

　今回の出兵も、織田信奈が先に越前へ攻せめ入ってきたので、火の粉を払はらうためにしぶしぶ立ち上がったにすぎない。信奈狙そ撃げきなどは彼の本意ではなかった。

　だが。

「実に物もの憂うげなことではあるが……すでにはじまってしまった以上、この戦、勝たねばならぬ。あたら人を動かし、多くの兵を死なせるのは愚ぐ。地の利と時の運、このふたつを握にぎれば勝利などは熟してきた柿かきの実が落ちるかのごとく、手に入るであろう」

　ひとたび立ち上がれば、この朝倉義景は、軍略に長たけた武将なのだ。

「織田信奈を滅ほろぼした暁あかつきには、次の天下人はなにとぞ我が子、長政に」

　久政が、年若な義景に対して頭を深々と下げる。

「よい。余は、天下人などという面めん倒どうな仕事に興味はない。長政はなかなかの傑けつ物ぶつと聞く、京も天下も好きにすればよかろう。ただし、京の都にある主立った風流物は余が一乗谷へ運ぶとする──京の戦火が由ゆい緒しよある芸術品の数々を損ねるのを見てはおれぬのでな」

　朝倉義景は本気だった。

　この男は、天下などにはまるで興味がない。

　そういう俗ぞく事じは、朝倉家の家来も同然である新興の浅井家にでもやらせておけばよい、と本気で考えている。

　それ故、私し利り私し欲よくに惑わされることなく、戦局を透とう徹てつした目で見み渡わたせるのだ。

　そして、この場にもう一人。

「武門の頭領は男子でなければならぬ！　織田信奈ごとき小こ娘むすめが天下人などとは片腹痛し。拙せつ僧そうは、叡山の総力をあげてお二方を支し援えんいたしますぞ」

　織田軍との戦から戻もどってきたばかりの、巨きよ漢かんの山法師。

　豪ごう快かいに酒をかっ喰くらっている、正覚院豪盛。

　この豪盛こそが叡山の僧兵軍団を統率する大男だった。

　彼ほど、名は体をあらわすという言葉が似合う僧兵もいない。

　不ふ殺せつ生しよう戒かい？　禁酒？　なにそれ？　とばかりに、鉄火場での槍やり働きと酒が大好物、肉も喰らえば金も貸す、借りた金を返せないと言われれば押し込み、かつては足利幕府に対しても「叡山の借金を棒引きにせよ」と徳政令を求めて京へ押しかけ僧兵一いつ揆き。そんな破は戒かい僧そうであった。

　そして。

「天下を幼い小娘に渡わたすなど、もってのほか！　拙僧は昨今の武家の風潮を嘆なげいておる！　なにが〝姫大名〟じゃ。もののふは、たくましき肉体を誇ほこるおのこでなくばつとめられぬわっ！」

　姫武将が増えた最近の戦国の風潮に憤いきどおる豪盛、「女人は拙僧の悟さとりを妨さまたげる悪あく魔まよ！」と妙みように姫武将を憎ぞう悪おしていた。

「浅井どの、朝倉どの。この国をおなごなどに自由にさせてはならん。奴やつらは今、僧兵たちとの戦が終わったばかりで油断している。今すぐに夜や襲しゆうだ！　夜が更ふけると同時に全軍で坂本へ繰くりだして大決戦と行こうではないか！　なぁに、不利になればまた叡山に逃にげ込めばよいのだ、がっはっは！」

「あきれた殺生坊ぼう主ずだな」

　と朝倉義景が笑い、小心な浅井久政が気に病む。

「……しかし義景どの。十二月になればあなたの領国・越前への帰路は雪で閉ざされますぞ」

「より時間に追われているのは織田方。この戦、先に織田軍のほうが崩くずれよう」

「う、う、うむ……だが、敵の大軍を前に呪じゆ詛そ頼だのみというのは……なにか手はないか。坂本に陣じんを張った織田方の大将へ暗殺者を放つというのはどうだろう？　特に、豪盛どのとの一いつ騎き討うちで互ご角かく以上にやりあったという柴田勝家さえ消せば」

「柴田勝家とやらも丹羽長秀とやらも姫武将であろう。無ぶ粋すいはよそう、興が削そがれる」

「がははは。女人の本ほん懐かいを忘れておる柴田勝家づれは拙僧がいずれこの手で成仏させてやるが、暗殺ならば杉谷善住坊という鉄てつ砲ぽうの名人が当山におる。越前より逃げてきた織田信奈を撃った男よ」

　正覚院豪盛が少年僧に命じて、信奈を狙そ撃げきしたあと叡山にかくまわれていた杉谷善住坊を根本中堂へと招いた。

　かつて相良良晴を人質にして信奈を狙撃しようとし、そしてこのたびついに雲母坂で信奈に弾たまを当てた生きつ粋すいの暗殺者である。

　だが……。

「──俺にかまうな。放っておいてくれ」

　呼び出された善住坊は、泥でい酔すいし、目に隈くまを作って荒あれ狂くるっていた。

「おう善住坊。織田信奈をみごとに狙撃した天下の撃ち手がいったいいかがした？」

「……俺はあの女を、二度も暗殺し損じた。なにが天下の撃ち手だ……！　わからん。俺の腕うでが甘かったのか。それとも甘いのはこの俺の……」

　だが腹に弾を受けたのならば、さしもの織田信奈もそろそろ死ぬだろう、おなごふぜいが天下など望むから仏ぶつ罰ばつがくだったのじゃと豪盛が笑い飛ばす。

「……俺は、狙ねらった獲え物ものは即死させる男。体に弾を食い込ませて苦しめるなど、俺の主義に反する。いや、人が苦しむさまを見るのは大好物だ。だが獲物を一撃で殺せなければ、天下一の種子島の名手とはいえんのだ」

「ふうむ。貴様ほどの求道者が、なぜ狙撃に失敗したのだ？」

　それまで興味なさそうだった朝倉義景が、善住坊に興味を持ったらしい。

　どうやら殺し屋にも殺し屋なりの美学があるようだと知り、身を乗り出してきた。

「……顔を狙えば、確実に即死させられた。だが俺は……織田信奈の顔面を、撃てなかったのだ」

「ほう？　撃てなかった？　なぜだね？」

「……わからん！　わからんが……なぜだろう。あの小娘の笑顔が、やけにまぶしかったのだ。俺のような地を這はう虫けらの如ごとき者が決して冒おかしてはならないなにかを、俺は撃とうとしてる──なぜか、不意にそんな迷いが生じた。この杉谷善住坊としたことが。わけがわからん……」

　善住坊は、うめいた。

　貴様が織田信奈の顔を撃ち抜ぬいていれば、今ごろは！　と浅井久政が愚ぐ痴ちるが、朝倉義景が「無粋なことを言うな」と久政を一いつ喝かつした。

「それで俺はとっさに腹を撃った。あの弾だん丸がんは、確実に織田信奈の腸はらわたを貫つらぬいたはず。それなのに、あの小娘は死ななかった……この俺が、二度も暗殺をし損じたのだ。もはや織田信奈には、俺がうかがい知れぬ天の加護があるとしか思えぬ……」

　この男はもう使い物にならんな、とつぶやきながら豪盛が頭をかいた。

「出て行け。この豪盛、おなごも撃てぬような役立たずを食わせてやるつもりはない！　要は、お前は織田信奈の色いろ香かに迷ったのではないか！」

「……そのような野や暮ぼな迷いではない！　この杉谷善住坊を舐なめるな！」

　朝倉義景が「この男も、風流の心を知ってしまったということだ」と微笑ほほえみながら、華か麗れいな『源氏物語』の絵巻を床ゆかへと広げはじめた。

「余は、わかる気がする。至高の芸術品を目の当たりにすれば、打ち砕くだくのは忍しのびないと思うのが人の心。織田信奈とはそれほどに美しき女人なのであろうか。『源氏物語』の絵巻に描かれた姫よりも美しき女人が、この現世にいるとは余には信じがたいのだがな。ことに、源氏に攫さらわれて怯おびえる若わか紫むらさきの愛らしさといったら……余も北山の桜を愛めでに行きたいものよ……幼い若紫が雀すずめの子を探して泣いている、そのような夢物語がほんとうに起こらぬものか……ふ、ふ、ふふふふ……諸君は、若紫と源氏が出会った北山がほんとうはどこであるのか、ご存じか？　余はさまざまな書物をかき集めたが、いまだに『ここが北山だ』という確証を得られぬ。京の北にあるお山ということで、おそらく鞍くら馬ま山やまではないかと思うのだが……どうであろう？」

　妙な男だ。生身の女よりも絵巻物に登場する姫に夢中らしい。浅井久政は目をしばたたきながら朝倉義景の端たん整せいな横顔を眺ながめていた。

「光源氏は現世に絶望した余に素晴らしい希望を与あたえてくれたのだ。光源氏のごとく母の面おも影かげを重ねられる愛らしき少女をわが館に連れ去り、閉じ込め、そして余の思いのままに少女を育てることができれば……若紫の如き理想の女性を手に入れることができる……ふ、ふ、ふ」

「よ、義景どの。そろそろ、風流話はそのくらいに……」

「そうそう。浮うわ気き者ものの源氏に嫉しつ妬とし、なまなりや死し霊りようとなって次々と女を取り殺す六ろく条じようの御み息やすん所どころにも捨てがたい趣おもむきがある。なかなか源氏に素直な想いを伝えられず、つい冷たくあしらってしまう葵あおいの上うえの気位の高さもまことに素晴らしい。葵の上がもののけに憑つかれて苦しむくだりなど、何度読んでも身み悶もだえできる。それから、源氏が年老いてから娶めとった年下の妻・女おんな三さんの宮みやは当代流行のおねこさまが大好きでね。民が熱心におねこさまを信心する今の時代を先取りしていたとでも言うべきか」

　朝倉義景は、『源氏物語』の女性たちについて語りだすと止まらない男らしい。

　浅井久政も正覚院豪盛も、これにはいささか閉口した。

　しかし、僧そう兵へいたちに追いたてられて山を下りていった善住坊と入れ替かわりに──。

　その義景の一人語りを中断してくれる者が、現れた。

「朝倉さん、浅井さん。サルは死んだよ。首までぐちゃぐちゃに潰つぶれてしまったのが残念だけど──杉谷善住坊の代役は、このボクがつとめてあげよう」

　白面の、少年陰おん陽みよう師じ。

　土御門久脩が。

　根本中堂に、醜みにくくあさましい低級式神の群れを引き連れながら、姿を現したのである。

「あの前鬼とやらも、まさか叡山と土御門が裏で手を組んでいるとは気づけなかったようだね。彼はずいぶんと古い時代の者らしい。ふふふ」

　まるで百ひやつ鬼き夜や行ぎようじゃな、と化け物の群れを眺めて笑い飛ばす豪盛。

　こんな子供が土御門家の当主？　そもそもサルの首も持ってこずになにをいばっているのじゃ？　と思わず漏もらした浅井久政が、翼つばさを生やした式神に首ねっこをつかまれて「許してくれええ！」と泣きわめいた。

「サルの首は、服部半蔵のほうろく玉で粉みじんに吹ふっ飛んだんだよ。ボクに首を渡すのがよほどしゃくだったんだろうねぇ、ふふっ」

「わかったから、この化け物をひっこめてくれえ！　許してくれえええ！」

「いいかい。織田勢を滅めつした暁には、土御門家を京に再興する。そして日ノ本各地に散った流れ陰陽師のすべてを、安倍晴明公直系の後こう継けい者しやであるボクが頭領として束ねる。そういう約束だよ」

「好きにするがいい。陰陽師と式神が京を跋ばつ扈こする平安の昔に戻る……実に喜ばしいことだ。京が再びいにしえの闇やみに覆おおわれる。まことに風流ではないか」

　朝倉さんは話がわかる人だなあ、と土御門久脩がくすくす笑った。

「そうそう。ついでにあの明智光秀も殺しておいたよ。しばらく前に朝倉さんのところにいた、気位ばかり高いくせに貧びん乏ぼうなおでこ娘むすめさ。惜おしいことをしたかな？」

「──そうか。あれほどの才を秘めた高貴な娘が、あっけないものだ。おでこがあと少しばかり狭せまければ、理想の若紫となれたものを……どちらかと言えば朧おぼろ月づき夜よに似ていたものだなあ」

　織田信奈は生きているとも死んでいるとも知れず、出しゆつ陣じんできない容態であることはたしかだ。

　もっとも厄やつ介かいだった二人の重臣──相良良晴と明智光秀は、土御門が倒たおした。

　美濃尾張を少ない手勢で守る斎藤道三は、甲賀の六角承禎と東の武たけ田だ信しん玄げんとに挟はさまれ、身動きが取れない状態。

　伊い勢せ戦線に張り付いている滝たき川がわ一かず益ますも同様で、やはり六角が防ぼう壁へきとなっている。叡山へは辿たどり着けまい。

　織田軍は今、叡山を囲みながらも実は敵中で孤こ立りつしている。

　四国の三好一党が畿内へ再上陸し、空き家同然の京を突つくまでに要する時間を計算すれば──。

「二週間だ。あと二週間この退たい屈くつな籠ろう城じようを続ければ、われらの手に勝ちが転がり込んでこよう」

「がはは、勝ったな朝倉どの。柴田も丹羽も姫ひめ武将。この叡山には一歩も踏ふみ込めず、決して手出しできん！　叡山の女人禁制の掟おきてを戦に利用するとはおぬし、なかなかの知ち恵え者しやよのう」

「余はただ、女たちを血なまぐさい戦に巻き込みたくなかったのだよ。風流人としてね。女とは……館に閉じ込め、毎晩着せ替え、飽あくまで眺め、ひたすらに愛めでるもの。ふ、ふ、ふ」

　なんだか気持ちの悪い人だなあ、とまだ子供の土御門久脩がさらりと本音を漏らしたが、朝倉義景は（二週間も館へ戻もどれぬとは、面めん倒どうなことだ。叡山は男ばかりでつまらん。長谷川等伯も連れて来るべきであったな）と退屈を憂うれえていた。




　　　　※




　京、本能寺。

「控ひかえの間」。

　信奈の介かい抱ほうを続ける曲直瀬ベルショールは、「教えてくだされ」とせがむねねに現在の戦せん況きようを言って聞かせていた。

「叡山に攻せめることもできず退くこともできぬとは一大事ですな。なんとかなりませぬのか？」

「良晴どのと光秀どの、どちらかがおれば驚おどろくような策も出てくるじゃろうが」

「知恵者の半兵衛どのは？」

「いましばらく、薬が効いて目を覚ませぬ。ここだけの話、半兵衛ちゃんの病は意外に篤あついのじゃよ。誰だれにも言うてはならぬぞえ」

「……そうなのですか……」

「いつ目覚められるかは、そうじゃな、半兵衛ちゃんの気力体力次第かのう」

「うう……みなが一大事だというのに、子供のねねにはなにもできぬ。それが悔くやしいですぞ！」

「なにもできぬということはない。この寒さの中、水みず垢ご離りとお百度参りを重ねているねねちゃんの思いは、必ずや良晴どのや信奈さまに伝わるじゃろうて」

「でも、姫さまは──姫さまの、ご様子は──」

　曲直瀬ベルショールは、顔を伏ふせた。

　そう。

　信奈の容態は、日に日に悪化の一いつ途とを辿っていた。

　手術は、完かん璧ぺきだったはず。

　高熱にうなされてはいるが、いずれ熱は体内の毒とともに消え去り、熱が収まると同時に信奈は目を覚ますはずだった。

　ところが……。

「高い熱のためにのう、信奈さまは悪夢を見ておられるようじゃ。人の心とはげに不思議なもので、その悪夢が弱っておられるお体の具合を崩くずし、さらなる高熱を呼ぶ。ゆえに、いつまでも目覚められない。その繰くり返しじゃよ。このままでは、信奈さまは……」

「なんとかならぬのですか！　曲直瀬さまは東洋と南なん蛮ばんの医学を修められた神医ですぞ！」

「……夢の中にまでは、医師は立ち入れぬのじゃ」

　このまま熱が下がらず、目を覚まさぬならば、信奈さまのお命はもってあと一、二日。

　人の命が消えゆくさまを無数にその目で見続けてきた。仙せん人にんのように飄ひよう々ひようとしている曲直瀬ベルショールも、さすがに、目を潤うるませて鼻をすすっている幼いねねに、それだけは伝えられなかった。

　だが、利発なねねには、真実が伝わってしまっていた。

「……姫さまは、もう助からぬ……のですな……う、う……兄さま。兄さまさえ、帰ってきてくだされば……！」

　まるで、すでにここだけが黄よ泉みの世界になってしまったかのように。

　本能寺は、しん……と静まりかえっていた。

　そこに、招かれざる客が、ふらりと現れた。

「うふ。お爺じいちゃん、そろそろわたくしが必要になったのではありませんこと？」

　異国情じよう緒ちよ溢あふれる、強きよう烈れつな香かおり。

　髪かみ飾かざりは、鳥とり兜かぶとの花。

　褐かつ色しよくの肌はだに、太ふと股ももが大きく割れた唐とう風ふうの衣装、そして長なが煙管ぎせる。

「蠍」こと、松永弾正久秀。

　しばらく姿を見せなかった、久秀が。

　ゆらり、ゆらり、とおぼつかない足取りで曲直瀬ベルショールの前に現れた。

「おお、松永さま？　姫さまが撃うたれたのを見て織田家を見限り、大和へ逃にげたと京の噂うわさになっておりましたぞ！」

「うふっ。京童はわたくしが嫌きらいなようですから。わたくし、信奈さまのために秘伝のお薬を調合していたんですの」

　曲直瀬ベルショールが、ぶるぶると恐きよう怖ふに震ふるえながら、

「だだだ弾正ちゃん？　い、いったいなにをしに来たのじゃ？」

　と久秀を指さした。

　以前、老いてますます女好きのエロ医師・曲直瀬ベルショールはこの松永久秀と組んで閨けい房ぼう術の書を編へん纂さんしたことがあったのだが、その際、言葉巧たくみに久秀を口説こうとして「爺さんは嫌い」とすげなくフラれ、さらには芥け子しの毒を一服盛られて久秀の居城・多た聞もん山やま城じようからゴミと一いつ緒しよに捨てられたというおぞましい黒歴史を持っていた。

「ですから、そろそろお爺ちゃんの手にあまる事態になってる頃ころかなあ、と思いましたの。信奈さまは、いまだに悪夢から目覚められないとか。うふっ」

「だからといって、信奈さまに薬じゃと？　弾正ちゃんが？　あやしいのう、あやしいのう」

「あやしくはありませんわ。波斯ペルシヤ伝来の秘術に、夢を操る薬というものがございますの。ただ、この国で原料を揃そろえるのがとても骨折りで、時間がかかってしまったまでのこと」

「ほう。夢を操る薬、じゃと？」

「それを使えば、姫さまの悪夢は終わるわけですな！」

　と、ねね。

「はい。悪夢を終わらせ、楽しき夢を見ていただけますわ。信奈さまが心の底でお望みになっている幸せな夢を。さすれば信奈さまのご気力は回復し、熱は下がり、目を覚まされますわ」

　お願いしますぞ！　とねねが久秀の手をきゅっと握にぎって何度も頭を下げた。

「ねねちゃん。この女が操る波斯の薬はのう、ほとんど毒に等しいものなのじゃ。人体にひとつ効能があるとすれば、同時に十の害をなす、そのような危ない薬ばかりじゃ。ただでさえ弱っている信奈さまのお体に障るやもしれんぞ、危ないのじゃぞ」

　曲直瀬ベルショールがむむぅと顔をしかめるが、

「では、お爺ちゃんには信奈さまのお命を救うすべがあるのかしら？」

　と鋭するどい視線でにらみつけてくる久秀にたずねられると、ぐぅの音も出なかった。

　これ以上邪じや魔まだてするようなら、そこの童ともども爺さんをこの場で毒殺する……久秀の眼は、言外にそう匂におわせていた。

「良薬は口に苦し。信奈さまのお命が救われるのでしたら、多少のことには目をつぶっていただけますわよね？　うふっ」

「しかし弾正ちゃん、その波斯の秘薬とやら……人で試したのか？」

「ええ。自分の体で、少しばかり。効いている間、〝多聞山城で信奈さまと一緒に極ごく彩さい色しきのキノコ鍋なべをいただいてゲタゲタ笑い転げる〟というおもしろおかしい夢を見たほかには、特になにもありませんでしたわ。うふっ」

　実に危なそうですぞ、とねね。

「弾正ちゃん。そなたの身体からだは、長年にわたって薬物や毒物を摂とりすぎてすっかり毒に慣れてしもうておるではないか。かの弘法大師空海が錬れん丹たん術によって己の身体を変成させたのと同様、そなたの身体もまた常人のものではなくなっておるのだ。しかも、そなたの生まれながらの体質じたいもわれらとは大いに違ちがう。参考にはならぬぞ、ならぬぞ」

「いいえ。他に手はありませんわ。敵方の呪じゆ詛そが信奈さまの悪夢の一因かもしれませんもの。尋じん常じようの薬物では救えないと存じます」

　少なくとも信奈さまのお命だけは保証しますわ、この松永弾正の首にかけて、と久秀が目を細めて自信ありげに笑った。

　曲直瀬ベルショールは、不ふ吉きつな思いに因われながらも、ついに覚かく悟ごを決めた。

　そして、信奈が臥ふせっている寝しん室しつに、久秀を一人で入れた──。

「だいじょうぶなのですか。ねねは、少し心配ですぞ」

「うむ。これは大きな賭かけじゃのう……弾正ちゃんの薬が良薬となるか、毒となるか……信奈さまに天運、あるやなしや」




「信奈さま。こんなに、おやつれになって……おいたわしい」

　久秀は、高熱にうなされ衰すい弱じやくしていた信奈の姿を見るなり、目に涙なみだを浮うかべて信奈の手を握りしめていた。

　種子島で信奈を狙そ撃げきした下げ手しゆ人にんは、叡山に姿を隠かくしたのだという。

　叡山は、女人禁制の霊れい山ざん。

　これでは、姫武将が主体の織田軍は下手人を捜そう索さくすることもできない。

　事実、すでに久秀は叡山方に何度も「下手人を引き渡わたすよう」と要請していたが、「姫大名などに当山はいっさい関わりなし」と相手にもされなかった。やはり、山中で天台の呪法を用いて信奈を呪詛しているのかもしれない。女人禁制の掟を盾たてに取られる限り、久秀をもってしても呪詛を制止できない。

　その上、叡山は浅井朝倉軍を迎むかえ入れ籠城を続けている。

　柴田勝家も丹羽長秀も、姫武将ゆえに叡山へは踏み込めない。

　卑ひ劣れつな……。

　女を、なんだと思っているのか。

　久秀もまた、京での戦で家族も家も失い、奈良の興こう福ふく寺じに身を寄せて育てられていた過去があった。そこで僧そう兵へいたちの堕だ落らくぶりに失望し、仏を見限ったのだ。

　むろん、僧そう侶りよとは破は戒かい僧そうばかりではない。戒律を守り民に徳を施ほどこす高僧も存在する。だが宗教者であるにもかかわらず武器を持って殺生をいとわぬ僧兵どもの傲ごう慢まんさ、仏に仕える者でありながら女を「不浄」と決めつけて蔑べつ視しするその態度、そのくせ自分は戒律を破って欲よくにまみれてほうけているその暮らしぶり……。

　幼かった久秀は、京でも奈良でも、僧兵どもから「異国の娘むすめ」と蔑さげすまれる存在だった。

　だから、自分の身を守るために、槍やりと、そして毒を使うことを覚えた。

　過去に経験したさまざまな黒い怒いかりを思いだし、久秀の人相は凶きよう悪あくなものになっていた。

「信奈さま。下手人はこの弾正が必ずや捕つかまえて、鋸のこぎり引きの極きよつ刑けいを与あたえますわ。地面に首から下を埋うめて、道行く見物人に鋸を持たせ、首を少しずつ少しずつ引かせますの。たいていの庶しよ民みんはそのような血なまぐさい遊びに興じる度胸がありませんから、この刑けいを受けた罪人はなかなか死ねませんのよ。そうですとも。ただ殺すだけでは飽あき足りませんもの。信奈さまのお美しいお体に鉄てつ砲ぽう傷を……絶対に、生かしてはおきませんとも。死よりも苦しい罰ばつを受けさせますわ」

　そう信奈の耳元にささやきながら、久秀は、薬を──天下の大名物・平ひら蜘ぐ蛛もに入れた黒い液体状の薬を、ゆっくりと煮にはじめた。

「さあ。お飲みくださいませ。これで、悪夢は終わりですわ。楽しい夢を見ましょう。信奈さまがほんとうに見たかった夢を」

　このお方は、これほどに傷つかれ、無残に弱られていてもなお、こんなにもお美しい……。

　あなたは……このわたくしが、どこまでもお守りいたしますわ。

　久秀は、信奈の寝ね顔がおをうっとりと眺ながめながら、信奈の乾かわいた唇くちびるに茶ちや碗わんの縁ふちをそっと添そえ、煎せんじた薬をゆっくりと流し込んだ。

「……う……う……ん」




　　　　※




　……

　……

　……

「サル、逃げて……！」

　夢の中で信奈は、地じ獄ごくと化した金ヶ崎をさまよっていた。

　これで、何度目になるのだろう。

　繰り返し繰り返し見てきた、悪夢。

　天てん下か布ふ武ぶという夢のために相良良晴を金ヶ崎に置き捨てて逃げた信奈の心は、種子島に撃たれて倒たおれてからずっと、良晴の姿を捜さがし求めて金ヶ崎をさまよっていたのだった。

「ねえサル。良晴！　わたし、バカだったわ！　あんたが死んでしまったら、わたしはいったい誰だれと一緒に広い海に繰りだせばいいの？　わたしひとりぼっちじゃ、夢がかなったって意味なんかないじゃない！　だから……お願い、帰ってきて……！」

　泣きじゃくりながら、山道を駆かけた。

　夢を見ている信奈には、わかっている。

　この峠とうげを越こえた先で、わたし、また、サルが落ち武者狩がりの連中に捕まって殺されていく姿を見なければならないんだわ……。

　そして……サルが死ぬたびに、わたしの心も、死んでいくの。

　もう、こんな悪夢、終わりにしたい。

　生きている限りこんなひどい夢を見続けねばならないのなら、わたし、もう……。

　だが。

　こんどの夢は、悪夢ではなかった。

　峠の向こうには、五百人のしんがり部隊を率いて堂々と進軍している、相良良晴の姿があったからだ。

「……良晴……!?」

「おわっ信奈？　ななな、何しに戻もどってきたんだよ？　ってか、良晴って誰だよ？」

「あんたのことでしょ！　あんた、自分の名前も忘れちゃったわけ？　ほんっとに知能がサルなみなんじゃないの？」

「う、うるせー！　お前にいきなり〝良晴〟なんて呼ばれたから、びっくりしたんだよ！」

「……良晴!!」

　信奈は、馬上へ飛び乗ると良晴に無言で抱だきついていた。

　涙が、止まらなかった。

　夢かと思っていたけど……夢じゃない。

　ほんものの良晴だ。あたたかくて、ちょっとだけ汗あせ臭くさくて、そしてわたしに抱きつかれると心の臓をどきどきさせる、ほんものの相良良晴。

　もう……夢でも、現実でも、どっちでもいい。

　わたしの夢は、天下布武、広い広い海へと乗り出して世界をこの目で見ること、そして……。

　そして、未来の日本から来たと言い張っている、このヘンな男が、そんなわたしの隣となりに立っていてくれること。見守っていてくれること。「信奈。この国には、お前が必要なんだ。俺は知っている。この時代の誰もがお前を理解してくれなくても、俺だけは理解している」と背中を押して支えてくれること。

　この気持ちは、恋こいなのか……それとも、自分を守ってくれる兄を慕したうような気持ちなのか、かつて南なん蛮ばんから来た宣教師に抱いだいていた気持ちと同じものなのか……それは、まだわからない。

　わからないけど、きっと、この気持ちは……。

　父上……宣教師さま……平手のじい……蝮……今までわたしが好きになった男の人たちに抱いていた感情とは、どこかが違う。決定的に違う。

　だって。

　顔を見ただけで、こんなに胸が苦しくなることなんて、なかった。

　生まれてはじめて、わたしは、きっと……。

「おい信奈。いつまでくっついてるんだよ？　妙みようにしおらしいな。どうかしたんじゃねーのか？」

「な、なによぉ？　ああああんたが心配で戻ってきてやったっていうのに、どうしてそういう態度に出るわけえ？」

「大将！　あついみゃあ、ひゅーひゅ!!」

「京へ戻ったらさっそく祝しゆう言げんだぎゃ！」

「おめーら、うるせえよ！　幽ゆう閉へいされていた浅井長政が脱だつ出しゆつに成功して浅井家の家か督とくを父親から奪うばい返し、朝倉勢を倒してくれたとはいえ……京へ帰り着くまでが遠足だぜ！　じゃなかった、京へ帰り着くまでが戦だぜ！」

　良晴は信奈を膝ひざの上に座らせたまま、片手で信奈の細い腰こしを抱き、片手で手た綱づなを操って馬を進めていく。

　良晴っていつの間にこんなに乗馬がうまくなったのかしら……と信奈はふと疑問に思った。

「ねえ良晴。長政が浅井家の家督を奪い返したって、ほんとうなの？」

「ああ。そうでなきゃ、俺たちしんがり部隊は全ぜん滅めつしていたさ！　もうなにも心配いらねえ、十兵衛ちゃんたちも無事に京へ帰き還かんしたしな！」

「そう……よかった……みんな無事だったのね？」

　ああ、と良晴が力強くうなずいた。

「てなわけだから信奈、京へ着いたら天下布武の戦を再開するぜ！　朝倉家は浅井長政が電光石火の攻こう撃げきをしかけてすでに降こう伏ふくさせた、畿内にはもうお前の敵はいねえ！　堺にいる今いま井いのおっさんもどんどん軍資金を運んでくれてるし、織田軍の兵力はいまや二十万に膨ふくれあがっている！　日ノ本最強だぜ！」

「あ……うん。で、でも、ほら。あんたが生きて戻ってきたら恩賞をあげるって約束してたでしょ？　そっちの約束を、先に果たさなきゃ……」

「ああ、接せつ吻ぷんさせろって約束か？　時間がもったいないしな。あれなら、今ここで……」

「ちょ。だだだダメよっ！　足軽どもが見ているじゃないのっ!?　わ、わ、わたし、男の人と接吻した経験なんて一度もないのに！　だ、だ、誰もいないところじゃなきゃダメ！　ああでも、京へ戻ったら万千代や六たちに邪じや魔まされるし……！」

　もう誰も邪魔なんてしねえさ、と良晴が白い歯を見せて笑った。

　あれ……なんだか、いつもの良晴より五割増しで男前だけど……こいつ、こんな二枚目だったっけ？　と信奈が小首を傾かしげる。

　でも、それでもいい。気にしない。

「なにも知らないんだな信奈。長秀さんも勝家も邪魔なんかしねえよ。まあ、勝家はヤキモチやいて暴れるけどさ。どういうわけか長秀さんは、俺とお前に祝言をあげさせるつもりらしい。今、京でその準備をしている」

「えええっ？　ちょ。それって……ちょっと待ってよ！　わわわわたしは、ああああんたなんかのお嫁よめさんになるなんて言ってないわよっ？　そそそんなの身分違ちがいじゃないっ！」

　なぜか妙に歯が白い良晴が、「困ったもんだ」と前まえ髪がみをかきあげながら微笑ほほえんだ。

「フッ……〝金ヶ崎の退き口〟で生ける伝説となった俺さまはいまや、京童や公く家げ衆の間でもすっかり大だい英えい雄ゆう。民衆の噂うわさでも、織田信奈の婿むこにふさわしい男は日ノ本中を見み渡わたしても俺しかいない！　ってことになってるようだ。いやあ参ったぜ……俺はおめーみたいな見た目だけは綺き麗れいだが中身はわがままで乱暴で横暴で学級崩ほう壊かい児童でこうるせー女にはぜんぜんほんとにいっさい興味ねーんだけどな！　つーか、ほんとはもっとおっぱいが大きい女の子がいいんだけど」

「うるさいわね！　わたしだって小さくはないでしょう、小さくは！　半兵衛なんかよりずっと膨らんでるわよ！　だいたいあんたってどーして女の子のおっぱいに執しつ拗ようにこだわるわけ？　胸なんて赤ちゃんを育てるためにあるものでしょ？　いい歳して変態なんじゃない？」

　おっぱいは男のロマンだ！　きりっ！　と良晴がますます白く光りはじめた前歯を見せて「ぐっ」と親指を立ててみせた。

　なにそれ。意味わかんない……と信奈は唇をとがらせた。

「でもまあ、あの姫ひ巫み女こさまにまで『おだだんじょうをよろしく』と頼たのまれちゃあなあ……断れねえよなあ」

　ひひひ姫巫女さまに頼まれたんじゃ仕方ないわね、断ったら不忠だものね、と信奈は必死で目をそらしながら口ごもった。

「ほら。京の都が見えてきたぜ、信奈」

「あ……」

「みんなが俺たちの帰還と、新たな旅立ちを祝ってくれている」

　とっぷりと日が暮れた、京の町で。

　お祭りが、はじまっていた。

　おめでとう、おめでとう。

　誰もが、笑顔だった。

　これから二人の、祝言がはじまるのだ。

「……姫さまをよろしく」

　と、朱しゆ槍やりを構えた犬千代。

「あああたしの姫さまが、うあああああ～！」

「これにて姫のお幸せは決まりました。満点です」

　勝家と長秀が、京から堺からひっきりなしに訪れてくる民たちからご祝しゆう儀ぎを集めている。

「さすがはサル人間……いえ、相良先せん輩ぱいです！　信奈さまの心まで射止められるとは、この十兵衛光秀ますます先輩に感服いたしました！　信奈さま、どうかお幸せに、ですっ！」

　縁えん日にち風の屋台でたこ焼きを焼いている光秀も、手放しで二人の門出を祝ってくれている。

「挙式は南蛮寺で行いますので、わたしが神父役をつとめさせていただきますね」

　と、笑顔のフロイス。おおっフロイスちゃんの胸は何度見てもすげえ！　と鼻の下を伸のばした良晴の顔面を、信奈は無言でひっかいた。

「さすがは日ノ本一お美しく気高くそしてお強い信奈さまです。良晴さんが天下一の美少女とお認めになったのも当然のこと。この竹中半兵衛が勝てる相手ではありませんでした。わたしは良晴さんの側室でいいです。くすんくすん」

「いやはや、相良氏の女好きはすさまじいでござる。まさか古きしきたりを破って、ごじぶんのあるぢをよめになちゃれるとは……にんにん」

「「「だがよ坊ぼう主ず、俺らの永遠の偶ぐう像ぞう・親分に手を出したらヌッ殺すぜえ！！！」」」

「う、うるちゃいでござるよ、おみゃえたちっ！」

「「「やったあ、親分がかんだあああ！！！」」」

「これまで兄さまが姫さま以外の女と浮うわ気きしないように見張っていたかいがあったというものですぞ！　こたびの祝言、勲くん功こう一等はこのねねですな！」

　さらに、浅井長政と弟の信澄、元康、今井義元たちがお祝いの言葉を次々と述べる。

「お料理も、ちょっと工夫でこの美味さ。宴えん会かいの料理を仕切るは、今井宗そう久きゆうでおま。みなさん、ご祝儀をお忘れなく」

　そして、本日の準主役。

　新婦の義父、斎藤道三が美濃から駆けつけていた。

「よかったのう、よかったのう、信奈どの。ワシはよもや、生きて義娘むすめの晴れ姿をこの目で見られるとは思っておらなんだ……この斎藤道三は、日ノ本一幸福な父親じゃ」

　喜びと悲しみが入り交じったかのような表情を隠かくそうともせずにぐしゃぐしゃに泣き濡ぬれるその姿は、まさに「仏の道三」。

　そしてもう一人。

　土つち田だ御ご前ぜん。

　めったに信奈に会おうとしなかった、信奈の生母。

「吉や。今まで辛つらく当たって、すまなかった。この母は、姫であるそなたに弓矢を取ってほしくなかったのです。姫としての幸せをつかんでほしかったゆえ、心を鬼おににして天下盗とりに夢中になっているそなたに辛く当たるしかなかったのです。でももう、今日からは相良どのが吉を守ってくださる。これからは、母と娘二人、なんの気き兼がねもなく仲むつまじく暮らしましょうぞ」

　土田御前の顔も、喜びの涙なみだに濡れていた。

　こりゃ外そと堀ぼりどころか内堀まで埋うめられちまったなあ、と良晴が信奈を抱っこしながら鼻をかいた。

「それじゃ行こうか、信奈。それとも、これからは〝吉〟って呼んだほうがいいか？」

　良晴から〝吉〟と呼ばれただけで、信奈の胸の奥がきゅん、と締しめられたように苦しくなった。

　どうして松永弾正がいないのかしら？　などとたずねている場合ではなかった。

　このままでは、良晴相手に祝言をあげさせられてしまう！

「ままま待ってってば！　まだわたし、あんたのこと夫にしたいくらい好きなのかどうか、わかんないのっ！　すすす好きと言ったって、いいいいいろいろあるじゃないっ!?　わたし、男の人のことあまり知らなくて、恋こいってしたことないからっ……も、もっと、自分の気持ちを整理するために時間とかだんどりとかがほしくて、そのっ……！」

「ふうん。じゃあ俺が嫌きらいだというのか、信奈。それは残念だ。俺はフラれちまったのか……」

　ぶーぶーぶーといっせいに信奈めがけて不満げなヤジが飛んだ。

「き、ききき、嫌いなわけ、な、な、ないじゃない、で、でも、その、いいいいきなり祝言とか、ははは話が急すぎてっ……！」

「そうか。それじゃしょうがねえな、お前はあきらめた！　高たか嶺ねの花だしなっ！　かわりに、スーパー美少女の十兵衛ちゃんを嫁にすることにするぜっ！」

「ええっ、ほんとうですか？　望むところです、相良先輩！　やったですうううううう！」

　ぱんぱかぱーん、と南蛮寺音楽隊の演奏による南蛮式のファンファーレが鳴り響ひびき、脳天気な光秀が良晴の手を取って二人で逃にげ出そうと……。

「って十兵衛、なに空気読まずに喜んでんのよおおおおっ！　良晴はあんたの好敵手だったんじゃないのっ？　待ちなさいよおおお！　良晴は、良晴は……わたしのものなんだからあああっ！」

　ばぎゅーん！

「みんな逃げろ、信奈が錯さく乱らんして種子島を発はつ砲ぽうしはじめた！」

「うにゅう。新婦が第六天魔王に化けたでござるよ！」

　きゃー、きゃー、きゃー。

　うわー、わー、わー。

　なあんだ。やっぱり、いつも通りのオチがつくんじゃない。

　ほんっとに、織田家の面々って、うるさいやつばっかりなんだから……。

　……

　……




　　　　※




「……夢……だったのね、弾正」

　御ぎよ意い、と枕まくら元もとで平へい伏ふくしていた松永久秀が返答した。

　信奈は、目覚めた。

　本能寺の──暗い天てん井じようが、見えた。

「信奈さまが見ておられる悪夢を断ち切り、幸せな夢を見ていただく薬を処方いたしましたの。とても効いたようでみるみるお熱が下がり、信奈さまは目覚められました。奇き跡せきですわ」

「……デアルカ」

「とても幸せそうに微笑んでおられましたわ。今までわたくしが一度も見たことのない、かわいらしいお顔でしたわ。どのような夢をごらんになりましたか、信奈さまは？」

　その久秀の問いに、信奈は答えられなかった。

　腸はらわたの底から、こみ上げてくる嗚お咽えつを、けんめいに耐たえた。

　耐えると、脇わき腹ばらの傷口が痛みはじめる。

　しかしほんとうに痛いのは、耐えがたいほどに痛いのは脇腹の傷ではなく……胸の奥、だった。

「……夢は、ただの夢よ。現うつし世よでは、ないわ」

　そう答えるだけで、精せい一いつ杯ぱいだった。

　久秀はしかし、淡あわく切ない夢から覚めて現世に引き戻もどされた信奈の心が今、無残に崩壊しそうになっていることを悟さとったらしい。

　それほど、信奈は青ざめていたのだろう。

　今までの人生で、あんなに楽しかったことは……あれほど嬉うれしかったことは……生まれてきてよかった、と信じてもいない神仏にはじめて感謝してしまうほどに。

　それがすべて、決してかなわぬ夢ゆめ幻まぼろしにすぎなかっただなんて……。

　わたしは。

　わたしが心の底で求めていたものは……。

　こんなにもささやかで、たわいもない……でも、決して手に入れられないもの……。

　なぜなら、相良良晴は、もう。

「うふ。信奈さま、まだ傷口が痛むご様子。こちらの薬もどうぞ」

　久秀が、新たに煎せんじた薬を信奈の唇くちびるに流し込んできた。

　ひどく強きよう烈れつな香かおりを放っていて、そして、蜜みつのように甘い薬。

「お気持ちが、噓うそのように楽になるお薬です」

「……あ……」

　ただ一口を飲んだだけで。

　信奈の意識が、もうろうとなった。

「多少眠ねむくなりますが、寝ねてしまうことはありません。目覚めながら夢うつつの心地ここちを味わえるお薬ですわ。人に裏切られたり、嫌いやな過去を思いだしたりして心が張り裂さけそうになってしまった時に、わたくしもよく使いますの」

「……弾正……目め眩まいがするわ。部屋の中が……はっきり見えないの……ぐにゃぐにゃしてる……」

「うふ。はじめて飲んだので、効き過ぎているだけですわ。だいじょうぶ。たとえ日ノ本中の者があなたの敵になっても、わたくしは信奈さまの味方。あなたを傷つける者から、お守りいたしますわ。ご安心ください」

「あ、あ……弾正……夢を見ているのか……現世に戻ったのか……わたし……わからなく……なって、きた……」

　怖こわい……と怯おびえる信奈の体をそっと抱だき起こすと、久秀は自分のふくよかな胸を枕まくらにして信奈を赤ん坊ぼうのように優しくあやしはじめた。

　まるで母上の乳ち房ぶさに抱いだかれているみたい……と信奈は心の中でぼんやりつぶやいていた。

「怖がらなくてもいいのです。かわいいお方……〝胡こ蝶ちようの夢〟の逸いつ話わをご存じですか、信奈さま？」

「こちょう……」

「唐国のお話ですわ。むかしむかし、荘そう周しゆうという男が蝶に生まれ変わって大空を羽ばたく夢を見たそうですの。蝶の夢から覚めた荘周は、ふと気づいたのですわ。ほんとうに自分は蝶になった夢を見ていたのだろうか。もしかしたら、蝶が荘周という人間の男になった夢を見ているのではないだろうか……と」

「……どちらが、ほんとうなの？」

「うふっ。どちらもほんとうであり、どちらも噓なのです。この世が現世なのか、それとも幻なのかは誰だれにもわからないのですから。ほんとうは、夢の世界のほうこそが現世で、この世のほうが夢幻なのかもしれませんわ。幸せとは、しょせん、人の心の中に生ずるもの。ならば夢の中の幸せであろうとも、現世の幸せであろうとも、変わりはありませんわ。心が辛くなった時には……苦しくて泣きたくなった時には、わが薬で夢の世界にお遊びなさいませ」

「……うん……」

「この松永弾正が、いくらでもあなたさまに幸せな夢を見せてさしあげますわ」

「……うん」

「ほんとうに、かわいいお方」

　終わらない目眩、止まらない「落ちていく」感覚、その落ちていく自分を久秀の乳房が優しく抱き留めてくれる。

　あたたかくて、心地よかった。

　生母の愛も、相良良晴も、手に入れられないのなら。

　このままずっと、久秀に甘えていたかった。

　それでも。

　胸が張り裂けてしまいそうな悲しみは、消えなかった。

　なぜなら。

　やはり、この世界こそが、現世だからだ。

　久秀の胸に抱かれた信奈がぼんやりとしたうつろな心の片かた隅すみでそう気づかされるのに、時間はかからなかった。

「……前田犬千代、花折峠より帰き還かん」

　曲直瀬ベルショールとねねが、京へと急いで舞まい戻ってきた犬千代を寝しん室しつに通してきたのだった。

「……犬千代……？　どこへ行っていたの……？　十兵衛たちはどこ？　サルは……」

　目覚めたばかりの信奈は、織田軍を取り巻く事態がどうなっているのかをなにも知らなかった。

　犬千代は少ない言葉で、しかし正確に、信奈が眠っていた間に起きた一部始終を報告した。

　浅井朝倉軍は若狭街道からの追つい撃げきを相良良晴の踏ふん張りによって阻はばまれ、かわりに琵琶湖沿いのなだらかな西近江街道を進んで京へ迫せまり、今は叡山で籠ろう城じようしていること。

　信奈を狙そ撃げきした下げ手しゆ人にんも、叡山に逃げこんでかくまわれていること。

　柴田勝家と丹羽長秀が京に帰還した織田軍を率いて叡山を包囲したが、女人禁制の霊れい山ざんゆえに手が出せずいたずらに時を重ねていること。

　伊勢で別働隊を率いる滝川一益と美濃尾張を守る斎藤道三も、反織田勢力の蜂ほう起きに遭あって身動きがとれないままでいること。

「……サルは？　サルと十兵衛はどこ？　どこなの？　犬千代？」

　焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみで、信奈はうわごとのようにその言葉を繰くり返した。

「……ねえ、犬千代？　サルは無事なのよね？　それに、十兵衛はどこにいっちゃったの？」

　犬千代も曲直瀬ベルショールも、そしてねねも、衰すい弱じやくしている信奈を前にして言いだせなかった。

　伝えたのは、松永久秀である。

「まずは、もう一いつ杯ぱいお薬をお飲みくださりませ」

　信奈が壊こわれてしまわないよう、久秀はさらに高こう濃のう度どの薬を信奈に飲ませる。

「弾正ちゃん。それはまさか……いかんいかん。そんな劇薬を信奈さまに飲ませては……中毒になってしもうたらいかがするのじゃ？」

　曲直瀬ベルショールが止めるが、久秀は「黙だまっていてくださいね、お爺じいちゃん」と刺さすような視線で曲直瀬をにらみつけ、それ以上反論を許さなかった。

「わたくしは信奈さまのお心を楽にしてさしあげたいだけ。信奈さま？」

「……なぁに……だんじょう……？」

「相良良晴は若狭の陰おん陽みよう師じ・土御門久脩が率いる式神部隊に襲おそわれてバラバラになって死にましたの。肉の一片も残らなかったそうですわ。相良良晴を救いに舞い戻った明智光秀も、土御門が断ち割った深い大地の亀き裂れつへ落ちて行方知れず。死んだと思われますわ」

「……そう……そうなの」

　信奈は、とろんとした視線のまま、力なくうなずいた。

　頰ほおを、久秀の指になでられる。

　そなた、ずっとこの部屋におったのにいったいどうやってその知らせをつかんだのじゃ弾正ちゃん？　と曲直瀬ベルショールが驚おどろくが、久秀は「わたくしには傀儡くぐつという便利な耳がありますから」とあやしく微笑ほほえむばかり。

　今の信奈の目には。

　まるで、すべてがうつろだった。

　この世界こそが夢幻……そうに違ちがいない……。

　ほんとうのわたしは、今、みんなに囲まれてサルと祝しゆう言げんをあげているところで……ううん、あんなエロザルのお嫁よめさんになんてなるもんですか。どうしてこの尾張の姫ひめぎみであるわたしがサルの赤ちゃんなんか産まなきゃならないのよ。

「……姫さま。目を覚ます。姫さまが立ち上がらなければ、織田家は滅ほろびる」

　犬千代が、身を乗り出してきた。

　あれ……？　もしかして……この犬千代は……ほんもの……なのかしら。

　信奈は、ぐらぐらと揺ゆれる犬千代を前に、たずねた。

「……犬千代……たしか、なの……？」

　意を決した犬千代は、こくり、とうなずいた。

「……この目で……見た……良晴は、死んだ。光秀も、おそらくは」

　ねねが、うわあああ……と畳たたみの上に泣き崩くずれる姿が、視界の隅すみに映った。

「兄さま……兄さま……このねねが、兄さまの身代わりになりたかったですぞ……！　あれほど、あれほど神さま仏さまおねこさまにお祈いのりしたのに……！」

　崩れ落ちた。

　信奈の心の中でなにかが崩れ落ちて、そして、悲しみは噓のように消え去っていた。

　かわりに沸わき上がってきたものは。

　怒いかり。

　我が身を炎ほのおで焼き尽つくしてもなお消えないであろう、激しすぎる怒りだった。

「うふ。にっくき土御門久脩は叡山に入り、浅井朝倉軍と合流したそうですわ。いかがなされますか、信奈さま」

「……叡山を……攻せめる……」

　そんな罰ばち当あたりなことをしたら日ノ本中のあらゆる仏門宗派が敵になりますぞ！　と曲直瀬ベルショールが慌あわてたが、松永久秀は信奈の耳元でささやき続ける。

「信奈さま。叡山は京の鬼き門もんを守護する霊山と称しようしていますが、その実、京を乱す元げん凶きようですのよ。僧そう兵へいを率いて日ノ本の神事を司るやまと御ご所しよに逆らい、南北朝の争乱のおりには京を治める足利将軍家と相争い、近くは法ほつ華け宗しゆうと争って京を火の海にしましたのよ？　幼かったわたくしの家族や友達もそのおりにみな焼かれましたの。〝女は不ふ浄じよう〟などと口先では叫さけびながらその実、餓が狼ろうのような僧兵どもの手にかかって──」

　信奈の瞳に、じょじょに、生気が戻もどりつつあった。

　だが、その瞳の光は──。

　正義を標ひよう榜ぼうする者が不正を犯す、そのような偽ぎ善ぜんを絶対に許さない──第六天魔王の、激しすぎる怒りに満ちた輝かがやきであった。

「叡山の僧兵どもをいかがされます、信奈さま。うふ」

　こくり、と信奈はうなずいた。

「……焼き尽くすわ」

　待つのじゃ、戦とは常に相あい身み互たがいじゃ、と曲直瀬ベルショールが久秀にもの申した。

　だがしかし、

「正直者で助すけ平べえなお爺ちゃんにはわかりませんわね。男どもにとって仏法などはしょせん、己のわがままを通すための方便にすぎませんわ。宗教なんてものはどれもこれもぜんぶ偽善ですの。叡山の僧兵も奈良の僧兵も、中身はぜんぶ同じでしたわ。南なん蛮ばんの耶や蘇そ教きようも同じこと。すべての宗派は、お人よしの信者を騙だまして私腹を肥やす悪党のためだけにあるようなもの──仮に神仏がほんとうにこの世におわすならば、相良良晴も明智光秀も、浅井久政ごとき俗ぞく物ぶつの裏切りによって無残に死ぬことはなかったはずですわ」

　その久秀の言葉が、最後の駄だ目め押おしとなった。

　信奈は脇わき腹ばらの痛みも忘れて、立ち上がっていた。

　まだ、意識はもうろうとしている。

　部屋が、ぐるぐると回っている。

　体にまるで力が入らない。

　生きているのは、ただ、激しく燃える瞳だけだった。

　それでも、ただひとつ──今まで経験したことのない激しい怒りの情念が。

　信奈の衰弱しきった体を、屹きつ立りつさせていた。

　あのような夢を見て、神仏などに感謝した自分が愚おろかだった。

　尾張の僧そう侶りよたちは、偉えらそうな態度でやってきて父上を祈き禱とうで治してやると称し、そして結局は経文を唱えるばかりで父上をむざむざと死なせ、そのくせ詫わびることも悪びれることもなく、厚かましくも法外な供物を受け取ろうとした。

　そのあげく、「お父上は幾いく多たの戦で大勢の人を殺しすぎた。これも因果応報というもの」などと居直って死んだばかりの父上を責める始末。

　あの時は、平手のじいが怒りにわれを忘れて暴走したわたしを邪じや魔ましたから、僧侶たちを焼き殺すことはできなかったけれど。

　こんどは。

　こんどこそは。

　サル。

　十兵衛。

　わたしから夢をことごとく奪うばい取った報いを、ともに夢を抱いだいていた仲間を殺した怒りを、女人禁制の尊き霊山の守護者などと称しているやつらに叩たたきつける。

　あいつらに……思い知らせてやらなくちゃ……。

　でも……まだ、夢うつつの中にいるようで……力が、入らない。

　これは悪夢の続き？　それとも……？

「……六たちには無理よ。このわたしが、じきじきに軍を指揮するわ……わたしを今すぐ本ほん陣じんへ連れていきなさい……万千代」

　久秀に背中を支えられながら、かろうじて信奈が命令を口にした。

　犬千代と長秀を呼び間ま違ちがえている。

　ほんとうに目覚めている信奈ならば、絶対にありえない間違いだった。

「……仏法を盾たてに好き勝手を働いている叡山の僧兵どもも、土御門も、浅井朝倉も、ことごとく焼き尽くすの……」

　そのうつろな言葉は、あたかも松永久秀が信奈を自らの傀儡として語らせているかのようだった。

　だが、それでも信奈自身が発した命令であることには変わりはない。

　そして、もうろうとしながらも信奈がその瞳から発する憤ふん怒ぬの炎だけは、疑いなく、誰だれでもない信奈自身のものだった。

　愚ぐ直ちよくな犬千代は、御ぎよ意い、と声をあげて平へい伏ふくするしかなかった。







　　　巻ノ三　光みつ秀ひで試練







　深夜だった。

　見み渡わたす限りの山野。

　四方八方に、一いつ揆き勢が担いでいる鋤すきや鍬くわがうごめいていた。

「……くそっ。もう、西も東もわからねえ……！」

　相良良晴は、刀を杖つえがわりにつきながら、生への本能だけで山野をさまよっていた。

　花折峠で土御門久脩の罠わなに落ちた時、良晴は五体をバラバラに吹ふっ飛ばされて死んだはずであった。

　しんがり部隊の生き残りの面々の命とひきかえに、良晴はわが命を犠ぎ牲せいにしたはずであった。

　だが、しかし。

　良晴は、仲間たちを助けるためなら自分の命など捨ててもいいと、本心からそう願ったものの──それでもどうしても、生き続けねばならなかった。

　脳裏に浮うかんでくる、信奈の泣き顔。

　犬千代。

　勝家。長秀。

　十兵衛、元康。五右衛門たち。

　そして京で自分の帰りを待っている半兵衛に、ねね……。

　もしかしたらもう俺は永遠にほんとうの家族には会えないのかもしれない、戦国時代に迷い込んできただけの風ふう来らい坊ぼうだが、それでも……俺のために、泣いてくれる人たちがいる。俺に、生きろと言ってくれる人たちがいる。

　ここで俺があきらめたら、俺のために、そして信奈のために〝金ヶ崎の退き口〟で散っていった野や郎ろうどもにも、[image: しか]しかられちまう。

　信奈の運命を変えに来たと豪ごう語ごするのなら、信奈の夢をかなえに来たと言い張るのなら、相良良晴は泥どろをすすってでも生き延びなければならねえ。

　だが、もう一人の仲間さえも失いたくなかった。

　それも本心。

　わがままだが、どちらの思いも貫つらぬき通したかった。

（俺は欲よく深ぶかな男。ぜんぶの実を拾ってやる）

　壊かい滅めつの危機に陥おちいったしんがり部隊の仲間たちを助け、自分自身も生き延びるには──。

　あの時、良晴の背後に立った半蔵がとっさに耳元に入れてきた、最後の策。

（一か八かだが、〝微み塵じん隠がくれ〟を使う）

　聞いたことのない名前の術だったが、半蔵ほどの忍しのびが言うのである。

　良晴はなにも考えずにうなずいた。

　半蔵は、これみよがしに大声で叫んだ。

『ならば、今ここで死ね、相良良晴』

　忍にん法ぽう・微塵隠れとは、このようなものだった──。

　半蔵が煙えん幕まくを張って戦場にいる敵味方すべての視界を一時的に奪った隙すきに、相良良晴と「替かえ玉」を入れ替える。

　ほんものの相良良晴は、忍び部隊が掘ほった穴に飛び込み、そのまま土をかぶって地中に姿を隠かくす。「替え玉」とは、そう、前鬼である。

　前鬼が良晴の武具を身につけ、顔を変えて相良良晴になりすましたのだ。

　驚きよう異い的てきなすばやさで半蔵率いる忍び部隊と前鬼がそれらの準備を終えるとほぼ同時に、洞どう窟くつの奥から姿を現した土御門久脩が煙幕を薙なぎ払はらった。

　視界が晴れた時には間かん一いつ髪ぱつ、入れ替えは終わっていた。

　あとは、救きゆう援えんに向かっていた明智光秀、犬千代、元康の三人が目もく撃げきしたとおりである。

　しんがり部隊の野郎どもの命とひきかえに、「替え玉」前鬼がバラバラになってみせた。

　しかも半蔵がしかけた爆ばく薬やくによって木っ端ぱ微塵に吹き飛んでしまったので、「替え玉」がほんものだったかどうかはもう誰にもわからない。

　ゆえに、〝微塵隠れ〟。

　まさしく、最後の手段。

　もしも土御門久脩が術のからくりに気づいてしまえばすべては崩ほう壊かいする。「替え玉」を始末したあと、約束を無視してしんがり部隊を追撃してくる危険もあった。

　また、たとえ土御門が約束を守って去ったとしても、落ち武者狩がりの一揆を起こしている連中は敗走部隊を狩かるためになおも周辺を捜そう索さくする。

　半蔵と忍び部隊は、土御門が去ったあとで地中の良晴を掘り起こし、彼を安全に京へと撤てつ退たいさせる……そういう手はずだった。

　ところが良晴が土の中でいつまで待っても、半蔵は現れなかった。

（どうやら、なにか手て違ちがいがあったようだぜ）

　夜や陰いんに乗じて良晴は地中から自力で這はい出てきて、倒たおれていた仲間の甲かつ冑ちゆうを身につけ、京をめざしてたった一人で退たい却きやくをはじめたのだった。

　土御門久脩が十兵衛光秀たちの不意の出現に気を取られて本来見破れるはずの〝微塵隠れ〟を見み抜ぬけなかったという幸運も、元康を警護する任務を優先した半蔵が良晴の救援に来られなくなったという不運も、いずれも良晴にはわからなかった。

　そう。危険を冒おかして良晴を捜索に来た松平元康が花折峠に駆かけつけ、ほうろく玉の轟ごう音おんを聞きつけた落ち武者狩りに襲しゆう撃げきされたため、半蔵は急いで主君・元康を安全な場所へと落ち延びさせねばならず、やむなく地中にいったん良晴を置き捨てていったのだ。

　敵地の真っ直中だった。一刻も早くあの場を離り脱だつしなければ、元康は落ち武者狩りから逃にげ切れなかっただろう。半蔵には〝微塵隠れ〟の術の真相を元康に伝える暇ひまさえなかった。元康が〝微塵隠れ〟について知らされるのは、生きて京に戻ってからということになるだろう。

　だが、地中に埋うまっていた良晴はその事情を知らない。

　むろん、十兵衛光秀が大地の裂さけ目へ落ちたことも、犬千代がもうろうとなっている信奈に自分の死を報告したことも、信奈が久秀の傀儡くぐつになったかのような壊こわれた口調で「叡山を焼き討ちにする」と宣言したことも……。

　とりあえず自分の足で京まで帰り着こう。

　良晴はそう決意し、ひとりきりで悪夢のような逃とう避ひ行こうをはじめたのだった。

　腹は空き、喉のどは渇かわき、全身が鉛なまりのように重くなっていうことをきいてくれない。

　それでも、良晴は逃げた。

　自分にはまだ、帰るべきところがある──。

　ここで俺が倒れたら、信奈の運命はどうなっちまうんだ……まだ俺は死ねねえ。

　気力だけで、這うように落ち武者狩りから逃げ続けた。

　何度か、落ち武者狩りの一揆衆と斬きり合うはめになった。

　いくつも手傷を負った。

　もう、どこを歩いているのかもわからなくなった頃ころに。

　雨が、降りはじめていた。

　落ち武者を狩り続ける一揆衆──その包囲の輪が、少しずつ狭せばまってきた。

「あっちだあ～！　あっちにおるぞお～！」

「ありゃあ、異常にしつこいべや。身なりは貧相じゃが、きっと名のあるお侍さむらいやぞ～！」

「浅井さまからたんまり褒ほう美びをもらえるで～！」

　良晴は、足をひきずりながら、なおも泥でい濘ねいの中を逃げた。

　泣き言のひとつも言わず、目だけをらんらんと輝かがやかせながら、これほど絶望的な状じよう況きようでも良晴は生きることだけを考え続けていた。

　今の良晴を支えているもの、それは──。

（信奈……信奈。待ってろ。俺はまだこんなところでは死なねえ。〝球よけのヨシ〟の異名は伊だ達てじゃねえ！　逃げて逃げて、逃げまくってやらあ！）

　俺がここで死んだら、信奈はどう思うよ。

　あいつに、そんな思いなんか背負わせちゃいけねえんだ。

　きっと口先では憎にくまれ口を叩くんだろうけど、まあたぶん、これは俺の勘だが、あいつはひどく悲しむと思うぜ。

　たぶん。

　うん、きっと……悲しんでくれるんじゃねえかな？

　いやもう、そうに違ちがいない。そうなんだってば。そう思わせてくれ！

　だから。

　だから、俺は、生きる。

　ああ、ちくしょう。

　あいつの顔ばかりが、ちらついて。

　前が、見えねえ。

　足下が、見えねえ。

　なんだって、信奈の顔ばかり頭に浮かんでくるんだ。

　もしかして、俺……。

　あいつのことが、好きだったのかな……。

　いつの間にか、身分もわきまえずに……本気で惚ほれちまっていた……のかな。

　あいつは絶対に手に入れられない……近いようで遠い遠いところにいる女の子なのに。

　惚れても無む駄だだって、わかっているのに。

　それなのに……。

　こんなにも、会いたいなんて。

（い、いやっ、そうじゃねえ！　俺は……そうとも、疲つかれているんだっ！　どうかしているんだ、疲ひ労ろうと恐きよう怖ふとで錯さく乱らん寸前なんだっ！　こ、こういう時こそあの糞くそ生意気な猿さる回まわし娘むすめの小こ憎にくらしい笑顔を思い浮かべて、怒いかりのパワーを増ぞう幅ふくしなくちゃならねえんだっ！　帰ってやる、帰ってこんどこそ恩賞を……あいつの唇くちびるをいただいてやるぜええ！　恩賞出す出す詐さ欺ぎを繰くり返すケチ娘め、もう逃がすか！　待っていやがれ、信奈っ！）

　ひゅん。

　どすっ！

　痛い。

　背中に……矢が刺ささったらしい。

（……〝球よけのヨシ〟としたことが……くそっ、信奈の幻まぼろしに気を取られていたのがまずかった、か……ちくしょう、恩賞を倍にしてもらわなきゃな……！）

　良晴は、泥の中を前のめりにくずおれながら、心の中でなおも意地を張り続けていた。

　意識が、全身の感覚が、薄うすれていくのがわかった。

　京へ。

　京へ、俺は、帰る……。

　最後に口をついて出てきた言葉は。

「ねね……ごめんな……もう、お前のもとには……」

　どういうわけか、こまっしゃくれてて、手がかかって、いつもいつも女遊びの邪じや魔まばかりする、幼い義妹への詫わびの言葉だった。良晴は、気づいた。

　そっか……。

　俺にも……この世界に、家族がいたんだな……。

　だから、今まで、がんばって来られたんだ。

（ねね。俺は、お前のもとに──戻もどる──）




　　　　※




「……信じないです。サル人間は、普ふ通つうの人間とは違うです。敏びん捷しようですし、人ひと里ざと離はなれた草深い山野こそがサル人間の本ほん拠きよ地ち、いや、いっそやつの生息地といっても過言ではないです。山の中でのたれ死にするようなタマじゃないです」

　絶体絶命、もはや風前の灯火となった良晴の命運を握にぎっていた武将こそは──

　誰だれあろう、明智十兵衛光秀。

　深い大地の裂け目へと馬とともに転落し、誰もが「もはや助からない」とあきらめたその光秀が、いかなる天運に守られたのであろうか、今、相良良晴を追い求めて西近江の山野を一人でさまよっていた。

　光秀はたしかにあの時、怒りにわれを忘れて前方不注意というへまをやらかし、土御門が作った深い大地の裂け目へと落ちた。

　だが──

　光秀が乗っていた馬がこの時、まるで神かみ懸がかりのように全身を震ふるわせ、激しくいななきながら、深い絶ぜつ壁ぺきの中を跳とぶように駆けた。

　まるで、決して光秀を死なせてはならない、という「天の意志」が馬に取り憑ついたかのようであった。

　驚異的な跳ちよう躍やく力りよくで主人を守ろうと奮ふん闘とうする馬に奇き跡せきのように守られた光秀は、馬がついに力ちから尽つきてその動きを停止するのと同時に、自ら腰こしの大おお太だ刀ちを抜ぬきはなって馬上から高々と跳んだ。

　そして間一髪、大太刀の刃は先さきを絶壁の岩と岩の隙すき間まに貫つらぬき通し、強引に自らの体の落下を止めた。

　光秀の卓たく越えつした反射神経が、奇跡を起こしたのだ。

　この時、強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けて右の肩かたを脱だつ臼きゆうしたが、光秀はあきらめなかった。左手一本を使って小こ太だ刀ちを命いのち綱づながわりに岩へ突つき立て、目もくらむような絶壁を一歩、また一歩と歯を食いしばりながら這い上がったのだ。

　光秀が片かた腕うでだけでようやく裂け目から這い上がって洞窟の前へと舞まい戻った時には、すでに元康たちの姿は消え、そして良晴も自力で地中から這い出して一人きりで退却をはじめたあとだった。

　利発な光秀はこの時、良晴が埋まっていた穴を発見すると、〝微み塵じん隠がくれ〟のからくりを見破った。

（これは服部半蔵と前鬼がたまたま組んでいたからこそ可能だった大おお芝しば居い。先せん輩ぱいはまだ生きているです！）

　だが松平どのと前田どのはこのお利口な私の足下にも及およばないおバカさんたちですから、先輩が地中に埋まっていたことに気づかず、そのまま京へ引き返したに違いないです。

　そもそも、任務のためなら手段を選ばぬ忍しのびとはまことに冷れい酷こくなもの。

　服部半蔵は自分の主を守るためなら、地中に埋めた相良先輩や大地の裂け目へ落ちた私を平然と置き捨てていくです。瞬しゆん時じに、なにをおいても主君を救うと判断したです。それほどに状況が切せつ迫ぱくしていたのでしょう。それでこそ一流の忍びです。

（いまや相良先輩を救えるのは、この十兵衛光秀のみ──口ばかり達者でへっぽこでよわよわで土と地ち勘かんもないあいつが一人で京まで辿たどり着けるわけがないです！）

　外れた右みぎ肩かたを自分で強引にはめ込んだ光秀は、たった一人で相良良晴の捜索を開始したのだった。

　そして。

　ついに、見つけた。

　茂しげみの奥──泥濘の中に前のめりに突っ伏ぷしている、相良良晴を。

　前へ突きだした手だけは、京の方角へと向いていた。

「相良先輩。いつまで寝ねているですか？　さっさと起きやがれ、です」

　光秀は、得意満面。（これで一生、サル人間先輩に恩を着せられるです。しめしめ）とにこやかに笑いながら良晴を抱だき起こした。

　しかし、良晴は目を開かない。

「サルのくせにたぬき寝入りとは、なにごとですかっ。私です先輩、織田家いちばんのお利口者・十兵衛光秀ですぅ！」

　……

「ううむ。返事がない。まるで屍しかばねのようです」

　ぴしぴし、ぺしぺし、と頰ほおをビンタしてみたが、良晴は動かない。

「……ま、まさか？」

　良晴の背中に矢が刺さっていることに、今ごろになって光秀は気づいた。

　慌あわてて鏃やじりを抜き取った。

　幸い、傷は肺には達していなかった。

　死ぬような傷ではない……はずだったが。

「これくらいでなんです、だらしないですよ相良先輩……先輩？」

　空気が読めない光秀、やっと気づいた。

　目を閉じたまま身じろぎひとつしない相良良晴が、息をしていないことに。

　光秀は、真っ青になった。

「……ちょ……!?　さ、さ、さ、サル人間っ!?　たっ、たいへんですうううっ!?」

　良晴の胸に、耳を押し当ててみた。

「心の臓が……脈打っていないです！」

　まだ、体は硬こう直ちよくしていない。

　完全に死んでしまったわけではない。

　だが良晴は今まさに、黄よ泉み路じへ旅立とうとしているところだった。

「ななななんで勝手に死にかかってるですかっ!?　ここここのまま死なれたら、なんだかこの光秀が始末したみたいではないですかっ!?　うあ、うあ、うあうあうあうあううう～！」

　医術の心得もある光秀は、すーはーすーはーと深呼吸を繰り返しながら、けんめいに考えた。

　ままま待つです！

　ああああ慌てたら終わりです！　落ちつつくです落ちつくくです落ちちつくですっ！

　はははは早く蘇そ生せいしないとサル人間はこのまま永遠に屍になってしまうです！

（ま、ま、ま、まだ心の臓が止まったばっかりです！　さ、さ、さ、幸い、この場にこのお利口者の十兵衛光秀が颯さつ爽そうと現れたわけですから、そ、そ、そ、蘇生できるですっ！）

　ええと、戦場でぶっ倒たおれて動かなくなった兵士を助けるには……。

　そそそそうでした。

　空気……空気を肺の臓に送るです！

　そそそそれから、心の臓を押して叩たたいて、動かしてみるです！

　どんどんどんどん！

　せいやせいや！

　良晴の胸板めがけて、思いっきり正せい拳けん突づき。

「はっ？　この最強剣けん士しの光秀があまり本気を出しすぎると、サル人間のあばら骨を砕くだいて心の臓を破ってしまうです!?　あああ、ますますこの光秀が先輩を殺そうとしているようにしか見えなくなってきたです！　誰かに見られる前にさっさと蘇生せねば、ねば、ねばねばねば」

　心の臓を叩くのはこのくらいにして。

　やっぱり、足りないのは空気です。肺の臓に空気を……！

「……って……どうやって、送るですかっ!?　た、た、たしか……ええと……」

　思いだしたです！

　やったああー！　と笑顔で拳こぶしを突き上げた光秀、しかし次の瞬間には「きゃあああ」と目を潤うるませてがくがく震えていた。

「せ、せ、接せつ吻ぷんしなければダメじゃないですかあああっ!?　いっ……嫌いやですうううう！」

　一刻も早く人工呼吸しなければ良晴を蘇生させられないということに、光秀は気づいたのだ。

「じょじょじょ冗じよう談だんじゃないです！　ここここの十兵衛光秀はですね、そんじょそこらの姫ひめ武将とは生まれも美び貌ぼうも才能もすべてにおいて格が違ちがうです！　わわわ私に匹ひつ敵てきする魅み力りよくを持った女性は戦国広しといえども信奈さましかいないのです！　そそそその光秀が、どどどどうしてここここんなサルと人間の中間種を相手にはじめての唇を奪うばわれねばならぬのですかっ!?　ひひ人助けのためのじじじ人工呼吸だからせせせ接吻のうちには数えないでいいとしてもですよ、せめて、せめてはじめての接吻の相手はサル人間じゃなくて光秀が惚ほれた殿との方がたでなくては嫌ですううう！」

　と涙なみだ顔がおで真っ赤になって騒さわいでいるうちに、良晴の蘇生に与あたえられた残り時間は刻一刻と減っていく。

　動かない良晴の寝顔、いや死に顔、いやいや先輩は死んでなんていないです寝顔なんですぅ、とにかく目を閉じたままの良晴の顔をちらりと見て、そして、光秀は意を決した。

「この……無能サル人間！　目を覚ましたら、袋ふくろだたきにしてやるです！」

　いやちょっと待ってくださいです、お口を綺き麗れいに磨みがいてからでないと、口こう臭しゆうが……きっと今の十兵衛光秀は口がみそ臭くさいです。ああこんなことなら行きがけに天てん王のう寺じ屋や名物のみそたこ焼きを食べてくるんじゃなかったです、なんだか津つ田だ宗そう及ぎゆうどのが「みそたこ焼きがさっぱり売れません」と暗い顔で悩なやんでいましたけど気のせいですよね？　あんなに美お味いしい料理が売れないわけがないのです～♪

　って、ああまた私はサル人間との接吻から現実逃とう避ひしているですっ!?

「え、ええい！　やってやる！　やってやればいいんですよねっ!?　ぐすっ……ぐすぐすっ」

　泣きたいほど嫌だったが、というかすでに大おお粒つぶの涙をこぼして泣いているが、それでも目の前で死にかかっている戦友を見捨てられる光秀ではなかった。

「……清水寺で私は相良先輩に命を救われたです。こんどは、この光秀が先輩の命をお救いする番です」

　すぅ～。

　光秀は頰を赤らめながら息を大きく吸って、そして、良晴の唇くちびるに自分の可か憐れんな唇を押し当てた。

「……ん……んぅ……んむ」

　空気が漏もれないように唇を密着させて、ふううううー、と良晴の肺へ空気を送り込んだ。

　もちろん、イヤイヤながらも良晴の鼻を指先でつまむことも忘れない。

　光秀の吐はく息は甘く香かおっていて、みその臭においはしなかった。

　だが、なんとなーく、光秀が嗅かぎ慣れていない良晴の臭いが唇から鼻に入ってきて、光秀は何度も「くらっ……」とめまいに襲おそわれた。

　肺の中の空気をすべて良晴の口の中へ吹ふき込み終えた……が。

「……ま、まだダメですか？　ま、また、やらないといけないですか……？　う、うう……は、は、は、はずかしくて、こ、こ、こっちが先に死にそうです……！」

　おのれです！　はじめての唇に続き、二度目の唇までサル人間に奪われるとは！

　……

　ええい、三度目まで！

　……

　うああああ～、四度目もですうう～!?　も、もう光秀は、汚けがれてしまったです～！　信奈さまの前に顔を出せないです～！

　……

　都合五回連続で、光秀は泣く泣く良晴に人工呼吸を施ほどこした。

　やると決めたらなにがなんでも生き真ま面じ目めにやり遂とげる、そこが明智十兵衛光秀のいいところ。

　五回目の人工呼吸を終えた時。

「……う……げほ、げほげほげほげほっ！」

　良晴が突とつ然ぜん、激しく咳せき込んだ。

　心の臓が再び動きはじめた！

「やりましたああああああ！　このお利口者の十兵衛光秀にできぬことはないのですっ！　見ておられますか信奈さま、サルはこの光秀がばっちりお助けしましたから！　ああ……今から信奈さまにいっぱい褒ほめられる自分の姿が瞼まぶたの裏に浮うかび上がってきて、光秀はとっても幸せです♥」

「……げほ……げほ、げほん……」

「ってサル人間、いいかげん起きるです！　なんでまた黙だまり込むですかっ!?」

「……う……う……うぅ」

　光秀は、広いおでこを良晴の額にくっつけてみた。

「きゃっ……あ、熱いです!?」

　続いて、胸にもう一度耳を当てる。

　とくん……。

「……心の臓の音が……弱い……弱すぎます。今にも再び止まってしまいそうです？　へなちょこな先せん輩ぱいはもう体力を消しよう耗もうしきって……このままでは……」

　季節は、すでに冬。

　時刻は、夜。

　そして森の中は、雨。

　冷え切った山の空気とこの雨が、この冷たさが、飢うえて疲つかれ果てた良晴の体から熱をどんどん奪い取ってしまっているのだ。

「ああもう、事態はまだまだ予断を許さないです。しかしこのお利口者の光秀はなんでもできる超ちよう絶ぜつ天才姫武将なのです。こういう時はですね、山登りで遭そう難なんした人を助ける術を使えばいいのです。すなわち──先輩の体を温めればいいのです！」

　とはいえ、火をおこせば落ち武者狩がりの連中に見つかってしまいますし……。

　だいいちこの雨では、火も簡単にはおこせない。

　光秀は周囲を見回し、そして、狭せまい洞どう窟くつを発見した。土御門が囮おとりに用いた、龍りゆう穴けつである。

「洞窟に潜もぐれば雨をしのげます。外にいるよりはずっとあたたかいです」

　うう……と歯ぎしりしながらうめいている良晴を背負い、光秀は洞窟の奥へと潜った。

　狭い道を抜ぬけていくと、その向こうは広い鍾しよう乳にゆう洞どうになっていた。

　高い高い天てん井じようから、地下水が作ったつららが何本も伸のびている。

　何万年も、何十万年も──あるいは数億年もの歳月をかけて作られてきた、自然の装そう飾しよく品。

　この人の命がはかない戦国乱世では、「人間二十年」と謡うたわれている。

　だが自然は、この大地は、人間たちには及およびもつかない長い長い悠ゆう久きゆうの時を生きているのだ。

　そして、人と人とが相争っているさまを、無言で眺ながめている……。

　その神秘的な光景に、光秀は思わず畏い敬けいの念にうたれ、（どうか、早く信奈さまとともにこの戦国乱世を終わらせられますように）と手を合わせて伏ふし拝おがんだが、すぐに「しまったサル人間を忘れていました」と気づいた。

「まったく、手間がかかる先輩です」

　ぶーぶー言いながら良晴を傍かたわらに寝ねかせ、木々を集めて火をおこした。

「ふん。これで清水寺での借りはチャラですからね、先輩。ここなら簡単には見つかりませんし、体力をさっさと回復しやがれ、です」

　それでも……。

　まだ目覚められないでいる良晴は、歯を鳴らして震ふるえている。

「……寒い……」

　そんなうわごとを繰くり返しながら。

　良晴の隣となりに座ってじっと見つめていた光秀は、ため息をついた。

「たき火だけでは足らないですか。し、仕方がないですね。ここは、山登りで遭難して凍とう死ししかけている人を助ける術をこの十兵衛光秀が施してやるしかないようです」

　光秀は、はぁ……と深いため息をもう一度つくと、自分が着ていた武具を外しはじめた。

「ま、まったく、サル人間は幸せ者です。お前なんかたまたまこのお利口な十兵衛光秀が居合わせなかったら、とっくに猪いのししの餌えさです」

　光秀は……。

　自分が着ていた衣服を、すべて脱ぬぎ捨てていた。

　洞窟の入り口からうっすらと差し込んでくる月の明かりが、恥はじらう明智十兵衛光秀の裸ら身しんを照らし出す。

　若く美しい、肢し体たいだった。

　もしも鍾乳洞がものを言えるのであれば、「この娘むすめの気高くそして美しき裸身こそが、自然が生みだした奇き跡せきであり神秘」とうろたえたに違いなく。

　良晴が目覚めていれば、暗く深く広い鍾乳洞の中に一いつ糸しまとわぬ姿で立ちすくんでいる少女の姿、その現実とは思えぬ神秘的な光景に思わず頭こうべを垂れていただろう。

　今、光秀は、切腹したくなるくらいに恥ずかしかった。

　だが……かくなる上は、良晴を救うためには彼の体を人ひと肌はだで温めるしかないのだ。

　相良良晴は、清水寺へ信奈と一いつ緒しよに駆かけつけ、自分の命を救ってくれた。

　いや。命だけではない。

　松永弾正久秀に操られ、疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆られて折れかけた心をも、救いだしてくれた……。

（頼たのむ十兵衛、もしもこの戦で生き延びて、それでも道に迷ったら、今この燃える清水寺の血にまみれた修しゆ羅ら場ばを思いだしてくれ！　お前を救うために乗り込んできて、種子島を撃ち続けている信奈のあの姿を思いだしてくれ……！）

　あの炎ほのおに包まれた清水寺の境けい内だいで、相良良晴は、目に涙を浮かべて光秀になにかを伝えようと叫さけび続けていた。

　あの時の、必死な表情で自分を見つめる良晴の瞳ひとみ。

　悲しみと怒いかりと友情が混ざりあった、そして今にも「なぜだ？」と叫びだしそうな、あの不思議な──いつもご陽気なエロザルだったはずの良晴がはじめて見せた、あまりにも哀かなしい瞳。

　なぜ先輩は、あんな哀しい瞳で自分を見つめてきたのだろう。

　あの時光秀は、おのが胸を射い貫ぬかれたかのような衝しよう撃げきを受けたのだ。

　胸むな騒さわぎが、収まらなくなった。

　なぜ。

　どうして。

　先輩は私に、ほんとうはなにを伝えたいのか──。

　その謎なぞが解るまでは、光秀は良晴を絶対に死なせたくはなかった。

　いや、もしかしたら……。

　ただ、死なせたくない、というだけではなく。

　生きて、ほしかった。

「……相良先輩。今夜一晩、この十兵衛光秀が先輩のお体を温めさせていただきます」

　光秀は良晴の体からそっと衣服を脱がすと、こごえて震えている良晴の裸身を正面からかたく抱だきしめていた。

　冷たい。

　死人のように冷え切った肌はだ。

　背中や腕うでにつけられた、無数の傷。

〝金ヶ崎の退き口〟が、どれほどおそろしく、厳しい撤てつ退たい戦であったかがしのばれた。

（こんなになるまで……ボロボロになるまで、先輩）

　背中をけんめいにさすりながら、光秀は良晴の足に自分の足を絡からませ、少しでも自分の肌から熱を伝えようとがんばった。

「……母さん……？」

　良晴が、うわごとをつぶやいた。

　夢でも見ているのですね、と光秀は思った。

「……よかった……俺、帰ってこられたんだな……母さん」

　光秀は、無言で良晴の頭を撫なでた。

「……すげぇ怖こわい夢を見ていたんだ……俺……戦国時代にタイムスリップしちまってさ……いっぱい楽しいこともあったけど……最後は、負け戦でしんがりをつとめて……落ち武者狩りに追い回されて、ひとりぼっちで……のたれ死にするんだ。そんな、怖い夢……」

　泣いていた。

　いつも「俺さまは天下の女好き・相良良晴！」と意味もなく偉えらそうに威い張ばっていて、絶対に弱音を吐かない良晴が、光秀の胸に子供のようにすがりついて涙なみだを流していた。

「……俺、がんばったけどさ……がんばったんだよ……好きな子ができたんだ。守りたかったんだ。あいつのために、すげえ無理してがんばったんだ……でも、俺、ぜんぜん力が及ばなくてさ……だって俺、まだ高校生だぜ？　戦争なんて、できるわけねえ……！　目の前でどんどん仲間が死んでいくんだ。憎にくくもない敵を殺さなきゃならねえんだ。鉄てつ砲ぽうの弾たまが飛んでくるんだ……」

「……だいじょうぶです。良晴。母は……ここに、いるです。怖い夢は、もう終わったです。好きなだけ甘えればいいです」

　光秀は、母性に満ちた声で、そうささやいた。

「……母さん。怖かった……帰りたかった……友達に会いたかった。学校に行きたかった。母さんに、会いたかった……」

「まったく。良晴は弱虫ですね。さすがは、平和ボケした未来から来ただけのことはあるです。でも、良晴はとてもとてもがんばったです。勇気のある、強い子です」

　良晴の頭を両りよう腕うでで強く抱きしめて、自分の──まだ男に触ふれさせたことのなかった初うい々ういしい胸の谷間に、良晴をそっと包み込んだ。

「……母さん……」

　良晴の寝ね顔がおが、安らかなものになっていくのがわかった。

　相良良晴は未来の日本から来た──そこは戦国時代の日ノ本とはまったく異なる世界で、数十年の長きにわたって戦をしていない、世界でも希まれにみる平和な国なのだという。もちろん、世界から戦争が消えたわけではなく、たまたま自分が生まれてきた時代の日本がいろんな巡めぐり合わせで平和を保っているだけだと良晴は言っていたが──。

　だから良晴も、その両親も、戦というものを知らないのだという。

　そういうわけで俺が戦に弱いのも女の子と一いつ騎き打うちして勝てないのも、俺のせいじゃねー。俺が未来人だからだ。

　光秀はこれまで、そんな良晴の未来話を半分ホラですと思っていた。

　しかし、どうやらそうではないらしいです、とはじめて良晴の話を信じた。

　この国が、遠い未来には、戦のない国に──。

　良晴はそんな遠い世界から来て、そして、自分には本来関係がないはずの戦国時代で──民のために、この世界の戦乱を終わらせるために今までずっと戦ってきたのだ。

　もし自分が逆の立場だったら、こんなにもがんばれただろうか、泣き言のひとつも言わずにずっと前を向いて走ってこられただろうか……ただ怖くてうろたえて泣いてばかりだったのではないか、と光秀は思った。

　良晴の髪かみを優しくなでながら、光秀はささやき続けた。

「……良晴は、偉いです。とても偉い子です。この母も、良晴が誇ほこらしいです」

　眠ねむっている良晴が微笑ほほえんだように、見えた。

「良晴……もう夢の世界へは戻もどりたくないですか？　それとも……まだ、夢の世界でがんばれますか？」

「……ああ……がんばれるよ、母さん。俺は……約束したんだ。だから、がんばれる」

「偉い子です」

　少しずつ、良晴の体温があがりはじめてきた。

　心の臓の鼓こ動どうが、直接肌を通じて光秀に伝わってくる。

　それと同時に。

　峠とうげを越こえたようです……とひと安心した光秀のほうに、とたんに異変が起きた。

「……ヘンです。私の心の臓が……ど、どきどきが止まらなくなってきました……!?」

　光秀は、ふとわれに返った。

　ひぃ？

　お、お、男の子と、は、は、裸はだかで抱き合っている……!?

　こ、こいつ、なんで私の胸を枕まくらがわりにしてすやすや眠っているですかっ!?

「あう。あうあうあう。ななななんてことにっ!?　じゃじゃじゃ邪じや魔まです離はなれるです……！　ここここの光秀自じ慢まんの綺き麗れいなおっぱいは、お前ごときサル人間の枕じゃないです！」

　あわてて肩かたから小こ袖そでをはおった光秀が、ぐいっと良晴の頭をつかんで自分の胸からひっぺがそうとすると、

「……母さん……寒い……」

　お前もしかして目ぇ覚めとんのと違ちがうかコラ、と光秀は思わず関西人風に怒ど鳴なりたくなった。

「だだだ誰だれかにこここんなところを覗のぞかれたらたいへんです！　ああああらぬ誤解を受けて信奈さまに『十兵衛ってサルが好きだったんだ～。気絶していたサルを拾って、無理矢理に自分のものにしたってわけ？　ふ～ん。変態じゃないのぉ？』と白い目で睨にらまれてしまうですっ！　そうなったら光秀は切腹ものですううう！」

　早くこいつを放り出さないと！
















「……母さん……寒いんだ……」

「はいはいわかりましたですよっ！　もうちょっとだけ素す肌はだで温めてやるです！」

　ここまで来たら、半ばやけくそ。

　相手がサル人間だと思うから恥はずかしいのであって、こいつは人間の血の一いつ滴てきすら流れていないほんもののサルだサルだサルなんだと思い込めば火もまた涼すずし。

「って、人語をしゃべってる時点でそう思い込むのは無理ですうう！」

　もうサル人間とは恥ずかしくて目を合わせられないです……と心の中でべそをかきながら、光秀は良晴の体を抱きしめ抱きしめ、（いくらなんでもちょっとばかり借りを返しすぎたです。どうやってこの巨きよ額がくに膨ふくれあがった貸しを取り立ててやりましょうか）と悶もん々もんと照れまくるのだった。

「あーもう！　半蔵っ！　早く迎むかえに来るですー！」




　しかし、そんな光秀のもとへ現れたのはどうやら──その扮ふん装そうから察するに、落ち武者狩がりの連中だった。

　その数、百名を優に超こえる。

　続々と、洞どう窟くつの入り口に集まってきた。

（ひいい。なにをしているですかこの出で歯ば亀がめども。このまま散るです去るです帰るです！）

　いっそ全員始末して……ややしまった太た刀ちは失ってしまったです！　と焦あせる光秀。

　落ち武者狩りの連中の中から、こんな声が聞こえてきた。

「あやしいぎゃあ……まさかとは思うが、恋こい人びと同士を装う織田方の落ち武者だぎゃあ？」

　ひい！

　気づかれかかっています!?

　光秀は仕方なく、「逢あい引き中の男女」という設定で小こ芝しば居いをはじめた。

　腕の下に組み敷しかれている良晴は、相変わらず眠っている。

（いい気なもんです、このサル人間！）

　ええと……逢い引き……逢い引き……な、なにか、愛を語らう台詞せりふをつぶやくです！

　って、この十兵衛光秀、逢い引きどころか初はつ恋こいすらも経験していないです!?

　こここここは、げげげ源氏物語とか、そーゆーエロっちい絵巻物を参考に、なんでもいいからしゃべるです！

「さ、相良丸さま。光子は、相良丸さまをお慕したい申しておりました……♥」

　ぜんぜん偽ぎ名めいになっていないあたり、さすがはうかつものの光秀。

　落ち武者狩りの男どもの前進が、止まった。

　あと一押しです！

「え、ええと、今まで口では相良丸さまのことをサルだのバカだのへっぽこだのとさんざん罵ば倒とうしてきましたけどぉ……み、光子は、実は相良丸さまのことを……お慕い申し……ええと」

　あれま、言葉がぐるぐる回っとるぎゃあ、と男どもから駄だ目め出だし。

「なーんか、サル芝居っぽいみゃあ」

　その一言で……。

　ぷつん！！！！！

　光秀が、切れた。

（だだだ誰がサルですかっ？　さささサルはこの相良先せん輩ぱいのほうに決まっているではないですか！　むきいいいい、この十兵衛光秀をサル人間と同列に扱あつかうとはあああ！　ああっもうどうにでもなれですううう！）

　良晴の頰ほおに唇くちびるを押しつけると同時に。

　勝手に、光秀の喉のどの奥から次々と言葉があふれてきた。

「……先輩！　清水寺で先輩が見せたあの瞳ひとみ。あの哀かなしい目。先輩は、私になにを仰おつしやりたかったのですか？　私は、あれからずっと先輩のことが気になって仕方がないです！　先輩が守りたい人とは、好きな人とは、いったい誰ですか？　やっぱり、姫ひめさまなのですか？　それとも、それとも……もしかして先輩は、私の運命を……この私の未来を知っていて……私が辿たどることになる、とてもとても哀しい未来を……その結末をぜんぶ知っていて……！　それで、私を守ってくださると……そう仰りたいのでしょうかっ？」

　ななななにを言っているですか私は!?

　理性がそう慌あわてるが、この正体がバレたら良晴ともどもなぶり殺しにされるという極限状じよう況きようのもと、光秀の体の細さい胞ぼうが勝手に叫さけびだしていた。

「先輩、教えてください！　私は……私は、目の前のことに夢中になるとなにも見えなくなるです！　人に騙だまされやすくて、空気も読めないから、きっとこれからも失敗を重ねてしまうです！　どうか、油断するとすぐに悪い子になってしまいそうな私をお導きください……！」

　ぎゃあああ、こんなの、このお利口な光秀の台詞じゃないですー！

　内心で光秀の理性がやめてえーと叫び続けるが、言葉のあとからこれまで押し殺してきた感情があふれでてきた。

「先輩。あの清水寺で私は、相良先輩に……恋こいを……してしまったのかも、しれないです。

　あんなに哀しそうな目をした人を、私は、今まで見たことがなかったです。

　いつも陽気に振ふる舞まっている先輩はその心の中に、いったいなにを隠かくして……なにを知り、なにを哀しんで……。

　私は、人に言えない哀しみを抱かかえて戦っている先輩を、癒いやしてあげたい……。

　先輩が会いたくても会えない、母上のかわりに……」

　……

　はっ？

　目と鼻の先に、視線を感じる……？

「……なあ十兵衛ちゃん。さっきからいったいなにを言っているんだ……？　ははあ、さてはまた俺をおちょくろうとしているのか？　これもまた〝人をおちょくる七十二の方法〟のひとつか？」

　ひいいいいいっ？

　ななななななんちゅうところで目を覚ましやがるですか、このエロザルうううううっ!?

　光秀は今すぐ良晴の首を打ち落としたい衝しよう動どうに駆かられたが、なんとしても恋人同士の芝居を続けなければならないので、むぎゅーと裸の良晴にしがみついて「ふええええ」と涙なみだ声ごえをあげた。

「ちょ？　なにしてんだよ？　ややややめてくれよ、興奮しちまうだろうが！　ままままさかとは思うが、ひょひょひょひょっとして本気なのかっ!?　だだだだとしたら、おおおお俺はけけけ健康な高校生男子としてもももももうががが我が慢まんできなくなるぞ!?」

「はあ？　ななななにを言うですかっ!?　ここここの十兵衛ともあろうものが、さささサル人間なんかに、こんな情けないへろへろの告白なんてするわけないですう！　さささサル人間が土下座して『好きだ夫婦めおとになってくれ』と泣いて喚わめくというのならばすすす少しは考えてやってもいいですが、これでは完全に立場が逆ですううう！」

「って、なんで俺が十兵衛ちゃんに土下座して求きゆう婚こんしなきゃいけねーんだよっ？　離れて。ほんと。やばいから。俺、ほら、疲つかれきっているから、男って体が死にかかっているこういう時のほうがやばいから！　意思とは無関係に、種族保存の本能が発動して……！」

「そ、そうです！　ここここれはぜんぶ、ゆえあってのお芝居なのです！　そうですとも！　お芝居ですから、どんな噓うそを言ってもかまわないんですうっ！　私がしゃべっている言葉は、ぜーんぶ噓なんですう！」

「ちょ。おっぱい。おっぱいが俺の胸に当たってる！　なんで、はだけてるのっ？　うわああああ、十兵衛ちゃんが壊こわれたああああ!?　五右衛門、助けてええええ！」

「ささささささ、相良先輩っ！　な、なんだか、さっきから私のおなかにかたくて熱いものが当たっているですが……これはいったい……」

「ななななんでもねえ！　なんでもねえよっ!?」

「と、とにかく……芝居続行ですっ！　今から言うことは噓ですからぜんぶ聞き流してくださいっ！　十兵衛は先輩が好きです！　先輩には、悲ひ惨さんな退たい却きやく戦なんて似合わないです！　いつも笑顔でいてほしいです！　私にできることがあれば、なんでもします！　明智十兵衛光秀は、相良先輩のためならよい子になります！」

　……

　……

　あっ……。

　しまったです。

　あまりにも心にもない台詞をしゃべっているうちに、うっかり頭に血がのぼって本名を名乗ってしまったです。

　いやあ。やっぱりこの十兵衛光秀、噓をつくとか芝居をするとか、そういうずっこい真ま似ねができないまっすぐなよい子なのです。

　てへっ。

　などと、かわいく舌を出して笑っている場合ではない。

「って、えらいこっちゃ～！　あの女、明智光秀だぎゃあああ！」

「じゃあ相良先輩ってのは……まさか……」

「相良良晴だみゃあああ！」

　落ち武者狩りの一いつ揆き衆が、いっせいに鍾しよう乳にゆう洞どうめがけて突とつ撃げきしてきた！

「し、しまったです！」

「なるほど、そういうことだったのか！　落ち武者狩りの奴やつらの視線から正体を隠すために敢あえて恋人同士のふりを……マジなのかと思って焦った……」

「ちょっとサル人間！　なぜ胸をなで下ろしているですかっ？　失敬です！　というか、起きてくださいっ！」

　だが、体力を消しよう耗もうした良晴はまだ起きられない。

「……わ、悪い。体がまるでいうことをきかねえようだ……か、下腹部だけが元気で……」

「ああもう、使えねえサル人間ですねっ！　ってか、お前はほんもののサルですサル！」

「……おはずかしい」

　日本刀は、大おお太だ刀ち・小こ太だ刀ちともども、大地の裂さけ目から這はい上がる時に折ってしまい、もうない。

「やべえぜ、このままでは！」

「相良先輩、ここは私に任せてください！」

　光秀と良晴は、絶体絶命の死地に追い込まれた。

　光秀は決めた。

　かくなる上は先輩をかばいながら素手で戦い、息絶えるまで相良先輩を守り続けるまで。

「下げ郎ろうども、推すい参さんなり！　われこそは土岐源氏の末まつ裔えい、わが名は明智十兵衛光秀、惟これ任とう日向ひゆうがの守かみなるぞ！」

　はおっていた小こ袖そでに帯を締しめながら、明智光秀はすらりと立ち上がった。

　その心に恐きよう怖ふはみじんもなく、あるのはただ、相良良晴を守り抜ぬくという炎ほのおにも似た感情のみ。

　落ち武者狩りの男たちがその凜りんとした光秀の覚かく悟ごに「ほぉ……」と感声をあげ、相良良晴もまた自分を守るために戦い抜こうとする明智光秀のその気高く涼すずやかな勇姿に、思わず目を奪うばわれていた。

　太陽のようにまぶしい信奈とは別種の、月の如ごとく静かな美しさだが──比類なく、美しい。

　その内面に秘めたる意志は、信奈に勝るとも劣おとらぬほどに激しく、そして強い。

　良晴は、思った。

　べ、別に、裸はだかの姿で抱だっこされたり恥はずかしい台詞を叫ばれたりしたから褒ほめてるんじゃねえ。

　こいつ、あのへそ曲がりの信奈が手放しで自分の後こう継けい者しやと絶賛するだけあって……やっぱ、すげえ……。

（……まるで、人の世に舞い降りた天女でも見ているかのような……）

「待て待て。まことの十兵衛光秀と相良良晴であるかどうか？　罠わなやもしれぬぞ。者ども、本気でかかれ！」

　男たちの中から、大将格の男──どこかで聞き覚えのある声色だった──が、声をあげた。

「「「「「承知！」」」」」

　鋤すきに、鍬くわ、そして鎖くさり鎌がまに、日本刀──。

　いっせいに、それらの得物が、光秀の細い体めがけて容よう赦しやなく放たれた。

「逃にげろ十兵衛ちゃん！　危ねえ！」

　だが光秀は、拳こぶしを前へ突つきだして一歩も退かない。

　剣けん聖せい・塚つか原はら卜ぼく伝でんより鹿か島しま新しん当とう流りゆうの奥義を受け免めん許きよを皆かい伝でんされた、この無限の才を備える知勇兼けん備びの姫武将は、徒と手しゆ空くう拳けんの戦いにおいてもいささかもひるまない。

「われは、天に問う。運命ならば──この光秀と相良良晴の出会いが戦国の世を変える巨きよ大だいな運命ならば、われらはまだ死なぬ！　われらが出会いは、是ぜか非か！　天よ、われに答えよ！」

　だが、この時。

　脱だつ臼きゆうしたばかりの光秀の右みぎ肩かたが……悲鳴を上げた。

　右みぎ腕うでが、動かない。

　光秀は、死を、覚悟した。







　　　巻ノ四　叡山騒そう乱らん







　冬の叡山。

　女人禁制の霊れい山ざん・叡山の根本中堂に本ほん陣じんを設け、ときおり血気盛んな正覚院豪盛に夜や襲しゆうをかけさせ、旗色が悪くなればさっと僧そう兵へいたちを女人禁制の山へひかせてしまうという戦法で一方的に有利な籠ろう城じようを続けていた朝倉義景と浅井久政は、その夜、にわかには信じがたい報告を物見の兵から聞かされた。

「織田信奈は健在！　叡山を包囲した織田軍を自ら指揮しはじめ、こともあろうにこの叡山に火を放つ準備を着々と整えております！」

　浅井久政は、その報告を信じなかった。

　織田信奈が生きていただけでも驚おどろきだが、まさか叡山に攻せめ寄せてこようとは。

「バ……バカな……この叡山を、焼き討ちにする……だとっ!?　叡山こそは八百年の歴史を誇ほこる、日ノ本仏教界の最さい高こう峰ほうにおわす聖地であるぞっ!?　いやいや、さらに遡さかのぼれば仏教伝来以前のはるか昔より日ノ本古来の神がおわす霊山ではないか」

　久政の言葉は、すべていちいちこの時代の常識論であった。

「織田信奈は乱心したのか。女の身でありながら叡山へ攻め込もうとするだけでも非常識だというのに、全山焼き討ちとは！」

『源氏物語』の絵巻を傍かたわらに広げながら月を眺ながめていた朝倉義景は、「これは酔すい狂きようなことになってきた」と手を叩たたいた。

「感服したぞ織田信奈、さすがに天てん下か布ふ武ぶを宣言するだけのことはある。現世の女人とは思えぬぞ」

　さすがとはなんだ！　と久政が声を荒あららげた。

　涼しい顔の朝倉義景は「織田信奈は共とも倒だおれ覚悟で余の策の盲もう点てんを突いてきた」とうなずく。

「聞け久政。この叡山は険けん阻そな山ではあるが、岐ぎ阜ふ城じようの如き城じよう塞さいではない。そもそも叡山はこれまで攻められる心配のない聖地だったゆえに、防ぼう御ぎよというものを考える必要がなかったのだ。ゆえに本気で攻められれば、これほどもろい拠きよ点てんもない」

　さらに義景は続ける。

「これで、叡山は女人禁制というこの一点を前提に組み立てた余の戦略は根こそぎ覆くつがえされた──だが、叡山を焼き討ちなどすれば織田信奈は日ノ本中の仏僧や信者どもをすべて敵に回すこととなろう。そうなれば天下布武など夢のまた夢となる。それを承知で、なおも焼き討ちを決行するだろうか？　この衝しよう撃げきはなんだろうか、余はなにやら胸が高鳴ってきたぞ──」

　織田信奈がほんとうに覚悟を持って叡山を焼き討ちにできるのか。あの者は真の魔ま王おうなのか、それともただ常識を知らない田舎いなかの小こ娘むすめなのか──いちどこの目で織田信奈を見てみたいものだ、いや、ぜひわが一乗谷の館に連れ帰ってみたい……朝倉義景は目を輝かがやかせながらくっくっと笑いだした。

　小心な浅井久政は、もう顔色を失っている。

「わ、わ、笑っている場合ではないぞ、義景どの！　もとはといえば、あなたが叡山籠城という策を出したのではないか！　なんとかしてくだされ！」

　まったく風流を理解せぬ御ご仁じんだ、と義景は鼻で笑いながら久政をにらみつけた。

「久政、策は三つある。上策は、先手必勝。山に火を放たれてからでは手て遅おくれ。今すぐ全軍で麓ふもとの織田軍へ逆落としをかけて攻め入るのよ。乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負を挑いどむのだ」

「敵は、叡山焼き討ちの報に慌あわてたわれらが山を駆かけ下って出てくるのを待ち構えているかもしれんではないか！　もっと安全な策はないのか？」

　やれやれ……小心者に限ってこのような猜さい疑ぎ心しんだけは強いものだと義景は久政に半ば呆あきれながら、ふたつめの策を語った。

「中策は、叡山の僧そう侶りよを使者にたてて和わ睦ぼくをすること。叡山を焼き討ちすれば織田信奈は日ノ本中の仏僧とその信者をすべて敵に回すという事実をこんこんと説けば、まず和睦は成立しよう。織田信奈がほんとうに狂していなければ、だがな。この中策を採ればわれらは無傷で本国へ帰き還かんできようが、八方ふさがりの窮きゆう地ちに陥おちいっている織田勢も息を吹ふき返し、戦せん況きようは膠こう着ちやくしよう」

　たしかに安全な策だな、と久政がうなずいた。

「しかして義景どの、下策は？」

「勝ち目なしと見て、さっさと織田信奈に降こう伏ふくするのよ。そなたは、織田信奈の妹をめとっている長政に家か督とくを返して出家せよ。さすれば浅井家は滅ほろぼされずにすむだろう」

　降伏などできぬ！　と久政が顔を赤らめて立ち上がった。

「わ、わしはわが子の長政を天下人にするために、敢えて織田と手を切ったのじゃ！　それだけはならんぞ、義景どの！」

　この浅井久政という男はどうやら優ゆう柔じゆう不ふ断だんな御仁のようだと義景は思った。

「義景どの、ここは中策を採ろう！　われらに加勢してくれた叡山を焼き討ちなどに巻き込んではならん。ここはいったん和睦し、織田信奈との決着はいずれ堂々とつけよう！」

　浅井久政がそう叫さけぶと、中堂の傍らで護ご符ふを磨みがいていた土御門久脩が「おやおや恥はじ知らずな裏切り者が急に善人ぶりだしたね。素直に死にたくないと言えばいいのにねえ」とあざけるように笑い、これまで無言で軍議を座視していた正覚院豪盛が「それでは拙せつ僧そうが織田の陣じんへ使者として参り申そう」とうなずいた。

「がははは！　おなごどもが叡山を焼き尽つくすなどという暴挙、この豪盛、決してやらせはせぬ！　じゃが、対等な和睦などは片腹痛し。おなごどもよ、われらたくましき男にひれ伏ふせ！　と降伏を勧かん告こくしてきてくれるわ！」

　豪盛は続ける。

「この根本中堂には八百年にわたり灯り続けてきた尊い〝不滅の法灯〟がある。守らねばならん。この豪盛、小娘の癇かん癪しやくなどで叡山を滅ぼさせはせん。滅ぼさせはせんぞ！」

　なぜか女を仏敵の如く毛け嫌ぎらいしている正覚院豪盛。この偏へん屈くつな奇き人じんを交こう渉しようの使者に立てよう──そして、いっそ和睦交こう渉しようが潰つぶれたほうが面白いかもしれぬな、と義景は思った。




　　　　※




「半兵衛どの！　どうか起きてくだされ、ですぞ！　姫ひめさまを、姫さまをお止めしなければ！」

　京、妙覚寺。

　ねねが、眠ねむり続けている半兵衛の体をけんめいに揺ゆさぶっていた。

　半兵衛に薬を処方した曲直瀬ベルショールは、「残念じゃが、まだあと数日は起きられぬじゃろう」とねねを何度も止めたが、ねねはあきらめなかった。

　良晴も十兵衛光秀も帰還しない今、ねねと織田家家臣団にとって「今孔明」と称しようされる天才軍師・半兵衛が最後の希望だったのだ。

「姫さまは回復されて起き上がられましたが、兄さまたちを弔とむらうために叡山を浅井朝倉勢ごとすべて焼き尽くすと言っておられますぞ！　家臣たちが諫いさめてもまったく聞いてくださらぬのですぞ！　今、姫さまを止められるお方は半兵衛どのしかおられませんぞ！」

　そう叫び続けながら半兵衛を揺さぶるねね……その目め尻じりから、ぽたり、と涙なみだが流れた。

「……う……うぅ……兄さまも明智さまも戻もどらぬ……五右衛門どのも……この上、半兵衛どのまでが目覚められぬのであれば……ねねはもう、どうしていいかわからないですぞ……」

　死んだように眠り続けていた半兵衛の頰ほおに、その涙が一ひと滴しずく。

　そして……。

「……ねねさん……そのお話は、ほんとうでしょうか」

　半兵衛が、ぱちり、と瞼まぶたを開いた。

「半兵衛どの！　目覚められたのですな!?」

　ねねは、思わず泣きながら半兵衛に抱きついた。

　通じた……。

　何度水みず垢ご離りをしても通じなかったねねの祈いのりが、やっと、ひとつだけ通じたのだ。

「ねねさん。これまでの経けい緯いを、お聞かせください」

「半兵衛どの！　早く姫さまをお止めしないと、ですぞ！」

　ねねの背後から、南なん蛮ばん渡と来らいの片かた眼鏡めがねをかけた大おお柄がらな商人風の男と、そしてロザリオを胸にかけた金きん髪ぱつの宣教師少女が声をあげた。

「相良はんと明智はんをともに失われたおひいさまは、怒いかりのあまり物事がまったく見えておられぬご様子。宗教者でありながら武具を手にして織田家に戦を挑んだ叡山の僧兵どもが滅びるは自業自得なれど、明らかにおひいさまの天下布武事業にとってこたびの叡山焼き討ちは致ち命めい的てきな愚ぐ行こう！」

　片眼鏡の男は堺の豪ごう商しよう、今井宗久。

「エイザンはジパングにおいてもっとも伝統ある最高学府と聞きます。いにしえの叡えい智ちを集積したこの国の学府を燃やしてはいけません。エイザンの方々が宗教者の使命を忘れて武器を持っているのはよくないことですが、彼らの武装を解除させればそれですむことです」

　金髪の少女は、信奈の許可を得て京に入り南蛮寺の建築をはじめていたルイズ・フロイスだった。

　二人は、信奈の異変を聞いて駆けつけてきたのだ。二人とも信奈のもとへ向かう前にまず妙覚寺の相良良晴のもとを訪れたのだが、そこでねねから良晴の不在を聞かされたばかりなのだった。

「半兵衛どの。どうか姫さまを説得してくだされ、ですぞ！」

「みなさん。わたしが眠っている間に起きたことを、最初から順を追ってお聞かせください」

　知ち恵え者しや・竹中半兵衛は、自分が臥ふしている間になにが起きていて、そしてこれからなにが起ころうとしているのかを、たちどころにすべて理解した。

　曲直瀬ベルショールの治ち療りようが功を奏したのか、あるいはねねの祈りが通じたのか、あれほど半兵衛を苦しめていた熱もすっかり下がり、いまや半兵衛は明めい晰せきな頭脳を取り戻していた。

「わかりました、みなさん。今すぐ本陣へ向かい、信奈さまの誤解を解きましょう」

「「「誤解？？？」」」

「わたしの推測では、良晴さんは花折峠で死んではいません」

　それはどういうことですか半兵衛どの？　とねねが声をあげたが、半兵衛は「それは信奈さまの前で説明いたします。ねねさんは、この妙覚寺で良晴さんのお戻りをお待ちください──良晴さんは必ず帰ってきます」とうなずき、そして「ほんとうに兄さまが生きておられるのですか!?」と目を見開いてぶるぶると震ふるえるねねの頭をなでながらにこりと微笑ほほえんだ。

「もちろんです。良晴さんは、こんなにかわいい妹さんを置いて勝手に死んでしまうような悪い人ではありませんから」




　　　　※




　叡山を焼き尽くす準備は、すでに完成していた。

　叡山の琵琶湖側に面する坂本方面に、兵の半数を配置。こちらの部隊は、丹羽長秀と柴田勝家、そして前田犬千代に任せてある。三人とも叡山焼き討ちに声をからして執しつ拗ように反対したので、松永久秀が信奈の本ほん陣じんからひき離はなしたのだ。

　残る半数は、京の都側──雲母坂入り口の信奈本陣に集まっていた。

　この夜は空気が乾かん燥そうし、その上、風が強かった。

　焼き討ちには最適の条件が揃そろっていたといっていい。

　信奈はこの夜、本陣の床しよう几ぎに腰こし掛かけ、ぼうっと手元の地図を凝ぎよう視ししていた。

　まだ脇わき腹ばらの傷口は完全にはふさがっていない。

　ときおり、激しく痛みはじめる。

　しかし痛んでいるのは傷口なのか、それとも自分の心なのか、今の信奈にはわからない。

　松永久秀が、信奈の隣となりに母のようにぴたりと寄り添そい、ときおりあやしげな薬を飲ませる。

「準備は整いました。今夜、叡山は灰かい燼じんに帰します。あとは、信奈さまのお下げ知ちをいただくばかりですわ」

「……デアルカ」

　久秀は、朽木信濃守に施ほどこした術を信奈に使ってほんものの傀儡くぐつにしてしまったわけではない。

　まかり間ま違ちがえば人の心を完全に破は壊かいしてしまう危険性があるあのような外道の術を、いまや信奈を実の娘むすめのように愛している久秀が使うはずはなかった。

　だが、痛み止めの秘薬を飲まされ続けて夢うつつをさまよっている信奈の耳元に「この世に仏などいないということを民に思い知らせるために叡山を焼き尽くしましょう」「女を人とも思わぬ堕だ落らくした僧そう兵へいは一人残らず撫なで斬ぎりにせねばなりません」「あなたから愛する者たちを奪うばった憎にくき敵に、思い知らせるのです。天下人に逆らった者は一人たりとも生かしてはおかぬと」などと毒に満ちた言葉を次々とささやいているその姿は、久秀が信奈を傀儡にしているかのようにしか見えなかった。

　このままではいずれ、信奈は久秀が処方する劇薬にさらに心を侵おかされて、ついには心を持たない人形のようになってしまうことは明らかだった。

　しかし、自分を受け入れてくれた信奈を娘のように溺でき愛あいし、かわいそうな信奈に復ふく讐しゆうを遂とげさせてやりたいと念じている久秀には、それがわからない。

　心身に深い傷を負った信奈の痛みをあらゆる手段で和らげ、その復讐の手助けをして信奈の敵をことごとく殺し尽くすことこそが自分の使命──そう思い込んでいるのだろう。

　そして今の信奈は、ただ……良晴と光秀を浅井久政の裏切りによって失ったという深い悲しみと激しい怒りに、心を支配されていた。

　もう……天てん下か布ふ武ぶも、広い海へ乗り出す夢も……サルも十兵衛も、自分とともには見てくれないのだ。

「さあ信奈さま。長らく仏の権けん威いをかさにきて悪行三ざん昧まいに耽ふけってきたこの国の仏僧どもを恐きよう怖ふの底に叩たたき込みましょう。あなたさまから愛する者たちを奪い取った憎き浅井朝倉ともども、破は戒かい僧そうたちを一人残らず殺してしまいましょう。今こそ、総そう攻ぜめのお下知を」

　妖よう艶えんに微笑む久秀に頰を撫でられながら、信奈は、（そうよ……。わたしから大切な人たちを……かけがえのない仲間を奪ったあいつらを、焼き尽くさなくちゃ……サルと十兵衛の……仇かたきを、とらなくちゃ……）と夢ゆめ心地ごこちの中でつぶやいていた。

　そして、視線を虚こ空くうに泳がせながら、うなずいた。

　こくり。

「──みなの、もの……叡山へ、火を……」

　信奈が総そう攻こう撃げきの下知を発しようとした、その時。

「お待ちください！」

　竹中半兵衛が、息を切らしながら本陣に駆かけ込んできた。

　今井宗久とフロイスも一いつ緒しよだった。

「信奈さま！　この国の古き権威と仏教界の象しよう徴ちようである叡山を焼けば、ありとあらゆる宗派が信奈さまを仏敵とみなして反旗を翻ひるがえします！　ことに、全国に膨ぼう大だいな門徒を持つ大おお坂さか本ほん猫びよう寺じが敵に回れば、信奈さまの天下布武は十年遅おくれることになりましょう！」

　日ひ頃ごろは気弱な半兵衛が、目を怒らせて必死に信奈を説得してきた。

「その上、民心も離れます！　叡山の僧兵たちの多くが堕落の極みにあることはまことなれど、民はそのような事実を知りません！　ただただ、信奈さまは神仏を尊ばない残ざん虐ぎやく非道な第六天魔王であると思い込むばかりです！　さらに、叡山の天てん台だい座ざ主すはお山には不在とはいえ御ご所しよの姫ひ巫み女こさまの兄君にあたられるお方。叡山を火にかければ御所の信しん頼らいも失ってしまいます！　日ノ本中のすべての人々が、信奈さまの敵になってしまうんですよ！」

　信奈は、無言で半兵衛の顔を眺ながめている。

　思考が、まとまらない。

（わたし……まだ、夢の中をさまよっているのかしら……それとも……でも……もう、天下布武なんて……もう、いい……わたしが天下布武なんて大それた野望を抱いだかなかったら、サルも十兵衛も死なずにすんだのだから……今すぐ……復讐しなくちゃ……サルも十兵衛もこのままじゃ浮うかばれない……）

　多量の劇薬が、信奈から正常な判断力を奪い取っている。

　ただ、怒りだけが今の信奈を支配していた。

「信奈さま！　お気をたしかに！」

　久秀が目を細めて「お黙だまりなさい。こたびの戦はあなたの主君、相良良晴の仇かたき討うちですわよ」と半兵衛を[image: しか]しかりつけるが、半兵衛は黙らなかった。

「松永さま、黙るのはそちらです！　さきほどより信奈さまになにを飲ませているんですか、あなたは！　信奈さまはあなたの傀儡ではありません！」

「ただの、痛み止めのお薬ですわ。でも……お薬だけでは信奈さまの心の傷はふさがりませんの。仇を殺さなければ、信奈さまの見ている悪夢はいつまでも終わりませんの」

　そう……やっぱり、これは夢……悪夢の、続きなんだわ……と、信奈はぼんやりと思った。

「……さてはあなたは三好長なが慶よしさまに仕えておられた時にも、こんなふうに主君の長慶さまを薬くすり漬づけにして、そしてうつろになった長慶さまの耳元にあることないことを吹ふき込んで次々と家臣団を粛しゆく清せいさせたのですね！　そもそも、柴田さまと丹羽さま、さらには犬千代さんがなぜこの場にいないんですか？　この叡山焼き討ちが終わったら、次は信奈さまへの諫かん言げんを恐おそれぬお三方を粛清させるおつもりですね？　信奈さまがあなたの薬に酔よって夢うつつの心地ここちでまどろんでいるうちに──そんなものは忠義ではありません！」

　松永久秀が、ふん、と半兵衛の言葉を笑い飛ばす。

「わかりませんわ。主のお心より痛みを取り除いてさしあげるのが家臣のつとめではなくて？」

「それは違ちがいます！　主が間違った方向に向かったら命を賭かけて諫言することも家臣たるもののつとめです！　それに──良晴さんは、花折峠でほうろく玉に吹き飛ばされて死んだわけではありません！」

　信奈の頰ほおが、ぴくり、とひきつった。

（これは夢……夢の、続き……？　それとも……現世、なの……？）

　良晴が、生きているというのであれば。

　どうか……現世で、あってほしい。

　しかし、ここが現世だと信じる勇気が、なかった。

　また、「わたし、幸せだわ」とこの世に生まれてきたことを感謝した瞬しゆん間かんに「すべては夢でしたのよ」と耳元でささやかれることが、怖こわかった。

　怖くて、仕方がなかった。

「……サルが生きているとは……どういうことなの？」

「この半兵衛が病にて良晴さんに同行できなかったゆえ、良晴さんが京を出立する際に前鬼さんをつけておきました。また、浅井長政さまの救きゆう援えんに向かった五右衛門さんのかわりに、金ヶ崎では服部半蔵さんが良晴さんのしんがり部隊に参加されたとうかがいました。その後、松平さまや明智さまたちが良晴さんをひそかに救出に向かい、悲劇を目もく撃げきしたと……そこまで聞いた時に、謎なぞは解けたのです」

「……謎？」

「良晴さんは戦がない平和な世界で生まれ育ったがゆえに、とても心の優しい人です。目の前で大切な仲間が討ち死にしていくさまを見続けることに耐たえられる人ではありません。さりとて、たとえ大勢の仲間を守るためとはいえ、誰だれよりも大切に想っている信奈さまを残して自分の命を軽々と捨てるような人でもありません。なんといいますか、あれもこれも絶対にあきらめない、とっても厚かましい人なんです。ぜんぶの実を拾わなければ気がすまない人なんです。ですから──」

　信奈は、惑まどった。

　半兵衛の言葉は、現世のものなのか、それともやはり夢なのか。

　自分自身の願望が、半兵衛の姿を借りて言葉となっているだけなのだろうか。

　それとも。

　それとも……。

「信奈さま。伊賀甲賀の忍にん術じゆつには〝微み塵じん隠がくれ〟という秘術があります。本来は生身の人間を影かげ武む者しやにして、影武者さんの五体をばらばらに爆ばく破はすることで敵に自分は死んだと思わせる、そんな冷れい酷こく非情な術だと聞きます。影武者を爆ばく死しさせるのは、人相を確認できなくしてしまうためです。土御門久脩さんがせっかくの賞金首の良晴さんを粉々にしてしまうはずはありませんから、服部半蔵さんが良晴さんの影武者を爆破したのだと思います。良晴さんは、仲間を自分の影武者に仕立てて爆死させるような残ざん酷こくな真ま似ねは絶対になさらない人ですが、幸運なことに──しんがり部隊の中に一人だけ影武者に仕立てられる者がいたんです！　それは──」

　半兵衛が、懐ふところからドーマンセーマンの護ご符ふを取り出し、信奈の目の前へと放り投げた。

　式神、召しよう喚かん。

　狐きつね顔がおの前鬼が信奈の前に出現し、「おやこれは織田の姫君ではありませんか」と平へい伏ふくした。

「さよう、半兵衛どのの仰おつしやる通り。俺は五体を爆破された程度では死なぬのでな、半蔵と組んでとっさに〝微塵隠れ〟の術をかけた次第。土御門のガキを騙だませるかどうかは賭けであったが、明智光秀たちが偶ぐう然ぜんあの場に乱入してきたことに奴やつも気を取られたとみえる。綱つな渡わたりだったが、うまくいったようだ」

　信奈は、まだ、（夢だわ。都合のいい夢を、見ているのよ）とつぶやいている。

「……サルが生きている……？　じゃあ、どうしてさっさとわたしに報告しなかったの？」

「ふん。わが主・半兵衛どのは長らく臥ふせっておられたのでな。俺は主に召喚されねば現世に現れることができぬ身、伝えたくとも伝えられなかったのだ」

「これが夢でないのなら……服部半蔵は……竹たけ千ち代よはどこ？　どうしてわたしになにも教えてくれなかったの、あの二人は……？」

　おそらく服部半蔵さんは、敵地の真っ直中である花折峠では〝微塵隠れ〟の秘密を松平さまに打ち明けられなかったはずです。主の松平さまを京へ無事に送り届けたあと、はじめて松平さまに〝微塵隠れ〟の件をすべて打ち明けたはず──と、半兵衛が述べた。

「……じゃああの二人は──竹千代は……」

「はい。松平さまは律りち儀ぎ者もの。おそらく花折峠に生き埋うめにしたままの良晴さんを救出するために──みたび、こんどは人数を率いて西近江の山中へ」

「……ほんとうに……ほんとうに……？」

　それらのお話はすべてあなたの想像にすぎませんわ、と久秀が半兵衛を[image: しか]りつけようとするや否や。

「そ、そ、その通りです～。あまりにも慌あわてていたので、吉姉さまに書き置きを残すのをすっかり忘れていました～」

「──服部半蔵、参上。多少の手て違ちがいがあったが、京へ帰り着いたしんがり部隊の連中が揃そろいも揃って捜そう索さく隊に再志願してきたのが幸いした。わが任務は、これですべて完かん了りようした」

「すすすみません吉姉さま～。敵中に孤こ立りつしたわたしを京へ生せい還かんさせるため、半蔵は心を鬼にして敢あえて良晴さんたちを捨てて花坂峠から脱だつ出しゆつしなければならなかったんです～」

「フフフ。忍しのびとは情を持たぬ者。わがために弁明などしてくださらずとも結構です。しかし、兵を率いずに敵中へ引き返してくるとは、わが主もずいぶんと無茶をなさる」

　たぬ耳の松平元康と、黒装束の服部半蔵が、本ほん陣じんへと馳はせ参じてきた。

　そして、二人の背後には──。

「やったぜ大将！　俺たちは信じていたみゃあ！」

「大将は、姫さまに会うまでは殺しても死なねえ、しぶといお人だと！」

「わしらしんがり部隊の生き残り百五十人、今日から大将の家臣にしてくれみゃあ！」

「これからずっと死ぬも生きるも一緒だぎゃあ、良晴の大将！」

「おいどんも、運良く生き延びて京へ辿たどり着けたでごわす」

　金ヶ崎からはじまった地じ獄ごくの撤てつ退たい戦をせっかく奇き跡せき的てきに生き抜ぬいたというのに、再び良晴を捜さがすために休むことなく西近江の山中へと舞まい戻もどっていた大バカ野や郎ろうども。

　しんがり部隊の野郎たち。

　全員が、体中に無数の傷を負っている。

　だが、その表情は晴れ晴れとしていた。

（命がけの使命を、ついに果たしたみゃあ！）

（姫さまと、相良良晴の大将を、生きてこの世で再会させることができたぎゃあ！）

（死んでいった仲間たちも、喜んでくれてるみゃあ！）

　誰の表情も、そんな充じゆう足そく感かんと達成感にあふれていた。

　しかし……。

（噓うそだわ。これは夢だわ。わたし、つい最近、これとほとんど同じ夢を見たばかりじゃない。そして、夢が、夢にすぎないと知って……言葉も出ないほどに、目の前が真っ暗になったじゃない。そうよ。なにもかも、わたしが見ている夢……かなわなかった夢、失った希望、永久に消え去ったかりそめの未来なのよ……！）

　信奈は、まだ、ひとりぼっちのまま夢の世界から覚められないでいた。

　そして──。

（ほら。やっぱり……夢だわ……）

　汗あせみどろの男たちをかき分けながら、誰よりもボロボロになっている一人の少年が信奈の足下に転がってきた。

「さっさと姫さまに接せつ吻ぷんするんだぎゃあ、大将～！」

「熱いみゃあ、熱いみゃあ～！」

「わかったわかった！　とにかく手前てめえら、今は叡山焼き討ちを止める件だあ！」

　相良、良晴。

　夢に、決まっている。

　でも。

　夢でも、幻まぼろしでも。

　噓でも。

　また、残酷な目覚めの時が来て、裏切られるとしても。

　それでも、もう。

　それでも、よかった。

　涙なみだで視界が、ぐにゃぐにゃに曲がった。

　こんなにも、自分はこの人にもう一度会いたかったのだ、と信奈は思った。

「……わたし、また、夢を見ているのね。サルが生きて戻ってくるわけ、ないのに……」

「おい、信奈？　なんだよ、瞳ひとみがうつろだぞっ!?　なにぼーっとしてるんだよ、俺だよ！　相良良晴だって！　ほら、俺だ俺！　ウッキー！」

「……夢……なんだわ……う、う……うぅ……」

「って、信奈……？　なんだよ、なに悲しんでるんだよ？　お前、様子が変だぞ!?　まさか俺への恩賞をまたしてもごまかすためにメンヘルのふりでもはじめたのかっ!?　それとも俺に恩賞の約束をしたことを、泣きたくなるほどに後こう悔かいしているとでもいうのかああああっ!?」

　良晴が、近づいてくる。

　一歩。

　また、一歩。

　まるで、生きているほんものの良晴にそっくりだった。

　いっそこのまま、わたしを夢の世界に連れ去ってほしい……と、信奈は願った。

「ははあ……寝ねぼけてるんだな。おい信奈、いいかげんに目を覚ませ！」

　ぴしゃり、と両頰を左右から乱暴に叩たたかれた。

　ヘンだわ。夢なのに、痛い……と、信奈は不思議に思った。

「良晴さん。信奈さまは松永さまが処方した痛み止めのお薬を飲み過ぎて、夢と現世の区別がつかなくなっているご様子です……でも良晴さんなら、信奈さまを現世へ引き戻すことができると思います。くすん、くすん」

　半兵衛が、良晴にそう教えた。

「まったく。人がやっとの思いで帰ってきてやったというのに、しょうがないやつだな！　よーしわかったぜ信奈！　西洋のおとぎ話ではな、眠ねむり姫は王子さまのキスで目覚めるって決まり事があるんだよ！　ま、サルの国から来たサル王子だけどな……」

　あれ……。

　こいつ。

　まさか、わたしに、接吻……する、つもり？

　唇くちびるが、近づいてきた。

　ちょっと。

　待って。

　いっぱい人がいるのに。こんなところで。

　あ……。

　でもこれは夢だから、いいのよね。

　良晴と接吻しても、もう、誰もわたしを[image: しか]しからない。

　夢なんだから。

　だったら……。

　だったら、いいかな。

「……」

　信奈は、抵てい抗こうしなかった。

　目をうるませ、良晴にされるがままになっている。

　やれー大将！　いけー大将！　と、しんがり部隊の野郎どもが良晴を囃はやし立てる。

「信奈？　に、逃にげねえのか？　しょ、しょうがねーな……それじゃ……お、お、お、恩賞を……い、い、い、いただくぜ！」

　……

　唇が触ふれあおうとした、その瞬しゆん間かん。

　フンッ……！

　興奮しすぎていたのか、良晴が思わず盛大に鼻を鳴らした。

　……

　くん、くん。

　この、臭においは……？

　たこ焼き……!?

「って、夢の中のサルじゃないわ!?　わたしの夢に出てくる良晴は、接吻する前に鼻からこんな下品な臭いなんてさせないものっ！」

　ずっとずっと暗い夢の中をさまよっていた信奈の視界は、この瞬間、不意に光に覆おおわれていた。

　ただし、「たこ焼き臭くさいサル」という形をした光だったが。

　その上、サルの前歯には青のりがついていて、まさに最低であった。

　久秀が施ほどこした劇薬の強きよう烈れつな効果も、この時、瞬時に消え失せていた。

（夢じゃなかった!?）

　と、いうことは……こいつはほんもののサルで、さっきから「やれー」「いけー」「チューしろー！」と騒さわいでいる足軽たちも、全員ほんものっ!?

　青白かった信奈の頰ほおに、みるみる朱しゆが差してくる。

「ひ……ひいいいいっ!?」

　ごんっ！

　目覚めた信奈は慌てふためき、とっさに良晴の鼻先に頭ず突つきを入れていた。

「い……いてええええっ!?　なにすんだふごふがっ!?」

　間かん髪はつ容いれず、良晴の鼻の穴に指をずぶりとぶっ刺さした。

「ふげえええええっ!?」

　さらに、

「よくもわたしが眠っている間に唇を奪うばおうとしたわね、このエロザルッ！」

　これじゃ家臣の前で示しがつかないでしょ！　とばかりに照れ隠かくしの凶きよう悪あくビンタ攻こう撃げき。

　まず、良晴の右の頰を勢いよく打ち抜く。

　ぱちぃん！

「ちょ……俺はただ、約束の恩賞をもらおうと思ってだな……！」

　さらに、駄だ目め押おしの照れ隠し攻撃。

「う、うるさいわね！　デウスの教えにあるでしょ！　右の頰をぶたれたら、左の頰も出しなさい、ってね！　おとなしく殴なぐられなさいよ！」

　左の頰にも、ぱちぃんと爽そう快かいな音を響ひびかせて連打。

「ノブナさま？　そ、それはちょっと意味が違ちがいます……ぼ、暴力はいけません」

　とフロイスが飛び出してきて、慌あわてて良晴をかばう。

「フロイスちゃ～ん！　この凶きよう暴ぼう女がひどいんだよ～！　俺はただ約束の恩賞をいただこうとしただけなのに……どうしてこんな目に遭あわなきゃならねーんだ～。この世は闇やみだぁ～」

「だいじょうぶですヨシハルさん、だいじょうぶですから」

　豊かすぎる胸で良晴をあやすフロイス……その姿を見ているうちに、信奈は苛いらついてきた。

　そうだわ。

　ここはたしかに間ま違ちがいなく文句なしに唯ゆい一いつ無二の現世だわ。

　だって……夢の中に出てくるサルは、わたししか見ていないもの。

　でも……ほんものの生きているサルは、六やフロイスの大きなおっぱいに夢中なんだったわ！

　と～っても、苛つくやつなのよ！

「このエロザルううう！　フロイスから離はなれなさいよっ！」

「イヤだねっ！　またしても恩賞を反ほ故ごにされた俺の気持ちがお前にわかるかあっ!?　お前の唇のかわりに、フロイスちゃんのあたたかい胸に甘えるんだああ！　まるで赤子のようにっ！」

「よ、ヨシハルさん？　あ、あの、あんまりすりすりしないでください……」

「きいいいい～！　なにやってんのよ裏切り者の浮うわ気き者もの！　フロイスのおっぱいから離れなさいよおおおおお！」

　イヤだイヤだとフロイスに甘え続ける良晴のお尻しりを思いきり蹴けり上げながら、信奈は泣きだしそうになる自分の感情をかろうじて抑おさえつけていた。

　夢じゃない。

　夢じゃない！

　ほんものだわ！

　ほんものの良晴が、帰ってきたんだわ！

「やったぜ大将～！　姫ひめさまに殴られるや否やこんどはパードレさんに走るとは、とことん見境ねえぜ～！」

「さすがは天下一の女好きだみゃあ！」

「それでこそ相良良晴だぎゃあ！」

「あんたらも、いいかげん黙だまりなさいよー！　まだ軍議の途と中ちゆうなんだからっ！」

　そして……。

「ちょっと待つです！　サル人間先せん輩ぱいが生き延びたのは、この十兵衛光秀の功績なーのーでーすう！　みんな、この光秀のことをすっかり忘れているような気がするのはなぜですかっ!?」

　広いおでこ。

　髪かみ飾かざりのきんかんが一個欠けているのは、道中で喉のどが渇かわいて食べてしまったからだろうか。

　明智十兵衛光秀が、いっこうに道を空けようとしないしんがり部隊の野や郎ろうどもを蹴り倒たおし投げ飛ばしながら、フロイスと良晴の間に強引に割り込んできた。

「──十兵衛っ!?　あんたも生きていたのっ!?」

「〝も〟、とはなんですかです、信奈さま！　使えねえ服部半蔵がサル人間先輩を地中に埋うめたまま花折峠から去ったので、この光秀がかわりにサル人間先輩をお助けしたです！　この天才・十兵衛光秀がいなければ先輩は今ごろ野ざらしのしゃれこうべですっ！」

　半蔵が「あれしきのことでそう簡単にくたばるような姫武将ではなかろうとは思っていたが、俺の想像を上回る生命力だな。たいした娘むすめだ」と苦笑した。

「まあ、最後は落ち武者狩がりの一いつ揆き衆に変装したしんがり部隊の野郎どもが、洞どう窟くつに隠れていた私と先輩を助けに来てくれましたから、半蔵や松平どのたちがこの十兵衛光秀を見捨てて峠からさっさと逃げた件はチャラにしてやります」

　そう。洞窟に隠れていた光秀と良晴を襲おそってきたあの落ち武者狩りの連中は、実は良晴捜そう索さくのために再度若狭街道へと乗り込んできた半蔵と元康が率いていた、しんがり部隊の野郎どもだったのだ。コテコテの尾張弁で喋しやべっていたのに光秀も良晴も彼らの正体に気づけなかったのは、文字通りの極限状態だったからだろう。

　先頭に立って光秀に攻撃をしかけてきた手て練だれの男たちは、服部党の忍しのびたちである。

　光秀と良晴がほんものなのかどうか、敵方の罠わなではないのかをたしかめるために、あえて土ど壇たん場ばまで落ち武者狩りを装っていたというわけなのだ。

　しんがり部隊の面々が、口々に語る。

「いやあ。最初は、お二人だとは気づかずに覗のぞいていただけだったみゃあ」

「途中からは、あれこの二人は……と気がついたぎゃあ」

「なんか知らんけどえらく盛り上がってたので、その先を見たくなったんだぎゃあ」

「惜おしかったみゃあ。もうちょっとだったみゃあ」

「そうだと知っていたら、あんな恥はずかしい猿さる芝しば居いなどやらなくてすんだです……！　悔くやしいです！　貴様ら、いずれ仕返ししてやるです！」

「もう、さんざん仕返しされたみゃあ……」

「……勘かん弁べんしてみゃあ……」

「お前ら、あれはぜんぶ猿芝居！　綺き麗れいさっぱり忘れるですよ！　一言でも漏もらしたら全員殺すです！」

　きいいと目を吊つり上げた光秀にギロリと睨にらまれた野郎どもが、震ふるえながら視線をそらした。

　猿芝居って……いったいなにをしていたのかしら……と信奈は不思議に思ったが、でも、なんだって構わない。

　夢じゃない、ほんものの良晴と光秀が、生きて自分のもとへ戻もどってきてくれたのならば……。

「というわけだから信奈、叡山焼き討ちは中止しろ！　俺も十兵衛ちゃんもこの通り、ぴんぴんしている！　言っておくが、幽ゆう霊れいでも幻まぼろしでもねえぞ！」

「あ……うん」

　良晴に一いつ喝かつされた信奈が、腰こしが抜ぬけたようにへにゃへにゃ……と床しよう几ぎに座り直して、しおらしく「こくり」とうなずいた。

（そうだわ。さっきは慌てて暴れちゃったけど、サルに恩賞を約束していたんだわ！　せ、接せつ吻ぷん……な、南なん蛮ばん語で、き、き、キスっていうんだっけ？　き、キスを与あたえないと……！）

　今すぐ良晴に約束の接吻を与えたくてうずうずしていたが、家臣団の目が光っている。

（わ、わたしは、こ、こんなサルに唇を奪われるなんて、じょ、冗じよう談だんじゃないけど、死ぬほどイヤだけど、で、でも、約束したんだし、サルがしんがりを引き受けてくれなければわたしたちは全ぜん滅めつしていたんだし……で、でもさすがに、二人きりにならないと無理だわ……）

　信奈は、涙なみだを流すまいと、必死でやせ我が慢まんしていた。

「ダメダメ！　今は、目の前の戦局を打開しなくちゃ！　サルにご褒ほう美びを与えるのは、二人きりになるのは、そ、その後……」

　だがしかし、金ヶ崎から生せい還かんしてきた相良軍団の野郎どもは「もう一度やりなおしだみゃあ！」「恩賞だあ！」「接吻だみゃあ！」「戦場に散った友よ仲間よ同志よ、お前らの死は今報われたぎゃあ！」「大団円でごわす！」と絶頂状態。接吻しろしろと騒ぎに騒ぎまくる。邪じや魔ましようとしているのはなぜか「きいい」と悶もだえている光秀くらいだった。

「だ、弾正!?　みんなが観ている前でだなんて、ありえないわよね？」

「……止められそうにありませんわね。こういうことはその場の勢いに任せねば、機を逸いつします。気乗りせぬのであれば、淫みだらな気分になるお薬を調合いたしますが」

「い、い、要らないわよ！　淫らになってどうするのよ、これはただの恩賞でっ……！」

　久秀にまで遠回しに背中を押される始末。

　女の子とキスした経験などない良晴のほうも「え。今さら、やり直すのか？　いちど中断すると、だんだん恥ずかしくなってきた。や、やっぱりこういうのって、みんなの前でやることじゃないような……」と尻しり込ごみしたが、相良軍団の野郎どもに引っ張られて無理矢理信奈とくっつけられてしまった。

「の、信奈。ここはどうあっても恩賞をいただかないと、こいつら、納得しないみたいだぜ。これだけ盛り上がっているのに流してしまったら、反乱が起きる恐おそれがある」

「ちょっとサル？　嫌いや々いや接せつ吻ぷんしてやるみたいな言い方しないでよっ！　わたしまだ、誰だれとも接吻したことないんだから！」

「おおお俺だってないよ！　たぶん！」

「そりゃあ、サル面のあんたにあるわけないでしょっ！　あったら生かしてはおかないわ！」

　背後でなぜか光秀が「ぎくり」と青ざめているが、抱だき合う形になった二人は気づいていない。お互たがいに頰が染まり、身体からだが熱く火ほ照てってきた。口では照れ隠しの言葉を連ねて意地を張り合っても、身体のほうが激しく惹ひかれ合っている。フロイスは思わず頰を染めて自分の指で顔を覆おおってしまったが、その指の隙すき間まからこっそり二人の初うい々ういしい姿を凝ぎよう視ししている。

　良晴と信奈は同時にうなずきあって、覚かく悟ごを決めた。

「たこ焼き臭くさいのが納得いかないけれど、あんたからしなさい」

「恩賞なんだから、主君が家来に授けないとダメなんじゃね？」

「女の子のほうから接吻しろって言うの？　わたしが夢に描えがいていた光景とは少し違うわ」

「しょうがないな。それじゃ俺から行くぜ。って、目をつぶれよ。なんでじーっと見てるんだよ」

「……あんたの前歯に青のりがついているかどうかで、わたしが今いる世界が夢ゆめ幻まぼろしか現世かがわかるの」

「そんな理由っ!?　青のりって!?」

「それに、一生に一度のことだしね。目をつぶったら、もったいないわ。瞼まぶたに焼き付けておかないと」

「……わ、わかったよ。それじゃあ……信奈」

「……うん」

　恩賞の接吻が今、交わされる！

　織田家の家臣団がかたずを吞のんで、良晴と信奈の初々しい接吻シーンを見守っていた、その時だった。

「信奈さま!?　見えましたわ！　金ヶ崎以来、信奈さまを呪じゆ詛そしてきた者の『気』が！　おそらくは信奈さまに終わらない悪夢を見せてきた者どもの『気』ですわ！」

「お二人はたった今、お互いを呼び合う強靭な意志でその呪詛を返しました！　『気』の塊かたまりが消し飛びます。良晴さん、逃にげてください！」




　ばんっ！




　信奈と良晴の頭上に黒々とした小さな雲のようなものが出現し、そして、はじけ飛んでいた──。

　良晴は思わずとっさに信奈の小さな頭を腕うでの中に抱かかえ込んで庇かばい、その爆ばく風ふうに飛ばされていた。




　　　　※




　叡山。

　根本中堂の護ご摩ま壇だんが、崩ほう壊かいしていた。

　三面大黒天の像は、縦に裂さけていた。

〝不滅の法灯〟から火を分けられた蠟ろう燭そくたちがいっせいに倒れ、三面大黒天が、暗黒神があかあかと炎えん上じようする。

　叡山焼き討ちを宣言して山を包囲した織田軍に対し、最後の呪法勝負を挑いどんでいた叡山の密教僧そうたちは、口々に叫さけんでいた。

「呪詛を、返されたぞ！」

「ありえぬ。われらの負けだ！」

　彼らは、火柱の中に二つの強きよう烈れつな光を見た。

　重なり合う光だった。

「これは!?　炎ほのおを薙なぎ払はらうかの如ごとく、まばゆく丸い光が……」

「織田信奈自身が放つ、強烈な日輪の光だ」

「その日輪を守るようにうっすらと周囲を取り巻いているもう一つの光は、なんだ？」

「これは……」

「信じられぬ。なんの変へん哲てつもない、ただの人間の『気』じゃ」

「しかしこれは」

「われらの遠く及およばぬ彼方かなたの世界より……はるか未来より来た、光じゃ」

「このようなことが、あり得るのか」

「もはや織田信奈に、呪法は効かぬ」

「われら台密の呪法を最終的に破ったものは、波斯ペルシヤの幻げん術じゆつでもなければ、陰おん陽みよう道どうの術でも忍にん術じゆつでもない」

「人間の、意志よ」

　台密の奥義に達した僧たちは、いっせいに膝ひざをついて織田信奈に屈くつした。織田信奈自身の放つ強烈な意志力と、そして彼らの理解を超こえた存在……ただの無力な人間でありながら、まるで織田信奈と出会うためにこの戦国の世界へとやってきたかのような、一人の未来人の少年に。

　この時、叡山最強の武勇を誇ほこる僧兵・正覚院豪盛はすでに使者として織田軍の本ほん陣じんへと向かっていた。叡山を武の力によって守ってきたという強烈な自負心を抱いだく豪盛は、難しい理り屈くつはどうあれ呪じゆ術じゆつによって合戦に勝てる時代などすでに終わっており、最後は武によってしか決着はつけられないと信じていたから、たとえこの光景を目もく撃げきしても驚おどろかなかっただろう。

　しかし根本中堂に居合わせて台密の完全な敗北を目の当たりにした土御門久脩と朝倉義景は、それぞれに衝しよう撃げきを受けていた。

「……相良良晴が生きていたとは、驚きだなあ。ただの人間の少年と少女が台密の呪法を打ち破るとはね。どうやら時代は大きく変わりつつあるらしい。竹中なんとかとの勝負を、急いだほうがよさそうだよ」

　竹中半兵衛が送り込んだあの式神と松平家に仕える忍びの合わせ技に裏をかかれた！　とようやく気づいた久脩は口ぶりこそ余よ裕ゆうぶっていたが、（このボクが、してやられただって？）とプライドを傷つけられて内心舌打ちしていた。

　そして一方の朝倉義景は、炎の中に立ち上る日輪の光を前にして思わず忘我の境地に達し、ひざまずいていたのだった。

「お、おお……こ、これが織田信奈の力か!?　強い！　なんというまばゆい光だ。余は……余はこれまでずっと探し求めていた、運命の女人をついに見つけたのかもしれん！」

「え？　なんだい？　何を言っているんだい？　いよいよ顔が怖こわいよ？」

「技勝負に夢中になっている子供にはわからぬことだ！　だがしかし、その織田信奈の光を取り巻いているこの小こ僧ぞうが邪魔だ！　余がついに唯ゆい一いつ無二の運命の女人と出会ったというのに、その女人をこのような俗ぞく物ぶつが……絶対に、許さぬぞ！」

　朝倉義景の泣き笑いのような複雑な表情の中に一種の凄せい惨さんな、しかしどこか悲しげな執しゆう念ねんが宿っていることに、久脩は気づいた。旗頭が完全に隠かくれており、その見えざる首しゆ謀ぼう者しやのもとに浅井家・朝倉家・六角家・三好家・叡山・土御門・さらには甲賀忍しのびといった畿内勢力が結集した盤ばん石じやくの反織田家連合が万一にも敗れるとすれば、朝倉義景の織田信奈に対するこの異様な執着が原因になるかもしれない、とも。

「さて。正覚院豪盛の強引な交こう渉しようがどう出るか、だね。このまま叡山を舞ぶ台たいに決戦となるか、それともかりそめの和わ睦ぼくへの道が開けるか──ボクは戦局がどちらに転んでも戦いたいねえ、竹中半兵衛とね」




　　　　※




　良晴も信奈も、怪け我が一つ負っていなかった。二人の頭上で吹ふき荒あれた爆風は激しかったが、その爆風には「実体」がなかったのだ。だから、二人の身体に損害を与あたえるようなことは、なにもできなかった──。

「いったいなんだったんですか、今のは!?　信奈さま、ご無事でなによりですぅ！」

「叡山が台密の呪法を用いて、信奈さまを呪詛していたのですね。くすん」

「終わらぬ悪夢を秘薬によって強引に断ち切っておいて正解だったようですわ。あの時にはすでに、信奈さまは呪詛に取り込まれていたのでしょう。ですが相良良晴が戻もどってきたと知った喜びが、その呪詛を自ら振ふり払はらってしまわれたみたいですわ。掟おきて破りなお方」

　半兵衛と久秀が光秀にそう語ったが、みんな、なんのことかよくわからない。

　ともあれ、二人は抱き合って転がっているが、かんじんの接せつ吻ぷんは中断されてしまった。相良軍団の野や郎ろうどもも「危なかったぎゃあ」「なんだったんだみゃあ？」「本陣が散らかっちまった。片付けろ片付けろ！」と爆発の後始末にかかりはじめ、接吻できるような雰ふん囲い気きは消し飛んでしまった。

　少しだけ口くち惜おしそうに、信奈が良晴の腕の中で苦笑した。

「……ふ、ふん。それにしても、さすがはサルだわ。とっさにわたしを庇ったこと、褒ほめてあげる。あれだけの爆発に巻き込まれたのに、まるで無傷だったのは納得いかないけれどね」

「みんなに助けられて、金ヶ崎からやっと生きて戻って来たんだぜ。ここでそう簡単に死ねるかよ」

　良晴が、笑った。

　だから、前歯に青のりがついている。

　浅井長政の優ゆう雅がな微び笑しようと比べると、月とすっぽん（もちろん良晴のほうがすっぽん）。

　品もないし、風ふう雅がさなんてかけらもない。

　もしかしてほんとにサルの仲間なのかしら……と疑いたくもなる。

　夢に出てきたかっこいい良晴とは、ぜんぜん違ちがう。

　かっこ悪い……と、信奈は頰ほおを真っ赤に染めながら、口ごもった。

「え？　なんだって？　悪い、聞こえなかった！」

「あんたって、ほんっとにかっこ悪い、って言ってるのっ！」

「その、意図がさっぱりわからねえ無む駄だな毒舌……どうやら、まともな織田信奈に戻ったみたいだな！　いや～、よかったよかった」

　良晴の笑顔を上うわ目め遣づかいに見つめているうちに。

　信奈の全身は……おなかの底から沸わき上がってくるあたたかいなにかに、満たされていた。

　今また、四方を敵に囲まれて叡山に釘くぎづけになっている……そんな窮きゆう地ちに立たされているというのに。

　信奈の心に、もう恐きよう怖ふは、なかった。

　こうして、再び良晴と同じ世界に生きて、同じ夢を見ることができる。

　窮地ではあるが、自分は、孤こ独どくではない。

　背中を支えてくれる人と、この現世で、巡めぐり合えた。

　そう、思うだけで。

　全身から、力が、あふれてくる。

　だから、この危機だってきっと打開できる、と信奈は確信した。

「……信奈さま、こんどは躁そうのご気分がすぎるよう。こちらのお薬を」

　松永久秀が信奈の唇くちびるに杯を近づけてきたが、良晴は「待て待て」とその杯を奪うばい取った。

「久秀！　信奈に二度とヘンな薬なんか飲ませるんじゃねえ！　俺の顔を見るまで、信奈の目が完全に飛んでたじゃねーか！　お前の薬のせいだろっ!?」

「サル。弾正が処方してくれた薬がなかったら、わたしは鉄てつ砲ぽう傷で死んでいたわ。ちょっとばかり飲み過ぎたかもしれないけど、それくらいにしてちょうだい」

「お、お前がそう言うのなら、いいけどさ。久秀、頼たのむから妙みような真ま似ねするんじゃないぞ」

「はい……信奈さまは、わたくしごときが操れるお方ではありませんわ」

　良晴に[image: しか]しかられた久秀が、良晴の顔を驚いたように見つめながら、めずらしいことにおとなしく引き下がった。

「……信奈さまは、とてもお強いお方。それに……どうやら、波斯の秘薬などよりももっと強烈な力を持つお薬をお持ちのよう。もうわたくしが煎せんじるお薬はいりませんわね、うふっ」

「はあ？　信奈が薬持ち？　どういう意味だ？」

「……ほんとに、鈍にぶいお方ですこと」

　久秀は、それ以上は黙もくして語らなかった。

　ちょっとなにを勘かん違ちがいしているのっ、それ以上言っちゃダメよ弾正！　と信奈が慌あわてて久秀を制したからだ。




　叡山焼き討ちは、土ど壇たん場ばで中断された。

　次々に、別働隊を率いていた重臣たちが本陣へと呼び戻された。

「さささサルと、みみみ光秀が、生きていたってえ？　あ、あ、足は、足はついてるのかっ？」

　涙なみだ目めで震ふるえながら、良晴と光秀に足がついていることをたしかめて、

「ででででかした、お前ら！　よくぞ姫ひめさまの暴走を止めてくれたあああ！」

　よかったお化けじゃなかった！　と狂きよう喜き乱らん舞ぶする柴田勝家。

　喜びが爆発しすぎて、次々と周辺にいる足軽たちをなぎ倒たおしている。

「あとは叡山側との交渉を片付けるのみ。まだまだ苦しい戦局は打開できていませんが……お二人のお姿を見られただけで、満点です」

　と丹羽長秀。うっすらと涙ぐんでいるが、その表情は静かで、そしてにこやかだった。

「……おなかすいた……きんかん、ちょうだい」

　光秀の髪かみ飾かざりに手を伸のばし、「だーめーでーすー！」と断られてむくれる犬千代。

　良晴に「八つ橋、やるぜ」となだめられて、やっと機き嫌げんを直した。

　竹生島に捕とらわれた長政・信澄夫婦と、その二人を救出するために北近江に居残っている五右衛門を除くほぼすべての重臣たちが、復活した信奈のもとに勢せい揃ぞろいした。

「みんな！　サルと十兵衛の生せい還かんを祝いたいところだけど、浅井朝倉は叡山にこもったままだわ！　これ以上ここでにらみ合っていれば、三好と六角に背後を襲おそわれて京を奪われるわ！　将軍・今川義元を取られたらわたしたちの負けよ、なにか策を出しなさい！」

　雪でも降りはじめれば朝倉勢は越前へ引き返すんだがな……と良晴が頭をかいた。

「三好勢は四国より摂せつ津つの尼あまが崎さきへと迫せまっているもようでおます。甲賀の六角承禎も南近江へ攻せめ寄せ、京と美濃とをつなぐ東とう山さん道どうを封ふう鎖さしとるとか」

　と、今井宗久。三好勢の動きは、商売敵の津田宗及を通じて筒つつ抜ぬけになっている。いちどは近この衛え前さき久ひさが画策した信奈打だ倒とうの動きに乗った津田宗及も、今井宗久に堺会合衆の代表の座を譲ゆずってからはずいぶんとおとなしい。もっとも、腹に一物を隠しているのかもしれないが……。

「デアルカ。悔くやしいけど、敵の目算通り……もう時間がないわね。山にこもった浅井朝倉が全軍で下山して決戦を挑いどんでくれればいいんだけど。意外にもあいつら、粘ねばり腰ごしだわ」

「あわわ。私、もしかしてこのまま永遠に三河へ戻れないのでしょうか～？」

「心配しないで、竹千代。なんとしてでもこの膠こう着ちやく状態を打破するわ」

「とはいえ、これといった策はありません。二十点です」

　一同が考え込んでいるところへ──。

「叡山より、使者が参りました！」




「天てん台だい座ざ主すさまより叡山を任されたこの正覚院豪盛が、きさまら姫武将どもに降こう伏ふくを勧すすめる使者として参ってやったぞ！」




　やたらと酒さけ臭くさい、武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいの如ごとき異形の僧そう兵へいだった。

（あいつが、夜討ちに来ては勝家に蹴け散ちらされてそのたびに叡山に逃にげ込んでるという……）

（女人禁制を盾たてに取って平気でいる。粗そ野やで卑ひ怯きような男です。零れい点てんです）

（いったい女の子をなんだと思ってるですか。許せませんです）

　そんな不満顔の信奈たちの前にまかり出た豪盛はいささかも悪びれず、頭も下げない。

「なんたる乱世、なんたる末法の世、小こ娘むすめどもが武具を取って大の男を相手に戦をしているとは……なんと嘆なげかわしい！」

　豪盛はこれみよがしにそんな憎にくまれ口を叩たたき、犬千代から差し出された茶には「いらぬわ」と顔をしかめ、「……では、ういろうを」と勧めてきたお盆ぼんを「毒が入っとるかもしれん」と足で蹴けり飛ばし、いっさい手をつけようとしない。

　その上で、一方的に話を切りだしてきた。

「浅井久政どのと朝倉義景どのは、伝統ある叡山を灰かい燼じんに帰すことは忍びずと言っておる。織田信奈、貴様にわれらに降伏する考えはあるか？　条件次第では降伏を認めてやってもよいぞ」

　使者のくせにすっげぇ偉えらそうだなあ……と勝家が隣となりの良晴に愚ぐ痴ちをこぼす。

　信奈は、むすっとしたまま、

「降伏なんてもってのほか。結ぶならば、対等な和睦よ！　そして和睦には条件があるわ」と切りだした。

「ひとつ。わたしを狙そ撃げきした杉谷善住坊を引き渡わたすこと。仏僧たちの修行の場である叡山ともあろうものが暗殺者をかくまうなど、言語道断だわ」

「ふん。それは無理というもの。役立たずの杉谷善住坊はすでに山から追放したのでな。いずこへともなく逐ちく電でんしたわ」

「デアルカ。まあ、あいつはどうでもいいのよ。でも、次の三つの条件は絶対に吞のんでもらうわよ」

「なんじゃ。チビガキ、言うてみるだけ言うてみるがいい。ぐはははは」

「ひとつ。火か事じ場ば泥どろ棒ぼうみたいに〝金ヶ崎の退き口〟に割り込んできて、すんでのところでサルと十兵衛の命を奪いかけた、若狭の陰おん陽みよう師じ・土御門久脩を引き渡すこと」

「……ふん……そうじゃのう。まあ引き渡すだけならば、よかろう」

　ずいぶん簡単にうなずいたわね……と信奈はいぶかしんだが、もはや一刻の猶ゆう予よもならない。

「ふたつ。今後二度と浅井朝倉に加勢せぬとの証文を作り、叡山の僧兵たちはただちに武装を解除すること。そしてこれよりは僧そう侶りよ本来の仕事に戻ること」

「なんじゃとっ、武装解除せよだと？　痴しれ者めが、そんな真似ができるかっ！」

「イヤとは言わせないわ！　だいたいなんで僧侶が薙なぎ刀なたとか持って暴れてんのよ、あんたたちの仕事は仏の教えで民の心を救うことと、自ら仏に近づくために厳しい修行をすることでしょう？　そんなに戦がしたいのなら、還げん俗ぞくして武家になればいいじゃない！　武家になるというのなら、このわたしがいくらでも天下平定の仕事のためにこき使ってあげるわよ。僧侶の特権は手放したくないけど武力も行使したいだなんて、あんたら、厚かましいのよ！」

　織田家の姫武将一同が、じろり、と豪盛をにらみつけてきた。

「ぐぐぐなんたる迫はく力りよく。おなごも大勢になると、これほどの圧力になるとは」

　豪盛はうぬう、とうなり声をあげて冷や汗あせをかいた。

「いい？　すみやかに武装を解除しないというのであれば、浅井朝倉の連中も僧兵もともどもに焼き払はらうわよ！　これは脅おどしではないわ！　最終通告よ！」

「仏僧たちも焼き払う、と？」

「仏僧とはいえ、武装兵でしょう!?　戦とは、互たがいの命を奪い合うことなのよ！　少なくともわたしたち武家にとっては、文字通りの命がけだわ！　一方的に自分側から攻めるだけで、自分たちを攻こう撃げきするのは仏が許さないだなんて僧兵一流の屁へ理り屈くつは、このわたしには通じないわよ！」

「だが……武装しておらず戒かい律りつも破らず、高い徳を積んでいる僧たちも叡山には大勢いる……はずじゃ」

　必ず説教されるのでその種の高僧たちとはあまりつきあってない豪盛、語ご尾びがあやしい。

　しかし、信奈の次の言葉は、そんな豪盛すらぎょっとするような過激なものだった。

「長年にわたってあんたたちみたいな僧兵の横暴だの風紀の乱れだのを見過ごしてきたのだから、そいつらも同罪だわ！」

「き、貴様……神仏をおそれぬのか！　なんという罰ばち当たりな小娘よ！」

「違ちがうわ！　わたしがおそれないのは、神や仏を錦にしきの御み旗はたに掲かかげて、その陰かげに隠かくれて偽ぎ善ぜんや悪をなしている卑ひ劣れつな人間どもよ！　わたしがそんな奴やつらに罰をくだしたからって、神仏というものがもしもあるとしても、決してこのわたしに崇たたるはずがないわ！」

　なんという……これだから神仏も学問も理解できぬ小娘は、と豪盛はうめいた。

「それと、最後の条件よ。これがいちばん大事なところ。絶対に譲れないわよ」

「まだあるのかっ？　なんと厚かましい。三つ目の条件はなんじゃ？」

「和わ睦ぼくの調印を行う場所は──叡山の根本中堂！　わたし自身が、直接叡山に乗り込んで印を押すわ」

　それだけは絶対にならんぞおお！　と、豪盛が立ち上がって割れ鐘がねのような怒ど声せいを発した。

「ふざけるな、小娘！　この南なん蛮ばんかぶれの罰当たり者が！　根本中堂は〝不滅の法灯〟を守り続ける聖堂なのじゃあああ。叡山にとっての心の臓にあたる、もっとも尊い場所なのじゃああ！　絶対に、女人を入れるわけにはいかんのじゃあああ！」




　交こう渉しようは、決けつ裂れつした。




「どうするんだよ？　あとちょっとだったのに。俺がお前のかわりに印を押してくればいいんじゃねえのか？」

「うるさいわねサル。あんたのような男にはわからないでしょうけど、この南蛮文化の新時代に女人禁制だのなんだの、ほんっとに時代遅おくれでむかつくのよ。あの荒あら法ほう師しの〝姫武将だらけじゃ。このあたりの空気は実に穢れておるわ〟と言いたげな尊大な態度を見ているうちにむかついてきてあんな条件をついつい追加しちゃったんだからしょうがないでしょっ！」

「うっかり追加しちまったのかよ!?　いいかげんにしてくれ、これじゃあ〝金ヶ崎の退き口〟の苦労が台無しだろーがっ！」

　豪盛がどっかとあぐらをかいて「山の掟おきてにより、女人を根本中堂に入れることだけはできぬ。不服ならば拙せつ僧そうの首をこの場で刎はねるがよい。追い詰つめられている貴様らにはどうせ、できはせんがな。ぐはははは！」と居座っているその真ん前で、信奈と良晴は久々に顔をつきあわせて大ゲンカ。

「姫のお気持ちにはまったく同感ですが、交渉決裂ですべては台無し。八点です」

「尊い叡山のお坊さまたちともあろうものが、今時女人禁制などと、私たち女の子をバカにしているです。そもそもいったん武装を解除させても今後も女人禁制の掟を押し通されるなら、叡山はいつまた敵に回るかわからないです。やはり焼きましょう、です」

「実際、叡山が掲げる女人禁制の掟を浅井さまと朝倉さまにうまく利用されたわけですからね。その掟を壊こわさない限りは、叡山は今後も反織田勢の拠きよ点てんとなるでしょう……でも、だからといって焼いてはいけません。イワシさんやアジさんじゃないんですから……くすん、くすん」

「……あの坊主に、犬千代自じ慢まんの虎とらの皮帽ぼう子しを不浄と言われた……むかつく」

「あのお坊さまも、そうとうに強情なお方みたいです～。吉姉さまが異常なほどに強情なのは周知の通りですし～。困りましたね～」

「商人の間では、〝損して得取れ〟と申します。ここはなにをおいてもとりあえず和睦することが肝かん要よう、最後に出した条件はさすがに余計ですな」

「ヨーロッパでもジパングでも、どうして宗教界では女人は罪深いとされるのでしょうか。やはり、女の子におっぱいがついているのがいけないのでしょうか？　ゴーセイさまがわたしの胸をちらりと見る視線……〝悪あつ鬼き羅ら刹せつの使いじゃ！〟と言いたげなすさまじい恐おそれと憎しみがこもっています……しくしくしく……」

「まともに女も知らぬくせに女を小こ馬ば鹿かにしている糞くそ坊ぼう主ずなどには、生きる値打ちもございませんわ。面めん倒どうだからわたくしがさくっと毒殺しちゃいましょうか、うふっ」

「あ、あ、あたしはなにがどーなってるのかさっぱりわからないんだけど、みんなさっきからいったいなにを揉もめてるの？　あう、あうあうあう……」

　一同も、打つ手が見いだせない。

　なにしろ姫ひめ武将を異様に警けい戒かいする豪盛には、久秀得意の色いろ香かを使った籠ろう絡らく術も効かないのだ。

　戦国ゲームには通じている良晴だって、「女人禁制」とか言われても困る。

　根っからの女好きでこの世にかわいい女の子とおっぱいが大きな女の子がいなければたぶん一日たりとも生きていけない相良良晴、女の子が不浄だから入山禁止だとかそういう古めかしい考え方そのものをまったく理解できない。

　世に生まれてくること三百年は早すぎた合理主義者の信奈はこの際、叡山の武装解除とともに女人禁制の掟をも叩き潰つぶさなければどうにも腹の虫が治まらないらしいし。

「そ、そうだ！　豪盛の野や郎ろうが女おんな嫌ぎらいなのがまずいというのなら、あたしたち織田家の美少女軍団でたくさん接待して女嫌いを改めてもらうってのはどーかなっ？」

　勝家が愚ぐ策さくを捻ひねりだし、良晴が「そりゃいい。全員バニーさんと巫み女こさんとメイドさんのコスプレをしてあの坊さんを接待だ！　ついでに俺も目の保養！」と小こ躍おどりしたが、「はあ？　馬ば兄にいさん？　冥めい土どさん？　色いろ仕じ掛かけで天下を盗とろうだなんて、それこそ姫武将の評判が下がっちゃうじゃない！」と怒おこった信奈に却きやつ下かされた。

「うあああ……ごめんなさい、ごめんなさい姫さまっ！　あああたしは色仕掛けとか、そそそそこまで過激なことを言ったつもりはあ～!?」

　勝家が目をうるうるさせて土下座し、そしてついに良晴がギブアップ。

「……ダメだ、女人禁制どーのこーのはもうあきらめてくれ信奈！　たぶん明治時代になれば禁制は解けるはずだから！」

「明治い？　いつの時代なのよそれって!?」

「そうだなあ、今から三百年くらい後かな？」

「はあ？　バカじゃないの？　わたしに三百年も待てっての？　わたしは今すぐ禁制を叩き潰さなきゃむかついて仕方がないのよ！」

「うわあ、やぶ蛇へびになっちまったあ!?」

　じっと座っていたはずの正覚院豪盛が、しびれを切らして立ち上がった。

　しょせんは包ほう囲い網もうに追いつめられている姫武将たち、ここで突つき放すように脅せば慌あわてて自分に従うだろうと考えているようだ。

「ぐはははは！　そろそろ拙僧は帰らせていただこう。女人禁制の掟を破るくらいならば全山残らず灰となったほうがマシというもの！　いくらでも攻せめ寄せてくるがよい！」

　その時。

　意外な人物──宣教師少女のルイズ・フロイスが必死で豪盛の袖そでにすがって引き留めようとした。

「待ってください！　ノブナさまと今一度、お話し合いを！　このままではエイザンは……」

「ぬおおおお!?　南なん蛮ばん邪じや宗しゆう門もんのパードレ？　しかも、このおぞましいほどにでかい胸は……ええい触さわるな、拙僧に触るでない！　法力が、法力が奪うばわれる！」

　なぜか正覚院豪盛、「ぬおおおお放せえええ放せえええ」と異常にフロイスを嫌いやがり脂あぶら汗あせをだらだらと流している。これでは逆効果だ。

　もはやこれまでね、と信奈があきらめかけたその時だった。




「おーっほっほっほっほっほ！　信奈さん？　ずいぶんとお困りのご様子。こういう時には征せい夷い大たい将しよう軍ぐんであるこのわ・ら・わにお頼たよりなさい！」




　誰だれもが完全にその存在を忘れていた、征夷大将軍・今川義元がなぜか巫女たちが担ぎ上げている輿こしに乗って颯さつ爽そう可か憐れんと現れた。

　信奈が、不ふ機き嫌げんそうな視線で義元をにらむ。

「ハア？　あんた、いつの間にか一いち人にん称しようが〝わたくし〟から〝わらわ〟に戻もどってるわよ？　わたしに降参した捕ほ虜りよのくせして、なに調子こいてんのよ」

「あらあらまあまあ。征夷大将軍ともなれば、偉えらそうな一人称に戻すのが当然ですわ！　むしろ、わらわは一人称に〝朕ちん〟を使いたいくらいですのよ？　そこを姫巫女さまに遠えん慮りよして〝わらわ〟で我が慢まんしてさしあげているのですわ！」

「いいから帰りなさいよ。わたしたちは忙いそがしいの。お呼びじゃないのよ」

「まあまあ、信奈さん。世は持ちつ持たれつと申しますわ。このたびは征夷大将軍のい・ま・が・わ！　この今川義元がやまと御ご所しよの姫巫女さまに直談判させていただき、和睦の御ご綸りん旨じをいただいて来てさしあげますわ！」

「敬語の使い方が滅め茶ちや苦く茶ちやなのよ！」

　それだ！　姫巫女さまの御綸旨だ、それしかない！　と良晴が膝ひざを打った。

　この際、今川義元というよれよれの藁わらにもすがらねばならないです、と光秀も相づちを打つ。

　丹羽長秀が「使者の人選が微び妙みようですが、八十点です」と微笑ほほえむ。

　しょうがないわねえ……いまいち期待できないけどー、と信奈。

「大船に乗ったつもりでお待ちあそばせ！　このわらわの神がかった外交能力を駆く使ししまして、さくっと御綸旨をいただいて参りますわ！　おーほっほっほっほっほ！」

　今川義元一人が、御綸旨工作の歴史的大成功を信じていた。




　　　　※




　やまと御所──。

「なんじゃと？　あの駿する河がのお飾かざり公く方ぼうが約束もなくいきなり御所をたずねてきたとな!?」

　早朝、邸てい宅たくから慌てて御所へ駆かけつけた関かん白ぱく・近衛前久は、目を白黒させるばかり。

　そう。彼こそが陰かげで六角・三好らを糾きゆう合ごうしてこの反織田家包ほう囲い網もうを結成した首しゆ謀ぼう者しや。この日の朝も、近衛前久は信奈打だ倒とうの陰いん謀ぼうを画策していたところだった。

　浅井久政がいきなり織田家との同盟を破ったのも、近衛前久が「織田信奈はこの国から身分制度をなくし、やまと御所も姫巫女さまも滅ほろぼしてしまわんと麻ま呂ろを脅おどしてきたでおじゃる」と「噓うそ・大げさ・まぎらわしい」表現を駆使した手紙を浅井久政に送りつけたことに端たんを発していた。

　御所と縁えん戚せき関係にある叡山を動かす際にも、もちろん同じ手口を使った。

　いったん織田家に敗れ去った六角・三好らにも「織田軍が叡山に釘くぎづけになっている間に所領を回復せよ」と次々に密書を送り、再起させていた。

　しかし、よもやあの杉谷善住坊がまたしても信奈暗殺に失敗するとは──。

　やつさえ成功していれば、すでに織田家は滅びていたはずでおじゃるのに！　あまつさえ、勝手に姿を消すとは。やっぱり忍しのびなどを信用した麻呂が愚おろかだったでおじゃる！

「いかんでおじゃる。いかんでおじゃる。姫巫女さまはどういうわけか織田信奈をいたくお気に入りのようでおじゃる。駿河のお飾り公方に会わせてはならぬでおじゃる……！」

　前久が御所に参さん内だいしてみると、時すでに遅おそし。

「おーっほっほっほっほっ！　それではさっそく和わ睦ぼくの御綸旨をいただけるのですわね！　さすがは姫巫女さまですわ！」

　どうにも頭に響ひびく、実に耳障りなカン高い笑い声……姫巫女さまの声であろうはずがない。

「えいざんのてんだいざすをつとめるあにには、ちんじきじきにはなしをしよう」

「まあまあ。おそれおおくも姫巫女さまにそこまでしていただけるなんて……この征夷大将軍・今川義元、有り難き幸せですわ！」

「おだだんじょうのけがのぐあいは、どうじゃ」

「それはもう、ぴんぴんしておりますわ！　一時はなにやら薬の飲み過ぎで頭がもうろうとなって『叡山焼き討ち』などと騒さわいでおりましたけれど、金ヶ崎から飼いザルが戻ってくるとたちまち目を覚ましていつもの信奈さんに戻ってしまいましたのよ！」

「そうか。さがらよしはるも、ぶじか」

「ええ、ええ、無事ですとも。ここだけの話あやつはこの征夷大将軍のわ・ら・わが唯ゆい一いつ『天あつ晴ぱれ日本男児』と認めたサルですもの。あの男はそう簡単にはくたばりませんわ！　おーほっほっほっほ！」

　近衛前久は、くらり……とめまいに襲おそわれながら、室内を見回した。

　これ以上はないというくらいに派手に飾り立てた今川義元が、八つ橋をぱくぱくとかじりながら黄金作りの扇子せんすをぱたぱたと煽あおいでいる。

　御み簾す越ごしとはいえ、姫巫女さまを前にしてなんという無礼な態度でおじゃるか！

「ま、待つでおじゃる！」

「あらあら、関白さんでしたっけ？　まあまあ、白しろ塗ぬりに描かき眉まゆにお歯黒、みごとな麻呂っぷりですこと。さすが本家本元は違ちがいますわね、おーっほほほほ！」

　前久は歯がみした。この駿河のバカ娘むすめは、関白よりも将軍のほうが偉いと本気で信じているでおじゃる。いや下手したら姫巫女さまと将軍が同格だと勘かん違ちがいしているでおじゃる！　ならば麻呂がいくらこやつに説教してもぜんぶ「おーっほほほほ」と聞き流されるでおじゃる！

　なんという最悪の使者を送ってくるでおじゃるか、おのれ織田信奈！

　ここは英明な姫巫女さまをご説得させていただくしかないでおじゃる！

「姫巫女さま、浅井朝倉家と織田家の和睦をとりまとめる件はともかく、叡山の女人禁制の掟おきてだけは破ってはならぬでおじゃる！　京の鬼き門もんを守護する叡山の面目が丸まる潰つぶれでおじゃる！」
















「なぜじゃ、このえ」

　御簾の向こうから、幼い姫巫女が不思議そうな声でたずねてきた。

「叡山と高野山が女人禁制と定められたのは、今よりおよそ八百年の昔、平へい城じよう京きようの時代のことでおじゃる。八百年の伝統なのでおじゃる。それを壊こわすは、日ノ本の神事を司ってきたやまと御所と姫ひめ巫み女こさまの権けん威いを失しつ墜ついさせるのも同然でおじゃる！」

　霊れい山ざんにおける女人禁制の掟は平城京の時代、『養よう老ろう律りつ令りよう』によって定められたのでおじゃる。決して女人を蔑べつ視ししているのではなくあくまでも仏教の戒かい律りつを守るためでおじゃる……と前久はとくとくと説明した。

「このえ。『ようろうりつりょう』では、おのこのてらにおける『にょにんきんせい』と、あまでらにおける『だんしきんせい』を、ともにさだめていたときく。ならば『だんしきんせい』のおきてのほうだけがすたれ、『にょにんきんせい』のおきてだけが、のこっているのはおかしい」

　前久は、「あう、あう、あうでおじゃる」と身をよじらせた。

　もともと約八百年前に『養老律令』が制定された際には、日本の仏教界は男寺と尼あま寺でらの二種類の寺院から成り立っていた。仏教にはもともと「男女の僧そうは性的に交わってはならない」という厳しい戒律があったので、日ノ本の神事を司るやまと御所は男寺への女性の立ち入りと、尼寺への男性の立ち入りをともに禁じたのだった。

　ところがこの国では尼寺は時代とともにすたれたため、「男子禁制」の掟のほうは忘れられていった。

　そして「女人禁制」の掟だけが、仏教伝来以前の霊山信しん仰こうと結びついて、もともとの制定理由も忘れられたままに残っていったのである。

（ままままさか、幼い姫巫女さまがかような故事をご存じだとは……）

　前久が「いやしかし女人は不ふ浄じようといにしえより言われているのでおじゃる」と苦し粉れに反論しようとするが、姫巫女はくすりと笑いながら、こう言い返した。

「このえ。にょにんがふじょうであるから、えいざんにはいれぬというのならば……ちんがえいざんにはいっても、えいざんをけがすことになるのであろうか？」

「はうっ？　そそそ、そのようなことはござりませぬでおじゃる！　尊き姫巫女さまを不浄などと申す者には必ずや神しん罰ばつがくだるでおじゃるー！」

「ならば、にょにんきんせいのおきては、あくまでもそうりょがかいりつをまもるためのものにすぎぬのであろう」

「……そ、そ、その通りでおじゃります～！」

　前久は冷や汗あせを流しながらひたすらに平へい伏ふくするしかない。

「そもそも、やまににょにんがはいってきたくらいで、かいりつをやぶってしまうのであれば、それはそのそうりょのしゅぎょうぶそくというもの。にょにんには、つみなどない。そうではないか？」

（なんという賢かしこきお方。もはや麻呂は反論できないでおじゃる！）

　前久は、ついに抵てい抗こうを諦あきらめた。

「おーっほっほっほっ！　文句はありませんわね、関白さん？　それではこのい・ま・が・わ・よ・し・も・とが、姫巫女さまに成り代わり叡山の根本中堂にて和睦の儀ぎ式しきを執とり行わせていただきますわ！」

　今川義元のカン高い笑い声に続き、姫巫女の言葉。

「おだだんじょうに、つたえてほしい。ゆめは、ただひとりでみるものではない。さがらよしはるたちをたいせつにせよ、と」

「ええ、ええ。お言葉の意味はよくわかりませんけど、御ぎよ意いですわ！」

　この時。

（またしても窮きゆう地ちを脱だつしたか織田信奈……かくなる上は、さらなる強敵を召しよう喚かんするしかないでおじゃる）と近衛前久が内心新たな悪あく謀ぼうを企くわだてはじめていることを、御簾の向こう側に鎮ちん座ざしている姫巫女は知ることができなかった。いや、そもそも公家たちはそのために御簾を設けているのだ。




　　　　※




　十二月十三日。

　季節はすでに冬本番。

　一面の雪ゆき化げ粧しようを施ほどこされた叡山の山道を、八百年の掟を突とつ破ぱして意い気き揚よう々ようと登ってくる姫武将たちの集団があった。

「見晴らしいいわねー！　ちょっと寒いけど、登ってきた甲か斐いがあったわね！」

「叡山より眺ながめる京の町並みは九十五点です」

「おーほっほっほっほ！　いいですか信奈さん？　このわ・ら・わが姫巫女さまから御ご綸りん旨じをいただいて参りましたのよ？　二に条じよう城じように金のしゃちほこを飾らせていただけるかしら？」

「義元さま義元さま。まだ浅井朝倉との戦いが終わってもいないのに、それは完全な無む駄だ遣づかいです～」

「あらあら元康さん。でしたら、銀のしゃちほこで我が慢まんしてあげてもかまいませんわよ？」

「やれやれ。一時はどうなることかと思ったぜ」

「くすんくすん」

　織田信奈と、そのかしましい家臣団であった。

　ほとんど姫武将ばかりの集団だが、われらが相良良晴も交じっている。

「見て見て！　サルの親子がいるわよ！　あんたの仲間かしらね」

「うるせえ。あれはニホンザルだ」

　一同は、大おお騒さわぎしながら根本中堂に到とう着ちやくした。

　お堂を取り巻き主君を護衛している浅井朝倉の足軽たちが、

「あ、あれが織田家の姫ぎみ……き……綺き麗れいなお方やなあ……」

「柴田勝家に丹羽長秀、明智光秀。揃そろいも揃って、凄すごいべっぴんさんや」

「あのサルだけは許せん！　あんな綺麗どころの中に交じって、うらやましい！」

「けしからん！」

「相良良晴！　必ずや戦場にて討ち取ってくれるわ！」

　と口々にどよめく。

　やまと御ご所しよからの御綸旨によってしぶしぶ武器を捨てた僧兵たちも、

「な、なんと香かぐわしく艶あでやかな姫武将たちか！」

「若く美しく気高く……まばゆいばかりじゃ。現世も捨てたものではない」

「いや。むしろ下界こそが極楽浄じよう土どなのかもしれん」

「……拙せつ僧そう、還げん俗ぞくしようかな、でござる」

「約一匹ぴき、サルが交じっておるのが許せんが」

「死ね！　死んでしまえ、相良良晴！」

　こちらも、きらびやかな織田家の姫武将たちを思わず伏ふし拝おがみながら、けしからん境きよう遇ぐうの良晴に対して敵意をむきだしに。

「なんだか、俺ばっかり憎にくまれている気がするぜ……なんでだっ？」

「くすっ。それじゃお堂に入りましょう、サル」

　すでに浅井久政と朝倉義景は印を押し終えており、あとは信奈が印を押すばかりだという。

　だがしかし。

　根本中堂の門の前に立ちはだかる者が、二人。

　若狭の少年陰おん陽みよう師じ・土御門久脩と、そして「がはははは。ひっかかったな！」と金棒を振ふりかざして高笑いしている正覚院豪盛。

「なによ、あんたたち。わたしたちは和わ睦ぼくしに来たのよ。姫巫女さまの御綸旨を無視してまで、まだ戦うつもり？」

「すでに浅井朝倉どのは御綸旨を受けられ、和睦証書に印を押しておるわ。そして拙僧は約定通り、土御門どのを引き渡わたしに参っただけ。ただし──引き渡しはするが、その後のことまでは約束しておらなんだのう！　うわははははは！」

　そうとも。このボクはキミたちに降こう伏ふくするとは一言も言っていない……ここでキミたちを倒たおすつもりだよ、と土御門久脩が傲ごう慢まんそのものといった表情で言い放った。

「さあ土御門どの、禁制の掟おきてを破った女人どもへのお仕置きを──お願いいたす！」

　ずっこい糞くそ坊ぼう主ずね！　卑ひ劣れつです！　御綸旨を無視するおつもりとは言語道断です！　と、土ど壇たん場ばで騙だまされた信奈たちは烈れつ火かの如ごとく大だい激げき怒ど。

「ふふん。叡山は素晴らしい……京に流れ込んでいる大だい龍りゆう脈みやくから立ちのぼる『気』を思う存分吸収できる、指折りの龍りゆう穴けつ地帯だよ。ボクが操る式神どもの力は、若狭での十倍……いや、二十倍にはなっている。竹中半兵衛はいるかい？」

　わたしです、と小こ柄がらな子馬に乗ってとっとことっとこ山道を登ってきた半兵衛がおずおずと手をあげた。

「キミが菩ぼ提だい山やまの臥が龍りゆうくんか。〝今孔明〟と呼ばれているそうだが、しょせんは傍ぼう流りゆうの田舎いなか陰陽師。翻ひるがえってこのボクは、始祖さま・安倍晴明公に連なる名門・土御門家の当主。どちらの術が上か、勝負しようじゃないか」

「土御門さま。ようやく、金ヶ崎であなたが用いたからくりがわかりました。やはりあなたは、台密の呪じゆ術じゆつ者しやたちに命じて叡山の『気』を強引に龍脈へと流し、式神たちに叡山から『気』を与あたえていたのですね！」

「おや。さすがは今の時代を生きる竹中半兵衛だ。前時代の遺物であるキミの前鬼くんとはやはり違ちがうね」

「たしかに、ただ一人の術士の力に依よる陰おん陽みよう道どうには、膨ぼう大だいな『気』を遠くへと送る術はありません。しかし、大勢の僧と〝不滅の法灯〟の力を集結させる叡山の台密ならば、それが可能となります」

「その通り。土御門と叡山。この相容れない両者が結けつ託たくした。ボクは叡山から送られてくる『気』を、その時にもっとも近い場所にある龍穴を通じて受け取り、式神どもにたっぷり供給し続けたというわけさ。ただ、二つの呪法を同時に行った結果、織田信奈も相良良晴も結局は殺せなかった。調ちよう伏ぶく相手を織田信奈一人に絞しぼったほうがよかったかもなあ」

「叡山の台密が用いるその術は、本来は京の都に不足した『気』を送るための術です。低級霊たちを式神として使役するために利用するとは、邪よこしまにも程があります！」

　前鬼が読んだように、土御門久脩は相良軍団を追つい撃げきしながら山中に点在する龍穴や磐座いわくらから式神たちへ逐ちく一いち『気』を供給していた。しかし大地の龍脈は衰おとろえている。現地供給では、あれほどの式神の大群を維い持じできるはずがない。

　真の供給源は、叡山だったのだ。

　叡山は、数百年にわたって京の都に『気』を送り続けてきた畿内随ずい一いちの大龍穴地帯である。若狭から近江へかけての山中に点在する、涸かれ果てつつあった龍穴や磐座に、叡山から台密の術を用いて僧たちが『気』を流し込んでいたのだ。

　しかしこれは、陰陽道における禁じ手であった。

「ずいぶんと無茶な法力を用いさせたから、僧そう侶りよが何人か死んだらしいけれどもね」

　半兵衛は、珍めずらしく眉まゆをつりあげて怒おこっていた。

「なんてことを。強引に地脈をかき乱してもしも地龍を刺し激げきし目覚めさせたら、天地を激げき震しんさせてしまうんですよ！　それでもあなたは陰陽師の総そう帥すいたる土御門家当主ですか！　地龍を鎮しずめるべき役目の者が、人間同士の合戦に勝利し良晴さんを殺あやめるためだけに、地龍を目覚めさせかねない禁じ手を用いるだなんて……あなたのやったことは許されません！」

「ふん。激震などなかったのだから、もうそれでいいじゃないか。さあ。今この叡山でこうして二人の陰陽師が顔を合わせた以上、ようやくお互たがいに持てるすべての力を解き放って一対一の術勝負ができるというわけだ。二人の『気』は最高潮に充じゆう実じつしている。言い訳なしの実力勝負だ。田舎陰陽師くん？　ボクと勝負するのかい、しないのかい？」

　良晴たちが「しつこいガキだなあ～！」と激怒するが、信奈は「なにこの子供は」としれっとしている。

　あいつの繰くりだす低級式神は鉄てつ砲ぽうに弱いんだぜ、なにも半兵衛ちゃんを危ない目にあわせることはねぇと良晴が信奈に耳打ちするが、和睦の席ゆえ、鉄砲はない。半兵衛は子馬からよたよたと下りてきて「わかりました。勝負しましょう」とさらりと言ってのけた。

「は、半兵衛ちゃん。危ないぜ！　こいつが繰りだす式神はとんでもねえ数なんだ、しかも以前よりも格段に手強くなってるはずだ」

「良晴さん、だいじょうぶです。おかげさまで体の具合もすっかり良くなりましたので、清水寺で倒れてしまった借りをお返しする時です」

　半兵衛ちゃんが妙みようにやる気だな……と良晴は首を傾かしげた。

「でもな、半兵衛ちゃん」

「ふふ。ほんとうに、だいじょうぶですから」

「さあ、臥龍くん。それでは勝負と行こうじゃないか」

　式神軍団、召喚！

　土御門久脩は自信まんまん、無数の異形の怪かい物ぶつたちをいっせいに天空から半兵衛と信奈たちめがけて舞まい降りさせた。

　出た出た！　化け物が出た！　たいへんだああああ！　と勝家が槍やりをかまえてじたばたと暴れるが、相手は空を舞う式神ども。

　このままでは信奈たちは和睦の席上で壊かい滅めつ──!?

　しかし。

　竹中半兵衛、いささかも慌あわてず、ただ一枚の護ご符ふを空へと放った。

「前鬼さん。お願いします」

「言われずとも」

　狐きつね顔がおの貴公子・前鬼が、土御門久脩の正面へと躍おどり出た。

「なんだ、また一匹ぽっちかい？　花折峠では、よくもボクを騙してくれたね」

「ふん。相良良晴がお前ごときに命をくれてやるわけがなかろう。騙される者が愚おろかなのよ」

「それにしても無む謀ぼうだね。いくら人の姿をした高級な式神であろうとも、たかが一匹ではボクの式神軍団には敵わないと思い知ったはずだろうに……式神一匹の力がそれぞれ強くなる叡山では、数が多ければ多いだけ急激に力が増大する。キミは足し算もできないのか。これはがっかりだなあ」

　前鬼めがけて、すべての式神がいっせいに殺さつ到とうしてきた。

　にたり、と前鬼が大口を開いて微笑ほほえんだ。

「あいにくだが──わが主は今、万全の体調となっておる。さらに叡山にて召しよう喚かんされた俺の力は、若狭での一千倍にはなるぞ」

「はったりだね。ボクよりも強い力を持った陰陽師は、始祖さま・安倍晴明公以外には存在しない。田舎陰陽師と半人半狐の式神などボクの敵ではないよ」

　やれやれ、と前鬼は笑った。

「本来、土御門退治は後ご鬼きの仕事なのだが。しかし金ヶ崎でまんまと一いつ杯ぱい食くわされたまま眠ねむっているわけにもいくまい。よもや土御門家当主たる者が叡山の僧どもと手を組んで禁じ手を犯していようとは、この俺には読めなんだぞ。土御門家当主として、覚かく悟ごはできていような」

「覚悟するのはキミのほうじゃないのかい？　キミが生前何者だったのかは知らないし興味もないが、二度と式神の形を取れぬようにこんどこそ五体を完全に吹ふき飛ばして蹴け散ちらしてあげるよ」

「大地の龍脈とともに衰えたこの俺が生前に等しい力を出せる場所は、今の世ではこの叡山と高野山しかあるまいよ。いい機会だ小せがれ。貴様には、本物との格の違いというものを教えてやろう」

「本物だって!?　そうか。やはりキミは生前、陰陽師だったのだね。どこの田舎の野良陰陽師だったのかな？　人の身体からだを失い呪だけの存在となり陰陽師に使役される立場に落ちた者が、生きた土御門家当主をうらやんでいるのだね。自ら式神に落ちぶれたキミにはもう、ボクのように式神を召喚する力もない。人間に戻もどれるわけでもない。生と死の狭はざ間まをどこまでも彷徨さまようわけか。それも、美濃の田舎陰陽師ごときと契けい約やくさせられるとは、さぞかし霊れい力りよくの低い術士だったのだろうなあ。陰陽師の定めとは言え、虚むなしいね」

「そうだ。式神を使役した陰陽師は死後に、自らもまた呪だけの存在となり式神とならねばならぬ。お前自身の未来でもあるぞ」

「あいにくボクは、死後に呪となる運命を逃のがれる術を見つけているのでね。ボクの誇ほこりが、自分以外の陰陽師に仕えることを許さないのさ」

「おおかた、外道の術であろう。己の死後の運命に怯おびえているな、貴様」

「ふん。ボクほどの陰陽師ともなれば、仮に呪にされてしまったとしても契約できる術士などいないよ。お互いの霊力が釣つり合わなければ、召喚した術士のほうが消し飛んでしまうのだからね──キミとは違う。さあ。大地へと還かえしてあげるよ。こんどこそ」

　無数の低級式神の軍団が、前鬼を取り囲んでいた。

　しかし前鬼は、狐のような笑みを浮うかべたまま、なにごともないかのように静かに佇たたずんでいた。

「あいにく俺は、特別でな。五体に『気』が満ちれば、強大な式神を召喚し使役することができる」

「式神の二重召喚だって!?　馬ば鹿かも休み休み言ってもらいたいね。そのようなことが式神ごときにできるものか！」

「土御門よ。低級な怨おん霊りようや妖よう怪かいなどをいくらかき集めても、本物には敵かなわぬぞ。陰陽師とはつねにただ一人で世界に対たい峙じし、陰いんと陽の狭間にて天地の力と対決する孤こ高こうの術者よ。そこには己自身が救われたいという思いがあってはならぬ。無私でなければならぬ。故に信しん仰こう心しんというものもない。われらはこの日ノ本の大地に生きる人々を守るために奉ほう仕しする、純じゆん粋すいな技術者だ。ひとたびその高みに立った術者は、如い何かなる術をも習得し神々をも取り込み使役できる。仏教が生みだした菩ぼ薩さつや明神であろうとも──」

「はったりはもう結構だよ。二度とその狐面の人ひと形がたに戻れぬよう、キミの『気』を綺き麗れいさっぱりと粉ふん砕さいしてあげるよ。式神ども、行け！」

「俺の念持仏は、ちと強いぞ」

　四方八方から襲おそいかかってきた式神軍団を──。

　前鬼は。




「人であった時代の姿も心も忘れた、あさましき鬼ども。闇やみへ還るがよい」




　オン、バサラ、ダルマ、キリ、ソワカ。

　千せん手じゆ観かん音のんよ、来たれ。




　指を蒼そう天てんにかざし、呪じゆ文もんをひとたび唱えただけで──。

　陰おん陽みよう師じと式神にしか見えない、無数の拳こぶしを繰りだし。

　ばん！

　どんっ！

　しゅうっ……！

　ぼひゅううぅ……！

　式神どもを一匹ぴき残らず、瞬しゆん時じに覆ふく滅めつしていた。




　最強陰陽師の座を賭かけた勝負は、ほんの一瞬で決着したのだ。




「……な……？　そ、そんな……ば、バカな……!?」

　土御門久脩が、後ずさる。

「こんなバカなことがあってたまるものか！　こんな……ぼ……ボクは安倍晴明公の直系の子孫、名門土御門家の当主、日ノ本最強の陰陽師だぞ！　それがこんな、赤子の手をひねるかのように簡単に……」

「ふん。狐の霊力をわがものとすることで栄えた安倍家の血も、数百年も経れば衰えるもの。久脩よ。陰陽師の時代は、この日ノ本を覆おおってきた古き闇とともに終わるのだ。いや、わが主とともにこの俺が自らの手で、終わらせるのだ」

　前鬼を凝ぎよう視しする土御門久脩の表情が、一変した。

　先ほどまでの自信も、式神対決に完かん壁ぺきに敗れてもなお失わなかった矜きよう持じも、粉々に砕くだかれたかのようだった。

　いまや、久脩の表情は、恐きよう怖ふ一色に染められていた。

　ありえない。

　こんなことが……起きうるはずがない。

　なぜならば。

　いかなる天才であろうとも決して召喚することはできないと土御門家に語り伝えられてきた最強の式神とは、その正体とは──。

「……まさか……まさか、あなたさまは……始祖……さま……!?」

　にたあ、と前鬼が狐の笑顔を見せた。

「久脩よ。お前など、この俺から見ればまだまだひよっこ。安倍晴明の末まつ裔えいを名乗るなど十年早いわ。若狭で一から修行をやりなおして来るがいい」

「うわ……うわあああああああああああ!?　ごめんなさいいいいっ!?」

　恐怖のあまり年ねん齢れい相応の子供に戻った久脩は、おしっこを漏もらしながらいちもくさんに山道を駆かけ下りはじめた。

　逃にげる間じゅう、前鬼が繰りだした見えない千手観音の拳に追いかけられて「ボコボコボコボコボコボコ」と頭や背中をこれでもかと殴なぐられまくり、鼻血を噴ふきだしながら山道をごろごろと転がり落ち、そのまま信奈たちの視界から消え去った。

「……やれやれ。本来ならば命を奪うばうところだが、わが主の優しさに感謝するがよい」

「ありがとうございます、前鬼さん！　これで久脩さんも、もう良晴さんを狙ねらったりはしないでしょう」

「うむ。半兵衛どの。そなたは、よい子だ」

　信奈たちが「いったいなにが起こってたの？」「前鬼はなにをしたんだ？　なにも見えなかったぞ」と呆あつ気けにとられている中、前鬼は「こーん」と一声鳴いて煙けむりとともに姿を消した。




「そんな、バカなあああああっ!?　なぜあの土御門久脩が、かような子こ栗り鼠すの如ごとき小こ娘むすめに敗れたのじゃあ!?」

　最後の抵てい抗こうも敗れた正覚院豪盛は、とうとう信奈たちに包囲され、追い詰つめられた。

「ぬおおおお！　ついに根本中堂は女人どもに侵おかされてしまうのか！　無念じゃ！　観音菩薩さま、申し訳ありませぬ！　なにとぞ、この女人どもに今すぐ、仏ぶつ罰ばつをお下しくだされええ！　なにとぞ、なにとぞおお！　もしも拙せつ僧そうを憐あわれとおぼしめしならば、万ばん策さく尽つきた拙僧を女人どもの魔ま手しゆからお救いくだされ～！」

　身の危険を感じた豪盛は、小心にも得物の金棒を足下に落っことすと「あわわわわ」と巨きよ大だいな体をぶるぶる震ふるわせ、涙なみだ声ごえになって吼ほえた。

　実はヘタレだった豪盛を、ギロッとにらんでいる信奈たち姫ひめ武将軍団。

　信奈たちの視線は、怒いかりに燃えていた。燃え上がっていた。

　特に、豪盛との一いつ騎き打うちに勝てそうになるたびに叡山に逃げ込まれて歯ぎしりしてきた勝家。

　そのすさまじい殺気がこもった姫武将たちの視線に気づいた豪盛は、慌てて咳せき払ばらいし、

「こほん。それでは、拙僧はこれにて」

　と、下げ卑びたご愛あい嬌きようを振ふりまいてそそくさと立ち去ろうとした。

　ひゅん、どんっ[image: !!!!]

「ぐはああああっ!?」

　信奈が繰くりだした中段蹴げりが、豪盛の脇わき腹ばら……肝かんの臓のあたりに深々と突つき刺ささった！

「誰だれが〝罰ばち当あたりな女人〟よ！　わたしたちのどこが穢れているっていうのよ、この糞くそ坊ぼう主ず！」

「その通りです！　和わ睦ぼくの席上で卑ひ劣れつにも私たちを暗殺しようとしたお前のほうが、よっぽど穢れているです！　御ご綸りん旨じを無視するとはそれでも叡山の僧そうですか！　恥はじを知れです！」

　ゴン、グシャッ！

　おでこを光らせながら怒り心しん頭とうに発した十兵衛光秀は、容よう赦しやなく豪盛の股こ間かんを爪つま先さきで蹴り上げた。

「うぎゃああああああっ!?」

　これには、さすがの巨きよ漢かん・豪盛も悶もだえ苦しむしかなく、ごろごろと地の上を転がった。

「お……お許しくだされ！　拙僧が間ま違ちがっており申したあ～！　かほどに強い女人さまがたが穢れているなどと、二度とたわけたことは申しませぬ！　どうか命だけは！」

「逃がすかあ、です～！」

「みんな！　こいつが二度と逆らえなくなるまで袋ふくろにするのよ！」

「おーっほっほっほっほっ！　わらわ、弓矢はからきしですが蹴け鞠まりは得意ですのよ！」

「天下人の振る舞まいとしては問題ですが、私の気分は満点です」

「合がつ点てん承しよう知ちです、姫さま！　喰くらえ柴田流必殺技──下段足刀〝顔面割り〟ッ！」

　ドゴオオオオン！

　とどめの一いち撃げき──柴田勝家、仰あお向むけに倒たおれてうめいている豪盛の顔面めがけて情け無用の踏ふみつけ攻こう撃げき！

「ひいいい、姫武将たちがこれほどに強いとはっ!?　た……助けてくだされええええ！」

　信奈の蹴りも殺人的だが、問答無用に男の急所に致命の一撃を入れた十兵衛ちゃんのほうがはるかにえげつねぇ……だ、だが、勝家はいくらなんでもやりすぎでは？　と、ボコボコにされている豪盛の惨さん状じようを眺ながめながら良晴は震えた。

　僧たちも浅井朝倉の足軽たちも、「あの豪盛さまが手も足も出ない……」「っていうか、豪盛さまって意外と情けない男だったんだな～」「男相手ならば無類の豪ごう傑けつだということは間違いないのだが……」「妙みように嬉うれしそうだぞ」「柴田勝家と一騎打ちするたびに負けそうになってたし」「要は、根っから女に弱いんだな……」「それで、女人を遠ざけていたのか……」と豪盛の情けなさに呆あきれながら信奈たち姫武将の迫はく力りよくに震えあがる。

「半兵衛ちゃん半兵衛ちゃん。止めてあげようぜ」

「でも……怖こわいです。くすんくすん」

「うふっ。室町の高僧・一いつ休きゆうさんはこのような歌を遺のこされていますのよ。〝女をば　法の御み蔵くらと　云いうぞ実に　釈しや迦かも達磨だるまもひょいひょいと生む〟。男がいくら女人禁制だのなんだのと妙ちくりんな理り屈くつを振りかざして空から威い張ばりしようとも、女には決して勝てませんのよ」

　松永久秀は、まるで止める気がないらしい。

　良晴にも、金ヶ崎以来の鬱うつ憤ぷんを大だい爆ばく発はつさせて暴れる信奈たちを止める度胸はなかった。

　しかし、ただ一人……。

「の、ノブナさま！　暴力はいけません！　これ以上続けられては、あまりにショウカクインさまがおかわいそうです……！」

　勇気ある一人の少女が、ズタボロにされて倒れている豪盛の体に自ら覆いかぶさって、信奈たちを制止した。

　その少女こそ。

「……フロイス？　そいつはさんざん宣教師を迫はく害がいしてきた仏僧よ、あんたの敵でしょ？　なんでかばってるのよ？」

　ドミヌス会の宣教師、フロイスだった。

「ノブナさま、デウスさまは〝汝なんじの敵を愛せ〟と仰おつしやっています。すでにショウカクインさまはノブナさまに謝り、深く反省しておられます……わがドミヌス会の修道士にもこのようなお方をときおりお見かけするのですが……おそらくはこの殿との方がたは幼き頃ころよりエイザンにこもって厳しい修行を続けられてきたため、ずっと女性を誤解なされていたのです。どうか、この殿方にお慈じ悲ひを」

「ま、あんたがそう言うのなら、いいけど？」

「でしたら、十兵衛も許してやるです」

「オブリガーダ（ありがとうございます）」

　フロイスは豪盛をかばいながら、にっこりと微笑ほほえんだ。

　フロイスに肩かたを支えられてようやく上半身を起こした豪盛は、

「お、おお……ぼ……菩ぼ薩さつさま……！」

　うわーっと大おお粒つぶの涙なみだを流しながら、フロイスの足下にがばっ！　とひれ伏ふした。

「拙僧の如きダメ男を救ってくださったあなたさまこそは、まさに観音菩薩さま！　ありがたや、ありがたや……！　なんと、一切衆生をお救いくださる菩薩さまが、南なん蛮ばんの女人の姿で降臨されたとは！」

「……え？　あの……？」

「観音菩薩さまは三十三の姿に変身なされるとは聞いていたが、実は異国のパードレの姿こそが三十四番目のお姿であられたか！　おお、おお、その輝かがやくような金きん髪ぱつ……碧あおい瞳ひとみ……まさに菩薩さまにふさわしい美しき異相！　そして、そのあふれる母性を隠かくしきれないふくよかな乳ち房ぶさ！　まだ見ぬわが母とは、きっと、このようなお姿であったろうか！」

「……え？　え？」

「これよりこの正覚院豪盛、あなたさまを一いつ生しよう涯がいお守り申す！　フロイスさまを守護する武蔵坊弁慶となり申す！　そう……死ぬまで！　ああっ菩薩さまああああっ！」

　がばあああっ！　とフロイスの足をかき抱いだき、頰ほおをすりすりしはじめた豪盛。

　そのいよいよ情けない姿に失望した僧たちが、がっくりと肩を落としてわらわらと散っていく……。

「ちょ。や、やめてください!?　わ、わ、わたしはデウスさまと結けつ婚こんした身で……だだだ誰か、助けてください～！」

「なにやってんのよエロ坊主！　フロイスから離はなれなさいよ！」

「さらにタチが悪くなってるです！　やっぱりぶち殺すしかないです！」

「やれやれ、厄やつ介かいな敵が味方になったのはいいですが……かえって面めん倒どうになりそうなので五十点というところです」

「あたしはまだ暴れたりないよっ！　やっちまえ！　きえーっ！」




　かくして。

　和睦は、成った。

　信奈は、八方ふさがりの窮きゆう地ちを脱だつした。

　小心な浅井久政は和睦の席に姿を見せず、信奈たちが根本中堂に足を踏み入れた時にはすでに叡山を下りていた。

　そして。

　今まさに根本中堂から出ようとしていた朝倉義景と、織田信奈は、この根本中堂ではじめて顔を合わせた。

　朝倉義景は、大おお柄がらな美青年武将であった。

　しかし顔色は透すき通るように青白く、視線ははるか彼方かなたをさまよっているようだった。

　異様だったのは、義景の背後である。

　お堂の壁かべ一面に、『源氏物語』に登場する美しい貴族の女性たち──その立ち姿が、びっしりと描えがかれていた。

　しかもその絵巻物の如き壁へき画がの中央には──信奈そっくりの少女の艶あでやかな立ち姿が。

「……これは!?　朝倉義景……あんたが描かせたの!?　いいの、お堂をこんなにしちゃって？」

「籠ろう城じよう暮らしがあまりに退たい屈くつだったので、越前から長谷川等伯を呼びつけて描かせたのよ。ふ、ふ、ふ。それにしても、そなたは等伯に描かせた立ち姿によく似ておる。余が想像した通りの美しき姫ひめ君ぎみであるな。ついに余は、わが母の面おも影かげを重ね合わせられる無む垢くな乙女おとめを見つけたぞ──美しい。臓ぞう腑ふをすべて抜ぬき取ってそのまま剝はく製せいにしてしまいたいほどに美しいぞ」

　朝倉義景は叡山に籠城しているうちに、興味を抱いた織田信奈についていろいろと調べ上げ、いつしかまだ見ぬ幻まぼろしの織田信奈に恋こいをしてしまったらしい。

「……!?」

　ぶるっ……と、信奈は身み震ぶるいした。

　なに？

　いったいなんなの、この男？

　わが母の面影……剝製……？

　なにを……言ってるの？

「よもやこの現世に、余が手に入れるべき女性がいようとは。余は必ずやそなたをわが館へ連れ帰り、艶やかに着き飾かざらせてみせよう……そなたはわが若紫となるのだ。それがわれら二人の宿命」

「ち、近づかないで！」

　瞳に狂きよう気きを宿した朝倉義景が手を伸のばすが、信奈は怯おびえて良晴の背後に隠れてしまった。

　物もの怖おじしない信奈がこれほどに他人に怯えるのは、ほとんどはじめてのことである。

　それほどに、朝倉義景が信奈を見つめるその目つきは、尋じん常じようではなかった。

　女に惚ほれた、とかそういうたぐいのものではない、暗く歪ゆがんだ情熱に憑つかれた者の眼差しだった。

「サル、こいつなんだかヘンなのよ！　なんで会ったこともないわたしの立ち姿を描かせているのっ？　剝製にしてしまいたいって、どういうことなの？　怖いわ、わたし……！」

「落ち着け信奈。いつの時代にもこういうやつはいるものだ。気にすんな」

　震ふるえる信奈をかばうように抱だいた良晴を、朝倉義景は怒いかりに満ちた目で睨にらみつけた。

「貴様がサルか！　つまらぬ……つまらぬぞ！　現世とはいつもこうだ。いそうもない美しい少女をやっと見つけたと思った時には、すでに貴様のような下品で女に手が早いだけのつまらぬ男が虫のようにたかって少女の美を穢けがしている……余が風ふう雅がに少女を愛めでているうちに、盛りのついたサルに花を散らされて台無しにされてしまうのだ！」

　朝倉義景は、憎にくしみのこもった声で、叫さけんだ。

「相良良晴。余は誓ちかおう、貴様を必ず戦場で殺してやると！　織田信奈は現世が生んだ奇き跡せき的てきな芸術作品。貴様のような痴しれ者の手には穢させぬ！　どんなことをしてもわが館に連れ帰り、閉じ込め、余がこの手で着せ替かえをし、わが若紫として育て上げる。織田信奈こそは、余の母になってくれる女人なのだ！」

　サル……わたし、怖い……！　と信奈が怯えて良晴に抱きつけば抱きつくほど、朝倉義景の怒りは沸ふつ騰とうするようだった。

「次は戦場でお会いしよう、織田信奈。残念ながら今は平安絵巻の時代ではない。一乗谷のわが館に愛らしいそなたを飾かざるためには、織田軍を壊かい滅めつさせ、そのサルを狩からねばならぬ。夢をこの手につかむには、生なま臭ぐさい戦を経なければならぬようだ」

　悠ゆう然ぜんと去っていく義景の後ろ姿を眺めながら、信奈は体の震えを抑おさえることができなかった。

　朝倉……義景……。

　狂くるっている。あの男の目は、狂っている。

　理屈じゃない。まるで全身を視線でなめ回されたかのように不ふ愉ゆ快かいで不気味だった。

　背筋が、凍こおる……。

「……サル……怖い……！　あんなやつに捕とらわれて館に閉じ込められるなんて、わたし、絶対にイヤよ……！」

「だいじょうぶだ、信奈。朝倉義景との戦、必ずお前が勝つ」

　信奈の肩を抱きながら、良晴がうなずいた。

　信奈は、上うわ目め遣づかいにおずおずとたずねた。

「ほんとうに？　それって未来をバラしているの？　だったらあんた、打ち首よ？」

「いや、そうじゃねえ。自分の頭の中の世界をひとりぼっちでさまよっている奴やつに、俺たち織田軍団の仲間たちが負けるかよ。そうだろう？」

　そうね、そうよね、と信奈が微笑みを取り戻もどした。

　だが良晴は（朝倉義景。いったいなんなんだ、あの信奈への執しゆう念ねんは……やばい男だぜ）と気を引きしめていた。










　信奈や良晴たち織田家の面々、そして敵方の朝倉義景らが立ち去った後。

　静まりかえった根本中堂には、竹中半兵衛がただ一人、居残っていた。

　今回の叡山焼き討ち騒そう動どうとは無む縁えんだった数人の若い僧そう侶りよたちが、最澄以来脈々と続く叡山の心臓部とも言える〝不滅の法灯〟を管理するために堂内を見張っている。僧兵にも与くみせず密教の呪法にもかかわらず、ひたすらに学問と修行に明け暮れてきた彼らは、まさかこの幼い少女・竹中半兵衛がとてつもない策を実行に移そうとしているとは、予想すらしていなかったのだ。

　女人禁制のはずの叡山。しかも根本中堂に達することができた竹中半兵衛は、「叡山もろとも、巨きよ大だいな怨おん霊りようの結界装置と化した都に巣くうあやかし怨霊のことごとくを祓はらう」という一大秘事を今、実行しようとしていたのである。

　叡山の下を走る地脈の要を、〝不滅の法灯〟の炎ほのおもろとも断ち、都の「結界」機能そのものを消しよう滅めつさせるのだ。

　かねて考えていたことであった。美濃の晴明神社で、何度も前鬼たちと話し合ってきた。叡山の台密のみならず、陰おん陽みよう道どうの実質的な力をそぎ落とすことになる。いわば、自らの存在意義を否定するという、身を切るような作業だった。

　躊ちゆう躇ちよもしている。しかしこの機会を逃のがしては、おそらく、二度目はない。

「……信奈さまの強固な意志が、この千せん載ざい一いち遇ぐうの機会をもたらしてくれたのです。前鬼さん。後鬼さん。お願いします……これ以後、わたしが召しよう喚かんできる式神は前鬼さんのみとなるでしょう。申し訳ありません」

　半兵衛の左右に侍はべるように、狐きつね顔がおの貴公子・前鬼と、狼耳を持つ少女・後鬼が音もなく召喚されていた。

「後鬼さんや十じゆう二に神しん将しようは、都に封ふうじられている多くの怨霊や妖よう怪かい、鬼、そして式神契けい約やくを待つ『かつて陰おん陽みよう師じだった』皆みなさんとともに、太極の根源へと還かえることになります。前鬼さんだけは、あまりにも霊れい力りよくが強大なために、いましばらくこの世に言こと霊だまとして留まることになりますが……大おお幅はばに力を失うでしょう」

「だが、わが主。これで、百年続いた乱世を終局へ向かわせることができる。織田信奈は日ノ本史上においてはじめて、人間による人間の世を開くことができるであろう」

「前鬼さん」

「娘むすめっ子よ。そなた自身にとってもこれは多大なる犠ぎ牲せいを払はらう仕事であるのに、よく決断したな。偉えらいぞ。最後に油あぶら揚あげを食わせろ」

「はい。後鬼さんのために、たくさん準備しておきました。くすん。せっかく前鬼さんと相方になって楽しく過ごせていた後鬼さんには、申し訳ありません……」

「たたたた楽しく過ごしてなどいないっ！　そもそも前鬼は相方ではない！　生前、われらは顔を合わせれば互たがいの命を狙ねらい合う仇きゆう敵てき同士であったのだぞっ！」

「そ、そんなあ。夫婦じゃなかったんですかあ？」

「ちちち違ちがうっ！　日ノ本各地にわれらが殺し合って相打ちになった証しよう拠この墓や名所が残っているくらいに不仲だったっ！」

「ど、どうして各地で相打ちになっているんですか？」

　互いに二、三度死んだくらいでは死にきれずに蘇よみがえる厄介な術士だったのでな、まああれは夫婦ゲンカのようなものだと前鬼が苦笑いした。

「うるさい。前鬼、見ろ！　貴様が叡山をも巻き込んで平安京に怨おん霊りよう封ふうじの結界なんぞをこしらえた結果がこれだ！　外側からの怨霊の流入を厳重に防いだ結果、内側から生まれいずる怨霊が都から逃にげられなくなったのだぞ！　おまけに、陰陽師もまた死後に呪として都に留まり、次世代の陰陽師に使役される式神となる運命に。貴様が人間に過保護すぎたのだ！　だから、結界などとっとと壊こわしておけばよかったのだっ！　あ、油揚げおかわり」

「ふん。そう言うな後鬼。菅すが原わらの道みち真ざねに、平たいらの将まさ門かど。怨霊の力が人間の力を遥はるかに上回っていたあの時代には、あれが最善手であったのだよ。強力な式神を手に入れるために強引に怨霊を生みださねばならない旧来のやり方よりも、式神を使役した陰陽師自身が次の式神になるという仕組みのほうがまだしも人道的であったしな……だが時代とともに、求められる手段は変へん遷せんしていくのだ。陰陽師の時代はもう終わったということだ。俺にとって想定外だったのは、土御門家の堕だ落らくよ。なにしろ代々の当主の誰だれも、この俺とお前を式神として使役できなかったのだからなあ──」

「狐に憑かれた土御門などその程度の小物ばかりだ。あむあむ。油揚げおかわり。だから、芦あし屋や家が陰陽道の覇は権けんを握にぎるべきだったのだ。それをド田舎いなかの播はり磨まなんぞに押し込めよって」

「そういえば後鬼。お前、いつから狼おおかみ憑つきだった？　昔のお前は烏からす憑つきではなかったか？　だいいち油揚げは狐の好物ではないか」

「うるさい。耳をぱたぱたするぞ。油揚げは美味い。貴様は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であったが、これだけは認める。それよりも前鬼。お前こそ、生前から男だったか？　どうも、昔は違ちがっていたような気がするのだが……」

「ふん。人の形を取っていたのは、もうはるか昔の話だからな。半兵衛どのに召喚されるまで長らく眠ねむっておったし……俺は生前から男であったと思ったが、違ったか？」

「よもや、この私を押し倒たおすために男の姿になったのではあるまいな」

「そなたこそ、俺の気を惹ひくために獣けもの耳みみをつけたのではないのか」

　前鬼と後鬼が忌いま々いましげに微笑ほほえみあいながら「それでは最後の勝負をするか」「ああ。最強の陰陽師はただ一人でいい」と互いに叡山からたっぷりと吸い込んだ闘とう気きを放ちはじめたので、半兵衛は涙なみだ目めになって「あわわ。ダメです、最後の別れの場面なのですから仲良くしてください～」と二人の式神を止めなければならなかった。

「じゃれあっただけだ、わが主。それでは、〝不滅の法灯〟を消そう。後鬼。一足先に、行け。これで生前からの長い腐くされ縁えんだった我らも……」

「……ふふ。また会えるさ前鬼。太極の根源で、また会おう。私はずっと待っている」

　前鬼と後鬼は、うなずきあいながら互いの手を握り合って、そして──根本中堂の内側に、激しい雨を、降らせた。

〝不滅の法灯〟は、消えた。

　後鬼、十二神将、そして都に封じられた無数の呪や怨霊たちとともに。

　雨に打たれ、激しく咳せき込みながら、半兵衛は思わず手を合わせていた。










　叡山からの帰路──。

　かろうじて窮きゆう地ちを脱だつした信奈は、雲母坂を下りながら馬上に揺ゆられていた。

　強敵・朝倉義景との決戦は先送りとなったが、ともあれ最大の危機は乗り切った。

　反旗を翻ひるがえした三好も六角も、しょせん単独では織田家に対たい抗こうできない連中。形勢不利と見ればまた逃げ散るに決まっている。

　信奈自身も、これでようやく京へ帰き還かんできる。

　脇わき腹ばらの傷口は、もうふさがっている。

（そ、そろそろサルに恩賞をあげなくちゃね……）

　ん？　どうした顔が赤いぜ？　と無ぶ遠えん慮りよにこちらを覗のぞき込んでくる良晴に、信奈は唇くちびるをとがらせて言った。

「は、早くねねのもとに帰ってあげなさいよ。あの子、ずっと水みず垢ご離りしてあんたの無事を祈いのっていたんだからね」

　おう、そうだったな！　と良晴がうなずいた。

「金ヶ崎から戻ってきて以来、俺はずっと陣じん中ちゆうだったからな！　早く顔を見せてねねを安心させてやらなきゃな！」

（ちょっとサル。いくら戦が続いていたからって……わたしに接せつ吻ぷんするって約束をまさか忘れているんじゃないでしょうね？）

　それはそれでかなり不満な信奈だった。




　良晴が「待ってろよ、ねね～！」と叫びながら走っていった直後、丹羽長秀が信奈のもとへそっとよってきて、笑顔でささやいてきた。

「……姫ひめ。京へお戻りになりましたら、夜半に相良どのをお呼びなさいませ。恩賞を授けられますよう」

「いいの？　あんたたち、わたしとサルが個人的に仲良くするのには反対なんじゃないの？」

「いえ。この長秀、二度とそのような愚おろかなことは申し上げません。これからは姫と相良どのを応おう援えんいたします」

「応援って……ま、万千代、あんたなにか誤解してないっ？　わわわわわたしはただ、しゅしゅ主君として、さささサルに恩賞をあげなくちゃってそう思ってるだけでっ……こ、これは、ただの義務でっ……！」

　長秀は、相変わらず照れて意味の通らない言い訳をはじめた信奈の手をきゅっと握りしめて、そして包み込むような笑顔でこう言った。

「……姫。もう誰にも遠慮なさいますな。どうか天下人におなりください。そして、たったひとつのわがままをお通しください。私は陰かげながらお二人を応援させていただきます──姫の夢がかなう、その日まで」

　信奈は、「まあ……いいけど……」と口ごもって目をそらした。

　長秀の柔やわらかな笑顔をこれ以上見ていると、涙を流してしまいそうだったからだ。

　でも、これ以上意地を張っている場合じゃない……万千代に申し訳が立たない……京に着いたら、サルに恩賞をあげよう。わたしの、はじめての接吻を。

　信奈ははじめて、素直にそう思うことができた。




　　　　※




「兄さま！　兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま兄さま～！　ねねは、兄さまのお帰りをずっと待っていたのですぞ！」

　京の妙覚寺。

　良晴が宿として部屋を借りているこの寺で、今、良晴は妹のねねにむぎゅ～と抱だきつかれて困っていた。

　こまっしゃくれているし、寝ね小しよう便べんはするし、女の子といちゃいちゃしようとすると邪じや魔まばかりするし、兄より算術が得意だしで、はっきり言ってうるさいだけの妹だと思っていたが……。

　……やべえ。

　なんか、ねねのやつが、めちゃめちゃかわいい！

　目を真っ赤に泣きはらして……鼻をぐすぐすとすすって……ああちくしょう！

　やべえ、俺のほうまで、嬉うれし涙が出てきた！

　戦国時代に迷い込んできた俺にも、ほんとうの家族がいてくれたんだなあ……。

　かあああ～っ！　生きててよかった！　死ななくて、ほんとうによかった！

　とかなんとか、良晴は金ヶ崎から生せい還かんできた嬉しさもあいまって、自分を待ち続けてくれたねねをはじめて実の家族のように感じていたのだった。

　だがしかし、今までリアル妹というものを知らない良晴、（かわいいなあかわいいなあ）とときめいてしまう妹に対していまいちどう接していいのかわからない。

（うーむ。このときめきをどう行動であらわせばいいのかさっぱり分からねー）
















　とりあえず、頭をなでてみた。くしゃくしゃ。

　おおー、困ってるような喜んでいるような微び妙みような表情がなんともかわいい……！

「ぬぬ。いかがいたしましたか兄さま、いつもと様子が違いますぞ」

「いやいや気にするな、家族への愛情表現だ」

「しかし金ヶ崎での兄さまは姫さまに夢中で、ねねのことを忘れていましたな？」

「いや、死にそうになった時にねねの顔が浮うかんだ。俺が生きて戻もどれたのも、ねねのおかげだ」

「……えっ!?　な、なにか悪いものでも食べましたな、兄さま!?」

　ねねが照れてる……生きててよかった……なにか大切なことをすっかり忘れている気がするが、とにかく今夜はねねと一いつ緒しよに帰還祝いだ、と良晴はうなずいた。

「あ、兄さま、お土産みやげの越前名物はありませぬのか？」

　良晴の膝ひざを座布団がわりにしながら、ねねが「お土産、お土産」と囃はやし立てる。

　いやあ……帰るところがあるって……家族が俺の帰りを待ってくれているって、すっげぇありがたいことだったんだなあ……ねねを俺の妹にしてくれた信奈にも礼を言わなきゃなあと感激しながら、良晴は風ふ呂ろ敷しき包づつみを畳たたみの上に広げてみせた。

「越前ではお土産を買ってくる余よ裕ゆうがなかったが、叡山で名物のごま豆どう腐ふとゆばを買ってきてやったから！　さっそく食おうぜ！」

「おおー。ゆばとはなんですかな、兄さま？」

「坊ぼうさんが食べる精進料理の食材でさ。大豆を固めたものだ」

「ほほう。しょうじんりょうり……豆腐とは違うのですかな？」

「豆腐と違って、わりとかたくて、麵めんに似ているな」

「わかりましたぞ！　それではさっそく、豆腐とゆばに八丁みそをかけて煮に込こみますぞ！」

　ねねは威い勢せいよくお鍋なべを火にかけ、そしてさっそくみそが入った壺を出してくる。

　良晴は、慌あわててねねを取りおさえた。

「いやっだから、みそを入れて煮込んだら名古屋めしになっちまうからっ！」

「むっ。みそをかけねば、いったいなにをかけて食べるというのですか兄さまは!?」

「いいからねね、頼たのむから名古屋めし以外の味つけにしてくれっ！」

「ダメですぞ！　みそ味にしますぞ！　これ以上みそはダメだというのなら、泣きますぞ！」

「ちくしょう……ちくしょう～！　やっぱ、妹は面めん倒ど臭くせぇ！」

　みそ壺を担いで逃にげ回るねね、せめてゆばだけは守り抜ぬくぜ！　とねねを追い回す良晴。

　きゃっきゃうふふと、部屋の中を二人仲良く暴れまわった。

「捕つかまえたぁ！」

「あ～れ～！　兄さま、放すですぞ！」

「そうはいかん！　みそだけは使わせはせん！　くすぐってやる！　くすぐり倒たおしてやる！」

「あははははは！　ならばこちらは明智さま直伝、殿との方がた破は壊かい攻こう撃げきですぞ！」

　ずんっ！

「ぐえぇっ!?　……って、金的を蹴けり上げるんじゃねえ！」

「おおっ？　兄さまが本気で悶もん絶ぜつしている？　いかがなされましたかっ？」

「だからっ！　十兵衛ちゃんの真ま似ねなんかしちゃダメだからっ！　うおおおお、苦しいっ～！　たっ……助けてくれええ～っ！」

「あ、兄さま？　しっかりしなされ、ですぞ！」

　ごろごろごろ。

　ごろごろごろ。

　悶絶して畳の上を転がりまわる良晴、その良晴のおなかに馬乗りになって「兄さま～」と騒さわぐねね。

「ここですか。ここが痛むのですか？　ねねが撫なでてさしあげますぞ！」

「やめろやめろ、いろんな意味でまずいからそこには触ふれるんじゃねえ！　こらっ押すな、痛い痛い痛い！」

「では、こうですか！」

「引っ張るな！　こらこら着物を脱ぬがすんじゃない、誤解されるだろ！」

「しかし脱がさないと怪け我がの具合がわかりませんぞ！」

「ダメだってばー！　ちくしょう、やっぱ妹の相手をするのはたいへんだ！」

　とはいえ、今夜ばかりはねねになにをされても笑顔でいられる良晴だったが。

「良晴さん……あの……五右衛門さんからの手紙をお持ちしました。さっきからなにをなされているんですか？」

「……ねねと急に仲良くなりすぎ……あやしい」

　竹生島から浅井長政と津田信澄を救出しようと乱らつ波ぱ仕事を続けている五右衛門から、良晴宛あてに中間報告が届いた。

　その手紙を持って、半兵衛と犬千代が良晴の部屋を訪れたのだ。

　だが良晴はなぜか、いつもはわりと邪じや険けんにしているねねを相手にずいぶんと楽しそうだった。

　っていうか、ねねが良晴の股こ間かんをまさぐっているように見えるのはなぜ？

「良晴さん？　もしかして……女好きがこうじて、とうとう、幼いねねさんに……？」

「……正覚院豪盛どころではない、まさしく女の敵。正義のお犬さまが、成敗する」

「え？　違ちがう。誤解だ。なんでもないんだ。なんでもないんだって！」

　犬千代と半兵衛が、良晴の体からねねをひっぺがそうと飛びついてきた。

「なにをなさりますか、ですぞ！　ねねは兄さまと遊んでいるだけですぞ」

「騙だまされているんです、ねねさん！　良晴さん、そんなに女の子に飢うえているのでしたら……わ、わ、わたしが……その……と、歳はねねさんよりも重ねていますが、ね、ねねさんと、に、に、似たような体型ですし……」

「半兵衛ちゃん、なにもかも誤解だから！　なんで着物をはだけるんだよ？」

「……たいへん……今すぐ良晴をこちらの世界に引き戻さないと、永遠に幼女しか愛せない男になってしまう……犬千代も協力する」

「なんで抱きついてくるんだよ犬千代？　つーか、お前も幼女だからっ！　俺的にはねねもお前も分類学上は一緒だから！」

「……がーん。犬千代は、幼女じゃない……年とし頃ごろの、生き娘むすめ……」

「良晴さんの国には、幼い子供しか愛せなくなる〝露ろ璃り魂こん〟というおそるべき病があるとうかがっています。きっと良晴さんもその露璃魂を発病してしまったんだと思います！　すすす少し恥はずかしいですが、手て遅おくれになる前にわたしたちで治してしまいましょう！」

「頼むから半兵衛ちゃん、落ち着いて聞いてくれ！　俺はそもそもロリコンなんか発病していないし、つるぺたの半兵衛ちゃんと犬千代に迫せまられたらかえってロリコン化するから！」

「ほほう……兄さまと裸はだかでくっつく遊びですかな？　面白そうなのでねねも参戦しますぞ！」

「ダメです！　ねねさん！」

「……良晴は悪い男。ねねをここまで調教して……」

「ヘンなことを言うな犬千代！　こら、脱ぐなぁっ!!」

　大おお騒さわぎ。

　三人の（つるっ、ぺたっ、な）女の子に組み敷しかれた良晴は、酸欠状態になりながらも、

（そうだ、思いだした！）

　信奈からまだ恩賞のキスをもらっていないことに、ようやく気づいた。

　俺はべべべ別にののの信奈ときききキスなんてぜんぜんしたくねーんだけどさ！　しかし早く恩賞を奪うばわないと、あのどケチ女のことだ、またしてもなかったことにするに違いねえ！

「ぬおおおお～！　なにがなんでも、信奈のもとに行かなければ～！」

　英気百倍、元気一千倍！

　良晴は、気合い一発、つるぺたな女の子たちのおしくら饅まん頭じゆうからするりと抜け出した！

「きゃあ……」

「おおー。兄さまが燃えておられますぞ！」

「……すさまじい執しゆう念ねんを感じる」

「悪いがちょっと出かけてくらあ！」

　良晴はそう言い残すと、オリンピック級のスピードで駆かけだしていた。




（べべべ別にののの信奈に惚ほれてるんじゃねーぞ！　おおお俺はただ、家臣への恩賞をケチるあの女の悪あく癖へきを矯きよう正せいしてやるためにだなっ！　そうとも、恩賞をケチると家臣団に不満がどんどんたまっていって、いずれは謀む反ほんだって発生するんだ！　こここれは家臣としての義務だ！）

　走った。

　月夜の下を、広々とした砂じや利り道みちを、全速力で走り続けた。

（たしか信奈は、本能寺にいるはず。俺が修学旅行で京都を見物した時には、本能寺は寺てら町まち御み池いけに建っていた。だがあの本能寺は、信奈が宿にしていた本能寺じゃないんだ。「本能寺の変」でもともとの本能寺は焼け落ち、そのあとで寺町御池に移転した。だからこの戦国時代の本能寺は、そう、俺が泊とまっている妙覚寺からほど近い油あぶらの小路こうじ蛸たこ薬やく師しにあるはず──）

　ああ。

　ここは、京の都だ。

　修学旅行で訪れた、アスファルトの車道とビル街に囲まれたあの現代の京都じゃねえ。

　まっすぐに続く、広い砂利道。

　戦国時代の、京の都を、俺は今自分の足で走っている。

　良晴は、叫さけび声をあげたくなった。

　信奈。

　お前は、桶狭間の戦いも、稲いな葉ば山やま城じよう攻こう略りやくも、上じよう洛らく戦も、そして生しよう涯がい最大の危機だった金ヶ崎の退き口も戦い抜いた。

　俺が戦国ゲームで覚えた歴史では、織田信長は将軍・足利義よし昭あきと対立して包ほう囲い網もうを敷かれ、苦戦するはずだった。

　しかしこの世界の将軍は、お前に命を助けられた今川義元。あの通り、あいつは京に来てからも蹴け鞠まり三ざん昧まい・風流三昧で、あれでもけっこうお前に感謝してるみたいだし、お前を陥おとしいれるような悪あく謀ぼうを練ったりするはずはねえ。

　それなのに、いったい誰だれが裏で糸を引いているのか、それとも「歴史が帳ちよう尻じりを合わせて」いるのか、この世界でも「織田包囲網」は着々と作られつつある……！

　俺が戦国ゲームで仕入れた歴史知識も、少しずつ歴史が俺が知らない方向に進みはじめているせいか、だんだん役に立たなくなってきた。

　金ヶ崎イベントを防ぐことにも失敗した。

　いつか、あるいはもうすぐ、俺はお前の役に立てなくなっちまうのかもしれない。

　それでも。

　絶対に。

　絶対に、「本能寺の変」イベントだけは、この俺が起こさせねえ。

　あの一いち途ずにお前を慕したう十兵衛ちゃんが、あんな謀反を起こすわけがない。

　半兵衛ちゃんが言うように「歴史の帳尻を合わせる力」なんてものがほんとうにあるのだとしたら、この世界では十兵衛ちゃん以外の誰かが「本能寺の変」を起こすのかもしれねえ。でも、今の家臣団にそんな人はいなそうだし……。

　では、あるいは、まだ俺が出会っていない誰かが「本能寺の変」を引き起こすのか──。

　俺にはまだわからない。

　わからないが──絶対に、俺は、お前を守る。

　お前が本能寺で死ななかった未来を、俺が生まれ育った世界には存在しなかったもうひとつの未来を、俺はどうしても見てみたい。

　きっと、俺は、そのためにこの戦国時代に来たのだから。

　備び中ちゆう高たか松まつ城じようで毛もう利り勢とにらみ合っていて「本能寺の変」に間に合わなかったなんてへまだけは、俺は絶対にやらねえ。

　俺は藤吉郎のおっさんと比べればすべての面で劣おとるただのボンクラ高校生だが、その一点だけはおっさんに勝っている。いや、勝ってみせる。

　たとえ、お前の身代わりに、この体を業火に晒さらすことになるとしても──。

　……

　……

　……

　辿たどり着いた。

　夜の、本能寺。

　まるで、城じよう塞さいだった。

　堀ほりがあり、高い塀へいがあり、そして「これが町中にある寺？」と目を疑うほどに広い。

　なるほど、京で信奈が宿に使うには最適の建物だ。

「よう門番さん！　お役目ご苦労！　相良良晴が約束の恩賞を受け取りに来たと伝えてくれ！」

「相良さま。お待ちしておりました」

「……え？」

　すぐに門が開いて、小こ姓しようの案内で中へと通された。

「こちらで、姫ひめさまがお待ちしています」

　奥にある一室の前で、良晴は生なま唾つばを飲み込んで立ち尽つくした。

　ゴクリ。

（あ、あれ？　ずいぶんと簡単に辿り着いちまったなあ……信奈、なんだかんだ言って恩賞をチャラにするんじゃなかったのか？　おいおい、いったいなにを考えて……）

　いざとなると緊きん張ちようして、胃は痛むし喉のどは渇かわくし心臓はバクバク鳴って今にも爆ばく発はつしそうだしで、良晴は（帰りてぇ……）と思わず泣き言を言いそうになった。

「いや、いやいやいや！　ここここれはケチ臭くさい主君に対する諫かん言げんにも等しい行こう為い！　ああああくまでも、ききききキスだけだからな！　そそそそそそれ以上のことはやらねえからなっ！　で、で、でも、ま、ま、周りに、だ、だ、誰もいないのなら……って俺はなにを言っているんだあ？　うおあああああ～！」

　震ふるえる手で、「ええい！」と度胸一発、襖ふすまをがらっと開けていた。

　室内には、ただ一人。

　凜りんと正座した美少女。

　白装束の──柴田勝家が、

「うあ。うあうあうあうあうあ……」

　すっかり涙なみだ目めになって、憐あわれなほどにがたがたと震えていた。

「って、なんでお前がここにいるんだよ、勝家っ!?」

「い、い、いや、だから、ほらっ、お前がなにかの間ま違ちがいで生きて帰ってきたら好きなだけおっぱい触さわらせてやるって約束しちゃったから……うああああああ～！　あたしは、絶対にお前はもう死んだ！　って思ってたんだよ～！　まさか、まさか生きて帰ってくるなんてええええ！　しかも、あの約束をきっちり覚えてるしっ！」

「は……はあ～？　そんなノリで交わした口約束なんて、覚えてねーよ!?　ってか、信奈はどこだっ!?」

「うあ、うあ、うあうあうあ……さ、さあ！　触れ！　お、おお、おお、思う存分あたしの胸に触るがいいっ！　ぐすっ……ひぐうぅっ……ぐすん、ぐすん、ぐすん……ああ……助けて……お母さぁん……！」

「いや、だから俺は信奈に用があって……だいたい、そんなに泣くほどイヤなら触らせなきゃいーだろうが！　俺のほうまで傷ついて泣きたくなってきたっ！」

「ぶぶぶ武士に二言はないっ！　あああたしに切腹しろと言うのか、サルっ!?　お前はどこまで鬼おになんだあああっ！」

「……触らないと……切腹するの？」

「ああああ当たり前だっ！　戦場で交わした命がけの約束を破ったら、あああたしはもはや武士ではないっ！　当然、切腹だっ！　ででででも、さささサルなんかにむむむ胸を触られるなんて、ああもう切腹したほうがよっぽどマシっ……！　いっ……いやあああっ……！」

「……どっちなんだよ。触ったら、信奈に会わせてくれるのか？」

「ぐすっ……ぐすぐす……ああっ、わかったよ！　会わせてやるよ！　だから、さっさと胸を触ってあたしを解放してくれよっ！」

　うーん。

　金ヶ崎でこいつとそんな約束をしたかどうか、修しゆ羅ら場ばだったのでほとんど覚えてないんだけど、しょうがないなあ……。

　本能寺に陣じん取どる信奈がラスボスなら、勝家は中ボスってところか……。

（ま、あっさりラスボスに辿り着いちゃうってのも盛り上がりがないし拍ひよう子し抜ぬけだからな。それに俺は今まで信奈からさんざん恩賞をケチられてきたんだから、ボーナス恩賞くらいもらってもいいよな？）

　よせばいいのに、ここで、良晴自じ慢まんのスケベ心がむくむくと頭をもたげてきた。

「こほん。ま、まあ……しょうがねーな。触らないと切腹されちまうって言うのなら、触ってやるしかないかな。ひ、人助けってことだ、うん」

「あう、あうあうあう……さ、触るつもりなのっ!?」

「いやまあ、俺はどっちでもいいんだけど。でも織田家最強のお前にこんなところで切腹されるといろいろ困るしなあ」

「ぐすっ……お母さぁん……！　うううううっ……！　いいから早く触ってよ！」

　なんだかすっげー悪いことをしてる気分になってきたと思いつつ、良晴は勝家の前に正座。

　そして、おそるおそる、両手を伸のばす──。

　その先には、メロン級のサイズを誇ほこる二個の大きなおっぱいが──。

「ゴクリ。ぼ、ボーナス恩賞としては最高だと思います。さ、さ、触らせていただきます」

　なぜか丁てい寧ねい語ご。

　良晴は、指を広げて、そしてそびえ立つ宇宙の聖地へとその指を降ろした──！

　ぐにゅっ……。

「げ。柔やわらかい……!?」

「うあ、うあうあうあ……ひゃああっ、ほんとに触ったなこのサルっ！」

「す……す、す、す、すげぇ……！」

　まさに気分はアポロ宇宙船から月面へと降り立つアームストロング船長ッ！

　今、人類の歴史は変わる！

　たぶんあとで勝家にしばき倒たおされるだろうけど、俺はぜんぜん後こう悔かいしねえ！

「も、もっと指に力を入れてみたら、どうなるんだろうか」

　むにゅっ。

「ひゃあああっ!?　あ、あわわ、ほんとうにサルに触られちゃった……！　も、もう、お嫁よめに行けないよおお～!?」

「こ、こ、こ、これは……！　弾だん力りよく性せいに富んで、奥から指を押し返してきよる!?　なんちゅう、なんちゅうもんを触らせてくれはったんや、勝家はん……!?」

　むにゅ、むにゅ、むにゅううう～。

　うおっすげええっ、白装束の上からでもデカさがわかるこのサイズ……この柔らかさ……！

「おおおおおっ!?　マジかっ、これが、これがほんもののおっぱいというやつなのかっ？　まさしく女の子の神秘！　生きてて……生きててよかった……！　感動の涙が溢あふれてきちまった！」

「さ、サル。あっ……ダメぇ！　揉もむな、そんなに揉んじゃダメだってばっ！　痛い痛いっ！」

「ああっ、わわわ悪い、思わず興奮して手が勝手に……！　やべえ、手が吸いつけられて離はなせねえ……！　なんだこれは、いったいなんなんだ～!?」

「こ、壊こわれちゃうだろっ！　も、もっと優しく触れっ、バカ～！」

「これこそ、われら人類が長年探し求めてきた宇宙の神秘なのかああああ！」

「わわわわけのわからないことばかり言うなっ！　もっとあるだろっ、こういう時に女の子にかける言葉がっ！」

「すすすすまん勝家、あまりにも興奮しすぎて知力が大おお幅はばに低下して……！　な、なんて気持ちいい感かん触しよくなんだ……！　こんな素晴らしいものをずーっと我が慢まんし続けて生きてきたなんて、豪盛は大バカだぜ！　おっぱい最高！」

「あうううう～！　はずかしいから、早く終わって～！」

　うぶな二人が完全に舞まい上がってもうわけがわからない状態にまでヒートアップしてしまった、その時。

　がらっ。

　襖が唐とう突とつに開いて、そして、こちらもなぜか白装束を着込んでいた信奈が部屋へと一歩、入ってきた。

「……ひ、姫さまっ!?」

「げぇーっ!?　信奈っ!?」

　……

　……

　……

　しばらくの間……月の世界に来てしまったかのような静せい寂じやくを、良晴は味わっていた。

　まるで能面のような無表情のまま固まっていた信奈が、長い長い沈ちん黙もくを経て、ようやくその唇くちびるを開いた。

「……ふうん……そうなの。わたしとの接せつ吻ぷんより、勝家のでかいおっぱいのほうがよかったわけ。なあんだ。そうなの。あんたにとってわたしの接吻なんて、六の胸にくっついている脂あぶら身みの固まり以下だったのね。そうよね、わたしの形がよくて美しい胸よりも、牛みたいな六のデカ乳のほうが好きなんだものね、未来から来たサルのあんたは。未来のサル王国では牛みたいなおっぱいが大人気なんだものね。なるほどなるほど……はぁ……あーなったらこーしようと前もっていろんな場面を想定してきたんだけれど……この展開は、さすがに考えていなかったわ……サルがわたしとの約束を完全に忘れ去って、六のおっぱいを揉みに夜よ這ばいをかけてくるだなんて……」

「あの……信奈？」

「い、いえ、違ちがうんです姫さま！　これは夜這いとかそういうんじゃなくてですね、金ヶ崎での約束をですね……あう、あうあうあう……！」

「うっさいわね！　六！　よくも、あたしの飼いザルにちょっかいかけたわねっ！」

「……う……うあああああ、姫さまが本気で怒おこっていらっしゃるううう～！　サルに弄もてあそばれてお嫁に行けない体にされた上に、姫さまの寵ちよう愛あいまで失ってしまったああ～！　今夜のあたしは踏ふんだり蹴けったりだあ～！」

　うわああああん、と勝家が畳たたみに額を擦こすりつけて泣いた。
















「……あら？　六がわんわん泣いているわ。ははあん……そうなのね。おかしいと思ったのよ。なるほど、サルが嫌いやがる六を押し倒して無理矢理にいっぱい乳を揉んだのね。悪いのはぜんぶ、サルなのよね。そうなのよね……」

「げえっ？　違ちがうんだ信奈！　俺は、お前から恩賞を受け取ろうと思ってだな……おいこら泣いてないで信奈にちゃんと説明してくれよ勝家！」

「問答無用！」

　ざんっ[image: !!!!]

　いったいどこから取り出してきたのか、信奈は名刀「圧へし切きり長は谷せ部べ」を抜ぬき放つと、良晴の首もとを狙ねらって思いっきり振ふり下ろしてきた。

　間かん一いつ髪ぱつ、良晴は横へと転がってその一いち撃げきを避よけた。

「おわっ!?　ちょっと待て、今のはほんとにやばかったぜ！　当たったら死ぬだろうが！」

「女の子を襲おそう外道を成敗してやるって言ってるのよっ！　ここここれじゃ、さんっざんいろいろ妄もう想そうして一人ではぁはぁふぅふぅ悶もだえていたわわわわたしがバカみたいじゃないっ！」

「えっ？　妄想？　何がっ？」

「うっさいわね！　今日という今日は逃にがさないわよ、このエロザルっ！　死んじゃえ────！」

「かかか勝家、頼たのむから弁明してくれ！」

「うああああ……姫ひめさまが……姫さまがあたしのおっぱいを触さわっていたサルに身も世もなく激しすぎるヤキモチを焼いておられるぅ～！　やっぱり……やっぱりサルが好きなんですか、浮うわ気きされたら殺してやりたくなるほどに愛しておられるんですかああ、姫さまあっ!?」




　良晴は、逃げた。

　本能寺を飛び出し、月夜の砂じや利り道みちを逃げ続けた。

「こら待てぇ！　人里に迷い込んできた変態乳揉みザルっ！　なんで逃げるのよ、このわたしがじきじきに討ち取ってあげるって言ってるのよっ!?」

「お前、しつこいんだよ～！　少しは俺の言い訳を聞く耳も持ってくれよおお～！」

「聞かないっ！　聞かないっ！　ぜーったいに、聞いてあげないんだから！　わわわたしがどどどどんな思いであんたをずずずずっと待ってたと思ってんのよ、そそそれなのになに？　なんであんたは鼻の下を伸ばして六のおっぱいを揉んでるのよッ!?」

「えっ？　待ってた？　なにがっ？　だれをっ？」

「なんでも、なーいー！　とにかく、あんたは死ねっ！」

　ぶんっ。

　ざくっ！

　うわっ、ケツにかすったっ!?

　今回だけは本気だ！

　信奈が魔ま王おうモードに!?

　逃げのびなければ殺されるっ！

　良晴は、夜の大通りを駆かけながら、吼ほえた。

「ちくしょう……なんでこうなるんだよ～？　ちくしょう～!!」

「待てえええ～！　この……浮気者おおお～！」

　その夜……京の町人たちはみな、「叡山を焼き討ちにしようとした第六天魔王が、こんどは京の町中に現れた妖よう怪かい乳揉みザルを退治しようと日本刀を抜いて往来を走り回っている」と恐おそれおののき、良晴が「助けてくれえ」と戸を叩たたいても決して開けようとしなかったという。







　　　巻ノ五　風林火山の旗







　南近江──冬の琵琶湖。

　叡山との和わ睦ぼくを成立させ、休む間もなく京から南近江へ兵を進めた信奈は、すでに六角承禎が甲賀へ再び逃げ去ったことを知り、そしてこの南近江の街道で思いがけぬ者と再会した。

「ふっふっふっ。信奈どの。もう心配は要らぬぞえ」

　斎藤道三である。




　信奈が上じよう洛らくした際、いったん京へのぼったがそこで借金取りの婆ばあたちに追い回されて美濃へ夜よ逃にげし、武田信玄上洛の噂うわさなどもあってそのまま岐阜城を預かっていた義父・斎藤道三は、〝金ヶ崎の退き口〟〝雲母坂での信奈狙そ撃げき〟〝浅井朝倉の叡山籠ろう城じよう〟と矢や継つぎ早に信奈を襲う危機の連続を岐阜城で歯がみしながら静観せざるを得なかった。

　道三がうかつに動けなかった最大の理由は、自分が岐阜城を空けると甲か斐いの武田信玄が攻せめ寄せてくるのではないかという恐れがあったからである。

　手勢が少ないことなどは、問題ではなかった。

　その道三がついに意を決して南近江へ進軍したのは、〝織田信奈、復活〟〝浅井朝倉、叡山より撤てつ退たい〟という一報を耳にしたからである。

　信奈どのが健在であったからには武田信玄は容易に動くまいと踏んだのだ。

「京の危機は去ったが、いまだ南近江には六角承禎軍が跋ばつ扈こしており、琵琶湖の南岸は反織田勢力の支配下にある。ワシは浅井朝倉の撤退によって南近江に孤こ立りつした六角を叩き、分断されている京と美濃を再び街道でつなぐとするわい」

　即そく断だん即そつ決けつ、わずかな手勢のみで道三は南近江へ攻め込んで野や洲す川がわで合戦。〝蝮〟と恐れられた神算鬼謀の采さい配はいを振るい、六角承禎軍を壊かい乱らんさせた。

　ひとつだけ道三の計算が狂くるったのは、東山道を通って本ほん拠きよの小谷城へ撤退中だった浅井久政軍が、たまたま六角と道三の戦場に遭そう遇ぐうし、「六角はかつての仇きゆう敵てきだが今は味方ぞ」と道三の手勢めがけて攻め寄せてきたことであった。

　兵力差は数倍も劣おとったが、道三は戦下手な浅井久政を手玉に取り、浅井軍は算を乱して潰かい走そう。浅井久政はほうほうのていで小谷城めざして逃げていった。

　浅井久政が割り込んだため、六角承禎がまたも甲賀に逃げこんでしまったのが口くち惜おしいが、この「野洲川の合戦」に勝利した道三は南近江の領土をほぼ奪だつ回かいしたのである。

　京に孤立していた織田軍本隊は、道三の働きによって本ほん拠きよ地ちの美濃と再びつながったのだ。

　進軍中に道三に出くわした信奈は、率いて来た軍を丹羽長秀に任せると、全軍に半日の休きゆう憩けいを命じた。

　そして、今。

　信奈は冬の琵琶湖の東岸に面した安あ土づち山やまの頂上に幔まん幕まくを張り、ただ三人で眼下に広がる琵琶湖の絶景を眺ながめながら夕食に興じていた。信奈とともにいる二人とは──。

「信奈どの。こたびはそなたの危機だというのになかなか力になれず、申し訳なかったのう。なにもかも金貸し婆どもから逃げ出したワシの責任じゃ」

　眼を細めて、ういろうをかじっている斎藤道三。

「うふっ。ほんとうのことをおっしゃい。わたくしに再会するのがおそろしかったのでしょう、蝮どの」

　くすくすと笑いながら道三に茶を点たてている、松永久秀。

　道三は「……」と脂あぶら汗あせを流しながら、身み震ぶるいしている。

「そなたが点てた、この茶……ど、毒は入っておらぬであろうのう？」

「ご心配には及およびませんわ。良晴どのにきつく戒いましめられていますの」

「ふむ」

　あの男、そなたをも恐れぬのか。たいした肝きもの据すわりっぷりよ、と道三が破顔した。

「変わったお方なれど、信奈さまを一いち途ずに想う気持ちではわたくしも負けそうですわ」

　そなたのは悪女の深情けというのじゃ、と道三。

「あら。あなたに悪人呼ばわりされたくありませんわね。わたくしは主君を追い出して城を奪うばったことなどいちどもありませんわよ。ひとたび愛したら、とても一途な女ですわ」

「だから、それがいかんというのじゃ」

「信奈さまに美濃譲ゆずり状じようなどをしたためたあなたが言っても、説得力がありませんわ。うふ」

　斎藤道三と、松永久秀。

　ふっふっふ……くすくすくす、とお互たがいに微笑ほほえみながらもいつ何時命のやりとりをはじめるかわからない二人の梟きよう雄ゆう。

「蝮と蠍が昔なじみだったなんて、わたし、ぜんぜん知らなかったわ。この狒ひ々ひジジイにいったいどれくらい金を貸したの、弾だん正じよう？」

　そんな二人の間にちょこんと正座しててばさきを「はむはむ」とかじっていた信奈が、安心しきったような幼い笑顔を見せた。

　道三と久秀は、目を見合わせて苦笑した。

　この二人は、金の貸し借りをしていたわけではない。

　かつて互いに惹ひかれあい、ともに手を取り合って同じ道を歩みたいと念じながらも、最後は互いの野望を果たすために激しく対立し、別べつ離りしたのだ。

　道三は、天下統一というとほうもない野望のために美濃を望み。

　久秀は目の前の京にはびこる悪党たちへの復ふく讐しゆうの念に凝こり固まり、京を支配することにこだわった。道三の「守りにくい京を本拠としてはだめだ。美濃で商業を興し軍備を蓄たくわえ、時が来れば大軍勢を率いて京へのぼってはじめて天下を統一できる」というとほうもない夢物語を不可能となじった。

　道三もまた、「六条御息所じゃあるまいし、情に流されすぎだ。お前も根っこのところは、しょせんは女だな」という心ない言葉で久秀を傷つけた。

　もう永遠に交じりあうことがないと思われた、二人の道が──。

　今、信奈という一人の少女に導かれて、奇き跡せき的てきに交差したのだ。

「……はて。遠き日のことゆえ、いくら借りたのか忘れてしもうたのう」

「莫ばく大だいな利息がついていますわ。ご返済は無理かと」

「まさか、そなたとこうして味方として再会するとは思わなんだわ」

「ええ。まことに人の縁えんとは、不思議なもの」

　道三は、視線で久秀に伝えた。

　昔の怨えん恨こんを持ち出すのは、よそう。

　互いにおのが野望のため、市井しせいの人としての幸福を求めることなどとうに忘れてしもうた者同士。

　ついに、現世で夫婦として結ばれることはなかったが……。

　今のワシらには、娘むすめが、おる。

　ワシらが果たせなんだ天下盗りの野望を、美しき夢として継ついでくれた娘じゃ。

　かけがえのない宝よ。

　久秀も、二人にしか通じない形で、道三に自分の気持ちを伝えてくる。

　異形の自分を恐れることなく母のように慕したってくれる信奈がかわいくて仕方がない、と言いたいようだった。

「見て。叡山の向こうに、夕日が落ちていくわ！」

　綺き麗れいね……と、瞳ひとみを輝かがやかせた信奈が西の方角を指さした。

　冬の琵琶湖のそのはるか彼方かなたに、夕焼け空が広がっていた。

　小白鳥の群れが、湖面から次々と飛び立っていく。

　道三と久秀は、この時、信奈と心をひとつにしていた。

（いつまでも、こんな静かでのどかな時間が続けばいいのに……）

　と。

「この琵琶湖のずっと向こうに、竹生島があるのね。わたしの弟と浅井長政が捕とらわれている島だわ」

「さぞご心配でしょう、信奈さま」

「ううん。乱らつ波ぱの五右衛門がまもなく二人を救出してくれるはずよ。なにも心配することはないわ。二人が無事に戻もどってきたら、すぐに天てん下か布ふ武ぶの戦いを再開するんだから！」

「しかし信奈どの、こたびは久秀にずいぶんと強い秘薬を飲まされて夢うつつであったようじゃが……くれぐれもこの女が調合する薬には用心することじゃぞ」

「うふ。ですからそのことはもう良晴どのにこってり[image: しか]しかられましたわ。今後は慎つつしみます」

「久秀よ。かわいいからといって子供を甘やかしすぎるのもよくないのじゃぞ。三好長慶もそなたの劇薬で健康を害したようなものじゃ。いいかげんに大人になれい」

「どうでしょう。どうやらわたくし、いつまでも大人になりきれないみたい。生しよう涯がい、夫を持たなかったからかもしれませんわね」

「……う……恨うらみ言は、いいっこなしじゃぞ……」

　小白鳥の群れが夕焼け空の中を飛んでいくその影かげを眺めながら、信奈はつぶやいた。

「ほんとうに、綺麗だわ……まるで夢の世界ね」

　そして、お気に入りの謡よう曲きよくを口ずさむ。

「〝人間二十年、下げ天てんの内をくらぶれば、夢ゆめ幻まぼろしのごとくなり、ひとたび生を得て、滅めつせぬ者のあるべきか〟って言うじゃない。人の一生はとても短くて、そして終わりが来る。この現世もいつかは必ず終わってしまうはかない夢。わたしが弾正の秘薬を飲んで眠ねむりながら見ていたあの幸せな世界も、夢。どちらの世界も、つかのまの夢であることに変わりはないわ」

　しかしのう……と道三が口を挟はさむよりも早く、信奈は笑顔でうなずきながら言葉を続けた。

「でもわたしは、この現世の夢のほうがずっとずっと好きだわ！　だって、わたしと一いつ緒しよに同じ夢を見てくれる人たちがいるんだもの！　どれだけ幸せな夢でも、ひとりぼっちで見ている夢はとても寂さびしいの。わたしは──たとえはかない夢であろうとも、なにもかもがわたしの思い通りにはなってくれない世界であろうとも、あの生意気なエロザルがちょっとばかり浮うわ気き者ものでおっぱい星人を名乗っていても──わたしは、みんなと一緒に生きているこの現世がいちばん好きよ！」

　道三も久秀も……。

　言葉のかわりに、信奈の頭を優しくなでていた。

　ほんとうに。

　いつまでも……いつまでもこの穏おだやかな時間が続けばよいのう、と道三は祈いのった。




「先せん輩ぱい。私たちも信奈さまと一緒にたこ焼きをいただくです。わが旧主・道三さまともしばらくお会いしておりませんでしたし」

「空気を読めよ、十兵衛ちゃん。そっとしておいてやれ」

「うーん、それもそうですね。ところで先輩、金ヶ崎で貸してやった種子島五十丁、いーかげんに耳を揃そろえて返すです！」

「悪い。種子島の数は、その……半分になっちまった……」

「利息はトイチですよ？　さっさと返さないと、雪だるま式に借金が膨ふくらむですよ？」

　安土山のふもと。

　信奈たちを遠まきに守っている良晴と光秀が、相変わらずの漫まん才ざいに興じていた。

「しかし、十兵衛ちゃんが織田家初の城持ち大名に出世するとはな……ちくしょう、てっきりこの俺が城持ち一番乗りだと思い込んでいたのに。くっ……悔くやしいぜ！」

「ふふん。相良先輩など、このお利口な十兵衛光秀の足下にも及ばないです。信奈さまは公正公平な名君、これは当然のご処置です」

「……金ヶ崎でしんがりをやった俺の恩賞が柿かき一個で、接せつ吻ぷんの約束は結局うやむや。それなのに、どうして十兵衛ちゃんが近江坂本五万石を与あたえられたんだよ？　納得いかねえ～！　えこひいきじゃねえのか？　っていうか、柿はねえだろ柿は！　もしかして勝家のおっぱいを揉もんだ俺への懲ちよう罰ばつ人事っ!?」

「サルの恩賞なんて柿でじゅうぶん、と信奈さまはお怒いかりのご様子でしたよ。先輩♪」

「あああ……勝家もあとから『触さわれとは言ったけど揉めとは言ってないよ！』なーんて言いだして逆ギレして、俺の命を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているし……なんてこった……」

「あれは照れ隠かくしです。それに、先輩がほんとうにお命を狙われるようなことがありましても、この天才剣けん士しにして高貴でかしこくて美しい十兵衛光秀がこれからもずっとサル人間先輩をお守りしますから♪」

　光秀が、にこにこと微笑みながら良晴の手をきゅっと握にぎりしめてきた。

　良晴は（まーた、なにか裏でもあるのか？　しかし……こうして素直に笑ってくれると、やっぱりかわいい後こう輩はいじゃねーか）と少しばかりどぎまぎしながら、視線をぷいっとそらした。




　この時──光秀は、先日、本能寺に泊とまっていた信奈に突とつ然ぜん呼び出された時のことを思いだしていた。

（あの時、信奈さまは……）

　他の家臣を退け、この十兵衛光秀と二人きりで密談をしたです。

「叡山の抑おさえとして、琵琶湖西岸の坂本を十兵衛に守ってほしいの。叡山に連なり、西近江街道の京側の玄げん関かん口ぐちにもあたる坂本は戦略上の要地、浅井朝倉の手には絶対に渡わたしたくないわ。十兵衛が思うがままの城を建てなさい」

「御ぎよ意いです。それでは坂本に城を建てさせていただき、城代として浅井朝倉から守り抜ぬくです！」

　なにごとにも才能あふれるこの光秀、常に「これからの城しろ普ぶ請しん」について研究を重ねておいたです。

　そこで、信奈さまに「坂本に城を築くのでしたら、このようにしたいです」と腹案を述べたです。わがことながら、なんてお利口な。

　もはや、山城の時代は終わりです。

　種子島による銃じゆう撃げき戦が合戦の花形になるこれからの時代は、城は平地に築くべきなのです。

　高地にある山城は、攻せめ手がまとまった種子島の部隊を繰くりだして集中砲ほう火かを浴びせ郭くるわを突とつ破ぱした場合、あとは本丸まで陸続きです。

　種子島時代の城じよう塞さいに必要なもの、それは──。

「水」です。

　城塞の外側に広大な堀ほりを築いて水を流し入れることにより、敵の進しん撃げきを防ぐです。

　そして水を使うためには、高い位置にある山城ではなく、川や湖にほど近い平地に城を築かねばなりません。つまり「平城」。そして「水上の城」とも呼ぶべきものです。

「坂本に建てる城は、琵琶湖を背負い、前方には広い堀を構えた『水上の城』としますです。坂本城を琵琶湖に連なる水路の拠きよ点てんとすることで、信奈さまが美濃から京へ移動なされる時間も大おお幅はばに短縮できます。これで清水寺の戦のような危急の事態にも迅じん速そくに対応できるようになりますです」

　また戦とは無関係になりますが、久秀どのが大和の多聞山城に築かれました四層構造の「天守」なる新しん奇きな建築物、白く輝くまことに美しい宮きゆう殿でんであると日ノ本中の評判です。久秀どのは個人的な趣しゆ味みでかの天守を考案されたと言いますが、この光秀もいちど大和を訪れ、天守について学び、見るものを感動させる荘そう厳ごんな天守を坂本の城に建てたいと思うです。乱世はもう終わる、これからは平和の時代が訪れる、と人々に予感させるような立派な天守を──。

「……い、いかがでしょうか、信奈さま？」

「十兵衛、あなたの構想は素晴らしいわ！　弾正の特技をいただくのはちょっとこすっからいけど、でも、やっぱりあなたって天才だわ！」

「いえいえ。そんなほんとうのことを言われると照れるです♥」

　ああ……またしても信奈さまに褒ほめられてしまったです……自分の才能が怖こわい、です。

「あなたの思う通りに造ってちょうだい。でもね、坂本城には城代はいらないのよ」

「と、言いますと？」

「あなたに坂本の城を任せるわ。城主になって。石高は五万石ほどになるわ」

「……し、城持ち大名になれと仰おおせですかっ!?　しかし、この光秀はまだ織田家に仕官して間もない新参者！　そ、それに、功績の大きさでは金ヶ崎でしんがりをやり遂とげた相良先輩のほうが光秀よりもはるかに上です！」

「サルはいいのよ。六のおっぱいなんか揉んで興奮してるようなバカなんだから」

「は、はあ……しかし。この十兵衛光秀が天才でお利口で高貴な血筋の生まれで気高き美少女であることは太陽が東からのぼって西に沈しずむくらいにたしかな事実ですが、しかしながら相良先輩に比べればたいして活かつ躍やくしていませんし……」

「十兵衛は、我が身の危険も顧かえりみずにサルを救ってくれたでしょう。もし十兵衛が花折峠でサルの五体が吹ふっ飛んだのを見てあきらめていたら、サルは間ま違ちがいなく死んでいたわ」

「はあ……それはその、私は空気が読めないというか、いったんはじめた仕事にしつこく粘ねん着ちやくするというか……普ふ通つうはあそこであきらめるです。た、たまたまです」

　信奈さまは、この十兵衛光秀の手をかたくかたく握りしめて、そして、ぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだをこぼされたです。

「……ありがとう……ほんとうに、ありがとう」

　あのめったに家臣に頭を下げられない信奈さまが、こんなにも喜んでくださるなんて。

　胸が締しめつけられたです。

　このお方のためなら、十兵衛光秀はなんだってがんばれるです、と思ったです。

　でも、締めつけられたのは、なぜか胸の奥だけではなくて……。

「ありがとう、ありがとう」としゃくりあげながら頭を下げ続ける信奈さまのお姿を見ているうちに……脇わき腹ばらが、ちくり、と痛くなってきたです。

　それがなぜなのか、お利口者の光秀をもってしてもよくわかりませんです。

「これからも、どうかサルをお願い。あいつ、目を離はなすと危ない場所へ勝手に行っちゃうから……弱っちいくせに、ヘンな勇気だけはあるんだから。でも十兵衛がこれからもずっとサルを守ってくれるのなら、わたしも安心できるわ」

　えええっ!?　信奈さまが相良先輩を、家臣として、いや家族としてとても大切に思われていることは、間違いないです。

　でも……まさかこの光秀と相良先輩を──結けつ婚こんさせるおつもりだなんて!?!?!?

　こ、困ったです。そりゃ、あれで相良先輩は、お母さんに甘えたがる子供みたいなところがありますし、かわいいといえばかわいいです。す、好きか嫌きらいかと二に者しや択たく一いつを迫せまられたなら、そ、そりゃ、まあ、き、嫌いではありませんし……す、す、好きかどうかはちと微び妙みようですが……でもお母さんと離ればなれになってしまわれた先輩には、こっそり甘えさせてくれる人が必要だと思いますし……ああ、洞どう窟くつでのことを思いだすとおでこがかあっと熱くなってきたです。ひ、人助けのためとはいえ、と、と、殿との方がたと、は、は、肌はだを重ね合わせてしまった以上、も、も、もう、光秀は先輩のものになるしかないのでは……!?

　とにかく十兵衛光秀は、かなり恥はずかしかったですが、信奈さまのお言いつけを守らせていただくことにしたのです。

「御意です。ご命令とあらば、相良先輩のことはこの十兵衛光秀にお任せください！」

「ありがとう。十兵衛がサルを救ってくれたこと、わたし、決して忘れないわ。死ぬまで、感謝するわ」

　近江坂本五万石は、この光秀が相良先輩をお救いしたその功績への恩賞──そうとわかれば、引き受けざるを得なかったです。

　もちろん、サルには今日のことは言わないで、と信奈さまからかたく口止めされたですが。

「──というわけで、これからはこの十兵衛光秀が先輩の面めん倒どうを見てやることにしたです。あまりにも釣つり合わない二人ですが、日ひ頃ごろは偉えらそうな先輩が実はお母さんに甘えん坊ぼうのよわよわ野や郎ろうだという恥ずかしい秘密を知っているのはこの十兵衛光秀だけですし。ふふふ」

「って、なにを一人でニヤニヤしてるんだよ、十兵衛ちゃん？　いったいどうしたんだ？」

「でもでも、いきなり女の子から結婚を迫るなんてはしたないですよね。これから坂本城の普請で忙いそがしくなりますし。とはいえ段階を経てじょじょに仲むつまじくなっていけば、いずれはほんとうに祝しゆう言げんをあげちゃいそうです。もちろん私はぜんぜん気が進みませんが、主命ですので仕方がないのです……きゃっ♥」

「わけがわからねえ……城持ち大名になったからってあんまり浮うかれてると道で転ぶぜ？」

「いえいえ。坂本城はいずれ相良先輩の城になりますですから、そのあたりはご心配なく」

「はあ？　なんで？」

「それはぁ、嫁よめ入いり前の乙女おとめの口からは恥ずかしくて言えないです♪　きゃあっ♥」

「……またなにかおかしな企たくらみを……俺をおちょくる新たな方法でも開発したに違ちがいねえ……」

　この日この時──うかつものの光秀がしでかしている重大な勘かん違ちがいと、そしてその原因が光秀自身が抱いだいた淡あわい初はつ恋こいの想いだということに、良晴は気づけなかった。




　　　　※




「お市いち、気をしっかり持つんだ。必ず助けは来る」

「はい。勘かん十じゆう郎ろうこそ、お体の具合は……？」

「心配ご無用。ぼくはこう見えてけっこう体力あるからね。ははは」

「でも、声に元気がありません」

　琵琶湖に浮かぶ孤こ島とう、竹生島。

「お市」こと浅井長政と、もと「お市」の津田勘十郎信澄は、久政の手によってこの竹生島にある地ち下か牢ろうへ幽ゆう閉へいされていた。

　男装の麗れい人じん・長政が入れられた立派な牢ろう座ざ敷しきには、一日三度の豪ごう華かな食事が届けられ、待たい遇ぐうは最高によかった。長政は信奈との戦に反対したため一時的に捕とらわれているだけなのだ。

　しかし通路を挟はさんだ向かいにある狭せまくて湿し気けた石いし牢ろうに押し込められた信澄には、一日一杯ぱいの粗そ末まつな粥かゆが与えられるだけだった。天てん井じようが低いので満足に体を起こすこともできない。

　このままでは信澄はいずれ衰すい弱じやくして、ついには死んでしまうだろう。

　長政は牢番に「どうか勘十郎と同じ牢へ入れてくれ」と何度も懇こん願がんしたが、牢番の兵は困ったように「決して二人を近づけるなと大おお殿とのさまからきつく命じられておりますんで」と首を横に振ふるばかり。

　捕らえた信澄の正体が男であったことを知った浅井久政は「おのれ織田信奈め、われらをたばかったか」と激げき怒どし、はじめは信澄を殺そうとした。

　だが、信澄にも人質としての価値くらいはあると気づき、長政とともに竹生島へ流したのだ。

　むろん、牢は別々である。

　ゆえに長政と信澄は、お互たがいの指を触ふれあわすこともできない。

　闇やみの中ゆえ、互いの姿も見えない。

　かろうじて、声だけが聞こえる距きよ離りだった。

　戦国乱世の大名家に生まれた者同士という利害を超こえて愛しあう二人にとって、捕らわれていることよりも相手の顔も見られず指にも触れられないことがなによりも耐たえがたかった。

　牢番の足軽も、尾張と近江をそれぞれ代表する美男美女の夫婦でありながらひき離されてしまった二人を憐あわれに思っているのだろう、二人の会話を邪じや魔ましようとはしない。

　今も、知らぬふりをして地下牢に連なる洞窟の入り口まで遠ざかってくれている。

「いいかいお市、気をしっかり持てば耐えられる。姉上が種子島で狙そ撃げきされて死んだという噂うわさを牢番から聞かされたが、姉上はそう簡単に死ぬような人じゃない。必ず、助けは来る」

「……はい」

　信澄は声を潜ひそめて言った。

「サルくんが、乱らつ波ぱくんをこの北近江に置いていってくれた。脱だつ出しゆつの機会はあるさ」

「勘十郎。私は、父から家か督とくを再び奪うばい返します。義姉上を今こそお救いしなければ、この国の乱れはもはや収拾不能になってしまうゆえ」

「決心してくれたかい。さぞ、辛つらいだろうが……」

「……近江からほとんど出たことのなかった父は、なにもわかっておられないのです。今はこのような狭い島国で同どう胞ほう同士が戦っている場合ではないというのに……」

　二人が祈いのるような思いで闇の彼方かなたにうっすらと光る洞窟の入り口を眺ながめていると……。

　ぼむっ！

　入り口で、なにかが爆ばく発はつする音！

　やあ乱波くんだ！　と信澄が歓かん声せいを上げた。

「浅井氏うじ、津田氏、お待たせしたでござる！　泣く子もだまるはちちゅかぎょえもん、ただいまちゃんぢょう！」

「川かわ並なみ衆しゆうを束ねる幼女の味方・前まえ野の某なにがし、親分のすべすべのお肌に傷をつけぬため見参！」

「われらが永遠の偶ぐう像ぞう・親分を守る川並衆も、ただいま参上だぜ！」

「さあ野郎ども、竹生島からお姫ひめさまとお坊ぼつちゃんを脱出させるぜ！」

　ついに、待ち人来たる。

　信澄と長政は、牢から解放されて、互いにかたく抱だき合った。

　前ぜん途とに、光明が見えてきた──！

「そういうのはあとでござるよ！　今はとにかく逃にげきるでござる！」

「おお。そうだったね乱波くん」

「私は、父と直談判せねば」

「浅井氏。まずは安全な場所まで逃げるでござる。交こう渉しようはそのあとで！」

「いや。私は小谷城へ向かう。家督を奪い返さねばならぬのだ」

「ダメでござる。浅井久政、すでに話を聞いてくれるような状態ではありまちぇぬぞ！　それにあの男、小谷城にはおりまちぇん！」

「なに？　それはどういうことか？」

「乱波くん、お市、急ごう！　追っ手が来たぞ！」

　ぼむ、ぼむ、ぼむ！

　洞窟へと殺さつ到とうしてきた浅井の見張り兵たちを、五右衛門は煙えん幕まくを張って次々に振り切っていく。

　その後に、前野某が牽ひいてきた馬に乗った浅井長政、そしてこちらも馬上の人となった津田信澄が続く。

　五右衛門と川並衆が救出作戦の決行までに長い時間をかけたのは、完かん璧ぺきな逃とう走そう経路を準備するためだった。

　追っ手は、あらかじめ川並衆が島のあちこちにしかけた罠わなに次々と落ちていく。

「さあ、この小こ舟ぶねに乗り込むでござる！」

「かたじけない、乱波くん！」

「……勘十郎！」

　二人は、手に手を取って舟ふねへと飛び乗っていた。

「とにかく出発でちゅ！」

　舟足が、速い。

　川並衆の荒あらくれ野郎どもが、「えっさほいさえっさほいさ」と呼吸もぴったりに櫂かいをかき、追っ手の舟をみるみるうちに振り切っていく。

「はーっはっはっは！　二人を幽閉する場所を間ま違ちがえたな！　水の上での工作活動なら、俺たち川並衆は無敵だぜ！」

「〝墨俣一夜城〟の伝説は伊だ達てじゃねえ！」

「やったぜあまりにも完璧だぜ、これで俺たちゃ親分に褒ほめられるぅ～！」

　ふぃ～と安あん堵どのため息を吐つきながら、五右衛門は「姫はぴんぴんしておられまちゅぞ」と、信奈の身を案じていた信澄と長政に打ち明けた。

「織田軍と浅井朝倉軍は叡山でしばし睨にらみ合っていましたが、ごちょからいただいたりんちによってわぽくいたちまちた。あちゃいぐんは、まもなくおだにちょうへきかんいたちまちゅ」

　途と中ちゆうから、いまいちなにをしゃべっているのかわからなくなったが……。

　信澄と長政は、琵琶湖の湖面にゆらめく月の影かげを眺めながら、うなずきあった。

「両家の正面衝しよう突とつは回かい避ひされた！　御ご所しよより御ご綸りん旨じをいただいて和わ睦ぼくに持ち込めたとは、理想的な展開じゃないか。いまいちど浅井家と織田家の絆きずなを修復する時だね。このぼくたちが」

「義姉上が見ておられる、天てん下か布ふ武ぶの夢。いちどはあきらめかけたが、生きて再びこの私も同じ夢を見られるのだな……」

「一応、その夢の末席にこのぼくもいるんだけどね、ははは」

「末席ではない。そなたは、私の夫ではないか。ともに、行こう」

「うん」

　冬だというのにずいぶんと熱いでちゅな……あーあー色いろ恋こいってのは男前と別べつ嬪ぴんがやってるとさまになるもんだぜえ～どうせ汗あせ臭くさい俺たちには関係ねえ～、と五右衛門および川並衆の野郎どもは二人の仲むつまじさにあてられてヤジを飛ばしまくった。

　しかし……。

　運命は、変転する。

　琵琶湖の岸に到とう着ちやくし、長政たちが舟を降りた時だった。

　岸の下に延のびる街道──その街道上を無残に敗走していた浅井軍を、長政たちは岸の上から偶ぐう然ぜんに目もく撃げきしてしまった。

　いや。それはもはや、軍と呼べる状態ではなかった。

「に……逃げろ～！」

「美濃の蝮が……蝮が追ってくる～！」

「ダメだ、久政さまじゃ蝮の相手にならねえ！」

「小谷城へ逃げるんだ～！」

　よほど、徹てつ底てい的てきに叩たたきのめされたのだろう。

　どの足軽たちも、傷を負い、血を流し、斎藤道三の幻げん影えいに怯おびえきっていた。

「いったいどうなっているんだ、乱波くん？」

「おそらくは叡山より小谷城へ退たい却きやくする途中、美濃より出兵してきたさいとうどうちゃんのぐんぜいといくさになり、まけたのでちょうにゃ」

「美濃の斎藤道三は、わずかな手勢しか率いていないはずだったが……」

「名うての戦上手と、有名な戦下手。指揮官の差がこれだけあれば」

「数倍程度の兵力の差など、問題にならない、ということかい？」

　そして。

　そんな敗走兵たちの群れの中に、手傷を負って馬上でうめいている浅井久政の姿も見えた。

　久政は、悔くやし泣きしているようだった。

　一子・長政に天下を盗とらせるために、戦下手の小心者でありながらあえて一世一代の勇気を奮い起こし、立ち上がった。

　にもかかわらず、ほとんど手にしていたはずの信奈の首も取れず、道三との遭そう遇ぐう戦に無残に敗れ、浅井家の運命はいまや風前の灯火。

　自分にいま少しの戦の才があれば……これでは長政に申し訳が立たぬ……と久政はうちひしがれているのだった。

　呆ぼう然ぜんと浅井軍の潰かい走そうを眺めていた長政たちのもとへ、浅井家の三家老が駆かけ寄ってきた。いずれも歴戦の兵つわものではあるが、このたびの道三との戦では総大将の統率力の差ゆえに武勇を発揮できず、それぞれが深手を負っていた。

「おお……あなたさまは、長政さま!?」

「猿さる夜や叉しや丸まるさま！　まさか父君をお迎むかえに来ていただけるとは！」

「なにとぞ、浮うき足だっている足軽どもの前にお姿をお見せくだされ！」

「この窮きゆう地ち、長政さまがおらねばもはや脱だつすることはできません！」

「久政さまは小谷城に戻もどり次第、浅井家を滅ほろぼした責を取って自じ刃じんなされるおつもり！　しかしここで竹生島遠島の件を水に流してくださり、猿夜叉丸さまが陣じん頭とうに立てば……」

「浅井家は救われまする！」

　長政は返答に窮きゆうした。

　今、目の前で、浅井家が滅び去ろうとしている。

　織田方からのこれ以上の追撃はないようだが、もはや久政自身が自決を覚かく悟ごしているようだった。この三人の家老もまた、浅井家と運命をともにする覚悟なのであろう……。

　父・久政も、家老たちも、この猿夜叉丸こそが天下人にふさわしい英えい傑けつと信じてくれたからこそ、織田家に反旗を翻ひるがえしたのだ。

　織田信奈と自分の器の差を、英えい邁まいな長政自身はすでに痛いほどに知り抜ぬいていたが……。

　父を。そして、自分を信じてくれた家臣たちを見捨てるのは、あまりにも忍しのびなかった。

「長政さま！」

「……わかった。浅井家の当主に戻ろう……」

「承知つかまつる！」

「御ぎよ意い！」

「これで浅井家は救われるぞ！」

　戦国大名・浅井長政の運命は、この時、大きく暗転したといっていい。

　驚おどろいたのは、信澄である。

「お市!?　それではきみは、織田家と戦う道を進むというのかい？」

「……父親と家臣団が死んでいくのを黙だまって見ているわけにはいかない。すまない、勘十郎」

　浅井長政は足軽兵が牽いてきた白馬に乗ると、顔を伏ふせたまま小谷城へと馬を走らせた。

「そうだったのだ。私の名は、浅井家の当主・浅井長政。お市とは、はかない夢であったのだ──勘十郎よ、さらば……」

　信澄が、徒かちで追いかける。

「待ってくれ、お市……！　きみはもう猿夜叉丸ではない！　ぼくの妻、お市なんだ！　きみは姉上を裏切り、このぼくを敵に回して戦うというのか……！」

　だが、信澄は追いつくことができなかった。

　われ先にと敗走してくる足軽兵の波に吞のみこまれ、前進を阻はばまれたのだ。

　長政は、信澄の呼びかけに応えることができず、自らの唇くちびるをかみ破りながら信澄を振ふり切った──。

「そんな、バカな……戻ってきてくれ……お市……！　お市……！」

　土つち埃ぼこりの中に蹲うずくまる信澄に、前野某たち川並衆の荒くれ男どもは、かける言葉がなかった。

　五右衛門だけが、悲しげに長なが台詞ぜりふをつぶやいている。

「人は、すべての実を拾うことはできぬでござる……浅井長政とお市、いずれかをえらべば、いじゅれかをちゅてねばにゃらにゅ……ちょれが、よのちゃだめというもにょ」

　──かみかみだった。




　　　　※




　東国──甲斐国。

　この山国には、戦国大名が本ほん拠きよにするような巨きよ大だいな城じよう塞さいは存在しない。

　躑躅つつじヶが崎さき館やかた。

　鎌かま倉くら・室町時代の風情を残す、簡素な武ぶ家け屋や敷しき。

　甲斐源氏の嫡ちやく流りゆう、武田家の第十九代当主・武田信玄は「自らの家臣団こそが武田の城である」という意味の「人は城、人は石いし垣がき、人は堀ほり」という名言を口にし、その言葉のとおり決して本国・甲斐に巨城を築かなかったと言われている。

　さすがは名将・武田信玄……と、戦国の人々は感心していたという。

　だが、それは実は──ただの噂うわさ。

　武田信玄は、そのような人間ではない。

　本拠など躑躅ヶ崎館でじゅうぶん。防衛用の巨城など金と労力の無む駄だ。

　なぜならば、信玄は、他国を攻せめることしか考えていなかったからだ。

「領国に敵を迎えての防衛戦など、無駄で無意味！　戦は国の外でやるものだ！　あたしは攻めて攻めて攻めまくるのが性に合っているからな！」

　そう。

　武田信玄、そろそろ二は十た歳ちになるかならぬかというお年とし頃ごろのこの姫ひめ大名は、甲斐守護職という伝統ある名門に生まれていながら、これまた乱暴者だった父親に似て根っからの戦好きな「全身戦国大名」。

　全身が野望のかたまりである信玄は、自分を廃はい嫡ちやくして妹に武田家を継つがせようとした父親を駿河に追放して家か督とくを奪うばうや否や、さんざん隣りん国ごく信濃に出兵し、あまりの無法ぶりに立ち上がった「義将」越後の上うえ杉すぎ謙けん信しんを相手に川かわ中なか島じまでいつ果てるともしれない死し闘とうを繰くり広げてきた。信玄は「乱世を武で統一するという野望も志も持たぬ者が負け犬どもに乞こわれて『義』などというただの観念のために合戦を繰り返すなど、自己矛む盾じゆんにも程がある！　上杉謙信、お前は絶対にあたしが倒たおす！」と川中島に繰り返し出兵し、謙信と五度にわたって対決を繰り返してきた。川中島で出会った二人の姫武将は、まるで水と油のように対立した。謙信が改名すれば信玄も改名し、謙信が戦火から守るために信濃善ぜん光こう寺じの秘宝秘仏を越後へ運ぼうとすれば信玄は善光寺を強引に甲斐へと誘ゆう致ちし、謙信が毘び沙しや門もん天てんの化身を名乗れば信玄は自らを不動明王に模した立像を作らせた。

　だが、川中島だけに拘こう泥でいしていたわけではない。領土欲よくや野心のかけらもない上杉謙信とは対照的に、信玄は防備が手て薄うすになっていると聞くや東の上野こうずけにも手を出し、盟友・今川義元が滅びたと知るや否や『三国同盟』を突とつ如じよ破は棄きして今川家の本国・駿河を侵しん略りやくしようと出兵。三国同盟の一方の雄ゆうであり武田の盟友でもあった小お田だ原わらの北ほう条じよう氏うじ康やすと激げき闘とうに及および、『三み増ませ峠とうげの合戦』で北条軍を破り、ついには駿河一国を手に入れて武田家の悲願であった「海」へと到とう達たつした。さらには飛ひ驒だに遠江とおとうみにと「攻こう撃げきこそ最大の防ぼう御ぎよ！」とばかりにあたり構わず出兵しまくって阿あ修しゆ羅らのごとく戦い続け領土を切り取り続け、いまや武田家の領土は百二十万石を優に超こえていた。

　まさに、武田信玄こそは押しも押されもせぬ戦国一の強者。

　信玄個人が醸かもし出す強きよう烈れつなカリスマ性によって、家臣団の統率も完かん璧ぺき。

　無敵の騎き馬ば隊を中心とした甲こう州しゆう軍団は、質量ともに戦国最強。

　しかも、信玄に絶対的な忠誠を誓ちかう武田家臣団はキラ星の如ごとく、それぞれが優に戦国大名をつとめられるほどの実力者揃ぞろい。




　その武田信玄がついに動いたのは、根本中堂の火事事件が誇こ大だいに喧けん伝でんされて流れてきた「織田信奈が叡山を焼き討ちにした」という誤報がきっかけだった。

　やまと御ご所しよにおわします姫ひ巫み女この実兄、叡山の天てん台だい座ざ主すをつとめる高こう僧そう・覚恕が、この時おりしも甲斐をたずねており、「海なき甲斐に生まれ育ったあたしも今や、東海道を押さえて自前の武田水軍を持つところまで来た。いつまでも甲斐の山やま猿ざると言われるのはしゃくに障る。そろそろ高い官位とか〝大だい僧そう正じよう〟の肩かた書がきとか、そういう箔はくをつけたいものだ。〝ダ・イ・ソ・ウ・ジョ・ウ〟か。実にいい響ひびきだ……」と己の野望をさらさら隠かくすつもりのない信玄から接待を受けていた。

　甲斐はかつて米が穫とれない貧しい国だったが、信玄特有のヤマカン一発でみごとに金山を掘ほり当ててからは毎月使い切れないほどの金がじゃんじゃん出てくる戦国黄金バブルの真っ直中。

　しかも信玄はその金を惜おしげもなく湯水の如く戦争に投じてさらに領土を拡大し、新たに得た領土にはガンガン予算を投じて治水工事を施ほどこし田畑を整備し、するとますます生産力が向上して人が集まり金があまるようになり……という実に豪ごう快かいな拡大主義政策を推し進めるのが大好きな一種の内政マニア。実は信玄、戦も好きだが内政も涎よだれが出るほどに大好きなのだ。まさに文武両道の名将。むしろ、この内政好きと上杉謙信好きが戦国最強最大のカリスマ武将である信玄の上じよう洛らくが遅おくれた原因といっていい。新領土で行う綿密な内政にかける時間と労力、そして毎年のように川中島で謙信相手に繰り返す華はなの決戦イベントさえなければ、信玄は家督を奪ってからものの五年で天下の半ばを統一していただろう。

　それほどに、信玄が率いる甲州武田軍団は、強い。

　上杉謙信の強さは謙信ただ一人の強さであるが、信玄は一いつ騎き打うちでも謙信の武に匹ひつ敵てきし、さらには統率力、政治力、家臣団の質と量と忠誠心の高さ、なにもかもが最強レベルにあったのだ。

　まさに、戦国乱世の覇は王おう。

　ばんばん地元に大金を落としてくれる信玄を、民たちも「信玄さまは気前がいいで！」「ぜひうちの村にも治水工事をおねげえします！」「信玄堤の建設をおねげえします！」と慕したっていた。

「金は使うためにある」がモットーの信玄は、民に気前がいいだけではない。意外と懐ふところが寒い都の高僧や貴族がたずねてきたら、必ずこれでもかとばかりに接待してやることにしていた。

　覚恕が京の関白・近衛前久から「信奈が叡山をまるっと焼いたでおじゃる」という意図的な誤報を届けられたのは、ちょうど躑躅ヶ崎館で信玄と茶会に興じていたその場だった。

「これは一大事。拙せつ僧そう、もはや帰るところがなくなってしまった」

「織田信奈め、さすがは第六天魔王と呼ばれるだけのことはあるな！　ははは！」

「信玄どの、笑っている場合では」

「泣くな泣くな。あたしがこの甲斐に『新比叡山』を造ってやろう、金きん閣かく寺じみたいな金ピカのお寺にしてやるぞ！」

　そんな品のない叡山は困る……しかも甲斐って……と覚恕は泣きたくなったが、信玄の機き嫌げんを損ねると怖こわいのでイヤだとは言えない。

「謙信は越後に巣ごもりしている。今川義元の領土はあらかた奪い取った。武田軍の強さに懲こりた北条は今川を見限ってあたしと再び盟を組んだ。決めたぞ。叡山焼き討ちを口実に織田信奈に果たし状を突つきつけ、都にのぼって天下人になるとするか！」

　武田信玄が、すらり、と立ち上がった。

　やんごとなき姫武将だが、この時代の女性としてはわりと大おお柄がらである。

　出家？　なにそれ？　とばかりに長ちよう髪はつを腰こしまで伸のばし、甲斐源氏嫡流の血筋にふさわしい端たん整せいな顔立ちはしかし、飢うえた虎とらのごとく傲ごう岸がん不ふ遜そんな視線のために愛らしさよりも猛たけ々だけしさのほうが勝っている。

　武田菱をあしらった小こ袖そでをはおったその肢し体たいは肉にく食しよく獣じゆうのように引き締しまり、無駄な肉はかけらもついていない。だが年頃の乙女おとめらしく、出るところは出ていて、胸のふくよかさではかの柴田勝家にも負けていない。

　その、瑞みず々みずしい美び貌ぼうと日本人離ばなれした肉感的な体と凶きよう悪あくな視線の迫はく力りよくが渾こん然ぜん一体となった信玄が放つまばゆい威い光こうに、覚恕は体の震ふるえが止まらなくなった。

「右筆よ、手紙にはこう書け。『おいこら第六天魔王。あたしはそろそろ京にのぼりたくなった！　貴様はこの天台座主・武田信玄さまがじきじきに成敗してやるから、首を洗って待っていろ！』とな。よしッ、決まった！」

「……あ、あの。天台座主は、この覚恕……大僧正あたりで我が慢まんしてくれませぬか？」

「これは、ケンカを吹ふっかける果たし状なんだぞ。大げさに名乗ったほうがお互たがいに気分が出るだろう？　細かいことを言うな」

「……う、ぐ」

「勘かん助すけ！　勘助はまだ生きてるか!?」

　だんっ！　と信玄が床ゆかを踏ふむと同時に、頭を剃そり上げた僧そう形ぎよう隻せき眼がんの小男が音もなく覚恕の背後に現れた。

「──は……。道鬼こと山やま本もと勘助、ここに……」

「山本勘助どの、とな？　そなたは先の川中島の合戦で討ち死にしたはず？」

　覚恕が驚くが、山本勘助は「たしかにそれがしは川中島でわが策を上杉謙信に破られ、討ち死にするつもりで前線へ突とつ撃げきしましたが──不可思議なことに命を拾って生き恥はじを晒さらしておりました。以来、長らく御お屋や形かたさまにも居場所を知らせずに山中にて療りよう養ようしておりましたが、ようやく起き上がれるようになり再び出仕したのでございます」と陰いん気きに答えた。

「勘助！　多大なる犠ぎ牲せいを払はらったが、川中島での上杉謙信との抗こう争そうは一段落し、武田は駿河の海と東海道を手に入れた！　京への道が開けたのだ！　こんどの戦は、天下盗とりの総仕上げとなるぞ！　あたしにはまだ貴様が必要だ！」

「……は……」

　実は生きていた伝説の天才軍師・山本勘助、どうしたわけか織田家との全面対決を前にしてもいまいち盛り上がっていない。

「……どうした？　甲斐に戻もどってきて以来、お前はやる気がなさそうだな。このあたしのそそる美貌を見ても燃えてこないとは。やりづらいぞ」

「……御屋形さまのお姿を拝見して年とし甲が斐いもなく興奮するなど、下世話な者のやること。そもそもそれがしは出家の身、色しき欲よくなどとうに解げ脱だつしておりまする。ほかの武将とこの勘助を一いつ緒しよにされては困りまする……そもそも川中島よりおめおめと生せい還かんして以来、どうも体調が思わしくなく……時折、頭の古傷が激しく痛むのでござりまする」

「『啄木鳥きつつき』を謙信に破られて気落ちしたか」

「犠牲を出しすぎたことを、軍師として恥はじております。御屋形さまの大切なお方たちを……」

「待て！　まだだ。まだあたしたちは上洛を果たしていない。まだ死んだ者のことを振ふり返る時ではないぞ勘助！　あたしとお前の悲願だった上洛戦、その野望を実現する時が来たのだぞ！」

「されど心身に力がみなぎりませぬ。老いというものは悲しいものでござりまする、御屋形さま。軍師の力とは脳のう髄ずいの力。その脳髄が、長い療養暮らしの間にいささか衰おとろえておるようなのです」

「そうではない。お前は倒れていった武田家の者たちを思って鬱うつ々うつと塞ふさいでいるだけだろう」

「かもしれませぬ。次じ郎ろう信のぶ繁しげどの。太た郎ろう義よし信のぶどの。飯お富ぶ兵ひよう部ぶどの。あまりにも犠牲は大きうござった。それも含ふくめて、それがしは老いました……」

　不意に、信玄の表情が歪ゆがんだ。軍師勘助とともに作り上げてきた「無敵の名将・武田信玄」の仮面が、危うく崩くずれ落ちそうになった。

「……やめろ勘助。唐とう突とつに次郎たちの名前を口にするな！」

「もっ、申し訳ござりませぬ！」

「……お前がそうして落ち込んでいるままでは、上洛戦は難しくなる。やむを得ない、奥の手を使おう。おーい、四し郎ろう！　四郎！　ちょっと来い！」

　信玄はぽりぽりと頭をかきながら、義妹の四郎を呼びつけた。

「あ～い。あねさま～」

　武田四郎勝かつ頼より。

　信玄が内政開発する領土ほしさに攻め滅ほろぼした信濃の諏す訪わ家の姫である。

　あまりにもかわいかったので、子供好きの信玄は「こんなかわいい子を追放したり幽ゆう閉へいしたりするのはかわいそうだ」と忍しのびなくなり、すでに諏訪家を滅ぼしてしまったにもかかわらず四郎を自分の義妹とした。

　まだ禿かむろの童女である。

「おう四郎。今日もお前はかわいいな！　姉の膝ひざの上に乗れ！」

「あ～い～」

「おおお……かっ……勝頼さまあああああ～！」

　山本勘助の形相が、くわっ！　と一変した。

　隻せき眼がんは血走り、頰ほおはいろいろともてあましている男子中学生のように赤くなり、剃り上げた頭からはだらだらと汗あせがしたたり、はぁはぁはぁと息づかいも荒あらくなった。

　実は、「あとあと面めん倒どうなので四郎姫は尼あまにしてしまいましょう」と勧すすめる家臣団を一いつ喝かつし、山本勘助ただ一人が「勝頼さまをぜひ、御屋形さまの義妹になされませい！」と鼻息荒く信玄の気まぐれに賛成したという過去がある。

　そう。

　生しよう涯がい独身、軍師の道を貫つらぬいてきた山本勘助──。

　幼き姫ひめが、大好きであった。

　なかでも四郎勝頼は、別格。

　勘助は、由ゆい緒しよ正ただしき諏訪大明神の巫女の血をひく四郎勝頼を、生き神さまとして崇あがめていた。

　いや。勘かん違ちがいしてはいけない！　彼は決して幼女に淫みだらな思いなどを抱いだいているわけではない。純じゆん粋すいに、禿の幼き姫の愛らしいお姿を拝見するだけで日々戦に追われる汚よごれた魂たましいが浄じよう化かされ、「姫をお守りするためなら犬馬の労もいとわぬ！」と生きる意い欲よくがまんまんと満ちてきて、それはもう生きながらにして心は極楽浄じよう土どへ舞まい上がるのである。

　純粋な愛なのである！

　そこに一片の後ろめたさもないのである！

「おおおおお、勝頼さまああああ！　なんと、なんとうるわしいお姿……！」

「四郎。この姉が教えた通りの言葉を、言ってやれ」

「あい。かんすけ、あねさまを、きょうへつれていってたもれ。おねがいじゃ」

　ぺこり、と四郎勝頼が勘助に頭を下げた。

　ブハッ！

　山本勘助の鼻から、膨ぼう大だいな量の血潮が飛び散った。

「ぬおおおおおおお～!?　いけませぬ、いけませぬ勝頼さまああ！　それがしなどに頭を下げてはなりませぬうぅ～！　いかん！　鼻血が、鼻血が……！　いかん、目が回って立っておられぬ！」

　重ねて言う。

　いやらしい気持ちなどかけらもない、純粋無む垢くな愛情なのである！

「御ぎよ意いにございまする！　この山本勘助、こたびの上じよう洛らく戦にて悪あつ鬼き羅ら刹せつと化し、川中島での汚お名めいをそそぎまする～！」

　勘助は、ふらつきながら米つきバッタのように四郎勝頼の御ご前ぜんに平へい伏ふく。

　がばっ！　と顔を上げた時にはもう、楽らく隠いん居きよ寸前の枯かれた老人の空気はどこにもなく、全身から抑おさえきれない黒い『気』を溢あふれさせる悪あく辣らつな軍師の姿に化けていた。

「……くっくっく……！　日ノ本広しといえども御屋形さまにかろうじて太た刀ち打うちできる者は、越後の上杉謙信ただ一人。織田信奈、斎藤道三、松平元康はそれぞれ戦上手なれど、しょせんは御屋形さまの足下にも及およばぬ者ども。この山本勘助が日ノ本最強の御屋形さまのもとに軍師としてある限り、必ずや討うち滅ぼしてみせまする」

　瞬しゆん時じに、人が違ちがったようになった……やはり軍師というのは外道のやる仕事なのだなあ……と覚恕は妖よう怪かい変へん化げを見るような目で勘助を眺ながめていた。

　しかし、げにおそろしきは家臣の心を掌しよう握あくするためなら義妹でもなんでも使う、武田信玄。

「ふふ。やっと目を覚ましたか。初めてあたしと出会った時のような、いい顔になったぞ勘助。あらゆる軍学をその脳のう梁りように詰つめ込んでいる貴様の易は百発百中。出しゆつ陣じんの前に、景気づけに占うらなってもらおうか」

「御意。しかし御屋形さま。それがしが操るは、易にあらず。宿すく曜よう道どうと申しまして、星々の運行より人間の天命を読み取る術にござりまする」

「理り屈くつの多い奴やつだ」

　勘助は、星々が描えがかれている天球図を小者に準備させると、神しん妙みような表情でその天球図を回転させはじめた。

「ふぅむ……」

　そして、結果を確認すると、ニタリとほくそ笑んだ。

「──うむ。さいさきよし！　御屋形さま、西に輝かがやく巨きよ星せいが地に墜おちようとしております。敵将の命運、まもなく尽つきまする」
















「ほほう。誰だれの命が尽きるというのか？」

「織田信奈。あるいは斎藤道三。二人のうち、いずれかが！　この両者は、ともに手を携たずさえて天下を望むという天命を与あたえられてはおりませぬ！　いずれかの星が輝けば、もう一方の星は必ず墜ちねばならぬ。そのような定めにござりまする。今は何者かが両者の天命に介かい入にゆうし、両りよう雄ゆうが並び立っておりますが……本来、これはあってはならぬことにござりまする」

　信玄が、「ほう……？　面白い話だな、いったい誰が天命などという不可思議なものに介入しているというのだ？」と身を乗り出した。

「何者が、いかなる術を持って天命に介入しているのかまでは、それがし如ごときにはわかりませぬ。この勘助にも、宿曜道にも、おのずと限界というものがござりますれば……」

「そうか。ならば、真さな田だの手の者を動かして調べてみる価値はあるな」

「御意」

「英えい傑けつたちの天命を動かす者か……面白い。ぜひとも、会ってみたいぞ」

「あいや、御屋形さま。魔ま性しようの者やもしれませぬ」

「天から遣つかわされた者かもしれぬぞ。あたしにとって、あるいは上杉謙信を越こえる生涯最強の好敵手かもしれん……なぜかわからぬが、そんな気がする。ふふっ。胸が疼うずくぞ！」

　強い敵と、戦いたい。

　ただひたすらに、強い敵と。

　信玄にとって天下などは、戦国最強を決する決戦のあとについてくる、おまけのようなものにすぎなかった。

　自らその気になれば、簡単に拾い上げることができる程度のものにすぎない。

　そうでなければ、上杉謙信と川中島で合戦を重ね、今まで京を放置しておくはずもなかった。

　どうやら織田信奈のもとには、まだ巡めぐり合っていない──あたしの運命の敵がいるらしい。

　ならば。

　上洛、しよう。

　瀬せ田たに、武田菱を、そして風林火山の旗を立てよう。

　いよいよそう決断した信玄は、最後にたずねた。

「勘助！　これよりなお、道三坊ぼう主ずと織田信奈、この二人がともに手を携え続ければいったいどうなる？」

　山本勘助は、ニタリと笑みを浮うかべながら、揺ゆるがぬ確信を持って答えた。

「あの両者がこれ以上天命に叛そむき続ければ、揃そろって〝破軍の星〟を背負うことになりまする。ふたつの巨星はともに──地に墜ちましょう」

「ようやく父を得られたというのに、憐あわれな。それが、織田信奈という姫武将の宿運なのかもしれないな……」

　野望のために自ら実の父親を甲斐から追放した信玄は、この時ばかりは年ねん齢れい相応の、誰よりも繊せん細さいな少女らしい表情を見せ、気の毒そうに信奈を思いやった。

　しかし次の瞬しゆん間かんには、信玄はもう戦国最強の覇は王おうの顔に戻もどっていた。

「勘助！　武田四天王を全員召しよう集しゆうしろ！　武田の全軍を率いて上洛する！　こたびの戦は、あの川中島を超える壮そう絶ぜつなものになるぞ！」

　武田信玄は、まだ見ぬ強敵との邂かい逅こうの予感に身み震ぶるいしながら高らかに唱えた。

　茶室の片かた隅すみに隠かくれるように縮こまっていた覚恕は、（織田信奈と武田信玄……戦国の両雄が、いよいよ天下の覇権を賭かけて相まみえるというのか）と震ふるえあがるばかりであった。




　疾はやきこと風の如く、

　徐しずかなること林の如く、

　侵しん掠りやくすること火の如く、

　動かざること、山の如し。

　風林火山の軍旗が、躑躅ヶ崎館の門前にいっせいに掲かかげられた。




　山は──動いた。

























　　　あとがき




　春日かすがです。

　４巻は、実質的に３巻の最終章「金ヶ崎へ」が導入部になっていまして、この「金ヶ崎へ」を３巻に収録することで３巻はシリーズ初の３００ページ越ごえとなったわけですが、それよりもなによりもあがってきた見本誌を手にとって、最終ページのみやま先生の挿さし絵え（良晴を置き捨てて、馬に乗って逃とう走そうする信奈）の迫はく力りよくに息を吞みました。

「各巻の最終ページを春日のつたない文章ではなく、みやま先生の美び麗れいな挿絵で印象的に締しめる」というのは実は春日が１巻の原げん稿こうを執しつ筆ぴつしている途と中ちゆうで思いついたちょっと変則的な構成だったのですが、なにしろスタート当初はシリアス３割コメディ７割の比率で書きはじめていましたから、これほど劇的な効果をもたらすことになるとは、絶句しました。

　今から思うと、あの瞬しゆん間かんが「織田信奈の野望」の作風がハーレムラブコメ寄りのライトな路線からシリアス寄りの戦国戦記小説路線へと切り替かわった瞬間でした。

　この３巻がいざ出版されて店頭に並んだところ、読者の皆みなさんの「信奈」３巻への反はん響きようは（本作の１巻、２巻比で）驚おどろくほどに熱く激しいものでして、作者として「これほど真しん剣けんに読んでいただいている！」と涙なみだが出るほど嬉うれしかったと同時に「３巻のラストでこれだけ期待させてしまったけれど、４巻の中身をなにも考えていなかった。どうすればいいんだろう」という恐きよう怖ふとプレッシャーもまた初めて味わったのでした。

　そんなわけで、「無印」の４巻はとにかく人生初と言ってもいい緊きん張ちようとプレッシャーの中で原稿を書くこととなり、書けば書くほどキャラクターがピンチに陥おちいって信奈も良晴も光秀もばたばたと倒たおれていく一方で、「いったいどうなってしまうんだろう」といよいよ追い詰つめられ……という手て探さぐり状態でした。重要な役割を担になっている土御門の式神に関する設定が作中であまり明確に説明されておらず、戦国世界に唐とう突とつにファンタジー要素が流入してくるような違い和わ感かんがあるのは、ほんとうに目の前の話を進めるのでいっぱいいっぱいでそこまで描えがき込む余よ裕ゆうが当時はなかったからでしょう。書けども書けども良晴と信奈が上じよう昇しようする気配がなく、ストーリーはほとんど破は綻たんしかけていて、完全に金ヶ崎から敗走する良晴の気分でした。

　なので今回の改かい稿こうでは、土御門の式神がらみの設定と、叡山の呪じゆ術じゆつ的役割について、「信奈を叡山の密教僧そうたちが呪じゆ詛そする」という新規エピソードなどを書き加えることによって補完し、４巻で描かれている「中世対近世」という対立軸じくをより明確にしました。

　また実は、８巻で明かされる「竹中半兵衛が叡山で果たした陰おん陽みよう師じとしての仕事」は、「無印」の３巻（半兵衛と久秀の会話シーン）と４巻（半兵衛が不ふ滅めつの法灯を消すシーン）で伏ふく線せんとしてさらりと書いていた……つもりだったのですが、あまりにもさりげない形で書いていたために、伏線としてやや不親切で気づかれなかったかもしれません。なので今回の改稿では、半兵衛たちが不滅の法灯を消すシーンを書き下ろして挿そう入にゆうしました。前鬼に比べて出番が少なく、退場時期がはっきりしなかった後鬼は、この４巻で退場するということとなりました。「後鬼は狼おおかみ娘むすめなのになぜ油あぶら揚あげが好きなのか」という謎なぞが残りましたが、後鬼はなにかと前鬼の真ま似ねをしたがっているんです。

　ですが「信奈」という作品の「テーマ」は、この４巻を執筆していく中でやっと定まったというか、見つかったのです。というよりも、実はすでに１巻の当初からずっとそのテーマを反復して書き続けていたのですが、それはただ無我夢中で無意識のうちに書いていたのであって、作者自身がそのテーマに気づいていなかったわけです。それが、４巻の半ばまで書き進めて「もうどうすれば良晴と信奈が浮ふ上じようできるのかわからない」とぎりぎりまで追い詰められた段階で、忽こつ然ぜんと閃ひらめいたというか、気づいたわけです。

　そこから後はもう、信奈と良晴がどん底から這はい上がって上昇していくだけですから、迷うことなく筆が進みました。

　ともかく四苦八苦して書いた４巻ですが、書いているうちに構想がどんどん膨ふくらみ、浅井朝倉との合戦がはじまる前にページ数の限界を超こえたために、さらに５巻へと続くことになりました。その結果、「これだけ苦難の連続を描いてキャラクター（と読者）を苦しめておいて、なぜ良晴と信奈のラブシーンがないの!?」と読者からお[image: しか]しかりを受けまして、たしかにそうでした、と反省しました。それでお詫わびの印に今回、信奈と良晴がキス寸前まで行くプレ・ラブシーンを追加させていただきました。

　ただ、信奈と良晴の性格や立場を考えると、４巻のラストではまだまだキスまでは行かないだろうと考えて敢あえて先延ばしにしたことも事実です。二人とも素す直なおじゃありませんし、高い身分の壁かべというものもありますし、とりわけ信奈は異性と恋れん愛あいすることに対して恐きよう怖ふ心しんを抱いだいていますから、さらなるだめ押しの事件がなければ、できないんじゃないだろうか？　壁を乗り越えられないんじゃないだろうか？　とも思っていたんですね。

　その「さらなるだめ押し」の役割を担うことになったのが朝倉義景さんで、当初の構想にはなかった悪人の役割を続く５巻で与あたえてしまいまして、その後の朝倉義景の人生は試練と不幸の連続。しかも展開上の都合などもあって、彼の物語の結末を準備していたにもかかわらずいつの間にか本編から退場させてしまいました……これでは朝倉義景があまりにも不ふ憫びんだという心残りがずっとあったので、彼のその後に関してはドラゴンマガジン連れん載さいの「織田信奈の野望 安土日記」のほうで描かせていただきました。これで作者が朝倉さんに祟たたられるということはなくなったんじゃないか……と思います。





春日みかげ









[image: 特別短編　今川義元の将軍日記]







　おーほほほほ。今朝も目覚めがいいですわね！

　この征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・今川義元は本日も絶好調ですわ！

　わらわは、少し前までは東海地方を支配する大大名でしたのよ。

　わが今川家は、由ゆい緒しよ正ただしい源氏・足利氏の一族なのですわ。

　足利将軍家が断絶したために将軍位継けい承しよう候補となったわらわは、皆みなさんに乞こわれてわざわざ上じよう洛らくして将軍になってあげましたの。

　京の皆さんも、「織田信奈のおかげですっかり治安がよくなった」と大喜びですわよ。

　織田信奈さんという方は、数多いわらわのしもべの一人ですの。

　つまり、すべては高貴なる血筋と優ゆう秀しゆうなる頭脳と完かん璧ぺきな美び貌ぼうを兼かね備えたわらわの人徳ですわね！

　実は上洛する途と中ちゆう、織田信奈さんのお城に寄り道している隙すきに武田信玄さんという実に腹黒い女に領国の駿河を横取りされたりもしましたけれど、わらわは征夷大将軍。武家の頭領。

　まあ、その程度のおいたは許してさしあげますことよ。

　いまや日ノ本の武士すべてが、わらわのしもべなのですものね。




　将軍の朝は、厳しい鍛たん錬れんからはじまるのですわ。

　さっそく、庭に出てしもべを呼びつけましょう。

「光秀さーん！　元康さーん！」

「ははっ！」

　いつもきびきびしている、しもべ一号。明智光秀さん。

　わらわを将軍にしようと言いだした、天あつ晴ぱれな姫ひめ武将ですわ。少しおでこが広いことを除けば、わらわに勝まさるとも劣おとらぬ高貴な美貌の持ち主ですわね。

「ふわあ。おはようございます～」

　すっとろい、しもべ二号。松平元康さん。

　わらわが駿河の大名だった頃ころからの使い走りですの。たぬきの耳を頭につけているけど、いったいどういう意味があったかしら。まあ、どうでもいいことですわね。

「わらわは自分に厳しい女なのですわ。なにしろ征夷大将軍ですものね！　さっそく修業をはじめますわよ。光秀さん、元康さん！」

「剣けん術じゆつ修業でしたら、鹿島新当流免めん許きよ皆かい伝でんのこの十兵衛がお相手つかまつりましょう」

「八はつ丁ちよう味み噌そ作りに精を出すのですか？　でしたらお任せください、うふふ～」

「違ちがいますわよ。将軍の修業といえば、蹴け鞠まり修業ですわ！」

「……はあ？　朝から蹴鞠で遊ぶのですか？　おそれながら将軍たる者、もっと他にやることが」

　あらあら。光秀さんはどうも小言が多いですわね。

「そういうこともあろうかと鞠を用意してきました～」

　その点、元康さんはさすが、幼い頃からわらわの使い走りをやってきただけあって気が利きますわ。

「しょうがないですね。少しくらいなら相手してやるです」

「行きますよ～。それっ」

「おーほほほほ。先に鞠で相手を倒たおした者の勝ちですわよ！　それっ、今川流秘奥義『白しら鳥とり風流円えん舞ぶ』!!」

　とりあえず光秀さんを鞠ごと蹴り飛ばして二条城の塀へいの彼方かなたへと吹ふっ飛ばすことにしたわらわでしたが、さすがはこざかしさに定評のある光秀さん。

「むっ、殺気！」

　どごおん！

　わらわが蹴り飛ばしていたのは、光秀さんがすばやく人間の盾たてとして突つき飛ばしてきた元康さんでしたわ。

「あ～れ～……もしかして私の出番、これだけですかぁ～？」

　きらり。

　元康さんは、お星さまになってしまいましたわ。

　まあ、しばらくすればけろっとした顔で戻もどってくるのですけれども。

　元康さんはほんとうに忠誠心の高い、信しん頼らいできるしもべですもの。

　たぶん、戻って来た時には、口に白い骨をくわえていますわ。

「義元さま。危ないではないですか！　死ぬかと思ったです！」

「おーほほほほ。さすがは光秀さんですわね！　わらわの必殺技をかわすとは、ただ者ではありませんわ！」

「はあ」

「褒ほめてつかわしますわよ。ほうら、今川流蹴鞠術の目録を差し上げますわ！」

「……これは、ただの落書きではないのですか？」

「わらわが書いたのですから、本物の目録ですわ！」

「そもそも、今川流蹴鞠術とはいったい何です」

「細かいことを気にしていると、長生きできませんわよ」

「義元さま、たまにはお仕事をしていただかないと困ります。お飾かざりとはいえ一応は将軍なのですから、形ばかりのお仕事が山ほど積もっているのです」

「よきにはからえですわ。お仕事など、しもべの皆さんがやることですもの。将軍のお仕事とは、風流三ざん昧まいに優ゆう雅がに暮らすことですのよ？　おーっほほほほ」

　往年の足利将軍たちをご覧なさい。

　足利幕府の黄金時代を築いた三代将軍・足利義よし満みつは豪ごう華か絢けん爛らんな金閣寺を建てて風流の道を極めましたわ！

　八代将軍の足利なんとかは銀ぎん閣かく寺じを建てましたわね！　名前は忘れましたけど。応仁の乱が起きて京の都が焼け野原となっても、八代将軍は戦に関わることなく風流三昧の暮らしを嬉き々きとして続けていたそうですわ。これこそ真の将軍、天晴れですわ！

　わが今川幕府は、いずれ金閣銀閣にも負けない豪ごう華かなお寺を建てますのよ！　そう、黄金に輝かがやく壮そう大だいなお寺を！　まつりごとなどは、信奈さんたちにやらせておけばいいのですわ。おーほほほほ！

「はあ……傀かい儡らい将軍がこんな人で助かってますが、どうしてこの十兵衛がいちいちこいつのご機き嫌げんを取らないといけないのでしょうか」

　光秀さんは、「ああ忙いそがしいです忙しいです」と愚ぐ痴ちりながら去ってしまいました。

　まあまあ。このわらわに褒められてしまったものですから、照れていらっしゃるのね。

　一見ツンツンしておりますけど、なかなかかわいい方ですわ。

「ただいま戻りました～。はあはあはあ」

　あら、元康さんが戻ってきましたわね。

「元康さん。蹴鞠の次は何をして遊び……いえ、どんな修業をいたしましょう」

「漫まん才ざいの修業などはどうでしょうか～。私、最近凝こってるんです～」

「あらあら。いいですわね。最近は、上方でも三河でも漫才が流は行やっているそうですわねえ」

「そうなんです～。面白きこともなき世を面白く、すみなすものは漫才なりけりです～」

「言葉の意味はよくわかりませんが、舞ぶ台たいで目立って観客の拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びる漫才こそはわらわに相応ふさわしい遊び、いえ、たしなみですわ！」

　元康さんは、さっそく漫才の基き礎そをわらわに講義しはじめましたわ。

「大人数でやる漫才もありますが、私の漫才は二人一組です～。私がツッコミをやりますから、義元さまにはボケをやっていただきます～」

「まあ。わらわが、ボケている、ですって？　それはどういうことですの元康さん？」

「い、いえっ。ボケとは面白いことを言って観客を笑わせる役のことです～」

「そうなんですの。ツッコミは？」

「ボケに対して『なんでやねん～』とか『よしなさい』と言って常識人として反応する役のことです～」

「そんな役は、客がやればよろしいのではないですか」

「いえいえ。ツッコミ不在でひたすらボケ倒しですと、お客さまたちがだんだん不安になってきますから～。いわば、お客さま目線で漫才を進める役割がツッコミなのです～」

「それはつまらない役ですわね。わらわはボケがやりたいですわ」

「ツッコミは空気が読める人間でないと無理ですからね～。義元さまには不向きです。では一発、つかみのボケをどうぞ～」

「おーほほほ。任せなさい！　『隣となりの客はよく柿かき食う客だ、隣の客はよく柿食う客だ、隣の客はよく柿食う客だ！』『赤巻紙青巻紙黄巻紙、赤巻紙青巻紙黄巻紙、赤巻紙青巻紙黄巻紙！』」

「義元さま～！　それは早口言葉です～！　ボケではありません～！」

「なるほど。そういうふうにツッコむのですね元康さん。実にすばやい切り返し、天晴れですわ！」

「……天然ボケの巨きよ匠しようになれそうです、義元さまは」

「おーほほほ！　そう褒めても何も出ませんわよ！」

　やはりわらわは天才……漫才をやらせても一級品のようですわ。

　ああ、自分の才能がおそろしい！

「義元さま。漫才はこのボケとツッコミが基本ですが、これだけではまだ個性がありませんね～」

「ですわねぇ。もう一工夫が必要ですわ」

「良晴さんいわく、未来ではツッコミがハリセンでボケの頭を思いきりどつきたおすハリセンツッコミが人気だそうです～。どうでしょう、私いちど五ご寸すん釘くぎを満まん載さいした鉄のハリセンで義元さまの頭をカチ割ってみたいのですが～。うふふ～」

　ひい。元康さんの笑顔がどことなく黒いですわ。

「そ、それは遠えん慮りよしますわ！　笑いのために命を捨てるのは天晴れですけど、わらわが倒れたらこの国の民はみな絶望して清水の舞台から飛び降りてしまいますもの！」

「ここはボケなくてもいいところなのですが～」

「今のはボケではありませんわ。真実を言ったまでですわ」

「未来には、のりツッコミという高等技術もありますよ～」

「のりツッコミ？」

「では見本を。義元さま、軽めのボケをお願いします～」

「わかりましたわ。元康さん。あなたは人間のふりをしていますけれど、実はたぬきの妖よう怪かいだそうですわね！　おーほほほほ！」

「ぐすん。実はそうなんです～、ですから夜な夜なお月さまを見るとお腹をぽんぽこりんと叩たたいて踊おどりたくなってしかたがありませ～ん。月がぁ～、出た出たああ～、月がぁ～はあああ～！　ぽんぽこ！　って、なんでやねーん！」

「……？」

「今のが、のりツッコミです。義元さまのボケにさらにボケをかぶせて、そのまま自分で自分にツッコんで落とすという三段技です～」

　思わずわらわは無言で、元康さんの頭に拳こぶしを落としてしまいましたわ。

「あいた～。義元さまはボケ担当ですよ～？　ツッコミは禁止ですよ～」

「どうして元康さん、あなたがボケまで横取りしていますの？　ボケはわらわの担当ですわ！」

「ですから。ボケに対してさらにボケで返してそのままツッコミまで突っ走ってオトすのが、のりツッコミなのです～。この技術を用いれば、漫才の速度感が上じよう昇しようするのです～」

「……つまりませんわ！　わらわは、自分一人だけが目立ちたいのですわ！　元康さんごときがわらわを差し置いて笑いを取るだなんて、断じて我が慢まんなりませんわ！」

「たしかに、最後にかぶせたほうが笑いを持っていきますからね～」

「そろそろ疲つかれてきましたわ。皆みなさんを爆ばく笑しようさせられる、手っ取り早い簡単で安易な方法はありませんこと？」

「そうですね～。安易といえばヘン顔をする『顔芸』、ヘンな格好で登場していきなりオトす『出オチ』などがありますけど～。出オチはいけませんよ～」

「あらあら。別によろしいのではなくて？」

「それでは、三河に伝わるとっておきの切り札を……一国一城にも匹ひつ敵てきする、この松平元康渾こん身しんの一発芸をお見せしましょう～。これさえ覚えれば義元さまも今日から漫才の星になれますよ～。この元康を見る目が変わりますよ～」

「……わらわは、お腹がすいた！　風流な朝食をいただいてきますわ。それではごきげんよう、元康さん」

「ああっ～！　ま、待ってくださ～い！　せっかくこの元康が輝く好機でしたのに～！」

　ふう、漫才って意外と面めん倒ど臭くさいですわね。

　天下の采さい配はいをやまと御ご所しよより任されている征せい夷い大たい将しよう軍ぐんたるもの、あまり遊びにかまけてはいられませんわ。

　……あいた。

　あいたたた。

　どうしたのかしら。肩かたがぴりっと痛みますわ。

「肩が凝っていますわねえ。わらわは胸が大きすぎるから。これも完かん璧ぺきな身体からだを誇ほこる美人ゆえの定めというものですわね」










　将軍のお昼は、やまと御所での優雅な歌会からはじまりますの。

「おーほほほ。姫ひ巫み女こさま？　征夷大将軍の今川義元！　い・ま・が・わ・よ・し・も・とが遊びに来てあげましたわよ！」

「ひいいい。予告もなしに御所に来るな、でおじゃる！」

　あら。

　お歯黒公く家げの近衛前久さんが、ずいぶんとあわてていますわね。

　わらわも京の公家風を貫つらぬきたい身なのですけれど、どうもお歯黒と描かき眉まゆは真ま似ねする気になれませんの。だって、わ・ら・わの美び貌ぼうは、お化け粧しようなどせずとも天下一なのですから！

　美しすぎるというのも困りものですわね、おーほほほほ！

「これっ、何を高笑いしているのでおじゃるか！」

「あらあら関かん白ぱくさん。姫巫女さまは留守ですの？」

「ひ、姫巫女さまはそちと違ちがって忙しいのでおじゃる！」

　あらあら。庭先には、堺の商人・津田宗及さんの姿も。

　宗及さんは苦み走ったいい男なのだけれども、いつも顔色が青白いのが玉に瑕きずなのですわ。

　堺には今井宗久さんというごつい商人さんもいるので、宗及と宗久、時々間ま違ちがえてしまいますわね。

　でも、顔も身体もごついほうが今井宗久さん、瘦やせていて顔が青白いのが津田宗及さん、と覚えておけば間違いありませんわ。

「宗及さん？　今日はやまと御所に何の用ですの？」

「はっ……そ、それは」

「おーほほほ！　あなたの腹黒い企たくらみなど、この征夷大将軍の今川義元がずばりお見通しですわ！」

「……ぎくっ？　い、いえ、決して関白さまとともに織田信奈を陥おとしいれる謀ぼう略りやくを練っていたわけでは……」

　ふふふ。このうろたえよう。

　すでに、自分で罪を自白しているようなものですわ！

「新味たこ焼きの売れ行きがさっぱりなので、やまと御所御ご用よう達たしの看板を銭で買いに来たのですわね！」

「はあ？　あ、そうです。さ、さようでございます！」

「ああ。やはり。わらわは、自分の頭脳の冴さえっぷりがおそろしいですわ！　あなたの顔色を見てすぐにぴんと来ましたもの！」

　やまと御所御用達の看板を買って、売れないたこ焼きにハクをつけようとは、なかなかの悪わる知ぢ恵えですわね津田宗及さん。

　庶しよ民みんというものは、そのような宣伝文句をつい信じてしまうもの。

「ここは、この正義の将軍が悪を懲こらしめる時ですわね。宗及さん？　たこ焼きを売るのでしたら、実力でお売りなさい？　不正はいけませんわよ」

「なにもかも承知いたしました。いやさすがは将軍さまです」

「関白さん。あなたも賄わい賂ろを受け取って御用達の看板を売ったりしてはなりませんわよ！　どうしてもと言うのであれば、まずは新味たこ焼きを毎日お食べなさい！　その上で気に入ったら御用達になさい！　おーほほほ！」

「ふう。一時は焦あせったでおじゃるが、こやつが天然ボケで助かったでおじゃる」

「おーほほほ。そうですとも、わらわは天然ボケの巨匠ですもの！　二人とも、褒ほめても何も出ませんわよ」

　こうして悪事を未然に防いだわらわは扇おうぎを広げて、正義を貫いた満足感にひたったのですわ。

　しかし、ただ悪事を懲らしめるだけでは、彼らを善人に矯きよう正せいすることはできませんわね。

　彼らを救う方法、すなわちいい商売を教えてさしあげねばなりませんわ。

「宗及さん。たこ焼きがダメでしたら、もんじゃ焼きをお売りなさい！」

「はて。もんじゃ焼き？」

「武蔵名物ですのよ。小麦を溶といたぐちょぐちょのモノに具を入れ、こねこねしてまぜまぜしたタネを、鉄板の上にだら～っと広げますのよ！　焼きあげるよりも早く、半生のどろどろ～っとしたぐじゅぐじゅ状態のまま、一口ずついただくのですわ！」

「……おそれながら、それはまるで○○を食べているかのような……」

「なんという面めん妖ような食べ物じゃ。板ばん東どう武者は信じられぬものを食べるでおじゃるな……」

「おーほほほ！　皆さん、ボケ役がお上手ですこと！　納豆もお薦すすめですわよ！　たくさんのお豆を発はつ酵こうさせて、糸をひくようになるまでぐじゅぐじゅのねちょねちょにしますのよ！　ぷうん、と鼻をつく臭においが漂ただよってきたら完成ですわ！　これを銀シャリにたっぷりと載のせていただくと最高ですの！」

「……上方の人間にはどうにも理解しがたい食べ物かと」

「麻ま呂ろはめまいがしてきたでおじゃる！　想像しただけで、鼻が、鼻が」

「すぐに東国から取り寄せてたっぷりと差し入れてあげますわ！　たんと召めし上がりませ、おーほほほ！」

「……」

「悪夢でおじゃる……ううっ……」

　まあ。二人とも泣いてわらわの親切を喜んでおりますわね。

　今日も将軍としてすばらしい活かつ躍やくをしてしまった自分がこわいくらいですわ。

　その後、わらわの親切心に感激した二人は、

「激しく対立している武田信玄と上杉謙信にぜひ手紙を書いていただきたいのですが」

「そうでおじゃる。二人の仲の悪さを姫巫女さまは憂ゆう慮りよしておられるでおじゃる。将軍の命により停戦せよと、ぜひ書いてもらいたいでおじゃる」

　と、わらわにねだってきましたの。

「まあ、まあまあ。将軍らしいお仕事ですわね！　わらわの威い光こうに信玄さんも謙信さんもたちどころにひれ伏ふす姿が目に浮うかびますわ！」

「ぜひともお願いいたします」

「これも、この国の平和のためでおじゃる」

「これで、織田信奈も……ふふふ」

「……窮きゆう地ちに追い込まれるでおじゃるな。ほっほっほ」

「よく聞こえませんけれど、わらわをもっと称たたえてくださいまし！　おーっほほほほ！」

　笑っているうちに。

　近衛さんが机の上に紙と硯すずりを用意させて、宗及さんが筆をわらわに差し出してきましたわ。やけに手際がいい二人ですわね。

「麻呂の言うとおりに書いてくれればそれでよいでおじゃる……ふふふ。遠回しに『織田信奈を討て』と書かせても、この将軍は気づかないでおじゃる」

「どうぞ、筆です」

「あらまあ気が利きますわね……あいたっ！」

「どうなされました？」

「肩が凝こっていますの。腕うでをあげたとたんにひどい痛みが。あいたたたた」

　ううん。

　肩が重くて筆を持つ気が起きませんわ。

　書いてあげてもよろしいのですけど、わらわは文書作成とかそういう地道なお仕事に忙ぼう殺さつされるべき器ではありませんの。

　もっともっと華はなやかな光があたる派手な舞ぶ台たいでこそ、わらわは輝かがやくというもの。

「ふう。面倒臭いから、しもべの信奈さんに代筆させてくださいまし」

「……えっ？」

「ちょっと待つでおじゃる！　この手紙は織田信奈を陥れるために……本人に知られたら一大事でおじゃる！」

「わらわは、一仕事してお腹がすいた！　しもべの屋や敷しきでも訪れて、豪ごう華かな夕ゆう餉げをいただきますわ！　わらわを接待するという光栄に与あずかれる今日の幸運なしもべは誰だれかしら？　おーほほほ！」

「そちがいったいどんな仕事をしたというのでおじゃるかーっ！」

　まあまあ。関白さんが感極まって身体を震ふるわせていますわ。

　こうしてわらわは、今日もやまと御所で大活躍してまつりごとを正してしまったのですわ。

　ほんとうに、将軍って忙いそがしいですわね。

　肩こりくらいは、甘んじて耐たえねばなりませんわねえ。










「で？　なんであんたがわたしの夕ゆう餉げに押しかけてきてるのよ？」

「まあまあ信奈さん。たまたまですわ、たまたま！」

「……デアルカ。犬千代、ぶぶ浸づけでも出してやって」

「了りよう解かい」

「信奈さんがわらわに代わって面倒臭い将軍のお仕事を片っ端ぱしから片付けてくださっているので、わらわも日々ほんとうに重大なお仕事にだけ専念できるというものですわ。今日はその礼として、信奈さんの接待を受けてあげますわよ。遠えん慮りよなさらず好きなだけ召し上がれ、おーほほほ！」

「どうしてわたしがあんたを接待しないといけないわけ？」

「あらあら。信奈さんのボケは、まだまだですわねぇ」

「ツッコんでるのよ！」

「そんなことでは、立派な漫まん才ざい師しにはなれませんわよ？」

「今のところ、漫才師になる予定はないわよ！」

　このわらわが織田信奈さんのもとを訪れてあげたというのに、信奈さんは今日も機き嫌げんが悪そうですわね。

　信奈さんったら、慣れない都暮らしで疲つかれているのかもしれませんわね。

　それも当然かもしれませんわ。

　なぜなら。

「信奈さん。おかわいそうに、味み噌そが足りてないのですわね。来る日も来る日も味が淡たん泊ぱくな京料理ばかりでは、味噌なしでは生きていけない尾張の野や猿えんたる者、活力不足になって当然ですものね」

「誰が野猿よ、失敬ね！　サルの仲間にしないでちょうだい！」

「わらわが東国から納豆を取り寄せてあげますわ。北条氏康さんに頼たのめばたくさん送ってくれますわよ？」

「な、な、納豆っ？　いやっ！　いやよ！　ぜったいに、いらないっ！」

　あらあら。

　あの強気な信奈さんが、泣きだしてしまいましたわ。

「きっとお疲れですのね。今日はゆっくりなさいまし」

「疲れてないわよっ！　ななな納豆がこわいだけなんだからあああ！　いやっ、あれだけはいやああ！」

　まあ、信奈さんったら。食しよく欲よくがないみたいで、おかわいそうですわねえ。

　わらわのご陽気さを分けてあげたいくらいですわ。

「もぐもぐもぐもぐもぐもぐ。おかわりですわ！」

「あんたって、ほんっっとに幸せそうね！　悩なやみとかないの？」

「もちろん、ありませんわ。わらわは位人臣を極め、日ノ本すべての民に崇あがめられる人気者ですもの！　高貴！　美び貌ぼう！　将軍！　明朗快活！　知ち謀ぼう！　すべてを兼かね備えた完かん璧ぺきな姫ひめ武将に、悩みなどあるはずがございませんわ。いつだってわらわは絶好調ですのよ。おーほほほほほ！」

「はあ……どれだけ坐ざ禅ぜんを組んでも、あんたのおつむ真っ白すってんてんな境地には到とう底ていたどりつけそうにないわね、わたしは」

「まあまあ、坐禅をなさってますの、信奈さん？」

「最近、悩み事が多いもの。近衛の無礼さやサルの女好きっぷりや武田信玄の偉えらそうな手紙や十兵衛の空気の読めなさにいちいち腹を立てていたら寝ねられなくなるから、坐禅の修行をして心を鎮しずめようと努力しているのよ」

「おーほほほ。心を鎮めようと努力するだなんて、本ほん末まつ転てん倒とうですわね！　鎮めよう鎮めようと意識すれば、かえって心が乱れるものですわよ！」

「うっ。今川義元なんかに真理を教わるだなんて、屈くつ辱じよくだわ！」

「わらわは、常に心のおもむくまま、あるがままに生きているだけですわ！　食べたい時は食べ、笑いたい時は笑い、眠ねむくなったら寝ますのよ！　それが人間本来の生き様ですわ！」

「人間というより野生動物の暮らしみたいなんだけど？」

「これが悟さとりの境地というものですわ、信奈さん」

　わらわの人生は勝利に彩いろどられた栄光の道ですもの。

　蹴け鞠まりに歌会に美お味いしいご飯。栄えい耀よう栄えい華が思うがまま。

　この若さで悟りに至ってしまうのも、当然と言えば当然ですわね。

「ふう。わらわのように若くして悟りを開ひらいてしまうというのも、存外に味気ないものですわね」

「桶狭間で負けてわたしに捕とらえられたことを、悲しみなさいよ」

「おーほほほ。たかが桶狭間など。あれはちょっとした油断でしたのよ。それに、疲れる戦仕事は血の気が多い信奈さんにお任せして、高貴なわらわは蹴鞠三ざん昧まい歌会三昧の贅ぜい沢たくな暮らしを京で満まん喫きつするべきですものね！　人にはそれぞれの役割がありますわ！」

「はあ……あんたのほうがわたしより明らかに長生きするわね。でも」

「でも？」

「ほんとうに今川義元、あんたが悟ってるかどうか、試してあげようじゃない！」










　信奈さんが邪じや悪あくそのものと言える笑みを浮かべましたので、わらわはどうも悪い予感がしたのですが、断り切れずにお寺の本堂で坐禅を組むことになってしまいましたの。

「足がしびれてきましたわ」

　信奈さんは、「かーつ！」と薩摩武士のような奇き声せいを発しながら、わらわの肩かたを警けい策さくでびしいっ！　と叩たたいてきましたの。

「あいたっ？」

　警策というのは、まあ、簡単に言えば竹刀しないのようなものですわ。

「何をしますのっ？」

「足が動いたわ。しびれたからって動いちゃダメよ。坐禅とは無念無想の境地を目指すもの。足がしびれても鼻がむずむずしても決して動いてはいけないし心を動かされてもいけないのよ！　動いたら、びしびし叩くわ！」

「いくらなんでも厳しすぎませんこと？」

　ぴしり、とまた肩を叩かれましたわ。

　うぐぐ。

「かーつ！　これはあんたが将軍として成長するための精神修行よ！」

　信奈さんは妙みように活き活きとしてきましたわね……やっぱり武器を持って暴れるとすっきりする人らしいですわ。尾張人ってほんとうに野や蛮ばんですわねえ。

　……無言で座っていると、だんだん眠くなってきますわね。

　わらわは、何も刺し激げきがない状じよう況きようというのが苦手ですの。

　ね、眠いですわ。

「……こくり、こくり……」

「かーつ！　かーつ！　かーつ！」

　ぱんぱんぱん！

「ひぎいひぎいひぎい！　信奈さん、肩ばかり叩かないでくださいますっ？」

「動かなければいいでしょう？　あんた今、眠ってたでしょう。寝てたでしょう。それは無念無想の境地とはぜーんぜん違ちがうんだからっ！　ぱっちりと起きて意識を保ちつつ、いかなるものにも束そく縛ばくされない自由な境地！　それが悟りよ！　かーつ！」

　ぱんぱんぱんぱん。

「ひぎい、ふぐう、ひぐぅ！」

　こ、これは。

　右みぎ肩かたそして左肩さらに右肩そのまま左肩と、休みなく叩かれているうちに……。

　まあ。まあまあまあ。

「信奈さん！　あなたという人は！」

「な、何よ？　毎日ぐーたら遊んで暮らしているあんたをぴしぴし叩いて憂うさを晴らして何が悪いのよ？　わ、わたしは忙しくてイライラがたまってるんだから！」

「まあまあ。すっかり肩こりが消えてしまいましたわ！　信奈さんがわらわの肩のツボをぴしぴし叩いてくださったおかげですわ、おーほほほほ！」

「え？」

　ほんとうに、肩が軽くなりましたわ！

　まあまあ！

「肩こりだけが気になっていたんですけれども、すっかり健康になりましたわ！　信奈さんって口では悪人ぶっていますけれど、ほんとうは心根の優しいお方ですわねえ！　天あつ晴ぱれですわよ！」

「違うっ！　なんでそうなるのよっ？」

　褒ほう美びを取らせてさしあげますわ、とわらわは軽くなった肩を回しながら筆をとってあげましたのよ。

「将軍さまの感状」

　を即そつ興きようで書いて信奈さんに手て渡わたしてあげましたら、信奈さんはそれはもう感激して顔を真っ赤に染めましたのよ。

　よほど照れていらっしゃるのねえ。

「うぐぐぐ！　むかつくむかつくむかつくっ！　勝手に家来扱あつかいしないでよねっ！」

「本日も天下太平で、まことにめでたいですわ！　おーほほほ！」

　こうしてわらわは、しもべの信奈さんにこれでもかと接待してもらい、すっかり肩こりも治って気分もすっきり。

　わらわの居城・二条城へと戻もどったのですわ。










「……悟りすましている賢けん人じんの暮らしというのも、たしかに物足りないですわね」

　将軍の夜は、二条城で能を観ながら優ゆう雅がに南なん蛮ばんの甘い葡ぶ萄どう水をいただくのが常ですのよ。

　侍じ女じよの皆みなさんにかしずかれて風流三昧。

　今夜も申し分のないひとときをすごしているというのに、どうも何かが足りない気がしますわね。

　しもべの信奈さんに建てさせた二条城は豪ごう華かですし、今宵こよいの能もいい感じですし、南蛮の甘い水は美味しいですし、わらわは元康さんから習得した漫まん才ざいの妙みよう技ぎを侍女の皆さんに披ひ露ろうして大受けですし。

　これ以上はないというくらいわらわの一日は完璧すぎるというのに、まだまだ足利義満の境地には達していない気がするのですわ。

「今川幕府は、足利幕府と比べて何が不足しているというのでしょうねえ」

　わらわは、侍女の皆さんにたずねてみましたの。

「将軍さまの治世は、完璧ですわ」

「家臣の織田信奈さまに全権を委任して、まつりごとに口を挟はさまない。これこそ応仁の乱のような政局の混乱を防ぐ最善の手ですわ」

「本日も、将軍さまのご威い光こうによって京は平和でしたわ」

「まさに名将軍！」

　尾張から来た侍女の皆さんは、全員揃そろってわらわの人徳に深く心服しているので、わらわを褒ほめるのが日課になっていますのよ。

「おーほほほ！　そのとおりですわね！　……でも、わらわは何か重大なお仕事を忘れているような気がするのですわ。将軍のお仕事は、果たしてこれですべてなのかしら」

「そうですねえ……」

「将軍家のお世よ継つぎがおりませんわね」

「しっ！　余計なことを言って騒さわぎになったら……！」

「あ、いけない」

　それですわ！

　そう。わらわは、ようやく気づいたのですわ。

「今川幕府が未み来らい永えい劫ごう安あん泰たいであるためには、将軍家のお世継ぎが必要ですわね！　そのとおりですわ！　わらわは早く赤ちゃんを産まねばいけませんわ！」

「は、はあ」

「あーあー。どうするのよ」

「よほど退たい屈くつしていたのか、盛り上がってるわ。もう止められないわ」

「しかしわらわは、赤ちゃんを産む方法を知らないのですわ。願でもかければ産めるものなのかしら？」

　そう。

　赤ちゃんはどうやって産めばいいのか。これは以前からこの世の七不思議の一つ。

　なぜか、太たい原げん雪せつ斎さいさんも教えてくれなかったのですわ。

「将軍さま？　赤ちゃんは、殿との方がたと閨ねやにて協力して作るものです」

「また、あんたは！　取り返しがつかない騒ぎになるでしょ！」

「だってもうここまで来たらしょうがないでしょ」

「ほうほう。殿方と、閨にて、協力!?　そ、そのようなこと、じ、実はわらわも知っていましたわ！　お、おほほほほ」

　はて？　閨で殿方といったい何をすればいいのでしょう？　妙に身体からだが火ほ照てりはじめたのは、いかなる理由なのかよくわかりませんわね。

「あはははは」

「えへへへ」

「おーほほほほ！　……で、ほんとうは閨で何をすればよいのかしら？」

　侍女たちが、いっせいに赤くなって顔を伏ふせましたわ。

「それは……」

「少々、言いづらいことで」

「一言で言えば、その」

「い、いやらしいことを……けほ、けほ」

　いやらしいことっ!?

　それはつまり、信奈さんの馬の鐙あぶみにこっそりひっかき傷をつけて、「うきいいい！」と激げき怒どしている信奈さんをこっそり覗のぞいて「ぷっ」と笑うとか、そういうあこぎな真ま似ねをせよということ？

　あるいは、朱す雀ざく大おお路じに落ちている小銭を拾って、黙だまってわらわの懐ふところに入れてしまうとか……な、なんといういやらしい！　わらわにはできませんわ、そのようなはしたない真似は！

「違ちがいます違います。それは『せこいこと』です！」

「閨で『源氏物語』のような逢おう瀬せを重ねるのです」

「恋こいの道、というものですよ将軍さま」

　まあ。

　まあまあまあ。

　それは……つまり……は、はずかしいことを殿方と閨で……ということですわね？

　わらわも乙女おとめなれば、恋に興味がないわけではありませんの。ある程度の知識はありますのよ。真夜中にこっそり「源氏物語」を読んで妄もう想そうをたくましくした経験もありますわ。

　でも、恋の道が実は赤ちゃんを作るための行こう為いだったとは、これは驚おどろきですわね！

「下手にまつりごとに色気を出されるよりは」

「いっそ殿方に夢中になっていただいたほうが信奈さまにとって好都合」

「気になる殿方はおられますか？　こうなったら面白半分で協力いたします」

「さっそく、ここにお連れしましょう！」

　ふむう。

　気になる殿方と言われても、わらわの周りにはろくな殿方がおりませんのよ。

　まず、織田家の武将は女の子が多いですものね。信奈さん、光秀さん。そして気がつけばわらわだけでなく信奈さんにもパシらされている元康さん。

　美男子と言えば津田信澄さんですが、あの方はすでに想い人がいるようですしねえ。

　となると、町人……？

　津田宗及さんはまずまず美男子ですが、顔が青白すぎますし、いつも小声で何かつぶやいている方ですから、快活なわらわとは性格が合いませんわ。

　今井宗久さんは岩のようなごつい方で、とても色恋の相手とは思えませんし。

「あっ……」

「お心当たりが？」

「陽気で快活。天晴れ日本男児とわらわが認めた者が一人、おりますわ」

　言ってしまったあと、わらわはなぜか不意に気き恥はずかしくなって顔を伏せてしまったのですわ。










　──将軍の夜よ更ふけは、お世継ぎ作りのお仕事ではじまるらしいですわ。

「どうして俺は縛しばられて二条城の寝しん室しつに転がされているんだ？　義元ちゃん!?　俺を人質にして信奈に謀む反ほんでもするつもりかっ？」

　困りましたわね。

　侍女たちが妙みように手際よく、相良良晴を連れて来てしまいましたの。

　布団の上で相良良晴はじたばたと暴れっぱなし。

　襖ふすまの向こうから、侍女たちが、

「はじめてですが、がんばりましょう」

「抱だきあって睦むつ言ごとを語り合えば、あとは殿方が進めてくださいます」

「『源氏物語』を思いだせばよろしいのです」

　とわらわをけしかけてくるのだけれど、光源氏と相良良晴ではやはり見た目も中身も大おお違ちがい。光り輝かがやく美び貌ぼうどころか、サル山のサルを連想させるこのお顔。わらわに似つかわしい殿方とは思えませんわ。でも、わらわはなぜかこの殿方だけは他の殿方とは違うと以前から感じていたのですわ。

　おそらく、桶狭間でわらわの命を救わせてやった時から。

「こほん。喜びなさいまし、相良良晴」

「何を？」

「わらわは高貴なる血筋と優ゆう秀しゆうなる頭脳と完かん璧ぺきな美貌を兼かね備え、このように今川幕府の初代将軍となりましたが、いまだお世継ぎがいないのですわ」

「……はい。それで？」

「織田信奈さんは城を建ててくれたりお仕事を代行してくれたり、まことに天あつ晴ぱれな忠臣ですことよ。しかし、今川将軍家のお世継ぎ問題には興味がないご様子」

「そりゃまあ、一代で終わらせるつもり……げふんげふん」

「信奈さんはまだお子さまですもの、そこまで気が回らないのですわ」

「いやあ。そんなことねえと思うぜ？」

「そこで！」

「はい」

「わらわは今宵よりそなたと逢瀬を重ねて、相良良晴、そなたの赤ちゃんを産むことにしましたわ！　光栄に思いなさい、おーっほほほほほ！」

「……えっ？」

「赤ちゃんを産むのです！　今川将軍家を盤ばん石じやくのものとするためのお仕事です！　考えてみれば、将軍にとってもっとも重要なお仕事は子作りでしたわ！」

「またまた、ご冗じよう談だんを」

「わらわは天然ボケの巨きよ匠しようですが、これはネタではありませんのよ」

「なななんで相手が俺なんだっ？　おおお桶狭間でお前の命いのち乞ごいをしたからかっ？　だだだだからって暴走する必要なんかないんだぜ？」

　こほん。

　こ、これ以上押し問答を続けていても先へ進めませんわね。

　わらわは、あまり言いたくないはずかしい本音を語ってあげることにしましたの。

「……お、桶狭間でわらわを助けてくれたご褒ほう美びではありませんわ。わらわは他人に崇あがめられて当然の存在！　あの時のことなど、いっさい恩になど着ていませんことよ！」

「ますますわからねえ！」

「こほん。わ、わらわは自分を褒美の品になどしませんわ。しかし、勇ゆう敢かんで忠誠無比でかつ姫ひめ武将に優しいそなたを、天晴れ日本男児と認めてやっているのですわ……」

　そこで抱きつくのです！　と侍女の声が聞こえたので、わらわは言うとおりにしてみましたわ。相良良晴の身体にきゅっと抱きついてみますと、意外にも熱くてそしてたくましいではありませんか。

　こ、これが戦場を駆かけ巡めぐっている殿方の身体……わらわは思わず、ぎゅうううー、とさらに腕うでに力を込めてしまいましたの。

　相良良晴の腕を縛っていた縄なわも、いつの間にかほどけていましたわ。

　ああ。これからこの殿方の赤ちゃんを孕はらまされるのですわ、と思うと胸の高鳴りが止まりません。不思議と、嬉うれしくてたまりませんでしたわ。

「うう……こ、この先は、よく知りませんの。そなたにお任せしますわ」

「俺も経験ないけど、だ、ダメだよこれ以上は！　まだ今なら引き返せる！」

「なぜですの。わらわが気に入らないと仰おつしやりますの？　ありえませんわ！　ぐすっ……」

　相良良晴が何もしてくれないので、わらわはつい涙なみだを流してしまいましたわ。

　今夜のわらわは、どうしてしまったのかしら？

「義元ちゃん。きみはそりゃびっくりするような美人だし胸も大きいし、すげぇ嬉しいけど。でもこの先に進んだら俺は間ま違ちがいなく信奈に殺されるんだよ！」

「まあまあ。信奈さんがそなたを？　それはどうしてですの？」

「どうしてって、そりゃあ……」

「相良良晴。わらわはなぜか、身体が火照って苦しいですわ。このままでは耐たえられません。接せつ吻ぷんをすれば赤ちゃんができるのかしら？」

「ああ、天よ！　ねねが俺の長屋に送られてきたあの夜に、この今川義元イベントが発生していれば今いま頃ごろは！」

　この時でしたの。

　襖の向こうで、侍じ女じよたちが「きゃあああ」「かんにんしてください！」「お許しを！」と突とつ然ぜん悲鳴をあげたのですわ。

「あらあら、まあまあ。なにかしら？　騒さわがしいですわね」

「そろそろ、オチなんだろ……ぐっすん」

「オチ？」

　ばんっ！

　襖が蹴け破やぶられて、なぜか修しゆ羅らのように全身から殺気をみなぎらせている信奈さんが閨に飛び込んできましたの。

　その手には、名刀「圧切長谷部」が握にぎられていましたわ。

「あら、信奈さん」

「うわああああ！　どうせこうなると思ったんだあああ！」

「まさか、今川義元にまで手を出すなんて。油断だったわ。ちょっとばかり出世したからって、よくもまあ……」

「俺は無実なんだ信奈あああ！　待ってくれ、斬きらないでくれ！　まだ足の縄がほどけてねえんだ！」

「ねえサル、覚かく悟ごはできているわね？　あんた、将軍を籠ろう絡らくしてわたしを裏切ろうとしたのよ？　自分の子を次の将軍にしようという大それた野望を実行しようとしたのよ？　これって立派な謀反でしょ？　そうよねえ？　わたしに謀反した家臣がどうなるか、考えなくてもわかるわよねえ？」

「信奈。待て待て待ってくれ。今回に限っては、ほんとうに俺は悪くないんだって！」

「問答無用よ！　死ねぇ、エロザル！」

　このあと、足を縛られたまま相良良晴がぴょんぴょんと跳とびはねて二条城中を逃にげまわり、信奈さんが刀で城のあちこちを斬り刻んで京の都が大おお騒さわぎになったのですけれど、これってこの二人が京にいる時は毎晩のように見せられている光景ですわねえ。




「いわゆるお約束というやつですわね。オチとしては、弱いですわね」




　わらわは、なんとなく、そこはかとなく、織田信奈さんに対して不満を抱いたのですわ。

　あれだけ家臣がいるのですから、相良良晴くらいよこしてくれてもいいのに、と。
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